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⽛個人情報の取り扱い⽜について

本学では，教育・研究，学生支援，社会貢献などに必要な業務をおこなうにあたり，大学に関わ
りのある個人（学生およびその学費支給者・保証人・受験生・卒業生・教職員など）の情報を活用
しています。これらの個人情報については関連する法令を遵守し，以下のとおり，利用目的を明確
にし，個人情報の適正な利用と適切な保護に努め，必要な安全管理措置を講じています。学生各位
の理解と協力をお願いします。

⚑．個人情報の利用目的
学生の個人情報は，以下の教育研究および学生支援に必要な業務を遂行するために利用し，利用
目的を変更した場合は，本人に通知又は掲示板等に公表します。

⑴学生の個人情報
⚑) 入学に関する業務：入学志願，入学選抜実施，合否判定，入学手続きに関する業務など
⚒) 学籍に関する業務：個人基本情報の管理，学籍異動，学費，クラス編成，学生証交付，
証明書作成に関する業務など
⚓) 教育に関する業務：履修登録，授業・試験実施，成績処理，進級・卒業判定，学位記授
与，海外留学に関する業務など
⚔) 研究に関する業務：研究活動支援に関する業務など
⚕) 学修支援に関する業務：教務指導，履修相談，図書館・コンピュータ実習室など学内施
設利用に関する業務など
⚖) 学生生活支援に関する業務：奨学金，学生相談，健康維持促進，課外活動に関する業務
など
⚗) 就職活動およびその支援に関する業務：キャリア形成，就職相談，求職登録，就職斡旋
に関する業務など
⚘) 学生・学費支給者・保証人などへの連絡業務：学修支援のための連絡，成績通知，進級・
卒業判定通知，学生生活支援のための連絡業務など

⑵学費支給者および保証人の個人情報
学費支給者・保証人への連絡業務：成績通知，進級・卒業判定通知発送，学費納付に関する
連絡，各種送付物の発送，学修支援のための連絡，学生生活支援のための連絡業務など

⚒．個人情報の第三者提供について
個人情報は，原則として，あらかじめ本人の同意を得ることなく第三者に提供することはありま
せんが，法令に基づく場合，人の生命・身体・財産その他の権利・利益を保護するために必要であ
ると判断できる場合，および緊急の必要がある場合などは，例外的に個人情報を開示することがあ
ります。

⚓．学費支給者への成績開示などについて
学費支給者に対しては，学期ごとの学修成果を⽛成績通知書⽜として送付し，教務指導や学修・
生活相談における教職員からの指導や助言が必要な場合には，履修登録情報や成績情報などを開示
します。

⚔．本学内における学生への連絡方法について
教育指導上あるいは学生生活支援上，本学内において学生本人への連絡・通知などが必要になっ
た場合には，原則として，関係掲示板に⽛学生番号⽜を掲示します。

⚕．相談窓口
個人情報について開示・訂正・削除・利用停止などを請求することができます。不明な点や手続
きなどについては，学部事務窓口に相談してください。
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⚑－⚑．2023 年度 教職課程行事予定表

2023 年
⚓月29日(水) 教職課程ガイダンス

対象⚒・⚓・⚔年生在学生（⚑・⚒部 全学科）
⚔月⚑日(土) 介護体験実習ガイダンス（2023 年度実習希望者）
⚔月⚒日(日) 入学式
⚔月⚓日(月) 新入生教職課程ガイダンス（⚑・⚒部）
⚔月⚕日(水)・⚖日(木) 教職課程履修相談日
⚔月⚗日(金) 第⚑学期 授業開始（豊・工）
⚔月上旬～⚔月中旬 履修登録（所属学部）
⚔月上旬 教育実習内諾書の作成・点検（2024 年度実習希望者）
⚔月中旬 教員採用候補者選考検査受検ガイダンス（⚑・⚒部⚔年生）
⚔月下旬 教育実習直前ガイダンス（⚑・⚒部⚔年生）
⚕月上旬～10月下旬 教育実習実施期間／教育実習校訪問期間
⚕月16日(火) （学園創立記念日）
⚖月25日(日)〈未定〉 北海道・札幌市公立学校教員採用候補者選考検査（一次検査）
⚗月21日(金)～⚗月27日(木) 教職科目・期間外試験実施期間
⚗月27日(木) 第⚑学期授業終了（豊・工）
⚗月31日(月)～⚘月⚕日(土) 第⚑学期期末評価実施期間（豊・工）
⚘月⚘日(火) 夏季休業開始
⚘月下旬〈未定〉 北海道・札幌市公立学校教員採用候補者選考検査（二次検査）
⚙月中旬〈予定〉 教職課程準備研修会（学外研修）
⚙月19日(火) 夏季休業終了
⚙月20日(水) 第⚒学期 授業開始（豊・工）
10月⚗日(土)～10月⚙日(月) 第 72 回十月祭・第 52 回工学祭
10月下旬 北海道・札幌市公立学校教員採用候補者選考検査結果通知〈予定〉
11月中旬 第⚑回教育職員免許状授与申請ガイダンス（⚑・⚒部⚔年生）
11月下旬 教育実習内諾ガイダンス（2024 年度実習希望者）
11月18日(土)〈予定〉 教職課程準備研修会（講演及び受検準備ガイダンス）・教職課程研究会
12月中旬 第⚒回教育職員免許状授与申請ガイダンス（⚑・⚒部⚔年生）
12月26日(火) 冬季休業開始

2024 年
⚑月⚙日(火) 冬季休業終了
⚑月10日(水) 第⚒学期授業再開（豊・工），振替土曜日
⚑月上旬 教育職員免許状授与申請書類受付（⚑・⚒部⚔年生）
⚑月17日(水)～⚑月27日(土) 教職科目・期間外試験実施期間
⚑月27日(土) 第⚒学期授業終了（豊・工）
⚑月29日(月)～⚒月⚓日(土) 第⚒学期期末評価実施期間
⚒月⚙日(金)～⚒月12日(月) 一般選抜
⚓月11日(月) 卒業生発表（各学部）
⚓月20日(水)〈予定〉 卒業証書・学位記授与式 卒業祝賀会

教育職員免許状授与

─7─



⚑－⚒．2023 年度 学年別ガイダンス予定表
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⚑年生対象ガイダンス

⚔月⚓日(月) 新入生・教育職員免許状取得（教職課程）ガイダンス
⚑部 経済学部・経営学部・法学部・人文学部・工学部
⚒部 経済学部・経営学部・法学部・人文学部

⚔月⚕日(水)・⚖日(木) 教職課程履修相談日（豊平校舎）

⚔月中旬 履修登録
(所属学部のガイダンスにて指示する)

⚒年生対象ガイダンス

⚓月29日(水) 教職課程ガイダンス
⚑部 経済学部・経営学部・法学部・人文学部
⚒部 経済学部・経営学部・法学部・人文学部
工学部

⚔月⚕日(水)・⚖日(木) 教職課程履修相談日（豊平校舎）

⚔月上～中旬 履修登録
（所属学部のガイダンスにて指示する）

11月下旬 ⚑・⚒部教育実習内諾ガイダンス
○2025年度教育実習希望者

⚓年生対象ガイダンス

⚓月29日(水) 教職課程ガイダンス
⚑部 経済学部・経営学部・法学部・人文学部
⚒部 経済学部・経営学部・法学部・人文学部
工学部

⚔月⚕日(水)・⚖日(木) 教職課程履修相談日（豊平校舎）

⚔月上～中旬 履修登録
（所属学部のガイダンスにて指示する）

⚔月中旬 ⚑・⚒部 教育実習内諾書点検
○2024年度 教育実習内諾依頼文書の発行

⚗月29日(土) 2024年度 教育実習内諾書類・大学提出／第⚑次締切日（予定）
⚙月中旬 教職準備研修会（学外）〔予定〕
⚙月30日(土) 2024年度 教育実習内諾書類・大学提出／最終締切日
11月18日(土)

(予定)
教職準備研修会（学内）・教職課程研究会
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⚔年生対象ガイダンス

⚓月29日(水) 教職課程ガイダンス
⚑部 経済学部・経営学部・法学部・人文学部
⚒部 経済学部・経営学部・法学部・人文学部
工学部

⚔月⚕日(水)・⚖日(木) 教職課程履修相談日（豊平校舎）

⚔月上～中旬 履修登録（所属学部のガイダンスにて指示する）
⚔月中旬 ①北海道･札幌市公立学校教員採用候補者選考検査 願書配布
⚔月下旬 ②教育実習直前ガイダンス
11月中旬 ③教育職員免許状申請ガイダンス〈⚑〉（申請全般に関わる説明）
11月18日(土)

(予定)
教職課程研究会

12月中旬 ④教育職員免許状申請ガイダンス〈⚒〉（教育職員免許状授与申請書写し配布）
⚑月上旬
(予定)

⑤教育職員免許状授与申請書類受付

介護体験実習ガイダンス（2023 年度実習希望者 ⚓年生以上)

⚔月⚑日(土) 介護体験実習ガイダンス・事前指導

インターンシップガイダンス

未定 インターンシップガイダンス

学生ボランティアガイダンス

未定 学生ボランティアガイダンス

教職課程ガイダンスの出欠席

⑴ 各学年のガイダンスには，必ず出席すること。
⑵ 正当な理由により欠席する場合は，事前に教務センターにて⽛教職課程ガイダンス欠席届⽜に記入し，
その後の指示を受けること。



⚑－⚓．教職課程の受講にあたって

はじめに：本学における教員養成の理念と目的
本学は，北海道開拓の歴史と歩調を合わせながら，自由と自立を旨とした不屈な⽛開拓者精神⽜を有する人

材育成を理念として，今日まで様々な分野に多くの人材を送り出してきた。教職課程においても，同様の理念
のもと，優れた教員の養成を通じて北海道内外の発展に寄与することを目的としている。
この目的を達成するため，全学教育による豊かな教養の涵養と学部教育を通じた確かな専門性の獲得ととも

に，教職課程履修による教職への深い理解と学内外でのインターンシップ等を通じた実践力の育成をはかる。
本学教職課程は，これまで北海道内の中学校・高等学校を中心に約 1100 名の教員を送り出し，不屈なチャレ

ンジ精神あふれる人材を教育界に輩出することによって，地域社会への貢献を果たしてきた。このような本学
の歴史と伝統の蓄積を踏まえながら，現状に甘んずることなく，未来の発展に寄与する教員の養成に努めてい
きたい。

⚑．専門職としての心構え
ILO 及びユネスコの⽛教員の地位⽜勧告（1966 年）では，⽛教職は専門職と考えるべきである。教職は，厳し

い不断の研究により得られ，かつ維持される専門的知識と専門的技能を教員に要求する公共の役務の一形態で
あり，またそれは，教員があずかる児童生徒の教育と福祉について個人及び共同の責任を要求するものである⽜
とうたっている。
教員には高い専門性と責任が要請されていることがわかる。教員は他の多くの職業と異なり，教員になった

その日から一人前の教師として，学習指導・生活指導などに責任を負わなければならない。
したがって，教員は教員免許状を取得した時点で，教員としての責務を果たす資質がすでに育成されている

ことを期待されているのであり，教職課程を履修するということはそのような責任の重さを十分認識し社会的
要請に応えることであるということを忘れずにいてもらいたい。

⚒．どんな教員が必要か
学校教育の直接の担い手である教員には，教育者としての使命感，人間の成長・発達についての深い理解，

児童生徒に対する教育的愛情，教科に関する専門的知識，広く豊かな教養，そしてこれらを踏まえた実践的指
導力が求められている。その上で，今後，子どもたちに⽛生きる力⽜を育むため特に求められる能力として，
①地球や人類の在り方を自ら考え幅広い視野を教育活動に生かす力，②変化の時代を生きる社会人として必要
な力，③教職に直接関わる多様な力，等があげられる。これらに対応できる資質能力を養うためには，普段か
らの意識的な学習と研鑽が求められる。
教職をめざす学生は，基本的な資質を共通に確保した上で，各人の得意分野や個性づくりを心がけてほしい。

生涯にわたってこのような力量を向上させていく教員としての⽛自己教育力⽜が最も大切である。

⚓．具体的にどんな人に教員になってもらいたいか
学校では多様な能力，個性，生活体験をもった教員が校長の下で一体となって学校教育を推進していくこと

が大切である。そのためには何よりも子どもが好きで，教員という立場で人間関係をうまく形成していくこと
のできる人が必要とされる。
教員をめざす学生は，机の上の勉強だけではなく幅広い社会経験にも力をいれていく必要がある。サークル

活動，ボランティア活動等の多様な体験を通して，人と関わりをもちながら人を育てる教職の広がりと奥行き
を認識することが大事である。

⚔．教育職員免許状と⚔年次教育実習
⑴ 実際の教員になる前に，教育現場を体験できるのが⽛教育実習⽜である。教育実習には，高い専門性と
責任が課せられ，教員になるための資質の形成に最も大きく寄与するトレーニングの場である。
実習事前学習はもとより実習期間中の一時間一時間が貴重な体験の場であるところから，真剣に取り組

む自覚と態度が必要であり，教育現場を肌で知ることが大切である。

⑵ 自分を磨く教育実習の場は大切な実践過程であり，抽象的理論の場ではない。生き生きとした教育を展
開することは望ましいことであり，大学で学んだ理論や知識・技術などを実習の場で具体的に実践展開で
きる力を養ってほしい。そのためには，①自分の取得免許状の教科・科目に関わる専門的知識・技術を身
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につけておくことが重要である。この科目については誰にも負けないという自信と気迫が必要である。②
普段から絶えざる研究，特に学習の創意工夫を体系的に進めておくことが大切である。③自分自身，生涯
にわたって人格を高め識見を深める努力をすることが大切である。

⑶ 本学の教職課程を受講し卒業時に取得できる免許状は，学部学科により異なるが次の通りである。

中 学 校 一種免許状 (社会) (国語) (英語) (数学) (理科)

高等学校 一種免許状 (地理歴史) (公民) (商業) (国語)
(英語) (数学) (工業) (情報) (理科)

⑷ 教育実習について，実習校から大学に強い要望が寄せられていることがある。それは，免許状を取るた
めだけに実習にくる学生の態度が安易であることに対してである。以後，本学への協力と次年度の教育実
習を断られる可能性もあるところから，実習では謙虚で真摯な態度で望むことが重要である。

おわりに：教育実習について
教育実習は，その主要な部分を教育実習校に委託し，当該校の校長先生はじめ担当教諭から指導を受けると

いう内容になっている。実習校は生徒の毎日の教育活動が継続的に行われているところであり，そこに勤務さ
れている先生方の神聖な職場であることを十分留意する必要がある。
教育実習には種々困難がつきまとうが，なし得た成就感はすばらしいものがある。とくに，実習で初めて出

会った生徒たちとの人間的ふれあいや彼らの内からにじみ出る活力などは，実習体験で初めて理解できるもの
である。これまでも，実習による体験を契機として教員になることを決意した学生は多い。同時に自己の教員
としての適性や能力を発見するときでもある。悔いを残さない教育実習であることを期待する。
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⚑－⚔．教職総合演習

⚑．位置づけ
教職総合演習は，本学教職課程における⚓，⚔年次の選択科目として開講されている。ゼミ形式の授業形態

を取り，現代の教育をめぐる諸問題を深く掘り下げて研究することをめざしている。
現代の学校には様々な対応課題があるが，その多くは複雑で多様な関連性の網目のなかで生起している。そ

れゆえ，課題を多面的かつ可変的にとらえる力，つまり⽛総合⽜的な理解と対応力が重要となる。参加学生は，
受身の学習ではなく，自分自身は問題をどうとらえるか，様々な角度から考え・討論することが求められる。

⚒．履修方法
この科目は選択科目として設置されているが，実質的には必修科目に準ずる扱いで運用されている。した

がって，本科目は，教職課程履修者全員がゼミ形式に適性な人数で履修できるように，時間割上重複しないよ
う開講されている。⚓年次に本科目を必ず履修できるように履修計画を立てておくことが望ましい。

⚓．概 要
具体的な授業内容は担当者によって異なるが，授業形態は，発表・討論を中心に行われる点で共通している

（⽛講義概要⽜を参照）。
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⚑－⚕．教職実践演習

⚑．位置づけ
教職実践演習は，中央教育審議会答申⽛今後の教員養成・免許制度のあり方について⽜（2006 年⚗月）におい

て提言され導入された必修科目である。そのねらいは，⽛教員として最小限必要な資質能力の全体について，確
実に身に付けさせるとともに，その資質能力の全体を明示的に確認すること⽜（同答申 II－⚑）にある。履修学
生にとっては，⽛将来，教員になる上で，自己にとって何が課題であるのかを自覚し，必要に応じて不足してい
る知識や技能等を補い，その定着を図ること⽜が期待されている。

⚒．履修方法と授業形態
履修年次は⚔年次の第⚒学期（⚒単位）であり，必ず履修しなければならない。
授業は，少人数のグループによる演習を中心とし，一部，特別講義などを含む形式で実施する。特別講義の

日程については，シラバス及び担当教員からの連絡にて確認すること。

⚓．留 意 点
この科目を履修するにあたっては，⽛履修カルテ⽜の作成と提出が前提となる。⽛⚑．位置づけ⽜で触れたよ

うに，本科目は，教職課程での他の科目履修や教育実習，さらには教職課程外での様々な活動経験を通した学
びを，全体として統合して最終的に確認することをねらいとしている。つまり，それまでに積み重ねてきた教
職課程での学びの履歴をふまえた上で，教員を目指す上で自らの課題を明らかにすることが重要である。この
ような意味で，⽛履修カルテ⽜の作成・提出が求められるわけである。

履修カルテ
⚑．目 的
各自が教職課程での学びの状況を記録し，その記録を参照しながら，学習した内容を確認し，各自にとって

取り組むべき課題を明らかにすることを目的とする。

⚒．概 要
教職課程を履修する者は，⽛履修カルテ⽜中の所定の欄に必要事項を記録する。内容はおおむね以下の項目か

らなっている。
⚑）教育の基礎的理解に関する科目等（教職に関する科目）の履修状況
⚒）実習関連科目等の履修状況と総括・反省
⚓）介護体験実習概要報告
⚔）自己評価シート

⚓．カルテの管理
⽛履修カルテ⽜は，電子カルテとしてクラウドシステムにより運用されている。⚑年次に配布される IDとパ
スワードを用いて，定期的に履修状況や各学年での目標・到達度などを確実に記録すること。また，記録デー
タを印刷し保管しておくこと。IDとパスワードを忘れた場合は，教務センターに申し出ること。

⚔．確認時期
おおむね，以下の時期に履修カルテの記載内容について，担当教員の確認を受けることとする。

⚑）⚒年次⚒学期の教育実習内諾ガイダンス時
⚒）⚓年次の⽛教科教育法Ⅲ・Ⅳ⽜⽛教育実習実践指導Ⅰ・Ⅱ⽜⽛教職総合演習⽜の履修時
⚓）⚔年次の⽛教職実践演習⽜の履修時
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⚑－⚖．介護体験実習（中学校教諭一種免許状取得希望者必修）（＊学外実習）

小学校・中学校教員免許状を取得しようとする者は，介護体験実習を行わねばならない1。本節をよく読み，
履修登録を行うこと。

本実習の目的は，義務教育学校の教諭が⽛個人の尊厳及び社会連帯の理念に関する認識を深める⽜（⽝小学校
及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律⽞平成 10 年⚔月⚑日施行）こ
とである。
この実習では，たとえば介助が必要なお年寄り・意思疎通が図りにくい人・障がいを有する人に食事の介助

をしたり，お話し相手になったりなど，普段学生諸君が接した経験の少ない場面に出会うことが多い。実習先
で接する人をはじめ，人間の尊厳について考え，職員・教員と連帯して取り組む必要について考えることがで
きる，貴重な⽛体験⽜の場である。
実習先は，大学外の施設・学校，すなわち社会福祉施設（⚕日間以上（有償）），および特別支援学校（⚒日

間以上）の⚒か所であり，計⚗日間以上の実習をおこなう。履修者各人の実習のために，学長名で文書を出し，
多くの施設や学校にご協力いただき，この実習は運営されている。大学の名の下に実習が行われていることを
忘れずに取り組むように。

本実習の目的や運営にかかる時間・労力を念頭におき，教師を目指す者としてふさわしい行動をとるよう常
に自らの立場を自覚し，実習に臨むこと。

⚑．履修登録までの流れ
⚔月 介護体験実習ガイダンス・履修登録
⚕月頃～ 時期・施設・学校ごとに，順次，実習先を掲示板とG-PLUS! にて発表

事前に施設・学校ごとに別途ガイダンスが行われる場合や，持参物・服装などについて指示が
あるので，呼び出されたときは即応じるように。

～12 月頃 全履修登録者の介護体験実習修了
年度末 登録者の成績決定

⚒．履修上の注意
本実習を履修するには，年度初めに行われる⽛介護体験実習ガイダンス⽜に必ず出席・受講しなければなら

ない。
近年，実習先の施設・学校が決定した後に，個人的な事情で履修を取りやめる例が増えてきている。履修計

画を立てる場合は，年度全体の自らの履修状況や個人的な事情をよく考慮するように。
なお，実習先での身勝手な行動は，教員候補者としてきわめて不適格である。万が一，実習先で失礼な行動

や多大な迷惑をかけた者には，今後，介護体験実習を認めないうえに教職課程として処分を行うこともある。

⚓．実施内容
本実習は，社会福祉施設で⚕日間以上（有償），特別支援学校で⚒日間以上，計⚗日間以上の介護等の実習期

間を必要とする。
以下は，介護等の体験の概略（各施設及び各特別支援学校で異なる場合がある）である。

⑴ 社会福祉施設（⚕日間以上の実習）
⛶ 老人福祉施設
① 養護老人ホーム：65 才以上の人で，身体・精神上の理由，環境・経済上の理由で生活が困難な方を養
護する。
〈介護の補助〉：食事・入浴・排泄・衣服の着脱・移動等の援助，散歩・買い物等の援助，行事・リクレー
ションなど

② 特別養護老人ホーム：65 才以上の人で，身体上または精神上の著しい障がいのために常時の介護を必
要とする方を養護する。
〈介護の補助〉：食事・入浴・排泄・衣服の着脱・移動等の援助，散歩・買い物等の援助，行事・リクレー

1 一部免除者あり 例：看護師免許を有する者，障がいをもつ者，など。
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ションなど
③ 老人デイサービスセンター：65 才以上の方で身体上あるいは精神上の理由で日常生活に支障がある人
に，通いや送迎により，入浴・食事の提供・機能訓練・介護方法の指導を行う。
〈介護の補助〉：送迎の補助，食事・入浴・排泄・衣服の着脱・移動等の介護など

⛷ 身体障がい者厚生援助施設
① 身体障がい者療護施設：介護を必要とする身体障がい者に治療・養護を行う。
〈介護の補助〉：食事・入浴・排泄・衣服の着脱・移動等の補助，散歩・買い物等の援助，行事・リクレー
ションなど

② 身体障がい者授産施設：身体障がい者に職業訓練を行ない，職を得て自活を促す。
③ 肢体不自由児施設：肢体不自由児を入所または通園させて，治療・独立生活に必要な知識技能を与え
る。
〈介助の補助〉：食事・入浴・排泄・衣服の着脱・移動の援助，散歩・買い物等の援助，行事・リクレー
ションなど

④ 身体障がい者デイサービスセンター：身体障がい者の各種相談，機能訓練・教養教育，社会との交流
促進，リクレーションなどを行う。

⛸ 児童福祉施設
① 母子生活支援施設：離別・死別，あるいは夫の暴力等により経済的に生活困難な母子の生活を支援す
る。

② 児童養護施設：保護者のない児童，虐待されてる児童，その他養護を必要とする児童を入所させる。
③ 知的障がい児通園施設：知的障がい児を入所あるいは通園させて独立生活に必要な知識技能を与え
る。
〈介助の補助〉：食事・入浴・排泄・衣服の着脱等の介助，行事・リクレーションなど

⛹ 知的障がい者援護施設
① 知的障がい者厚生施設：18 才以上の知的障がい者が日常生活の自立に必要な指導・訓練を受ける。
② 知的障がい者授産施設：18 才以上の知的障がい者に訓練し，職を得て自活させる。
③ 知的障がい者デイサービスセンター：18 才以上の知的障がい者やその介護者に，手芸・工作などの創
作活動，社会生活に必要な訓練，介護方法の指導等を提供する。

⑵ 特別支援学校（⚒日間以上の実習）
① 盲学校：視覚障がい者・弱視者の学校で，幼稚部・初等部・中等部・高等部がある。
② 聾学校：聴覚障がい者・聾児・難聴児の学校で，幼稚部・初等部・中等部・高等部がある。
③ 養護学校：知的障がい者・肢体不自由者・病弱者の学校で，初等部・中等部・高等部がある。
※⽝よくわかる社会福祉施設 第⚕版⽞（全国社会福祉協議会，2018 年）参照のこと。

⚔．介護体験実習実施の準備と心得
⑴ 事前に社会福祉施設及び特別支援学校についての知識を深めておくこと。

参考文献：⽝よくわかる社会福祉施設 第⚕版⽞（全国社会福祉協議会，2018）
⽝介護等体験ガイドブック 新フィリア⽞（全国特殊学校長会編著，2020）

⑵ 実習先の施設・学校等について情報を収集しておくこと。
事前に実習先（施設・学校）に連絡を入れ，前日までに必ず足を運び，行き方（交通手段）・場所を確認する
こと。

⑶ 実習期間中は，以下の事項に注意すること。
① 時間を厳守すること。
② 施設及び学校の担当者の指示に従い自分勝手な判断をしない。
③ 受身にならず入所者，利用者，児童・生徒と積極的にかかわるよう努める。
④ 施設の利用者，児童・生徒のプライバシーの保護等に留意すること。
⑤ 言葉遣いに気をつける。
⑥ 元気良くはっきりと挨拶する。
⑦ 実習生同士の私語を慎むこと。

⑷ 服装について，以下の点に注意すること。
① 清潔感のある動きやすいものを着用すること。
② 外靴は運動靴とし，上靴も用意しておくこと。
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③ 装飾品（ピアス，指輪，ネックレス等）を身に付けず，髪型・化粧（マニキュアを含む）が派手になら
ないよう注意すること。

⑸ 本実習は中学校免許の取得に必要なカリキュラムの一環ではあるが，実習先の施設・学校に対する対外的
な責任が伴うものであることを自覚すること。

⑹ その他
実習が終了した後⚑カ月以内に，社会福祉施設へは施設長をはじめお世話になった職員の方々に，また特

別支援学校へは校長先生をはじめお世話になった先生に礼状を書くこと。
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⚑－⚗．教職準備研修会（学外・学内）

⚑．目的と概要
中学校，高等学校等の教員は，原則として，学校の種類及び教科ごとの教員免許状が必要です。教師として

求められる基本的資質を高めるための科目⽛教育の基礎的理解に関する科目等⽜の履修は重要です。具体的に
は，教師の役割や職務について知識を深め，教育に関する歴史や学校の制度，仕組みを学び，教科の知識以外
の⽛教師として求められる総合力⽜を高めるための科目です。特に，教育実習は，教員免許を取得するための
必修科目であり，学校現場での教育実践を通じて，学生自らが教職への適性や進路を考える貴重な機会であり，
将来教員を志す学生が，子どもと直接向かい合い，触れ合う機会でもあります。このため，実習生には，学校
の教育活動を単に体験し，補助するという受け身の姿勢ではなく，主体的・意欲的に教育実習に取り組み，改
めて教職を志す自覚や責任感を育んでいくという姿勢が求められます。教職準備研修会では，教職を志す学生
の皆さんに具体的で実践的な研修を実施し，生徒に⽛生きる力⽜を育む教員としての資質向上に資するもので
す。更に 2019 年度教員採用検査から大幅に変更となった二次検査等についての解説や対策についての研修等，
必要に応じて補完的な指導を行うなどの工夫を図る研修会となっています。

⚒．参加要件と具体的内容
教職準備研修会は，授業に付加する形で教員を志す学生の皆さんのスキルアップの絶好の機会として設けら

れ，一泊宿泊を含む中学校や高等学校に直接訪れる⽛学外研修⽜と先輩からの受験報告やOBの現役教員から
の講話の⽛学内研修⽜があります。

学内研修 11 月 18 日 土曜日 （予定）
⑴ 教員採用検査について

適性検査，面接（個別Ⅰ・Ⅱ）検査，教科等指導法検査，実技検査（英語のみ）についての具体的な指
導。特に面接について，多くの教職担当教員による複数回の徹底した面接練習を繰り返し実施（⚗月）

⑵ 教育実習・教員採用検査等の体験発表
教員採用検査を体験した⚔年生やOBが，教育実習の実際及び教員採用検査等について体験談の発表

⑶ 現役教員による講話
本学OBの現役教員を全道各地から招き，学校教育活動の実際の貴重な経験等の講話

⑷ 改訂された教員採用検査の傾向と対策

学外研修 （⚙月）
2021 年度は，札幌市で唯一の小中併置校であり，2023 年⚔月からは札幌市で最初の義務教育学校として開

校する札幌市立福移小中学校と，2021 年度に北海道高等学校遠隔授業配信センターが設置された北海道有朋
高等学校を視察訪問し，それぞれ義務教育学校のコンセプト，多様な生徒が在籍する高等学校の現状につい
て研修することができました。

─17─



⚑－⚘．教育実習ガイダンス（⚒・⚓・⚔年生対象）

⚑．目 標
⽛教育実習⽜に向けて，教育実習の意義や内容について理解を深め，教育実習生を指導する実習校の⽛受け
入れ⽜や⽛内諾⽜のための諸心得を理解する。
なお，各学年のガイダンスは，⽛⚑－10．教育実習の心得⽜に沿って実施する。

⚒．教育実習のもつ意義
⑴ 教育職員免許法に基づく教員資格の取得要件であり，本学では教職課程履修の総仕上げとして位置づけ
ている。

⑵ 教育実習は，教員になるための必須条件である。（現行法）
教育実習は学校現場で専門教科・科目の指導技術や学校の各種分掌業務及び生徒の実態把握等，学業指

導全般について指導助言を受けるものである。

⚓．教育実習で何を学ぶか
⑴ 教師としての自覚を深める→教師の人格・人間性と研修姿勢。
⑵ 教師の仕事を理解する→学校教育目標・教科指導目標・ホームルーム指導目標等に基づく日常業務。
⑶ 教師の実践を学ぶ→教師の仕事，特に生徒指導，学習指導，部活動指導等。

⚔．教育実習校に内諾を得に行く場合の留意点
⑴ 教育実習校のホームページで実習に関する記載を確認しておくこと。
⑵ あらかじめ内諾の打合せ者を確認しておくこと。
⑶ 希望実習教科・科目を決め，教材研究を深めておくこと。
⑷ 身だしなみ，言動等を含め，実習校訪問のためのマナーを心得ておくこと。

⚕．教育実習は，履修許可を必要とする科目である。その基準については，P36⽛⚗．教育実習の履修基準につ
いて⽜を参照すること。
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⚑－⚙．教育実習直前ガイダンス（⚔年生対象）

⚑．ガイダンス内容
本年度に実施する教育実習の履修許可者を対象に，現場で教育実習を受ける際の基本的心得，態度，留意

事項について，⽛⚑－10．教育実習の心得⽜に沿って直前指導を行う。

⚒．教育実習に臨むに当たって
⑴ 教育実習の重要性

教育界では，教員としての資質・能力や実践的指導力が強く求められている。そのため，実習内容の充
実，期間の延長等を含め教育実習重視の機運が高まっている。教育実習は教育現場を肌で知ることができ，
資質の向上や指導力の養成に効果が大きい。
また，教員採用選考検査の面接で，どの都道府県でも⽛実習での成果は……⽜⽛実習で苦労したことは……⽜

⽛実習で得たことは……⽜等についての質問がされていることから実習を重視していることがうかがえる。
⑵ 教育実習を受け入れる各学校の立場

学校には，教育実習生を受け入れる公的な義務はなく，いわば教育的ボランティアの精神と将来の教育
を担う教師の卵の育成のために行うものであり，すべて学校の好意である。このことから受入校は多くの
マイナス的影響をしのんで受け入れているのである。従って，安易でいい加減な考えや態度で臨むことは
許されず，積極的な意欲と真摯な態度で，実習指導を受けなければならない。特に教員採用選考検査を受
検する予定もなく，単に教員免許取得のみを目的とすることのないよう再度銘記しておくこと。

⑶ 実習校における指導者と監督者
教育実習は実習校の校長の監督のもとに，指導担当教員が直接指導・助言にあたる。実習生は実習校の

教育目標・教育方針・教育計画などに従って，各担当者の指導・助言を受けることになる。実習生らしく
ない言動や態度などはつつしみ，北海学園大学の学生としての本分に反することのないよう十分に注意す
ること。後輩への影響が大きいことを忘れないこと。

⑷ その他
教育実習は教科・科目を教室で教えるだけではない。生徒指導や学級経営，学校行事，部活動等特別活

動の計画・実施・指導・評価がかかわってくる。これらのことに注意を払い，実りある教育実習であるこ
とを期待している。
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⚑－10．教育実習の心得

Ⅰ 教育実習の内諾手続と心得
⚑．教育実習履修許可の基準

教員は，教育職員免許法の定める免許状を有する者でなければ教壇に立つことはできない。教員になるた
めの免許状の取得には教育実習が必修科目として位置づけられ，教育実習の履修にあたっては年次毎に条件
がある。（36 ページ参照) 教育実習校の内諾は事前調整を経て正式な許可を受けることとなる。

⚒．教育実習校への依頼
⑴ P36⽛⚗．教育実習の履修基準について⽜の条件が満たされる者は，教育実習校とコンタクトをとる必要
がある。教育実習校については，他大学では在籍大学の附属校に依頼する場合もあるが，原則的には教職
履修者の出身校又は縁故紹介により実習校の内諾を得ることとしている。教育実習生の受入れについて法
令上の義務はなく，あくまでも好意的に教員養成に協力していただいていることを認識し，実習を依頼す
る立場であることを忘れてはならない。
一般的に諾否通知までの手続図は以下のようになる。

教育実習希望者 大学 大学へ正式に
諾否回答

実習希望校
(内諾済み)
附属校

諾否通知

申請 依頼

＊ 実習時期・日程等は、実習受け入れ校の指示に従うこと
＊ 札幌・小樽・恵庭・江別市内中学校の手続は上記図と異なるので教務センターに確認すること。

⑵ 実習校から内諾を得るには電話などで済ませることなく，その学校を直接訪問して丁寧にお願いするこ
と。事前に担当者とアポイントメントを取ってから訪問すること。但し，訪問不要と言われた場合は，そ
の指示に従うこと。

⚓．実習校訪問の際に必要なチェックポイント
以下に，事前訪問・内諾後訪問・直前訪問など，全ての訪問時に共通のチェックポイントを挙げるので注

意すること。
⑴ 上靴・筆記用具・その他関係書類を忘れないこと。
⑵ 服装は派手でないもの，また，装飾品（ピアス・指輪，ネックレス等）は身に付けず，化粧（マニキュ
ア含む）が派手にならないよう注意すること。

⑶ 頭髪は，清楚な髪型を心掛け，派手にならないようにすること。
⑷ 言葉遣い・態度等は初任教員のつもりで自覚を持つこと。打ち合わせであっても，学校に入ったら先生
方・生徒達に注目されていることを忘れないこと。

⑸ 教育実習の意義や目的をしっかり把握認識し，校長先生はじめ関係者から質問されても即答できるよう
にしておくこと。

⑹ 常識的な挨拶を忘れないこと。例えば，校長先生等への挨拶をする場合，自分勝手に校長室に行くので
はなく，職員室で教頭先生に申し出て，紹介して頂くかたちで挨拶すること。

⑺ 出身校の場合は，在学当時在職していた先生方への挨拶も忘れないこと。
⑻ 学校要覧や教育計画を頂き，さらにその大まかな中身について説明してもらい，学校現場の概要を把握
するようにすること。そして，学校教育の動向や今日的課題，生徒の実態などについて，指導を受けるこ
と。

⑼ 担当予定科目の使用教科書を聞いて購入し，授業の準備を進めておくこと。可能ならば，進度や授業予
定等も聞いておくとよい。

⑽ 教育実習前に，使用教科書を熟読し内容把握に努めること。教育実習の際の授業を想定して⽛学習指導
案⽜（授業案）を作成し，大学の担当教員の指導を受けておくとよい。
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⚔．実習校内諾決定後の挨拶と訪問
⑴ 教育実習の⚑年前（遅くとも前年度中）には，実習内諾校を訪問し挨拶を終えること。この時，校長先
生，教頭先生，教務部長の先生，教科主任の先生に丁重な挨拶をすること。また，学校の様子も見てくる
こと。そうすることで，翌年実習の際にまごつきが少なくなる。

⑵ 実習校では，教育実習生の受入れによって，その学校の行事予定やホームルーム（学級）経営，当該教
科・科目の学習指導などに少なからずマイナス的影響を及ぼすことを認識しておくこと。

⑶ 教員採用選考検査を受検する見通しもなく，単に教員免許取得を目的とする実習生は学校現場では敬遠
される。内諾を得ていても，進路変更等があれば実習を取り消すことが望ましい。

⑷ 学校現場は，学生気分が通用するような甘いところではない。教わる立場から，教える立場になること
を十分自覚し，教育基本法第⚑条（教育の目的）を再認識して実習に臨むこと。⽛⚒～⚓週間，生徒と過ご
せばなんとかなるだろう⽜という考えをもつ者は，はじめから取り消すこと。⽜

Ⅱ 教育実習・直前準備の具体的な心得
⚑．教育実習直前準備の心構え
⑴ 実習⚑カ月前には学校訪問をした方が良い。訪問が無理な場合は，教頭先生又は教務部長先生宛に電話
でお願いし必要な情報を得るようにするとよい。

⑵ 事前打ち合わせは，一般的には実習⚑週間前のいずれかの日になる。実習年度当初から，学生気分を払
拭し，気を引き締め初任教員になったつもりで準備をしておくこと。

⑶ 実習校訪問にあたっては，前述の⽛実習校訪問の際に必要なチェックポイント⽜等を必ず再確認し，実
習校に迷惑をかけたり，無礼なことのないよう十分注意すること。

⑷ 学校の日課表・勤務態様表・実習日程表をいただくこと。特に，出退勤時間の確認をすること。
⑸ 実習第⚑日目は何時まで出勤し，どの部屋で待機するのかを確認すること。なお初日は全職員への紹介
があり，実習生から簡単な挨拶をすることが多いので，準備しておくこと。

⑹ 関係書類の中で⽛実習日誌⽜⽛印鑑⽜⽛実習レポート課題及び関係資料⽜などを忘れないこと。
⑺ 実習生の指導は，高等学校の場合教頭先生又は教務部長の先生が総括となり，◎教科主任，◎教科科目
担当指導教諭，◎ホームルーム（学級）担当指導教諭，◎部活動担当指導教諭などの先生が当たるので，
一通り挨拶し，それぞれの先生から準備，実習内容，留意すべきこと等の事前指導を受けること。

⑻ 許可を得て校舎を一巡し，職員室・会議室，各指導担当教諭の常勤室，実習生の控室・実務室などの位
置を確認しておくこと。

⑼ 学校の歴史，生徒数・学級数，生徒の実態等，学校概要の説明があるが，疑問点はその時点で解決して
おくこと。なお，今年度の学校要覧・教育計画を頂いたら，よく読んでおくこと。
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Ⅲ 実習直前・実習本番（期間中）の具体的心得
⚑．実習前日・当日の心得
⑴ 実習前日，当日の朝は忘れ物がないか，服装はこれで良いか等を点検すること。
⑵ 実習初日の一般的流れ
① 出勤
ア．遅刻は絶対にしないこと。やむを得ない事由で欠勤・遅刻をしなければならない時は，教頭先生又は
教務部長の先生に連絡すること。同時に大学（教務センター）へも必ず連絡すること。

イ．出勤簿に押印……実習期間中は毎日出勤時に忘れずに押印すること。
② 実習生控室又は実務室で待機
ア．一般的には職員室が控室・実務室となるが，実習生が多数の場合には別室になることもある。

③ 職員打ち合わせ
ア．校長先生から教職員への紹介があり，その後，実習生一人ひとりから簡単な挨拶（⚑人⚑分くらい）
をすることになる。

イ．実習生が多い場合には代表の挨拶になる。いずれにしても朝の職員打ち合わせは短時間（10 分～15
分）の中で消化しなければならないので，長い挨拶は禁物である。

④ 実習ガイダンス
ア．教務部長の先生から，実習期間中の日程・時程・実習内容・留意事項の説明を受ける。
イ．校長先生・教頭先生から，学校概要の説明と，職業人・教員としての心構え，その他留意事項につい
ての説明を受ける。

⑤ 実習
ア．実習初日の朝は慌ただしいが，その後は校長先生・部長先生（生徒指導・進路指導等）などの講話，
授業参観研修，教材研究等で比較的ゆったりと流れる。しかし⚒日目からは覚悟すべし。

イ．給食のない実習校の場合は弁当を持参すること。弁当購入のための外出はしないこと。

⚒．実習一般の心構え
⑴ 先生方に対して，ことば遣いや態度など常識をわきまえること。実習生であっても⽛○○先生⽜と呼ば
れることがあるので，しっかり返事をすること。その他すべてにおいて，自主的，積極的に取り組むこと。

⑵ 日程・時程を常に確認し，次に何をすれば良いかをいつも考え，早めに取りかかること。
⑶ 声は元気に大きめに，そしてゆっくり話すこと。
⑷ 学校校地内での喫煙は，禁止である。
⑸ 実習日誌は，文章表現・文脈等に十分注意し，誤字脱字がないよう曖昧な字は必ず辞書で確かめること。
※実習日誌は，毎日指定時刻までに担当教諭に提出すること。その後日誌は，教務部長先生→教頭先生→
校長先生へと決裁されて行く。

⑹ 生徒は実習生の一挙手一投足を見ている。常に節度をもってケジメとバランスを考え，他から批判され
ることのないよう注意すること。

⑺ 勤務時間中の外出はしないこと。やむを得ず外出をしなければならない場合は，教頭先生または教務部
長の先生に申し出て許可を得ること。

⑻ 自家用車等での通勤はしないこと（駐車場・交通事故などの関係）。特別な事情のある場合は，必ず事前
に許可を受けること。

⑼ 生徒に対する指導事項は，担当教諭の指導・助言を受けてから対処すること。
⑽ 学校や教職員，生徒について勤務上知り得た事項については絶対に口外しないこと。
⑾ 生徒との個人的な交際や生徒の自宅訪問，SNS での関係を持つこと等は厳禁である。
⑿ 携帯電話等の取り扱いには十分注意すること（勤務時間中は電源を切る）。持込禁止の学校もある。
⒀ 実習期間中のアルバイトは禁止する。
⒁ 実習を欠勤しての就職試験の受験は認めない。
⒂ 教育実習に当たっては事前に研究課題を設定するとともに，実習終了後，大学にリポートを提出（未提
出者には単位が与えられない）することから，事前に資料収集など準備をしておくこと。

⒃ その他，実習校から指示・指導されたことを厳守すること。
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⚓．生徒の把握と指導
⑴ 生徒には平等・公平に明るく接すること。
⑵ 生徒の名前を早く覚えること。出席をとるときは⽛さん⽜⽛君⽜をつけ，個々の生徒の個性や学力状況を
できるだけ早く把握すること。

⑶ 多くの生徒と接する機会を設け，生徒に興味や関心をもたせる工夫をしながら指導していくこと。
⑷ 生徒に体罰や懲戒を加えてはならない。
⑸ 信頼される教師とはどんな教師か，現場から学んでくること。

⚔．教科指導
⑴ ⽛教科・科目の指導力は教員の命⽜である。したがって教材研究に十分時間をかけ授業に臨むこと。常に
創意工夫をし，⽛わかる授業⽜で生徒の意欲を引き出し，生徒全体の学力を向上させる教科・科目の指導力
をつけること。その指導力をもっていれば，生徒指導も進路指導もうまくいくと言われている。

⑵ 授業実習・公開研究授業に向けて，それまでの授業参観研修の良いところを参考にすることはもちろん，
まず 50 分の授業で取り扱う教科書単元を暗記するほど熟読し，内容を的確に把握すること。そして，⽛ね
らい⽜⽛導入⽜⽛展開⽜⽛まとめ⽜⽛評価⽜をどのようにするか。また，⽛発問⽜⽛板書⽜⽛生徒の出番⽜⽛動き⽜
をどうするか。さらに，⽛資料⽜⽛掲示物⽜⽛評価方法⽜等，どのようなものを使用するか検討すること。

⑶ 学習指導案（授業案）の様式は学校備え付けのものや，大学所定のものがあるが，担当教諭の指示に従
うこと。いずれにしても，各項目のすべてにわたって記入漏れのないよう，担当教諭の指導を受けること。
なお，内容が盛りたくさんすぎて総花的にならないよう，若干時間を残すくらいの指導案が良い。

⑷ できれば放課後，授業実習又は公開研究授業を想定して，その教室・黒板を使ってリハーサルをやるこ
とが望ましい。

⑸ 授業実習においては，指導教諭の指導や助言を受けること。理解不十分なときは遠慮なくアドバイスを
受け，指導内容に自信をもち，冷静で沈着な態度で臨むことが大切である。更に，机間巡視や発問等に配
慮すること。

⑹ 教壇に立つときの注意
ア．出欠席の確認は，一人ひとりの生徒の名前を呼んで確認すること。
イ．⽛起立⽜・⽛礼⽜の習慣のある学校・学級では，全員がきちんと出来ているかどうかの確認が必要であり，
何事も最初が肝心である。

ウ．教室の学習環境はどうか，机・椅子の整理整頓，清掃状況が十分でなければ，それを整えさせてから
授業に入ること。

エ．常に生徒の方へ顔を向け，声は大きくはっきり・ゆっくりと話すこと。
オ．授業の説明は，あまりくどくならないように，単純明快であること。
カ．担当する教科･科目の教材研究を十分におこなうこと。先ず第一に ⽛教科書⽜を熟読すること。
キ．担当教諭推薦の資料，自分が選定・作成した資料を有効に活用すること。また，実習校保有の図書資
料等の利用を図ること。

ク．職業人としての自覚をもち，教わる立場から教える立場になることを忘れないこと。
ケ．失敗を恐れることなく勇気・元気・やる気が必要である。そのような情熱が技術を補うことになるこ
とを認識すること。

コ．毎時間，何をどれだけどう教えるのか，学習指導案を作成し，指導教諭の指導・助言・点検を受ける
こと。

サ．生徒をどのような場面で，どう参加させるか，常に配慮すること。
シ．板書では，常用漢字・現代かなづかいに習熟するとともに筆順・誤字などに最大の注意を払うこと。
ス．教師としても人間としても，謙虚な態度，姿勢が必要である。

⚕．特別活動の指導
Ａ ホームルーム活動

教育活動はあらゆる場面で行われるが，その中心的な場はホームルームである。
担当指導教諭の指示・指導のもとに，例えば放課後の清掃や雑談の仲間入り等，できる限り生徒と触れ

合う時間を多くもち，コミュニケーションを図ること。ただし，低次元の話題や態度は厳に慎み友達的な
馴れ合いにならないよう，そのバランスを考えること。
⑴ 早めに出勤し担当指導教諭の指導を受け，打ち合わせを行うこと。
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⑵ 朝の職員打ち合わせ，学年打ち合わせ等で生徒に指導・連絡すべき事項が各担当の先生からある。そ
れをすばやくメモをとり，朝のＳＨＲで的確に指導・連絡すること。

⑶ 朝のＳＨＲの時間に遅れずに教室に入ること。初日は紹介と生徒への挨拶がある。持参するものは，
ＨＲ出席簿・学級日誌・配布物等である。係生徒からの連絡などもある。

⑷ ⽛おはようございます⽜と元気に朝の挨拶をしよう。出欠席をとる時は，座席表だけの確認ではなく，
できるだけ全員の名前を大きな声で呼び，出席か，欠席かを確認するようにすること。

⑸ 指導・連絡事項は徹底させなければならない。欠席者もいるので最重要事項は板書，又は掲示板に掲
示すること。例えば，危険防止，交通安全に関する指導，出願関係の締め切り日などである。

⑹ その他
ア．帰りのＳＨＲでは，出欠の確認や諸連絡（係生徒からのものを含む），諸指導を行う。
イ．ＳＨＲの始まり終わりは起立・挨拶等ケジメをつけること。
ウ．ＬＨＲは，年間ＬＨＲ指導計画の予定やテーマに従ってＬＨＲ指導案を作成して運営すること。
エ．放課後は清掃状況の点検をする。できるだけ生徒と一緒に清掃活動を行うこと。
オ．本日のＨＲ業務について担当教諭から指導を受け，明日の業務の確認と打ち合わせを行うこと。
カ．退勤時は，ＨＲ教室とそのＨＲ担当の清掃区域の巡視・点検を行うこと。

Ｂ 学校行事
実習期間中，学校行事が組まれていることがある。集団活動を通し生徒との接触・交流を図ることが望

ましい。なお，係り分担教諭のサブとして，自主的，積極的に業務につくこと。
Ｃ 生徒会活動……省略
Ｄ 部活動

担当する部活動には，積極的に参加し，生徒と共に活動することを心がける。

⚖．合評会・反省会
教育実習前は，⚒～⚓週間という期間は長く感じられ，自信がなく悩みや不安などもあると思うが，終盤

に近づき公開研究授業が終了した頃から，学校・生徒にも馴れ，自信もつき，もう少し実習を続けたい気持
ちになるものである。
⑴ 合評会

公開研究授業を中心にして，校長先生・教頭先生・教務部長先生・該当教科の先生・ほかの実習生等が，
互いにそれぞれの立場から批評する会である。学校によっては，参加対象者が教科枠をこえて実施するこ
ともある。
痛烈な批評もあるが，それに答えられるものを持っていること。いずれにしても感情を抑えて謙虚に聞

き，指導を受ける姿勢が大切である。
⑵ 反省会

最終日又は終了間近に，校内や校外で反省会をしてくれる学校もある。その他，合評会と反省会を一緒
に行う学校もある。

⚗．実習最終日
⑴ 朝の職員打ち合わせ時，実習生から実習終了の挨拶があるので準備しておくこと。
⑵ 最後の授業実習では，生徒の印象に残る授業ができるように努力すること。生徒へのお別れの挨拶もす
ること。

⑶ 朝と帰りのＳＨＲでは，元気にしっかりと締めくくること。ホームルームの生徒へのお別れの挨拶をす
ること。

⑷ 合評会・反省会への出席。
⑸ 実習日誌の記入もれのないよう点検すること。
⑹ 出勤簿の点検も忘れないこと。
⑺ 退勤前に指導して頂いた先生方，お世話になった教職員に改めてお礼の言葉・挨拶を忘れないこと。

⚘．その他
⑴ 実習がすべて終了し，落ちついたら⚑週間～10 日以内に，校長先生をはじめ指導して頂いた先生方へ礼
状を書くこと。

⑵ 教員採用選考検査の結果を必ず大学（大学へは一次結果を含む）に連絡すること。同時に実習校へも連
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絡すること。
⑶ 北海学園大学学生としての本分を踏まえ，すべての点において恥ずかしくない態度で実習に臨むこと。

〈参考〉
本学では，二次検査対策として例年⚗・⚘月に個別面接・教科等指導法等の指導をしているので，積極的に

参加すること。
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⚑－11．教職課程インターンシップ

教職課程では，学生が高校生への指導を経験する機会を設けている。これは北海学園札幌高等学校との連携
によるものである（2004 年度より）。
参加希望者は，下記をよく読み，掲示や配信される情報をふまえて参加登録をすること。

⚑．実施概要
⑴ 指導対象 北海学園札幌高校の第⚑・第⚒学年生徒
⑵ 期間

・支笏湖遠足（全学年生徒参加）の補助…⚖月下旬（日帰り）
⑶ 内容・形態

・遠足補助
参加者：全学年生徒
遠足の補助および生徒指導

⚒．参加にあたって
⚒－⚑．参加学生に関して
原則として参加できる学生は，本学の学生，科目等履修生，大学院生であり，教職への強い熱意があるこ

とを前提としている。ただし参加希望者が多数の場合など，以下の点を考慮して参加を控えてもらう場合が
ある。
・学年（⚓，⚔年生を優先する）
・教職課程の単位の履修状況
・参加可能な日程や時間帯
⚒－⚒．保険加入について
インターンシップ中の万が一の事故（高校生への損害）にそなえて保険加入が必要である（210 円）。ただ

し，年度内に教育実習，スクール・ボランティア，介護体験実習に行くことを予定している学生は，それぞ
れにおいて加入することになっているので，二重に加入する必要はない。

⚓．実施内容
⚓－⚑．各種事前ガイダンス
参加者は，下記のガイダンス等に出席すること。

① 年度初めに行われるガイダンス
内容：インターンシップの実施概要，参加登録の方法や〆切について，ほか諸注意事項などの説明。

② 遠足担当教諭との事前打ち合わせ
内容：遠足の実施概要および補助内容の説明。
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⚑－12．札幌市内の小学校・中学校における学生ボランティア活動について

⚑．学生ボランティア活動の位置づけ
2006 年度より，北海学園大学教職課程では札幌市教育委員会と協定を結び，市内の小学校・中学校で学生ボ

ランティア活動を開始した。本学が札幌市の小・中学校に学生をボランティア活動に送り出す趣旨は，次のよ
うな点にある。
学生が学校現場で多くの経験をすることは，教職への動機づけの強化，ボランティア意識の形成と高揚に大

いに役立つことであり，かつ小・中学校の教育活動支援につながる貴重な体験となる。また，小学校へのボラ
ンティア活動も含めているのは，免許と異なる学校種を経験することの意義を認めているからにほかならない。
中学校免許を取るのだから中学校の状況だけを理解すればいいというものではない。小学校の教育，あるいは
高校の教育がどのようになっているかを⽛発達⽜という観点から連続的にみなければ理解できない部分が多い。
また，学校側でも多様な教育活動を展開するためには地域の力を借りなければならないという状況も存在する。
その意味で学生ボランティア活動の果たす役割は大きいといえる。本学の学生がこの制度を大いに活用して教
員としての経験の幅を拡げてもらいたいと願っている。

⚒．学生ボランティア活動の内容
学生ボランティアに対する札幌市内の小・中学校の期待は大きい（募集学校数については下表を参照）。学生

ボランティア活動の内容は多様であるが，小学校では運動会での補助，スキー授業・水泳授業での能力別・グ
ループ別の指導補助，国語・算数など教科についての指導補助，特別支援を要する児童に対する補助，総合学
習における英語やパソコン学習の補助などがある。中学校では部活動の指導補助，特別な支援を要する生徒に
対する個別指導の補助，学級担任・スクールカウンセラーと連携しながら生徒の学習支援や相談活動に加わる
活動などが含まれている。
学生ボランティアを希望する学生は，通うことのできる地域，大学の授業時間帯との兼ね合い等を考慮して

志望する学校を決定することになる。最終的な決定は，学生と受け入れる学校との打ち合わせによる。受け入
れ希望の学校紹介から派遣学校の決定に至る事務手続きの流れについては，新年度に詳しいガイダンスを行う
ので希望者は必ず参加すること。なお，本ボランティア参加に係る交通費，給食代，及び保険料などは自己負
担となることに留意すること。

学生ボランティア募集件数及び本学推薦者数（過去 10 年)
募集件数 本学推薦者数

小学校 中学校 計 小学校 ※科目等 中学校 ※科目等 計 ※科目等計
2012（平成 24）年度 62 11 73 4 1 5
2013（平成 25）年度 83 17 100 8 0 8
2014（平成 26）年度 94 10 104 12 0 12
2015（平成 27）年度 72 13 85 7 (2) 0 7 (2)
2016（平成 28）年度 68 13 81 3 (1) 1 4 (1)
2017（平成 29）年度 64 6 70 7 2 9
2018（平成 30）年度 68 7 75 3 2 5
2019（令和元）年度 66 7 73 4 1 5
2020（令和⚒）年度 93 12 105 0 0 0
2021（令和⚓）年度 104 20 124 4 2 6
2022（令和⚔）年度 124 22 146 5 2 (1) 8 (1)

計 898 146 1044 57 (3) 11 (1) 69 (4)
※科目等履修生の（ ）内の数字は内数
※ 2020 年度は新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の点から推薦者は 0名である
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⚒－⚑．教職課程の受講料納入の手続きと⽛課程申請⽜について

⚑．納付金の納入について
教職課程を受講するには⽛教職課程受講料⽜の納入が必要である。受講料の納入がなければ教職課程を受

講することは出来ない。
❟ 教職課程受講料（新規受講者）

学士の学位を得るのに必要な授業科目以外に，別途に開講されている教員を養成する課程（教職課程）
を受講するための費用である。
教職課程の受講料は 53,000円で，新規受講の年度に納入する。以後，在学中は有効なので一度納入すれ
ば，手続年から卒業まで受講料は不要である。また，一度納入した受講料の返金は出来ない。

➈ 介護体験実習費・教育実習費
介護体験実習費は，⽛介護体験実習⽜を履修する学生が納入する。
教育実習費は，⽛中学校教育実習⽜⽛中・高校教育実習⽜の履修を許可された学生が納入する。（一部の実
習生）
各実習費は，実習を行う際に，かかる費用（印刷物・郵送連絡費・指導費等）として，実習先に支払う
謝礼金である。実習費は一旦大学に納入（振込）し，各実習先に郵送することにしている。
教育実習費は，履修する科目に応じ 15,000 円～30,000 円
介護体験実習費は，10,000 円

⚒．手続きの時期について
納付金（受講料）の⽝納入者リスト⽞⽝納入票⽞は，⽛G-PLUS!⽜画面上の⽛課程申請⽜及び⽛履修登録⽜
の完了後作成する。
次頁の要領で⽛課程申請⽜及び⽛履修登録⽜を行い，間違いのないように手続きをすること。
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⚒－⚒．教職課程授業科目の⽛履修登録⽜の手続きについて

⚑．課程申請
新規で受講する学生は，学生総合支援システム⽛G-PLUS!⽜から教職課程の申込み⽛課程申請⽜を行う。

⽛課程申請⽜の完了により，⚕月上旬に教職課程受講料納入振込票を，大学に登録している現住所に送付
するので，期日までに納入すること。
なお，⽛課程申請⽜完了後に今年度からの課程履修を取りやめることにした場合は，受講料は支払わず，

受講料納入振込票を振込期日までに教務センター事務室（豊平校舎⚗号館⚑階）へ返却すること。
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② 希望免許を選択

③ 課程申請 ボタンをクリック

④ OK をクリック

① 課程申請 ボタンをクリック



⚒．履修登録
⽛課程申請⽜完了後，教職課程授業科目の履修登録が可能となる。
○通年開講科目と第⚑学期開講科目の登録
① ⽛第⚑学期⽜履修登録画面の⽛曜日・時限⽜欄をクリック。
② 表示された中から，履修したい講義を⽛選択⽜ボタンで選び，⽛講義選択⽜ボタンをクリック。
③ 該当する⽛曜日・時限⽜欄に講義が反映されたのを確認して⽛申請⽜ボタンをクリック。

↓
科目が登録される。

○第⚒学期開講科目の登録
第⚒学期開講科目は⽛第⚒学期⽜をクリックし，画面を切り替えてから第⚑学期同様に科目を登録す

る。

○集中講義科目の登録
以下の科目は⽛集中講義⽜ボタンから登録する。
・介護体験実習（中免必修)……………………… ⚓年次開講
・中学校教育実習（中免必修)…………………… ⚔年次開講
・中・高校教育実習（必修)……………………… ⚔年次開講
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② 講義を選択

集中講義の登録

③ 講義選択 ボタンをクリック

第2学期科目の登録① 第1学期科目の登録



⚒－⚓．教職課程授業科目の履修について

⚑．授業・試験
❟ 時間割は毎年，年度始めに提示する。
➈ 授業は各々の担当教員の定める出席回数を必要とする。
❷ 試験は原則としてその授業科目が行われた学期末に実施される。

⚒．⽛教育実習⽜および⽛教科教育法⽜⽛教育実習実践指導⽜について
⚔年次開講の⽛中学校教育実習⽜並びに⽛中・高校教育実習⽜（以下，教育実習という。）は，免許状取得

のための必修科目となるが，教育実習を行うためにはその準備科目を修得済みであることが条件となる。⚒
年次開講の⽛教科教育法Ⅰ・Ⅱ⽜，⚓年次開講の⽛教科教育法Ⅲ・Ⅳ⽜（2019 年⚔月以降入学者）又は⽛教育
実習実践指導Ⅰ・Ⅱ⽜が準備科目に該当し，特に⚓年次開講科目は教育実習に向けての実戦的経験を積むこ
とを目的としている。これらの科目は教育実習を見据えた必修科目であるため，必ず履修し意欲的に取り組
んでもらいたい。

⚓．教育実習の期間
教育実習は中学校又は高等学校で行い，高等学校免許取得の場合は⚒週間以上，中学校免許取得の場合は

⚓週間以上の教育活動が必要となる。

⚔．教育実習説明会（教育実習内諾ガイダンス等）
⚒年次の 11 月及び⚓年次第⚒学期から⚔年次の⚔月に教育実習の履修希望者を対象にガイダンスを実施

する。教育実習に関する全般的な説明と履修手続等の説明を行い，手続に必要な書類を配布するので欠席し
てはならない。やむを得ず欠席しなければならない場合は，事前に届け出ること。これを怠り欠席した場合
は，教育実習の履修を認めない。

⚕．介護体験実習について
⽛介護体験実習⽜は中学校免許状を取得するにあたって必修とされている。詳細は，本⽛履修の手引⽜の関
係部分を参照すること。

⚖．編入学生，転入学生の教職課程履修その他について
❟ 他大学の途中または短大・大学卒業後，本学に編入・転入学した学生が教職課程を履修し免許状を取得
しようとする場合，大学編入・転入学時に認定された科目の単位は高等学校一種および中学校一種免許状
取得のための単位として認められない場合もあるので，編入・転入学後新たに所要単位を修得しなければ
ならない。

➈ 他大学から編入・転入学した場合，❟に述べたようにその履修は困難な場合があるが，免許状取得が不
可能ということではないのでガイダンスに出席し各自で検討することが望ましい。

⚗．教育実習の履修基準について
教育実習を履修するには，決められた条件を満たしていなければならない。以下は，教育実習の履修に関

する基準をモデル化したものである。

［2018 年度以前入学生］
⑴ 全ての学生に共通

教職課程ガイダンスには，必ず出席すること。 正当な理由によりガイダンスを欠席する場合は，事前に
教務センターにて⽛教職課程ガイダンス欠席届⽜に記入しその後の指示を受けること。

⑵ 教育実習の内諾手続をするには（一般的に，⚒年生修了時）
① 文部科学省令で定める科目（日本国憲法，体育，外国語コミュニケーション，情報機器の操作）の単
位を修得済みであること。但し，これらの科目が⚓年次以降の開講である場合はこの限りではない。

② ⽛教職に関する科目⽜，⽛大学が独自に設定する科目⽜の合計修得単位が，必要な所要単位数の⚒分の⚑
以上であること。

③ 教職専門科目・学部専門科目を問わず，⽛教科に関する科目⽜の修得単位が，必要な所要単位数の⚒分
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の⚑以上であること。
④ 教員になりたいという志望が強く，教員採用検査を必ず受検すること。（特に，札幌・小Ḻ・江別・恵
庭市立中学校及び大学の斡旋校にて実習を実施する者）

⑤ 在学生は，前年度までの単位修得状況及び今年度の履修登録状況を踏まえ，卒業の見込が立つこと。
⑶ 教育実習の履修（実施）をするには（一般的に，⚓年生修了時）
① ⽛教職に関する科目⽜，⽛大学が独自に設定する科目⽜の合計修得単位が，必要な所要単位数の⚓分の⚒
以上であること。
但し，該当する免許の教科教育法Ⅰ・Ⅱ及び教育実習実践指導Ⅰ・Ⅱについては，必ず修得している

こと。
② ⽛教科に関する科目⽜の修得単位が，必要な所要単位数の⚓分の⚒以上であること。
③ 教育実習実施年度の履修登録時点において以下の項目を満たしていること。
⚑) 卒業見込が立つ。（在学生）
⚒) 教員になりたいという志望が強く，教員採用検査を必ず受検する。
⚓) 履修登録の結果，⽛教職に関する科目⽜，⽛大学が独自に設定する科目⽜の必要単位の全てが満たさ
れる。

⚔) 履修登録の結果，⽛教科に関する科目⽜の必要単位の全てが満たされる。

［2019 年度以降入学生］
⑴ 全ての学生に共通

教職課程ガイダンスには，必ず出席すること。 正当な理由によりガイダンスを欠席する場合は，事前に
教務センターにて⽛教職課程ガイダンス欠席届⽜に記入しその後の指示を受けること。

⑵ 教育実習の内諾手続をするには（一般的に，⚒年生修了時）
① 文部科学省令で定める科目（日本国憲法，体育，外国語コミュニケーション，数理，データ活用及び
人工知能に関する科目又は情報機器の操作）の単位を修得済みであること。但し，これらの科目が⚓年
次以降の開講である場合はこの限りではない。

② ⽛各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）⽜，⽛教育の基礎的理解に関する科目⽜，⽛道徳，総合的
な学習の時間等の指導法及び生徒指導，教育相談等に関する科目⽜，⽛教育実践に関する科目⽜，⽛大学が
独自に設定する科目⽜の合計修得単位が，必要な所要単位数の⚒分の⚑以上であること。

③ 教職専門科目・学部専門科目を問わず，⽛教科に関する専門的事項⽜の修得単位が，必要な所要単位数
の⚒分の⚑以上であること。

④ 教員になりたいという志望が強く，教員採用検査を必ず受検すること。（特に，札幌・小Ḻ・江別・恵
庭市立中学校及び大学の斡旋校にて実習を実施する者）

⑤ 在学生は，前年度までの単位修得状況及び今年度の履修登録状況を踏まえ，卒業の見込が立つこと。
⑶ 教育実習の履修（実施）をするには（一般的に，⚓年生修了時）
① ⽛各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）⽜，⽛教育の基礎的理解に関する科目⽜，⽛道徳，総合的
な学習の時間等の指導法及び生徒指導，教育相談等に関する科目⽜，⽛教育実践に関する科目⽜，⽛大学が
独自に設定する科目⽜の合計修得単位が，必要な所要単位数の⚓分の⚒以上であること。
但し，該当する免許の教科教育法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ又は教育実習実践指導Ⅰ・Ⅱについては，必ず修得

していること。
② ⽛教科に関する専門的事項⽜の修得単位が，必要な所要単位数の⚓分の⚒以上であること。
③ 教育実習実施年度の履修登録時点において以下の項目を満たしていること。
⚑) 卒業見込が立つ。（在学生）
⚒) 教員になりたいという志望が強く，教員採用検査を必ず受検する。
⚓) 履修登録の結果，⽛各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）⽜，⽛教育の基礎的理解に関する
科目⽜，⽛道徳，総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導，教育相談等に関する科目⽜，⽛教育実践
に関する科目⽜，⽛大学が独自に設定する科目⽜の必要単位の全てが満たされる。

⚔) 履修登録の結果，⽛教科に関する専門的事項⽜の必要単位の全てが満たされる。

なお，特別な事情により上記の各項目を満たせない者は，教務センターに申し出ること。その後，教職課
程委員会においてその可否を審査する。
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⚒－⚔．教職課程掲示板について（後表紙の裏面図参照）

教職課程に関する連絡諸事項は⽛教職課程掲示板⽜⽛G-PLUS!⽜に掲示・配信される。補講・教室変更や，レ
ポート・試験に関する事項，学生の呼出し等の重要事項の連絡に使用するので，登下校時には必ず掲示板を確
認する習慣を身に付けること。
掲示板の所在は，後表紙の裏面を参照すること。
なお，休講については，学部の科目と同様にG-PLUS!で配信する。

⚒－⚕．レポート表紙について（巻末頁の見本を参照）

教職課程の授業科目のレポートを提出する時は，指定の表紙を付すこと。尚，レポート表紙は，教務センター
事務室で受け取るか，または⽛G-PLUS!⽜キャビネットからダウンロードして使用すること。
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⚓－⚑．北海学園大学教職課程履修規程

北海学園大学教職課程履修規程
（目 的）
第⚑条 この規程は，北海学園大学（以下⽛本大学⽜という。）学則第 50 条第⚖項及び北海学園大学大学院（以
下⽛本大学院⽜という。）学則第 29 条第⚓項に基づき，教職課程の履修に関する事項を定める。

（教育職員の免許状授与の所要資格の取得）
第⚒条 教育職員の免許状授与の所要資格を取得しようとする者は，教育職員免許法及び教育職員免許法施行
規則に定める所要の単位を修得しなければならない。

⚒ 本大学の教職課程及び本大学院の研究科において，当該所要資格を取得できる教育職員の免許状の種類は，
次のとおりとする。

経済学部 ⚑部 経済学科
中学校教諭一種免許状 （免許教科）社 会
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）地理歴史
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）公 民
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）商 業

経済学部 ⚑部 地域経済学科
中学校教諭一種免許状 （免許教科）社 会
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）地理歴史
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）公 民

経済学部 ⚒部 経済学科
中学校教諭一種免許状 （免許教科）社 会
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）地理歴史
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）公 民
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）商 業

経済学部 ⚒部 地域経済学科
中学校教諭一種免許状 （免許教科）社 会
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）地理歴史
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）公 民

経営学部 ⚑部 経営学科
中学校教諭一種免許状 （免許教科）社 会
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）公 民
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）商 業

経営学部 ⚑部 経営情報学科
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）商 業
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）情 報

経営学部 ⚒部 経営学科
中学校教諭一種免許状 （免許教科）社 会
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）商 業
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）情 報

法学部 ⚑部 法律学科
中学校教諭一種免許状 （免許教科）社 会
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）地理歴史
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）公 民

法学部 ⚑部 政治学科
中学校教諭一種免許状 （免許教科）社 会
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）地理歴史
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高等学校教諭一種免許状 （免許教科）公 民
法学部 ⚒部 法律学科

中学校教諭一種免許状 （免許教科）社 会
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）地理歴史
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）公 民

法学部 ⚒部 政治学科
中学校教諭一種免許状 （免許教科）社 会
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）地理歴史
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）公 民

人文学部 ⚑部 日本文化学科
中学校教諭一種免許状 （免許教科）国 語
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）国 語
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）地理歴史

人文学部 ⚑部 英米文化学科
中学校教諭一種免許状 （免許教科）英 語
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）英 語
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）地理歴史

人文学部 ⚒部 日本文化学科
中学校教諭一種免許状 （免許教科）国 語
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）国 語
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）地理歴史

人文学部 ⚒部 英米文化学科
中学校教諭一種免許状 （免許教科）英 語
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）英 語
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）地理歴史

工学部 社会環境工学科
中学校教諭一種免許状 （免許教科）数 学
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）数 学
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）工 業

工学部 建築学科
中学校教諭一種免許状 （免許教科）数 学
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）数 学
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）工 業

工学部 電子情報工学科
中学校教諭一種免許状 （免許教科）数 学
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）数 学
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）情 報

工学部 生命工学科
中学校教諭一種免許状 （免許教科）理 科
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）理 科
高等学校教諭一種免許状 （免許教科）情 報

経済学研究科 経済政策専攻
中学校教諭専修免許状 （免許教科）社 会
高等学校教諭専修免許状 （免許教科）地理歴史
高等学校教諭専修免許状 （免許教科）公 民
高等学校教諭専修免許状 （免許教科）商 業

経営学研究科 経営学専攻
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高等学校教諭専修免許状 （免許教科）商 業

法学研究科 法律学専攻
中学校教諭専修免許状 （免許教科）社 会
高等学校教諭専修免許状 （免許教科）公 民

法学研究科 政治学専攻
中学校教諭専修免許状 （免許教科）社 会
高等学校教諭専修免許状 （免許教科）公 民

文学研究科 日本文化専攻
中学校教諭専修免許状 （免許教科）国 語
高等学校教諭専修免許状 （免許教科）国 語
高等学校教諭専修免許状 （免許教科）地理歴史

文学研究科 英米文化専攻
中学校教諭専修免許状 （免許教科）英 語
高等学校教諭専修免許状 （免許教科）英 語
高等学校教諭専修免許状 （免許教科）地理歴史

工学研究科 建設工学専攻
高等学校教諭専修免許状 （免許教科）工 業

（授業科目）
第⚓条 教科に関する科目は，別表第⚑から別表第 26 のとおりとする。
⚒ 教職課程授業科目は，別表第 27 のとおりとし，各学部の学科，及び⚑・⚒部に共通に開講するものとする。
⚓ 他学部又は他学科の教科に関する科目及び教職課程授業科目の履修を希望する者の取扱いは，別に定める
ところによる。

（履修願）
第⚔条 教職課程の授業科目を履修しようとする者は，所定の期間に，⽛教職課程履修願⽜を提出し，その許可
を受けなければならない。

（単位の修得）
第⚕条 単位を修得するためには，履修した授業科目の試験に合格しなければならない。
（試 験）
第⚖条 試験は，原則として，その授業科目の授業が終了した学期末毎に行う。
（成績の評価）
第⚗条 授業科目の成績の評価は，秀，優，良，可及び不可とし，秀，優，良及び可を合格とする。
ただし，この成績評価になじまない一部の科目は，合，否とする。

（免許状授与の所要資格）
第⚘条 教育職員免許状授与の所要資格を取得しようとする者は，免許状の種類に応じ，次に定める基礎資格
をそなえ，かつ，必要な単位を修得しなければならない。
⑴ 中学校教諭及び高等学校教諭の一種免許状授与の所要資格を取得しようとする者は，学士の学位を有し，
かつ，別表に定める⽛教科に関する専門的事項⽜20 単位以上，⽛各教科の指導法（情報通信技術の活用を含
む。）⽜，⽛教育の基礎的理解に関する科目⽜，⽛道徳，総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導，教育相
談に関する科目⽜，⽛教育実践に関する科目⽜及び⽛大学が独自に設定する科目（教育の基礎的理解に関す
る科目等に準ずる科目）⽜から 39 単位以上を修得すること。

⑵ 中学校教諭及び高等学校教諭の専修免許状授与の所要資格を取得しようとする者は，修士の学位を有す
ると共に，中学校教諭又は高等学校教諭の一種免許状授与の所要資格を有し，かつ，別表に定める大学が
独自に設定する科目 24 単位以上を修得すること。

⑶ 中学校教諭及び高等学校教諭の一種免許状又は専修免許状授与の所要資格を取得しようとする者は，教
育職員免許法施行規則第 66 条の⚖に定める，日本国憲法⚒単位，体育⚒単位，外国語コミュニケーション
⚒単位，数理，データ活用及び人工知能に関する科目又は情報機器の操作⚒単位に相当する授業科目を別
表から履修し，その単位を修得しなければならない。
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⚒ 前項第⚒号の規定にかかわらず，中学校教諭一種免許状又は高等学校教諭一種免許状を有し，かつ，一種
免許状取得後に⚓年以上の教育職員の在職年数を有する中学校教諭又は高等学校教諭で，専修免許状授与の
所要資格を取得しようとする者は，別表に定める大学が独自に設定する科目 15 単位以上を修得することと
する。

（単位修得の認定）
第⚙条 学則別表 10 及び教職課程履修規程別表第 27 に掲げる⽛教職課程授業科目⽜の単位修得の認定は，学
則第 22 条第⚒項に基づき教職課程委員会が行うものとする。

⚒ 教育上有益と認めるときは，新たに本大学に入学した学生が，本大学に入学する前に大学又は短期大学に
おいて履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）を，本大学にお
ける授業科目の履修により修得したものとみなし，教職課程委員会の議を経て教職課程授業科目に認定し単
位を与えることができる。

（免許状の授与）
第 10 条 第⚘条による単位を修得した者は，都道府県教育委員会に申請することにより，それぞれの免許教科
の中学校教諭一種免許状及び高等学校教諭一種免許状又は中学校教諭専修免許状及び高等学校教諭専修免許
状が授与されるものとする。

（受講料）
第 11 条 教職課程授業科目を履修する者は，本大学学則別表 14 ⑸に定める教職課程受講料を納入しなければ
ならない。

⚒ 教育実習及び介護体験実習の履修を許可された者は，本大学学則別表 14 ⑸による実習費を納入しなけれ
ばならない。科目等履修生も同様とする。

（科目等履修生）
第 12 条 本大学の科目等履修生規程に基づいて入学した者は，当該学部及び教職課程委員会の許可を得て，教
職課程授業科目を履修することができる。

⚒ 科目等履修生が⚑年間に履修することのできる単位数は，30 単位以内とする。
⚓ 科目等履修生で第⚘条第⚑項第⚑号に定める単位を修得した者は，都道府県教育委員会に申請することに
より，それぞれの免許教科の中学校教諭一種免許状及び高等学校教諭一種免許状が授与されるものとする。

⚔ 本大学院科目等履修生規程第⚒条第⚒項により入学した科目等履修生で第⚘条第⚒項に定める単位を修得
した者は，都道府県教育委員会が行う教育職員検定に合格することにより，それぞれの免許教科の中学校教
諭専修免許状又は高等学校教諭専修免許状が授与されるものとする。

附 則
この規程は，昭和 52 年⚔月⚑日から施行する。

附 則
この規程は，昭和 56 年⚔月⚑日から施行する。

附 則
この規程は，昭和 58 年⚔月⚑日から施行する。

附 則
この規程は，昭和 62 年⚔月⚑日から施行する。

附 則
この規程は，平成⚒年⚔月⚑日から施行する。

附 則
この規程は，平成⚓年⚔月⚑日から施行する。ただし，第⚒条第⚒項の規程は，平成⚒年度の入学生から適
用する。

附 則
この規程は，平成⚔年⚔月⚑日から施行する。

附 則
この規程は，平成⚕年⚔月⚑日から施行する。

附 則
この規程は，平成⚖年⚔月⚑日から施行する。

附 則
この規程は，平成⚗年⚔月⚑日から施行する。

附 則
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この規程は，平成 10 年⚔月⚑日から施行する。ただし，第⚓条の規程は，平成 10 年度⚑年次から適用する。
附 則

この規程は，平成 11 年⚔月⚑日から施行する。ただし，第⚓条の規程は，平成 11 年度⚑年次から適用する。
附 則

この規程は，平成 12 年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成 14 年⚔月⚑日から施行する。ただし，第⚒条第⚒項の規程は，平成 13 年度の入学生から
適用する。

附 則
この規程は，平成 15 年⚔月⚑日から施行する。

附 則
この規程は，平成 17 年⚔月⚑日から施行する。

附 則
この規程は，平成 18 年⚔月⚑日から施行する。

附 則
この規程は，平成 19 年⚔月⚑日から施行する。

附 則
この規程は，平成 20 年⚔月⚑日から施行する。

附 則
この規程は，平成 21 年⚔月⚑日から施行する。

附 則
この規程は，平成 22 年⚔月⚑日から施行する。

附 則
この規程は，平成 23 年⚔月⚑日から施行する。

附 則
この規程は，平成 24 年⚔月⚑日から施行する。ただし，教職課程履修規程別表第 24 は，平成 22 年度入学生

から適用する。
附 則

この規程は，平成 25 年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規程は，平成 26 年⚔月⚑日から施行する。ただし，教職課程履修規程別表第⚘～第 11 は，平成 25 年度
入学生から適用する。

附 則
この規程は，平成 27 年⚔月⚑日から施行する。

附 則
この規程は，平成 28 年⚔月⚑日から施行する。ただし，教職課程履修規程別表第 17 及び同別表第 20 におけ

る授業科目⽛国際経済論特殊講義Ⅱ⽜，⽛国際経済論特殊講義Ⅱ演習⚑⽜，⽛国際経済論特殊講義Ⅱ演習⚒⽜，第
24，第 25 は，平成 27 年度入学生から適用する。

附 則
この規程は，平成 29 年⚔月⚑日から施行する。

附 則
この規程は，平成 30 年⚔月⚑日から施行する。

附 則
この規則は，平成 31 年⚔月⚑日より施行する。

附 則
この規程は，令和⚒年⚔月⚑日から施行する。ただし，教職課程履修規程別表第 21 は，平成 30 年度入学生

から適用し，同別表第 27 は，平成 31 年度入学生から適用する。
附 則

この規則は，令和⚓年⚔月⚑日から施行する。
附 則

この規則は，令和⚔年⚔月⚑日から施行する。
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附 則
この規程は，令和⚕年⚔月⚑日から施行する。ただし教職課程履修規程別表第 12～15 における授業科目⽛地

理情報システム論⽜，⽛応用地理情報システム論⽜は令和⚒年度入学生から適用する。
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（2012年度以降入学生に適用）全学科共通



免許状授与の所有資格

全学科共通

① 学士の学位を有すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による基礎資格である。）

② 以下のA群からE群までの中で，39 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�条の

別表第�〜�欄による科目である。）

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

群 授 業 科 目

年次及び単位数

備 考
� � � � 計

A
(�単位以上)

商 業 科 教 育 法 Ⅰ 2 �

中学校免許：

各教科のⅠ〜Ⅳ必修

（�科目	単位）

高等学校免許：

各教科のⅠ〜Ⅱ必修

（�科目�単位）

但し，高等学校免許（国語・英語・

数学・理科）のみ取得の場合：

各教科のⅠ〜Ⅳ必修

（�科目	単位）

商 業 科 教 育 法 Ⅱ 2 �

社 会 科 教 育 法 Ⅰ 2 �

社 会 科 教 育 法 Ⅱ 2 �

社 会 科 教 育 法 Ⅲ 2 �

社 会 科 教 育 法 Ⅳ 2 �

地 理 歴 史 科 教 育 法 Ⅰ 2 �

地 理 歴 史 科 教 育 法 Ⅱ 2 �

公 民 科 教 育 法 Ⅰ 2 �

公 民 科 教 育 法 Ⅱ 2 �

国 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 �

国 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 �

国 語 科 教 育 法 Ⅲ 2 �

国 語 科 教 育 法 Ⅳ 2 �

英 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 �

英 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 �

英 語 科 教 育 法 Ⅲ 2 �

英 語 科 教 育 法 Ⅳ 2 �

数 学 科 教 育 法 Ⅰ 2 �

数 学 科 教 育 法 Ⅱ 2 �

数 学 科 教 育 法 Ⅲ 2 �

数 学 科 教 育 法 Ⅳ 2 �

工 業 科 教 育 法 Ⅰ 2 �

工 業 科 教 育 法 Ⅱ 2 �

情 報 科 教 育 法 Ⅰ 2 �

情 報 科 教 育 法 Ⅱ 2 �

理 科 教 育 法 Ⅰ 2 �

理 科 教 育 法 Ⅱ 2 �

理 科 教 育 法 Ⅲ 2 �

理 科 教 育 法 Ⅳ 2 �
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全学科共通（2022年度以降入学生に適用）



教育の基礎的理解に関する科目

群 授 業 科 目

年次及び単位数

備 考
� � � � 計

B
(11単位以上)

教 育 学 概 論 2 �
�科目�単位以上必修

学 校 と 教 育 の 歴 史 2 �

教 職 入 門 2 � 必 修

教 育 社 会 学 2 �
�科目�単位以上必修

教 育 行 政 学 2 �

教 育 心 理 学 Ⅰ 2 �

�科目�単位以上必修教 育 心 理 学 Ⅱ 2 �

学 校 教 育 心 理 学 2 �

特 別 支 援 教 育 概 論 1 � 必 修

教 育 課 程 論 2 � 必 修

道徳，総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導，教育相談等に関する科目

群 授 業 科 目

年次及び単位数

備 考
� � � � 計

C
(12単位以上)中免
(10単位以上)高免

道 徳 教 育 指 導 論 2 � 中学校免許必修

総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 指 導 1 � 必 修

特 別 活 動 の 指 導 2 � 必 修

教 育 方 法 論 2 � 必 修

教 育 と Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 1 � 必 修

生 徒 ・ 進 路 指 導 論 2 � 必 修

教 育 相 談 2 � 必 修

教育実践に関する科目

群 授 業 科 目

年次及び単位数

備 考
� � � � 計

D
(�単位以上)中免
(�単位以上)高免

教 育 実 習 実 践 指 導 Ⅰ 1 � ⎫
⎬
⎭

Ⅰ〜Ⅱ必修
高等学校免許（商業・地理歴史・
公民・工業・情報）のみ取得に
適用。教 育 実 習 実 践 指 導 Ⅱ 1 �

中 学 校 教 育 実 習 2 � 中学校免許状必修

中･高校教育実習(事前事後指導含む) 3 � 必 修

教 職 実 践 演 習（中 ・ 高） � � 必 修

大学が独自に設定する科目

群 授 業 科 目

年次及び単位数

備 考
� � � � 計

E

生 涯 学 習 論 � �

教 職 総 合 演 習 � �

介 護 体 験 実 習 1 � 中学校免許必修

注意）39 単位に含むことのできるA群の単位は，該当する�教科の教育法の単位とし，他の教科の教育法の単位を含むことが

できない。高等学校免許状取得者は，A群からD群までの科目で 39 単位以上を修得した場合は，E群からの単位修得を

要しない。

この表に掲げる授業科目は，卒業要件には含まない。（生涯学習論を除く）
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（2022年度以降入学生に適用）全学科共通



免許状授与の所有資格

全学科共通

① 学士の学位を有すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による基礎資格である。）

② 以下のA群からE群までの中で，41 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�条の

別表第�〜�欄による科目である。）

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）

群 授 業 科 目

年次及び単位数

備 考
1 2 3 4 計

A
(�単位以上)

商 業 科 教 育 法 Ⅰ 2 2

中学校免許：

各教科のⅠ〜Ⅳ必修

（�科目	単位）

高等学校免許：

各教科のⅠ〜Ⅱ必修

（�科目�単位）

但し，高等学校免許（国語・英語・

数学・理科）のみ取得の場合：

各教科のⅠ〜Ⅳ必修

（�科目	単位）

商 業 科 教 育 法 Ⅱ 2 2

社 会 科 教 育 法 Ⅰ 2 2

社 会 科 教 育 法 Ⅱ 2 2

社 会 科 教 育 法 Ⅲ 2 2

社 会 科 教 育 法 Ⅳ 2 2

地 理 歴 史 科 教 育 法 Ⅰ 2 2

地 理 歴 史 科 教 育 法 Ⅱ 2 2

公 民 科 教 育 法 Ⅰ 2 2

公 民 科 教 育 法 Ⅱ 2 2

国 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 2

国 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 2

国 語 科 教 育 法 Ⅲ 2 2

国 語 科 教 育 法 Ⅳ 2 2

英 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 2

英 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 2

英 語 科 教 育 法 Ⅲ 2 2

英 語 科 教 育 法 Ⅳ 2 2

数 学 科 教 育 法 Ⅰ 2 2

数 学 科 教 育 法 Ⅱ 2 2

数 学 科 教 育 法 Ⅲ 2 2

数 学 科 教 育 法 Ⅳ 2 2

工 業 科 教 育 法 Ⅰ 2 2

工 業 科 教 育 法 Ⅱ 2 2

情 報 科 教 育 法 Ⅰ 2 2

情 報 科 教 育 法 Ⅱ 2 2

理 科 教 育 法 Ⅰ 2 2

理 科 教 育 法 Ⅱ 2 2

理 科 教 育 法 Ⅲ 2 2

理 科 教 育 法 Ⅳ 2 2
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全学科共通（2019〜2021年度入学生に適用）



教育の基礎的理解に関する科目

群 授 業 科 目

年次及び単位数

備 考

1 2 3 4 計

B
(11 単位以上)

教 育 学 概 論 2 2
�科目�単位以上必修

学 校 と 教 育 の 歴 史 2 2

教 職 入 門 2 2 必 修

教 育 社 会 学 2 2
�科目�単位以上必修

教 育 行 政 学 2 2

教 育 心 理 学 Ⅰ 2 2

�科目�単位以上必修教 育 心 理 学 Ⅱ 2 2

学 校 教 育 心 理 学 2 2

特 別 支 援 教 育 概 論 1 1 必 修

教 育 課 程 論 2 2 必 修

道徳，総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導，教育相談等に関する科目

群 授 業 科 目

年次及び単位数

備 考

1 2 3 4 計

C
(11単位以上)中免
(
単位以上)高免

道 徳 教 育 指 導 論 2 2 中学校免許必修

総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 指 導 1 1 必 修

特 別 活 動 の 指 導 2 2 必 修

教 育 方 法 論 2 2 必 修

生 徒 ・ 進 路 指 導 論 2 2 必 修

教 育 相 談 2 2 必 修

教育実践に関する科目

群 授 業 科 目

年次及び単位数

備 考

1 2 3 4 計

D
(�単位以上)中免
(�単位以上)高免

教 育 実 習 実 践 指 導 Ⅰ 1 1 ⎫
⎬
⎭

Ⅰ〜Ⅱ必修
高等学校免許（商業・地理歴史・
公民・工業・情報）のみ取得に
適用。教 育 実 習 実 践 指 導 Ⅱ 1 1

中 学 校 教 育 実 習 2 2 中学校免許状必修

中・高校教育実習(事前事後指導含む) 3 3 必 修

教 職 実 践 演 習 （中 ・ 高) 2 2 必 修

大学が独自に設定する科目

群 授 業 科 目

年次及び単位数

備 考

1 2 3 4 計

E

生 涯 学 習 論 2 2

教 職 総 合 演 習 2 2

介 護 体 験 実 習 1 1 中学校免許必修

注意）41 単位に含むことのできるA群の単位は，該当する�教科の教育法の単位とし，他の教科の教育法の単位を含むことが

できない。高等学校免許状取得者は，A群からD群までの科目で 41 単位以上を修得した場合は，E群からの単位修得を

要しない。

この表に掲げる授業科目は，卒業要件には含まない。（生涯学習論を除く）
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免許状授与の所要資格

全学科共通

① 学士の学位を有すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による基礎資格である。）

② 以下のA群からH群までの中で，39 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�条の

別表第�〜�欄による科目である。）

教職に関する科目

群 授 業 科 目

年次及び単位数

備 考

1 2 3 4 計

A
（�単位以上）

教 職 入 門 2 2 必 修

B
（�単位以上）

教 育 学 概 論 2 2
�科目�単位以上必修

学 校 と 教 育 の 歴 史 2 2

教 育 心 理 学 Ⅰ 2 2

�科目�単位以上必修教 育 心 理 学 Ⅱ 2 2

学 校 教 育 心 理 学 2 2

教 育 社 会 学 2 2
�科目�単位以上必修

教 育 行 政 学 2 2

C
（�単位以上）

商 業 科 教 育 法 Ⅰ 2 2

各教科教育法のⅠとⅡを，教科ご

とに�科目�単位必修

商 業 科 教 育 法 Ⅱ 2 2

社 会 科 教 育 法 Ⅰ 2 2

社 会 科 教 育 法 Ⅱ 2 2

地 理 歴 史 科 教 育 法 Ⅰ 2 2

地 理 歴 史 科 教 育 法 Ⅱ 2 2

公 民 科 教 育 法 Ⅰ 2 2

公 民 科 教 育 法 Ⅱ 2 2

国 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 2

国 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 2

英 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 2

英 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 2

数 学 科 教 育 法 Ⅰ 2 2

数 学 科 教 育 法 Ⅱ 2 2

工 業 科 教 育 法 Ⅰ 2 2

工 業 科 教 育 法 Ⅱ 2 2

情 報 科 教 育 法 Ⅰ 2 2

情 報 科 教 育 法 Ⅱ 2 2

理 科 教 育 法 Ⅰ 2 2

理 科 教 育 法 Ⅱ 2 2
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群 授 業 科 目

年次及び単位数

備 考

1 2 3 4 計

D
（	単位以上）中免
（�単位以上）高免

道 徳 教 育 指 導 論 2 2 中学校免許必修（2012 年以降入学生対象）

教 育 課 程 論 2 2 必 修

特 別 活 動 の 指 導 2 2 必 修

教 育 方 法 論 2 2 必 修

E
（�単位以上）

生 徒 指 導 2 2 必 修

教 育 相 談 2 2 必 修

F
（�単位以上）中免
（�単位以上）高免

教 育 実 習 実 践 指 導 Ⅰ 1 1 必 修

教 育 実 習 実 践 指 導 Ⅱ 1 1 必 修

中 学 校 教 育 実 習 2 2 ⎫
⎬
⎭

中学校免許状取得者は，�科目
�単位必修。高等学校免許状取
得者は，�科目�単位必修中 ・ 高 校 教 育 実 習 2 2

G
（�単位以上）

教 職 実 践 演 習 （中 ・ 高) 2 2 必 修

H

生 涯 学 習 論 2 2

教 職 総 合 演 習 2 2

介 護 体 験 実 習 1 1 中学校免許必修

注意）39 単位に含むことのできるC群の単位は，該当する�教科の教育法の単位とし，他の教科の教育法の単位を含むことが

できない。高等学校免許状取得者は，A群から G群までの科目で 39 単位以上を修得した場合は，H群からの単位修得を

要しない。

この表に掲げる授業科目は，卒業要件には含まない。（生涯学習論を除く）
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③ 介護等体験の�証明書�を有すること。（中学校一種免許状に必修）

④ 文部科学省令で定める科目の単位を修得すること。
（教育職員免許法第�条別表第�備考第�号及び教育職員免許法施行規則第 66 条の�による文部科学

省令で定める科目について，次の授業科目を該当させる。）

法令科目
（各�単位）

授 業 科 目
（○：必修）

単位数 備 考 欄

日 本 国 憲 法 ○ 日 本 国 憲 法 2 経済学部・経営学部・人文学部・工学部
○ 憲 法 Ⅰ 4 法学部

体 育 経済学部・経営学部・法学部・人文学部・工学
部（生命工学科を除く）
＊印の科目から，�単位以上必修

＊ 体 育 実 技 Ⅰ Ａ 1
＊ 体 育 実 技 Ⅰ Ｂ 1
＊ 体 育 実 技 Ⅱ Ａ 1
＊ 体 育 実 技 Ⅱ Ｂ 1
＊ 体 育 実 技 Ⅲ Ａ 1 �部のみ
＊ 体 育 実 技 Ⅲ Ｂ 1 �部のみ
＊ 体 育 実 技 Ⅳ Ａ 1 �部のみ
＊ 体 育 実 技 Ⅳ Ｂ 1 �部のみ

生命工学科のみ
○ 健康とスポーツの科学Ⅰ 2
＊ 体 育 実 技 Ⅰ Ａ 1 ⎫

⎪
⎪
⎪
⎪
⎬
⎪
⎪
⎪
⎪
⎭

いずれか�科目（�種目）
�単位以上必修

＊ 体 育 実 技 Ⅰ Ｂ 1
＊ 体 育 実 技 Ⅱ Ａ 1
＊ 体 育 実 技 Ⅱ Ｂ 1
＊ 体 育 実 技 Ⅲ Ａ 1
＊ 体 育 実 技 Ⅲ Ｂ 1
＊ 体 育 実 技 Ⅳ Ａ 1
＊ 体 育 実 技 Ⅳ Ｂ 1

外国語コミュニケーション ＊印の科目から，�単位以上必修
＊ 英語コミュニケーションⅠ 1 （英米文化学科を除く） 2016 年度以降
＊ 英語コミュニケーションⅡ 1 （英米文化学科を除く） 2016 年度以降

＊ 英語コミュニケーションⅢ 1 �部のみ（経営学部・英米文化学科を除く）
2016 年度以降

＊ 英語コミュニケーションⅣ 1 �部のみ（経営学部・英米文化学科を除く）
2016 年度以降

＊ オーラルコミュニケーションⅠ 1 （英米文化学科を除く） 2015 年度以前
＊ オーラルコミュニケーションⅡ 1 （英米文化学科を除く） 2015 年度以前

＊ オーラルコミュニケーションⅢ 1 �部のみ（経営学部・英米文化学科を除く）
2015 年度以前

＊ オーラルコミュニケーションⅣ 1 �部のみ（経営学部・英米文化学科を除く）
2015 年度以前

＊ コミュニケーションストラテジーＡ 4 経営学部 �部のみ 2015 年度以降
＊ コミュニケーションストラテジーＡ 2 経営学部 �部のみ 2014 年度以前
○ Communicat ion Ski l ls Ⅰ 2 英米文化学科のみ 2014 年度以降
○ S p e a k i n g Ⅰ 1 英米文化学科のみ 2013 年度以前
○ L i s t e n i n g Ⅰ 1 英米文化学科のみ 2013 年度以前

数理，データ活用及
び人工知能に関する
科目又は情報機器の
操作

＊印の科目から，�単位以上必修
＊ 情 報 管 理 2 経済学部
＊ 情 報 処 理 論 4 経済学部
＊ デ ー タ ベ ー ス 論 2 経済学部
＊ 情 報 リ テ ラ シ ー 4 経営学部 2009 年度以降
＊ 情 報 科 学 2 経営学部 2015 年度以降
＊ 情 報 処 理 2 経営学部 2015 年度以降
＊ 情 報 処 理 Ⅰ 2 経営学部 2014 年度以前
＊ 情 報 処 理 Ⅱ 2 経営学部 2014 年度以前
＊ プ ロ グ ラ ミ ン グ Ａ 4 経営学部�部 2009 年度以降
＊ プ ロ グ ラ ミ ン グ 4 経営学部�部 2009 年度以降
○ コ ン ピ ュ ー タ 科 学 2 法学部・人文学部
○ 情 報 処 理 Ⅰ ・ 演 習 1.5 社会環境工学科
○ 情 報 処 理 Ⅱ ・ 演 習 1.5 社会環境工学科
＊ プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 建築学科
＊ 情 報 処 理 2 建築学科
○ 自 然 言 語 処 理 2 電子情報工学科
○ 情 報 処 理 論 2 生命工学科 2017 年度以降
○ 情 報 処 理 技 術 2 生命工学科 2016 年度以前
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（2019年度以降入学生に適用）全学科共通

（
20
19
年
度
以
降
入
学
生
に
適
用
）

�
教
科
教
育
法

�
及
び

�
教
育
実
習
実
践
指
導

�
の
履
修
方
法

希
望
免
許

免
許
科
目

教
科
教
育
法
Ⅰ

(�
単
位
)

教
科
教
育
法
Ⅱ

(�
単
位
)

教
科
教
育
法
Ⅲ

(�
単
位
)

教
科
教
育
法
Ⅳ

(�
単
位
)

教
育
実
習

実
践
指
導
Ⅰ

(�
単
位
)

教
育
実
習

実
践
指
導
Ⅱ

(�
単
位
)

履
修
方
法

中
学
免
許
の
み

−

(中
)国
語

(中
)社
会

(中
)英
語

(中
)数
学

(中
)理
科

必
修

必
修

必
修

必
修

−
−

・
教
科
毎
に
�
教
科
教
育
法
Ⅰ
〜
Ⅳ
�
（
	
単
位
）
必
修
。

中
学
免
許

及
び

高
校
免
許

�
国
語
��
英
語
��
数
学
��
理

科
�
の
み
取
得
の
場
合

(中
・
高
)国
語

(中
・
高
)英
語

(中
・
高
)数
学

(中
・
高
)理
科

必
修

必
修

必
修

必
修

−
−

・
教
科
毎
に
�
教
科
教
育
法
Ⅰ
〜
Ⅳ
�
（
	
単
位
）
必
修
。

�
国
語
��
社
会
��
英
語
��
数

学
�
�
理
科
�
と
併
せ
て

�
地
理
歴
史
��
公
民
��
商
業
�

�
情
報
�
�
工
業
�
取
得
の
場

合

(中
・
高
)国
語
/(
中
)国
語

(中
)社
会

(中
・
高
)英
語
/(
中
)英
語

(中
・
高
)数
学
/(
中
)数
学

(中
・
高
)理
科
/(
中
)理
科

必
修

必
修

必
修

必
修

−
−

・
教
科
毎
に
�
教
科
教
育
法
Ⅰ
〜
Ⅳ
�
（
	
単
位
）
必
修
。

地
理
歴
史

公
民

商
業

情
報

工
業

−
−

選
択
自
由

選
択
自
由

・
教
科
毎
に
�
教
科
教
育
法
Ⅰ
・
Ⅱ
�
（
�
単
位
）
必
修
。

・
い
ず
れ
か
の
科
目
の
�
教
育
実
習
実
践
指
導
Ⅰ
・
Ⅱ
�（

�
単
位
）
選

択
自
由
。

高
校
免
許
の
み

�
国
語
��
英
語
��
数
学
��
理

科
�
の
み
取
得
の
場
合

(高
)国
語

(高
)英
語

(高
)数
学

(高
)理
科

必
修

必
修

必
修

必
修

−
−

・
教
科
毎
に
�
教
科
教
育
法
Ⅰ
〜
Ⅳ
�
（
	
単
位
）
必
修
。

�
地
理
歴
史
��
公
民
��
商
業
�

�
情
報
�
�
工
業
�
の
み
取
得

の
場
合

地
理
歴
史

公
民

商
業

情
報

工
業

必
修

必
修

−
−

必
修

必
修

・
教
科
毎
に

�
教
科
教
育
法
Ⅰ
・
Ⅱ
�
（
�
単
位
）
必
修
。

・
い
ず
れ
か
の
科
目
の
�
教
育
実
習
実
践
指
導
Ⅰ
・
Ⅱ
�（

�
単
位
）
必

修
。

�
国
語
��
英
語
��
数
学
��
理

科
�
と
併
せ
て

�
地
理
歴
史
��
公
民
��
商
業
�

�
情
報
�
�
工
業
�
取
得
の
場

合

(高
)国
語

(高
)英
語

(高
)数
学

(高
)理
科

必
修

必
修

選
択
必
修

選
択
必
修

−
−

・
教
科
毎
に
�
教
科
教
育
法
Ⅰ
・
Ⅱ
�
（
�
単
位
）
必
修
。

・
教
科
毎
の
�
教
科
教
育
法
Ⅲ
・
Ⅳ
�
（
�
単
位
）

又
は
，

い
ず
れ
か
の
科
目
の
�
教
育
実
習
実
践
指
導
Ⅰ
・
Ⅱ
�（

�
単
位
）
選

択
必
修
。

但
し
，
選
択
必
修
単
位
を
超
え
て
履
修
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

地
理
歴
史

公
民

商
業

情
報

工
業

−
−

選
択
必
修

選
択
必
修



�−�．経済学部 �部 経済学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（社会）

高等学校 一種免許状（地理歴史・公民・商業）

教職課程履修規程（抜粋）

別表第� 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

経済学部 �部 経済学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

社

会

日本史・外国史

○日 本 史 �

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

地理学（地誌を含む。）

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

○地 誌 学 �

法律学、政治学

○現 代 政 治 学 �

社会学、経済学

○社 会 学 �

哲学、倫理学、宗教学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �
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⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

地

理

歴

史

＊印の科目から，	単位以上必修

日 本 史

○日 本 史 �

＊日 本 経 済 史 Ⅰ �

＊日 本 経 済 史 Ⅱ �

＊経 営 史 �

外 国 史

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

＊社 会 思 想 史 基 礎 �

＊社 会 思 想 史 �

＊ア ジ ア 歴 史 社 会 論 Ⅰ �

＊経 済 学 史 Ⅰ �

＊経 済 学 史 Ⅱ �

人文地理学・自然地理学

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

＊経 済 地 理 学 入 門 �

＊経 済 地 理 学 �

地 誌

○地 誌 学 �
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⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

公

民

法律学（国際法を含む。）、

政治学（国際政治を含む。）

○現 代 政 治 学 �

○国 際 政 治 学 �

社会学、経済学（国際経済を含む。） ＊印の科目から，�単位以上必修

○社 会 経 済 学 Ⅰ �

○社 会 経 済 学 Ⅱ �

○国 際 経 済 論 Ⅰ �

○国 際 経 済 論 Ⅱ �

＊社 会 学 �

＊現 代 社 会 論 �

＊ミ ク ロ 経 済 学 基 礎 �

＊マ ク ロ 経 済 学 基 礎 �

＊社 会 経 済 学 基 礎 Ⅰ �

＊社 会 経 済 学 基 礎 Ⅱ �

哲学、倫理学、宗教学、心理学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �

＊行 動 科 学 �

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

商

業

商業の関係科目 ＊印の科目から，18 単位以上必修

＊情 報 管 理 �

＊デ ー タ ベ ー ス 論 �

＊産 業 経 済 論 �

＊資 源 ・ エ ネ ル ギ ー 経 済 論 �

＊労 働 経 済 論 Ⅰ �

＊労 働 経 済 論 Ⅱ �

＊金 融 経 済 論 Ⅰ �

＊金 融 経 済 論 Ⅱ �

＊コ ー ポ レ ー ト ・ ガ バ ナ ン ス �

＊簿 記 Ⅰ �

＊簿 記 Ⅱ �

＊工 業 簿 記 �

＊原 価 計 算 �

職 業 指 導

○職 業 指 導 �
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�済（2018年度以降入学生に適用）



�−�．経済学部 �部 経済学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（社会）

高等学校 一種免許状（地理歴史・公民・商業）

教職課程履修規程（抜粋）

別表第� 教科に関する科目

経済学部 �部 経済学科

⑤ 教科に関する科目について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

社

会

日本史・外国史

○日 本 史 �

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

地理学（地誌を含む。）

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

○地 誌 学 �

法律学、政治学

○現 代 政 治 学 �

社会学、経済学

○社 会 学 �

哲学、倫理学、宗教学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �
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（2015〜2017年度入学生に適用）�済



⑤ 教科に関する科目について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

地

理

歴

史

＊印の科目から，	単位以上必修

日 本 史

○日 本 史 �

＊日 本 経 済 史 Ⅰ �

＊日 本 経 済 史 Ⅱ �

＊経 営 史 �

外 国 史

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

＊社 会 思 想 史 基 礎 �

＊社 会 思 想 史 �

＊ア ジ ア 近 代 史 Ⅰ �

＊経 済 学 史 Ⅰ �

＊経 済 学 史 Ⅱ �

＊西 洋 経 済 史 Ⅰ �

＊西 洋 経 済 史 Ⅱ �

人文地理学・自然地理学

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

＊経 済 地 理 学 Ⅰ �

＊経 済 地 理 学 Ⅱ �

地 誌

○地 誌 学 �

─60─

�済（2015〜2017年度入学生に適用）



⑤ 教科に関する科目について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

公

民

法律学（国際法を含む。）、

政治学（国際政治を含む。）

○現 代 政 治 学 �

○国 際 政 治 学 �

社会学、経済学（国際経済を含む。） ＊印の科目から，�単位以上必修

○社 会 経 済 学 Ⅰ �

○社 会 経 済 学 Ⅱ �

○国 際 経 済 論 Ⅰ �

○国 際 経 済 論 Ⅱ �

＊社 会 学 �

＊現 代 社 会 論 �

＊ミ ク ロ 経 済 学 基 礎 �

＊マ ク ロ 経 済 学 基 礎 �

＊社 会 経 済 学 基 礎 Ⅰ �

＊社 会 経 済 学 基 礎 Ⅱ �

哲学、倫理学、宗教学、心理学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �

＊行 動 科 学 �

⑤ 教科に関する科目について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

商

業

商業の関係科目 ＊印の科目から，18 単位以上必修

＊情 報 管 理 �

＊デ ー タ ベ ー ス 論 �

＊産 業 総 論 Ⅰ �

＊産 業 総 論 Ⅱ �

＊労 働 経 済 論 Ⅰ �

＊労 働 経 済 論 Ⅱ �

＊金 融 経 済 論 Ⅰ �

＊金 融 経 済 論 Ⅱ �

＊コ ー ポ レ ー ト ・ ガ バ ナ ン ス �

＊簿 記 Ⅰ �

＊簿 記 Ⅱ �

＊工 業 簿 記 �

＊原 価 計 算 �

職 業 指 導

○職 業 指 導 �
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（2015〜2017年度入学生に適用）�済



�−�．経済学部 �部 地域経済学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（社会）

高等学校 一種免許状（地理歴史・公民）

教職課程履修規程（抜粋）

別表第� 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

経済学部 �部 地域経済学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

社

会

日本史・外国史

○日 本 史 �

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

地理学（地誌を含む。）

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

○地 誌 学 �

法律学、政治学

○現 代 政 治 学 �

社会学、経済学

○社 会 学 �

哲学、倫理学、宗教学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �
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⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

地

理

歴

史

＊印の科目から，	単位以上必修

日 本 史

○日 本 史 �

＊日 本 経 済 史 Ⅰ �

＊日 本 経 済 史 Ⅱ �

＊経 営 史 �

外 国 史

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

＊社 会 思 想 史 基 礎 �

＊社 会 思 想 史 �

＊ア ジ ア 歴 史 社 会 論 Ⅰ �

＊経 済 学 史 Ⅰ �

＊経 済 学 史 Ⅱ �

人文地理学・自然地理学

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

＊経 済 地 理 学 入 門 �

＊経 済 地 理 学 �

地 誌

○地 誌 学 �

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

公

民

法律学（国際法を含む。）、

政治学（国際政治を含む。）

○現 代 政 治 学 �

○国 際 政 治 学 �

社会学、経済学（国際経済を含む。） ＊印の科目から，�単位以上必修

○社 会 経 済 学 Ⅰ �

○社 会 経 済 学 Ⅱ �

○国 際 経 済 論 Ⅰ �

○国 際 経 済 論 Ⅱ �

＊社 会 学 �

＊現 代 社 会 論 �

＊ミ ク ロ 経 済 学 基 礎 �

＊マ ク ロ 経 済 学 基 礎 �

＊社 会 経 済 学 基 礎 Ⅰ �

＊社 会 経 済 学 基 礎 Ⅱ �

哲学、倫理学、宗教学、心理学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �

＊行 動 科 学 �

─63─
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�−�．経済学部 �部 経済学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（社会）

高等学校 一種免許状（地理歴史・公民・商業）

教職課程履修規程（抜粋）

別表第� 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

経済学部 �部 経済学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

社

会

日本史・外国史

○日 本 史 �

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

地理学（地誌を含む。）

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

○地 誌 学 �

法律学、政治学

○現 代 政 治 学 �

社会学、経済学

○社 会 学 �

哲学、倫理学、宗教学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �
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⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

地

理

歴

史

＊印の科目から，	単位以上必修

日 本 史

○日 本 史 �

＊日 本 経 済 史 Ⅰ �

＊日 本 経 済 史 Ⅱ �

＊経 営 史 �

外 国 史

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

＊社 会 思 想 史 基 礎 �

＊社 会 思 想 史 �

＊ア ジ ア 歴 史 社 会 論 Ⅰ �

＊経 済 学 史 Ⅰ �

＊経 済 学 史 Ⅱ �

人文地理学・自然地理学

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

＊経 済 地 理 学 入 門 �

＊経 済 地 理 学 �

地 誌

○地 誌 学 �
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（2018年度以降入学生に適用）�済



⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

公

民

法律学（国際法を含む。）、

政治学（国際政治を含む。）

○現 代 政 治 学 �

○国 際 政 治 学 �

社会学、経済学（国際経済を含む。） ＊印の科目から，�単位以上必修

○社 会 経 済 学 Ⅰ �

○社 会 経 済 学 Ⅱ �

○国 際 経 済 論 Ⅰ �

○国 際 経 済 論 Ⅱ �

＊社 会 学 �

＊現 代 社 会 論 �

＊ミ ク ロ 経 済 学 基 礎 �

＊マ ク ロ 経 済 学 基 礎 �

＊社 会 経 済 学 基 礎 Ⅰ �

＊社 会 経 済 学 基 礎 Ⅱ �

哲学、倫理学、宗教学、心理学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �

＊行 動 科 学 �

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

商

業

商業の関係科目 ＊印の科目から，18 単位以上必修

＊情 報 管 理 �

＊デ ー タ ベ ー ス 論 �

＊産 業 経 済 論 �

＊資 源 ・ エ ネ ル ギ ー 経 済 論 �

＊労 働 経 済 論 Ⅰ �

＊労 働 経 済 論 Ⅱ �

＊金 融 経 済 論 Ⅰ �

＊金 融 経 済 論 Ⅱ �

＊コ ー ポ レ ー ト ・ ガ バ ナ ン ス �

＊簿 記 Ⅰ �

＊簿 記 Ⅱ �

＊工 業 簿 記 �

＊原 価 計 算 �

職 業 指 導

○職 業 指 導 �

─66─
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�−�．経済学部 �部 地域経済学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（社会）

高等学校 一種免許状（地理歴史・公民）

教職課程履修規程（抜粋）

別表第� 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

経済学部 �部 地域経済学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

社

会

日本史・外国史

○日 本 史 �

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

地理学（地誌を含む。）

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

○地 誌 学 �

法律学、政治学

○現 代 政 治 学 �

社会学、経済学

○社 会 学 �

哲学、倫理学、宗教学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �
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（2018年度以降入学生に適用）�地



⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

地

理

歴

史

＊印の科目から，	単位以上必修

日 本 史

○日 本 史 �

＊日 本 経 済 史 Ⅰ �

＊日 本 経 済 史 Ⅱ �

＊経 営 史 �

外 国 史

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

＊社 会 思 想 史 基 礎 �

＊社 会 思 想 史 �

＊ア ジ ア 歴 史 社 会 論 Ⅰ �

＊経 済 学 史 Ⅰ �

＊経 済 学 史 Ⅱ �

人文地理学・自然地理学

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

＊経 済 地 理 学 入 門 �

＊経 済 地 理 学 �

地 誌

○地 誌 学 �

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

公

民

法律学（国際法を含む。）、

政治学（国際政治を含む。）

○現 代 政 治 学 �

○国 際 政 治 学 �

社会学、経済学（国際経済を含む） ＊印の科目から，�単位以上必修

○社 会 経 済 学 Ⅰ �

○社 会 経 済 学 Ⅱ �

○国 際 経 済 論 Ⅰ �

○国 際 経 済 論 Ⅱ �

＊社 会 学 �

＊現 代 社 会 論 �

＊ミ ク ロ 経 済 学 基 礎 �

＊マ ク ロ 経 済 学 基 礎 �

＊社 会 経 済 学 基 礎 Ⅰ �

＊社 会 経 済 学 基 礎 Ⅱ �

哲学、倫理学、宗教学、心理学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �

＊行 動 科 学 �

─68─
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�−�．経営学部 �部 経営学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（社会）

高等学校 一種免許状（公民・商業）

教職課程履修規程（抜粋）

別表第� 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

経営学部 �部 経営学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

社

会

日本史・外国史

○日 本 史 �

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

地理学（地誌を含む。）

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

○地 誌 学 �

法律学、政治学

○現 代 政 治 学 �

社会学、経済学

○社 会 経 済 学 Ⅰ �

○社 会 経 済 学 Ⅱ �

哲学、倫理学、宗教学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �
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⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

公

民

法律学（国際法を含む。）、

政治学（国際政治を含む。）

○現 代 政 治 学 �

○国 際 政 治 学 �

社会学、経済学（国際経済を含む。） ＊印の科目から，�単位以上必修

○社 会 経 済 学 Ⅰ �

○社 会 経 済 学 Ⅱ �

＊ミ ク ロ 経 済 学 Ⅰ �

＊ミ ク ロ 経 済 学 Ⅱ �

＊マ ク ロ 経 済 学 Ⅰ �

＊マ ク ロ 経 済 学 Ⅱ �

○国 際 経 済 論 Ⅰ �

○国 際 経 済 論 Ⅱ �

哲学、倫理学、宗教学、心理学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �

＊行 動 科 学 �

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

商

業

商業の関係科目 ＊印の科目から，18 単位以上必修

＊企 業 論 �

＊コ ー ポ レ ー ト ・ ガ バ ナ ン ス �

＊財 務 会 計 �

＊財 務 分 析 �

＊管 理 会 計 �

＊マ ネ ジ メ ン ト ・ コ ン ト ロ ー ル �

＊工 業 簿 記 �

＊原 価 計 算 �

＊産 業 経 済 論 �

＊資 源 ・ エ ネ ル ギ ー 経 済 論 �

＊簿 記 Ⅰ �

＊簿 記 Ⅱ �

職 業 指 導

○職 業 指 導 �
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�−�．経営学部 �部 経営学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（社会）

高等学校 一種免許状（公民・商業）

教職課程履修規程（抜粋）

別表第� 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

経営学部 �部 経営学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

社

会

日本史・外国史

○日 本 史 �

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

地理学（地誌を含む。）

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

○地 誌 学 �

法律学、政治学

○現 代 政 治 学 �

社会学、経済学

○社 会 経 済 学 Ⅰ �

○社 会 経 済 学 Ⅱ �

哲学、倫理学、宗教学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �
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⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

公

民

法律学（国際法を含む。）、

政治学（国際政治を含む。）

○現 代 政 治 学 �

○国 際 政 治 学 �

社会学、経済学（国際経済を含む。） ＊印の科目から，�単位以上必修

○社 会 経 済 学 Ⅰ �

○社 会 経 済 学 Ⅱ �

＊ミ ク ロ 経 済 学 Ⅰ �

＊ミ ク ロ 経 済 学 Ⅱ �

＊マ ク ロ 経 済 学 Ⅰ �

＊マ ク ロ 経 済 学 Ⅱ �

○国 際 経 済 論 Ⅰ �

○国 際 経 済 論 Ⅱ �

哲学、倫理学、宗教学、心理学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �

＊行 動 科 学 �

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

商

業

商業の関係科目 ＊印の科目から，18 単位以上必修

＊企 業 論 �

＊コ ー ポ レ ー ト ・ ガ バ ナ ン ス �

＊財 務 会 計 Ⅰ �

＊財 務 会 計 Ⅱ �

＊管 理 会 計 �

＊マ ネ ジ メ ン ト ・ コ ン ト ロ ー ル �

＊工 業 簿 記 �

＊原 価 計 算 �

＊産 業 経 済 論 �

＊資 源 ・ エ ネ ル ギ ー 経 済 論 �

＊簿 記 Ⅰ �

＊簿 記 Ⅱ �

職 業 指 導

○職 業 指 導 �
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�−�．経営学部 �部 経営情報学科

教育職員免許状の種類と教科

高等学校 一種免許状（商業・情報）

教職課程履修規程（抜粋）

別表第� 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

経営学部 �部 経営情報学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

商

業

商業の関係科目 ＊印の科目から，18 単位以上必修

＊財 務 会 計 �

＊財 務 分 析 �

＊管 理 会 計 �

＊マ ネ ジ メ ン ト ・ コ ン ト ロ ー ル �

＊工 業 簿 記 �

＊原 価 計 算 �

＊会 計 監 査 �

＊税 務 会 計 �

＊産 業 経 済 論 �

＊資 源 ・ エ ネ ル ギ ー 経 済 論 �

＊簿 記 Ⅰ �

＊簿 記 Ⅱ �

職 業 指 導

○職 業 指 導 �

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

情

報

情報社会・情報倫理

○情 報 と 社 会 �

コンピュータ・情報処理（実習を含む。）

○情 報 科 学 �

○情 報 処 理 �

情報システム（実習を含む。）

○情 報 シ ス テ ム �

○デ ー タ ベ ー ス �

情報通信ネットワーク（実習を含む。）

○経 営 情 報 �

○シ ス テ ム 戦 略 �

マルチメディア表現・技術（実習を含む。）

○デ ー タ 解 析 �

情報と職業

○情 報 と 職 業 �
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�−�．経営学部 �部 経営情報学科

教育職員免許状の種類と教科

高等学校 一種免許状（商業・情報）

教職課程履修規程（抜粋）

別表第� 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

経営学部 �部 経営情報学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

商

業

商業の関係科目 ＊印の科目から，18 単位以上必修

＊財 務 会 計 Ⅰ �

＊財 務 会 計 Ⅱ �

＊管 理 会 計 �

＊マ ネ ジ メ ン ト ・ コ ン ト ロ ー ル �

＊工 業 簿 記 �

＊原 価 計 算 �

＊会 計 監 査 �

＊税 務 会 計 �

＊産 業 経 済 論 �

＊資 源 ・ エ ネ ル ギ ー 経 済 論 �

＊簿 記 Ⅰ �

＊簿 記 Ⅱ �

職 業 指 導

○職 業 指 導 �

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

情

報

情報社会・情報倫理

○情 報 と 社 会 �

コンピュータ・情報処理（実習を含む。）

○情 報 科 学 �

○情 報 処 理 �

情報システム（実習を含む。）

○情 報 シ ス テ ム �

○デ ー タ ベ ー ス �

情報通信ネットワーク（実習を含む。）

○経 営 情 報 �

○シ ス テ ム 戦 略 �

マルチメディア表現・技術（実習を含む。）

○デ ー タ 解 析 �

情報と職業

○情 報 と 職 業 �
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�−�．経営学部 �部 経営学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（社会）

高等学校 一種免許状（商業・情報）

教職課程履修規程（抜粋）

別表第� 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

経営学部 �部 経営学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

社

会

日本史・外国史

○日 本 史 �

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

地理学（地誌を含む。）

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

○地 誌 学 �

法律学、政治学

○現 代 政 治 学 �

社会学、経済学

○社 会 経 済 学 Ⅰ �

○社 会 経 済 学 Ⅱ �

哲学、倫理学、宗教学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �
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⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

商

業

商業の関係科目 ＊印の科目から，18 単位以上必修

＊財 務 会 計 �

＊財 務 分 析 �

＊管 理 会 計 �

＊マ ネ ジ メ ン ト ・ コ ン ト ロ ー ル �

＊工 業 簿 記 �

＊原 価 計 算 �

＊産 業 経 済 論 �

＊資 源 ・ エ ネ ル ギ ー 経 済 論 �

＊簿 記 Ⅰ �

＊簿 記 Ⅱ �

職 業 指 導

○職 業 指 導 �

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

情

報

情報社会・情報倫理

○情 報 と 社 会 �

コンピュータ・情報処理（実習を含む。）

○情 報 科 学 �

○情 報 処 理 �

情報システム（実習を含む。）

○情 報 シ ス テ ム �

○デ ー タ ベ ー ス �

情報通信ネットワーク（実習を含む。）

○経 営 情 報 �

○シ ス テ ム 戦 略 �

マルチメディア表現・技術（実習を含む。）

○デ ー タ 解 析 �

情報と職業

○情 報 と 職 業 �
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�−�．経営学部 �部 経営学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（社会）

高等学校 一種免許状（商業・情報）

教職課程履修規程（抜粋）

別表第� 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

経営学部 �部 経営学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

社

会

日本史・外国史

○日 本 史 �

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

地理学（地誌を含む。）

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

○地 誌 学 �

法律学、政治学

○現 代 政 治 学 �

社会学、経済学

○社 会 経 済 学 Ⅰ �

○社 会 経 済 学 Ⅱ �

哲学、倫理学、宗教学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �
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⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

商

業

商業の関係科目 ＊印の科目から，18 単位以上必修

＊財 務 会 計 Ⅰ �

＊財 務 会 計 Ⅱ �

＊管 理 会 計 �

＊マ ネ ジ メ ン ト ・ コ ン ト ロ ー ル �

＊工 業 簿 記 �

＊原 価 計 算 �

＊産 業 経 済 論 �

＊資 源 ・ エ ネ ル ギ ー 経 済 論 �

＊簿 記 Ⅰ �

＊簿 記 Ⅱ �

職 業 指 導

○職 業 指 導 �

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

情

報

情報社会・情報倫理

○情 報 と 社 会 �

コンピュータ・情報処理（実習を含む。）

○情 報 科 学 �

○情 報 処 理 �

情報システム（実習を含む。）

○情 報 シ ス テ ム �

○デ ー タ ベ ー ス �

情報通信ネットワーク（実習を含む。）

○経 営 情 報 �

○シ ス テ ム 戦 略 �

マルチメディア表現・技術（実習を含む。）

○デ ー タ 解 析 �

情報と職業

○情 報 と 職 業 �
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�−�．経営学部 �部 経営学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（社会）

高等学校 一種免許状（商業・情報）

教職課程履修規程（抜粋）

別表第� 教科に関する科目

経営学部 �部 経営学科

⑤ 教科に関する科目について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

社

会

日本史・外国史

○日 本 史 �

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

地理学（地誌を含む。）

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

○地 誌 学 �

法律学、政治学

○現 代 政 治 学 �

社会学、経済学

○社 会 経 済 学 Ⅰ �

○社 会 経 済 学 Ⅱ �

哲学、倫理学、宗教学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �

─79─

（2015〜2017年度入学生に適用）�営



⑤ 教科に関する科目について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

商

業

商業の関係科目 ＊印の科目から，18 単位以上必修

＊財 務 会 計 Ⅰ �

＊財 務 会 計 Ⅱ �

＊管 理 会 計 �

＊マ ネ ジ メ ン ト ・ コ ン ト ロ ー ル �

＊工 業 簿 記 �

＊原 価 計 算 �

＊産 業 総 論 Ⅰ �

＊産 業 総 論 Ⅱ �

＊簿 記 Ⅰ �

＊簿 記 Ⅱ �

職 業 指 導

○職 業 指 導 �

⑤ 教科に関する科目について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

情

報

情報社会・情報倫理

○情 報 と 社 会 �

コンピュータ・情報処理（実習を含む。）

○情 報 科 学 �

○情 報 処 理 �

情報システム（実習を含む。）

○情 報 シ ス テ ム �

○デ ー タ ベ ー ス �

情報通信ネットワーク（実習を含む。）

○経 営 情 報 �

○シ ス テ ム 戦 略 �

マルチメディア表現・技術（実習を含む。）

○デ ー タ 解 析 �

情報と職業

○情 報 と 職 業 �
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�営（2015〜2017年度入学生に適用）



	−�．法学部 �部 法律学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（社会）

高等学校 一種免許状（地理歴史・公民）

教職課程履修規程（抜粋）

別表第	 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

法学部 �部 法律学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

社

会

日本史・外国史

○日 本 史 �

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

地理学（地誌を含む。）

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

○地 誌 学 �

法律学、政治学

○憲 法 Ⅰ（日本国憲法�単位含む。） �

社会学、経済学

○社 会 経 済 学 Ⅰ �

○社 会 経 済 学 Ⅱ �

哲学、倫理学、宗教学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �

─81─

（2018年度以降入学生に適用）�法



⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

地

理

歴

史

＊印の科目から，	単位以上必修

日 本 史

○日 本 史 �

＊日 本 法 制 史 �

＊日 本 経 済 史 Ⅰ �

＊日 本 経 済 史 Ⅱ �

外 国 史

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

＊西 洋 法 制 史 �

＊西 洋 経 済 史 Ⅰ �

＊西 洋 経 済 史 Ⅱ �

＊法 思 想 史 �

人文地理学・自然地理学

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

＊経 済 地 理 学 入 門 �

＊経 済 地 理 学 �

地 誌

○地 誌 学 �

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

公

民

法律学（国際法を含む。）、

政治学（国際政治を含む。）

○憲 法 Ⅰ（日本国憲法�単位含む） �

○国 際 法 �

社会学、経済学（国際経済を含む。）

○社 会 経 済 学 Ⅰ �

○社 会 経 済 学 Ⅱ �

○国 際 経 済 論 Ⅰ �

○国 際 経 済 論 Ⅱ �

哲学、倫理学、宗教学、心理学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �

＊行 動 科 学 �

─82─

�法（2018年度以降入学生に適用）




−�．法学部 �部 政治学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（社会）

高等学校 一種免許状（地理歴史・公民）

教職課程履修規程（抜粋）

別表第
 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

法学部 �部 政治学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

社

会

日本史及び外国史

○日 本 史 �

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

地理学（地誌を含む。）

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

○地 誌 学 �

法律学、政治学

○憲 法 Ⅰ（日本国憲法�単位含む。） �

社会学、経済学

○社 会 経 済 学 Ⅰ �

○社 会 経 済 学 Ⅱ �

哲学、倫理学、宗教学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �

─83─

（2018年度以降入学生に適用）�政



⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

地

理

歴

史

＊印の科目から，	単位以上必修

日 本 史

○日 本 史 �

＊日 本 政 治 史 �

＊北 海 道 政 治 ・ 行 政 史 Ⅰ �

＊北 海 道 政 治 ・ 行 政 史 Ⅱ �

＊日 本 経 済 史 Ⅰ �

＊日 本 経 済 史 Ⅱ �

外 国 史

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

＊西 洋 政 治 史 �

＊政 治 思 想 史 �

＊西 洋 経 済 史 Ⅰ �

＊西 洋 経 済 史 Ⅱ �

人文地理学・自然地理学

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

＊経 済 地 理 学 入 門 �

＊経 済 地 理 学 �

地 誌

○地 誌 学 �

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

公

民

法律学（国際法を含む。）、

政治学（国際政治を含む。）

○憲 法 Ⅰ（日本国憲法�単位含む。） �

○国 際 政 治 学 �

社会学、経済学（国際経済を含む。）

○社 会 経 済 学 Ⅰ �

○社 会 経 済 学 Ⅱ �

○国 際 経 済 論 Ⅰ �

○国 際 経 済 論 Ⅱ �

哲学、倫理学、宗教学、心理学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �

＊行 動 科 学 �

─84─

�政（2018年度以降入学生に適用）



10−�．法学部 �部 法律学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（社会）

高等学校 一種免許状（地理歴史・公民）

教職課程履修規程（抜粋）

別表第 10 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

法学部 �部 法律学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

社

会

日本史・外国史

○日 本 史 �

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

地理学（地誌を含む。）

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

○地 誌 学 �

法律学、政治学

○憲 法 Ⅰ（日本国憲法�単位含む。） �

社会学、経済学

○社 会 経 済 学 Ⅰ �

○社 会 経 済 学 Ⅱ �

哲学、倫理学、宗教学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �

─85─

（2018年度以降入学生に適用）�法



⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

地

理

歴

史

＊印の科目から，	単位以上必修

日 本 史

○日 本 史 �

＊日 本 法 制 史 �

＊日 本 経 済 史 Ⅰ �

＊日 本 経 済 史 Ⅱ �

外 国 史

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

＊西 洋 法 制 史 �

＊西 洋 経 済 史 Ⅰ �

＊西 洋 経 済 史 Ⅱ �

＊法 思 想 史 �

人文地理学・自然地理学

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

＊経 済 地 理 学 入 門 �

＊経 済 地 理 学 �

地 誌

○地 誌 学 �

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

公

民

法律学（国際法を含む。）、

政治学（国際政治を含む。）

○憲 法 Ⅰ（日本国憲法�単位含む。） �

○国 際 法 �

社会学、経済学（国際経済を含む。）

○社 会 経 済 学 Ⅰ �

○社 会 経 済 学 Ⅱ �

○国 際 経 済 論 Ⅰ �

○国 際 経 済 論 Ⅱ �

哲学、倫理学、宗教学、心理学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �

＊行 動 科 学 �

─86─

�法（2018年度以降入学生に適用）



10−�．法学部 �部 法律学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（社会）

高等学校 一種免許状（地理歴史・公民）

教職課程履修規程（抜粋）

別表第 10 教科に関する科目

法学部 �部 法律学科

⑤ 教科に関する科目について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

社

会

日本史・外国史

○日 本 史 �

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

地理学（地誌を含む。）

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

○地 誌 学 �

法律学、政治学

○憲 法 Ⅰ（日本国憲法�単位含む。） �

社会学、経済学

○社 会 経 済 学 Ⅰ �

○社 会 経 済 学 Ⅱ �

哲学、倫理学、宗教学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �

─87─

（2013〜2017年度入学生に適用）�法



⑤ 教科に関する科目について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

地

理

歴

史

＊印の科目から，	単位以上必修

日 本 史

○日 本 史 �

＊日 本 法 制 史 �

＊日 本 経 済 史 Ⅰ �

＊日 本 経 済 史 Ⅱ �

外 国 史

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

＊西 洋 法 制 史 �

＊西 洋 経 済 史 Ⅰ �

＊西 洋 経 済 史 Ⅱ �

＊法 思 想 史 �

人文地理学・自然地理学

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

＊経 済 地 理 学 Ⅰ �

＊経 済 地 理 学 Ⅱ �

地 誌

○地 誌 学 �

⑤ 教科に関する科目について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

公

民

法律学（国際法を含む。）、

政治学（国際政治を含む。）

○憲 法 Ⅰ（日本国憲法�単位含む。） �

○国 際 法 �

社会学、経済学（国際経済を含む。）

○社 会 経 済 学 Ⅰ �

○社 会 経 済 学 Ⅱ �

○国 際 経 済 論 Ⅰ �

○国 際 経 済 論 Ⅱ �

哲学、倫理学、宗教学、心理学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �

＊行 動 科 学 �

─88─

�法（2013〜2017年度入学生に適用）



11−�．法学部 �部 政治学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（社会）

高等学校 一種免許状（地理歴史・公民）

教職課程履修規程（抜粋）

別表第 11 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

法学部 �部 政治学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

社

会

日本史・外国史

○日 本 史 �

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

地理学（地誌を含む。）

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

○地 誌 学 �

法律学、政治学

○憲 法 Ⅰ（日本国憲法�単位含む。） �

社会学、経済学

○社 会 経 済 学 Ⅰ �

○社 会 経 済 学 Ⅱ �

哲学、倫理学、宗教学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �

─89─

（2018年度以降入学生に適用）�政



⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

地

理

歴

史

＊印の科目から，	単位以上必修

日 本 史

○日 本 史 �

＊日 本 政 治 史 �

＊北 海 道 政 治 ・ 行 政 史 Ⅰ �

＊北 海 道 政 治 ・ 行 政 史 Ⅱ �

＊日 本 経 済 史 Ⅰ �

＊日 本 経 済 史 Ⅱ �

外 国 史

○西 洋 史 �

○東 洋 史 �

＊西 洋 政 治 史 �

＊政 治 思 想 史 �

＊西 洋 経 済 史 Ⅰ �

＊西 洋 経 済 史 Ⅱ �

人文地理学・自然地理学

○人 文 地 理 学 �

○自 然 地 理 学 �

＊経 済 地 理 学 入 門 �

＊経 済 地 理 学 �

地 誌

○地 誌 学 �

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

公

民

法律学（国際法を含む。）、

政治学（国際政治を含む。）

○憲 法 Ⅰ（日本国憲法�単位含む。） �

○国 際 政 治 学 �

社会学、経済学（国際経済を含む。）

○社 会 経 済 学 Ⅰ �

○社 会 経 済 学 Ⅱ �

○国 際 経 済 論 Ⅰ �

○国 際 経 済 論 Ⅱ �

哲学、倫理学、宗教学、心理学 ＊印の科目から，�単位以上必修

＊哲 学 �

＊倫 理 学 Ⅰ �

＊行 動 科 学 �

─90─

�政（2018年度以降入学生に適用）



12−�．人文学部 �部 日本文化学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（国語）

高等学校 一種免許状（国語・地理歴史）

教職課程履修規定（抜粋）

別表第 12 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

人文学部 �部 日本文化学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

・

高

一

種

国

語

国語学（音声言語及び文章表現に関するものを
含む。）
○日 本 語 学 概 論 Ⅰ �
○日 本 語 学 概 論 Ⅱ �
○日 本 語 学 特 論 Ⅰ �
○日 本 語 学 特 論 Ⅱ �
○対 照 言 語 学 � （対照言語学は高一種免許に必修）
国文学（国文学史を含む。）
○日 本 文 学 史 Ⅰ �
○日 本 文 学 史 Ⅱ �
○日 本 文 学 特 論 Ⅰ �
○日 本 文 学 特 論 Ⅱ �
漢 文 学
○漢 文 学 �
書道（書写を中心とする。）
○書 道 演 習 � （書道演習は中一種免許に必修）

⑤ 教科に関する科目について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

地

理

歴

史

＊印の科目から�単位以上必修
日 本 史
○日 本 史 �
＊日 本 史 概 論 Ⅰ �
＊日 本 史 概 論 Ⅱ �
＊日 本 史 特 論 Ⅰ �
＊日 本 史 特 論 Ⅱ �
外 国 史
○西 洋 史 �
○東 洋 史 �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 概 論 Ⅰ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 概 論 Ⅱ �
＊ア メ リ カ 史 概 論 �
人文地理学・自然地理学
○地 理 学 �
○人 文 地 理 学 Ⅰ �
○自 然 地 理 学 �
＊地 理 情 報 シ ス テ ム 論 �
＊応 用 地 理 情 報 シ ス テ ム 論 �
地 誌
○地 誌 学 �
＊日 本 文 化 概 論 Ⅰ �
＊日 本 文 化 概 論 Ⅱ �
＊日 本 文 化 特 論 Ⅰ �
＊日 本 文 化 特 論 Ⅱ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 文 化 概 論 �
＊文 化 人 類 学 Ⅰ �
＊文 化 人 類 学 Ⅱ �
＊生 態 人 類 学 �
＊人 文 学 概 論 �
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（2020年度以降入学生に適用）�日



12−�．人文学部 �部 日本文化学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（国語）

高等学校 一種免許状（国語・地理歴史）

教職課程履修規定（抜粋）

別表第 12 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

人文学部 �部 日本文化学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

・

高

一

種

国

語

国語学（音声言語及び文章表現に関するものを
含む。）
○日 本 語 学 概 論 Ⅰ �
○日 本 語 学 概 論 Ⅱ �
○日 本 語 学 特 論 Ⅰ �
○日 本 語 学 特 論 Ⅱ �
○対 照 言 語 学 � （対照言語学は高一種免許に必修）
国文学（国文学史を含む。）
○日 本 文 学 史 Ⅰ �
○日 本 文 学 史 Ⅱ �
○日 本 文 学 特 論 Ⅰ �
○日 本 文 学 特 論 Ⅱ �
漢 文 学
○漢 文 学 �
書道（書写を中心とする。）
○書 道 演 習 � （書道演習は中一種免許に必修）

⑤ 教科に関する科目について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

地

理

歴

史

＊印の科目から�単位以上必修
日 本 史
○日 本 史 �
＊日 本 史 概 論 Ⅰ �
＊日 本 史 概 論 Ⅱ �
＊日 本 史 特 論 Ⅰ �
＊日 本 史 特 論 Ⅱ �
外 国 史
○西 洋 史 �
○東 洋 史 �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 概 論 Ⅰ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 概 論 Ⅱ �
＊ア メ リ カ 史 概 論 �
人文地理学・自然地理学
○地 理 学 �
○人 文 地 理 学 Ⅰ �
○自 然 地 理 学 �
地 誌
○地 誌 学 �
＊日 本 文 化 概 論 Ⅰ �
＊日 本 文 化 概 論 Ⅱ �
＊日 本 文 化 特 論 Ⅰ �
＊日 本 文 化 特 論 Ⅱ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 文 化 概 論 �
＊文 化 人 類 学 Ⅰ �
＊文 化 人 類 学 Ⅱ �
＊生 態 人 類 学 �
＊人 文 学 概 論 �
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13−�．人文学部 �部 英米文化学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（英語）

高等学校 一種免許状（英語・地理歴史）

教職課程履修規定（抜粋）

別表第 13 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

人文学部 �部 英米文化学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

・

高

一

種

英

語

英 語 学
○英 語 学 概 論 Ⅰ �
＊英 語 学 概 論 Ⅱ � ⎫

⎬
⎭
＊印の科目から�単位以上必修＊英 語 学 特 論 Ⅰ �

＊英 語 学 特 論 Ⅱ �
○英 文 法 �
○英 語 音 声 学 �
英 語 文 学（2018 年度以前：
英米文学�）
○英 米 文 学 史 Ⅰ �
＊英 米 文 学 史 Ⅱ � ⎫

⎬
⎭
＊印の科目から�単位以上必修＊英 米 文 学 講 読 Ⅰ �

＊英 米 文 学 講 読 Ⅱ �
＊英 米 文 学 特 論 �
英語コミュニケーション
＊S p e c i a l S k i l l s Ⅰ � ⎫

⎬
⎭
＊印の科目から�単位以上必修＊S p e c i a l S k i l l s Ⅱ �

＊Intensive Communication Ski l ls Ⅰ �
＊Intensive Communication Ski l ls Ⅱ �
異 文 化 理 解
○Cultural Perspectives in English Ⅰ �
＊Cultural Perspectives in English Ⅱ � ⎫

⎬
⎭
＊印の科目から�単位以上必修＊英 語 文 献 講 読 Ⅰ �

＊英 語 文 献 講 読 Ⅱ �

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

地

理

歴

史

＊印の科目から�単位以上必修
日 本 史
○日 本 史 �
＊日 本 史 概 論 Ⅰ �
＊日 本 史 概 論 Ⅱ �
外 国 史
○西 洋 史 �
○東 洋 史 �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 概 論 Ⅰ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 概 論 Ⅱ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 特 論 Ⅰ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 特 論 Ⅱ �
＊ア メ リ カ 史 概 論 �
＊ア メ リ カ 史 特 論 �
人文地理学・自然地理学
○地 理 学 �
○人 文 地 理 学 Ⅰ �
○自 然 地 理 学 �
＊地 理 情 報 シ ス テ ム 論 �
＊応 用 地 理 情 報 シ ス テ ム 論 �
地 誌
○地 誌 学 �
＊ヨ ー ロ ッ パ 文 化 概 論 �
＊ヨ ー ロ ッ パ 文 化 特 論 Ⅰ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 文 化 特 論 Ⅱ �
＊ア メ リ カ 文 化 特 論 �
＊日 本 文 化 概 論 Ⅰ �
＊日 本 文 化 概 論 Ⅱ �
＊文 化 人 類 学 Ⅰ �
＊文 化 人 類 学 Ⅱ �
＊現 代 人 類 学 �
＊人 文 学 概 論 �

─93─

（2020年度以降入学生に適用）�英



13−�．人文学部 �部 英米文化学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（英語）

高等学校 一種免許状（英語・地理歴史）

教職課程履修規定（抜粋）

別表第 13 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

人文学部 �部 英米文化学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

・

高

一

種

英

語

英 語 学
○英 語 学 概 論 Ⅰ �
＊英 語 学 概 論 Ⅱ � ⎫

⎬
⎭
＊印の科目から�単位以上必修＊英 語 学 特 論 Ⅰ �

＊英 語 学 特 論 Ⅱ �
○英 文 法 �
○英 語 音 声 学 �
英 語 文 学（2018 年度以前：
英米文学�）
○英 米 文 学 史 Ⅰ �
＊英 米 文 学 史 Ⅱ � ⎫

⎬
⎭
＊印の科目から�単位以上必修＊英 米 文 学 講 読 Ⅰ �

＊英 米 文 学 講 読 Ⅱ �
＊英 米 文 学 特 論 �
英語コミュニケーション
＊S p e c i a l S k i l l s Ⅰ � ⎫

⎬
⎭
＊印の科目から�単位以上必修＊S p e c i a l S k i l l s Ⅱ �

＊Intensive Communication Ski l ls Ⅰ �
＊Intensive Communication Ski l ls Ⅱ �
異 文 化 理 解
○Cultural Perspectives in English Ⅰ �
＊Cultural Perspectives in English Ⅱ � ⎫

⎬
⎭
＊印の科目から�単位以上必修＊英 語 文 献 講 読 Ⅰ �

＊英 語 文 献 講 読 Ⅱ �

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

地

理

歴

史

＊印の科目から�単位以上必修
日 本 史
○日 本 史 �
＊日 本 史 概 論 Ⅰ �
＊日 本 史 概 論 Ⅱ �
外 国 史
○西 洋 史 �
○東 洋 史 �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 概 論 Ⅰ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 概 論 Ⅱ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 特 論 Ⅰ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 特 論 Ⅱ �
＊ア メ リ カ 史 概 論 �
＊ア メ リ カ 史 特 論 �
人文地理学・自然地理学
○地 理 学 �
○人 文 地 理 学 Ⅰ �
○自 然 地 理 学 �
地 誌
○地 誌 学 �
＊ヨ ー ロ ッ パ 文 化 概 論 �
＊ヨ ー ロ ッ パ 文 化 特 論 Ⅰ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 文 化 特 論 Ⅱ �
＊ア メ リ カ 文 化 特 論 �
＊日 本 文 化 概 論 Ⅰ �
＊日 本 文 化 概 論 Ⅱ �
＊文 化 人 類 学 Ⅰ �
＊文 化 人 類 学 Ⅱ �
＊現 代 人 類 学 �

＊人 文 学 概 論 �

─94─

�英（2014〜2019年度入学生に適用）



14−�．人文学部 �部 日本文化学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（国語）

高等学校 一種免許状（国語・地理歴史）

教職課程履修規定（抜粋）

別表第 14 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

人文学部 �部 日本文化学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

・

高

一

種

国

語

国語学（音声言語及び文章表現に関するものを
含む。）
○日 本 語 学 概 論 Ⅰ �
○日 本 語 学 概 論 Ⅱ �
○日 本 語 学 特 論 Ⅰ �
○日 本 語 学 特 論 Ⅱ �
○対 照 言 語 学 � （対照言語学は高一種免許に必修）
国文学（国文学史を含む。）
○日 本 文 学 史 Ⅰ �
○日 本 文 学 史 Ⅱ �
○日 本 文 学 特 論 Ⅰ �
○日 本 文 学 特 論 Ⅱ �
漢 文 学
○漢 文 学 �
書道（書写を中心とする。）
○書 道 演 習 � （書道演習は中一種免許に必修）

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

地

理

歴

史

＊印の科目から�単位以上必修
日 本 史
○日 本 史 �
＊日 本 史 概 論 Ⅰ �
＊日 本 史 概 論 Ⅱ �
＊日 本 史 特 論 Ⅰ �
＊日 本 史 特 論 Ⅱ �
外 国 史
○西 洋 史 �
○東 洋 史 �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 概 論 Ⅰ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 概 論 Ⅱ �
＊ア メ リ カ 史 概 論 �
人文地理学・自然地理学
○地 理 学 �
○人 文 地 理 学 Ⅰ �
○自 然 地 理 学 �
＊地 理 情 報 シ ス テ ム 論 �
＊応 用 地 理 情 報 シ ス テ ム 論 �
地 誌
○地 誌 学 �
＊日 本 文 化 概 論 Ⅰ �
＊日 本 文 化 概 論 Ⅱ �
＊日 本 文 化 特 論 Ⅰ �
＊日 本 文 化 特 論 Ⅱ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 文 化 概 論 �
＊文 化 人 類 学 Ⅰ �
＊文 化 人 類 学 Ⅱ �
＊生 態 人 類 学 �
＊人 文 学 概 論 �
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（2020年度以降入学生に適用）�日



14−�．人文学部 �部 日本文化学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（国語）

高等学校 一種免許状（国語・地理歴史）

教職課程履修規定（抜粋）

別表第 14 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

人文学部 �部 日本文化学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

・

高

一

種

国

語

国語学（音声言語及び文章表現に関するものを
含む。）
○日 本 語 学 概 論 Ⅰ �
○日 本 語 学 概 論 Ⅱ �
○日 本 語 学 特 論 Ⅰ �
○日 本 語 学 特 論 Ⅱ �
○対 照 言 語 学 � （対照言語学は高一種免許に必修）
国文学（国文学史を含む。）
○日 本 文 学 史 Ⅰ �
○日 本 文 学 史 Ⅱ �
○日 本 文 学 特 論 Ⅰ �
○日 本 文 学 特 論 Ⅱ �
漢 文 学
○漢 文 学 �
書道（書写を中心とする。）
○書 道 演 習 � （書道演習は中一種免許に必修）

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

地

理

歴

史

＊印の科目から�単位以上必修
日 本 史
○日 本 史 �
＊日 本 史 概 論 Ⅰ �
＊日 本 史 概 論 Ⅱ �
＊日 本 史 特 論 Ⅰ �
＊日 本 史 特 論 Ⅱ �
外 国 史
○西 洋 史 �
○東 洋 史 �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 概 論 Ⅰ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 概 論 Ⅱ �
＊ア メ リ カ 史 概 論 �
人文地理学・自然地理学
○地 理 学 �
○人 文 地 理 学 Ⅰ �
○自 然 地 理 学 �
地 誌
○地 誌 学 �
＊日 本 文 化 概 論 Ⅰ �
＊日 本 文 化 概 論 Ⅱ �
＊日 本 文 化 特 論 Ⅰ �
＊日 本 文 化 特 論 Ⅱ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 文 化 概 論 �
＊文 化 人 類 学 Ⅰ �
＊文 化 人 類 学 Ⅱ �
＊生 態 人 類 学 �

＊人 文 学 概 論 �
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�日（2014〜2019年度入学生に適用）



15−�．人文学部 �部 英米文化学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（英語）

高等学校 一種免許状（英語・地理歴史）

教職課程履修規定（抜粋）

別表第 15 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

人文学部 �部 英米文化学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

・

高

一

種

英

語

英 語 学
○英 語 学 概 論 Ⅰ �
＊英 語 学 概 論 Ⅱ � ⎫

⎬
⎭
＊印の科目から�単位以上必修＊英 語 学 特 論 Ⅰ �

＊英 語 学 特 論 Ⅱ �
○英 文 法 �
○英 語 音 声 学 �
英 語 文 学（2018 年度以前：
英米文学�）
○英 米 文 学 史 Ⅰ �
＊英 米 文 学 史 Ⅱ � ⎫

⎬
⎭
＊印の科目から�単位以上必修＊英 米 文 学 講 読 Ⅰ �

＊英 米 文 学 講 読 Ⅱ �
＊英 米 文 学 特 論 �
英語コミュニケーション
＊S p e c i a l S k i l l s Ⅰ � ⎫

⎬
⎭
＊印の科目から�単位以上必修＊S p e c i a l S k i l l s Ⅱ �

＊Intensive Communication Ski l ls Ⅰ �
＊Intensive Communication Ski l ls Ⅱ �
異 文 化 理 解
○Cultural Perspectives in English Ⅰ �
＊Cultural Perspectives in English Ⅱ � ⎫

⎬
⎭
＊印の科目から�単位以上必修＊英 語 文 献 講 読 Ⅰ �

＊英 語 文 献 講 読 Ⅱ �

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

地

理

歴

史

＊印の科目から�単位以上必修
日 本 史
○日 本 史 �
＊日 本 史 概 論 Ⅰ �
＊日 本 史 概 論 Ⅱ �
外 国 史
○西 洋 史 �
○東 洋 史 �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 概 論 Ⅰ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 概 論 Ⅱ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 特 論 Ⅰ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 特 論 Ⅱ �
＊ア メ リ カ 史 概 論 �
＊ア メ リ カ 史 特 論 �
人文地理学・自然地理学
○地 理 学 �
○人 文 地 理 学 Ⅰ �
○自 然 地 理 学 �
＊地 理 情 報 シ ス テ ム 論 �
＊応 用 地 理 情 報 シ ス テ ム 論 �
地 誌
○地 誌 学 �
＊ヨ ー ロ ッ パ 文 化 概 論 �
＊ヨ ー ロ ッ パ 文 化 特 論 Ⅰ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 文 化 特 論 Ⅱ �
＊ア メ リ カ 文 化 特 論 �
＊日 本 文 化 概 論 Ⅰ �
＊日 本 文 化 概 論 Ⅱ �
＊文 化 人 類 学 Ⅰ �
＊文 化 人 類 学 Ⅱ �
＊現 代 人 類 学 �
＊人 文 学 概 論 �
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（2020年度以降入学生に適用）�英



15−�．人文学部 �部 英米文化学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（英語）

高等学校 一種免許状（英語・地理歴史）

教職課程履修規定（抜粋）

別表第 15 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

人文学部 �部 英米文化学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

・

高

一

種

英

語

英 語 学
○英 語 学 概 論 Ⅰ �
＊英 語 学 概 論 Ⅱ � ⎫

⎬
⎭
＊印の科目から�単位以上必修＊英 語 学 特 論 Ⅰ �

＊英 語 学 特 論 Ⅱ �
○英 文 法 �
○英 語 音 声 学 �
英 語 文 学（2018 年度以前：
英米文学�）
○英 米 文 学 史 Ⅰ �
＊英 米 文 学 史 Ⅱ � ⎫

⎬
⎭
＊印の科目から�単位以上必修＊英 米 文 学 講 読 Ⅰ �

＊英 米 文 学 講 読 Ⅱ �
＊英 米 文 学 特 論 �
英語コミュニケーション
＊S p e c i a l S k i l l s Ⅰ � ⎫

⎬
⎭
＊印の科目から�単位以上必修＊S p e c i a l S k i l l s Ⅱ �

＊Intensive Communication Ski l ls Ⅰ �
＊Intensive Communication Ski l ls Ⅱ �
異 文 化 理 解
○Cultural Perspectives in English Ⅰ �
＊Cultural Perspectives in English Ⅱ � ⎫

⎬
⎭
＊印の科目から�単位以上必修＊英 語 文 献 講 読 Ⅰ �

＊英 語 文 献 講 読 Ⅱ �

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

地

理

歴

史

＊印の科目から�単位以上必修
日 本 史
○日 本 史 �
＊日 本 史 概 論 Ⅰ �
＊日 本 史 概 論 Ⅱ �
外 国 史
○西 洋 史 �
○東 洋 史 �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 概 論 Ⅰ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 概 論 Ⅱ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 特 論 Ⅰ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 史 特 論 Ⅱ �
＊ア メ リ カ 史 概 論 �
＊ア メ リ カ 史 特 論 �
人文地理学・自然地理学
○地 理 学 �
○人 文 地 理 学 Ⅰ �
○自 然 地 理 学 �
地 誌
○地 誌 学 �
＊ヨ ー ロ ッ パ 文 化 概 論 �
＊ヨ ー ロ ッ パ 文 化 特 論 Ⅰ �
＊ヨ ー ロ ッ パ 文 化 特 論 Ⅱ �
＊ア メ リ カ 文 化 特 論 �
＊日 本 文 化 概 論 Ⅰ �
＊日 本 文 化 概 論 Ⅱ �
＊文 化 人 類 学 Ⅰ �
＊文 化 人 類 学 Ⅱ �
＊現 代 人 類 学 �

＊人 文 学 概 論 �
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16−�．工学部 社会環境工学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（数学）

高等学校 一種免許状（数学・工業）

教職課程履修規程（抜粋）

別表第 16 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

工学部 社会環境工学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

・

高

一

種

数

学

代 数 学

○代 数 学 序 論 �

○代 数 学 Ⅰ �

○代 数 学 Ⅱ �

幾 何 学

○幾 何 学 序 論 �

○幾 何 学 Ⅰ �

○幾 何 学 Ⅱ �

解 析 学

○解 析 学 序 論 �

○解 析 学 Ⅰ �

○解 析 学 Ⅱ �

確率論、統計学

○確 率 統 計 �

○環 境 統 計 学 ・ 演 習 1.5

コンピュータ

○情 報 処 理 Ⅱ ・ 演 習 1.5
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（2017年度以降入学生に適用）社環



⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

社会環境コース

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

工

業

工業の関係科目

○構 造 力 学 Ⅰ ・ 演 習 �

○土 質 工 学 Ⅰ ・ 演 習 �

○水 理 学 Ⅰ ・ 演 習 �

○技 術 者 倫 理 ・ 演 習 1.5

○測 量 学 Ⅰ �

○地 盤 ・ 構 造 材 料 実 験 �

○計 画 数 理 Ⅰ ・ 演 習 �

○情 報 処 理 Ⅰ ・ 演 習 1.5

職 業 指 導

○職 業 指 導 �

環境情報コース

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

工

業

工業の関係科目

○技 術 者 倫 理 ・ 演 習 1.5

○測 量 学 Ⅰ �

○リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト �

○計 画 数 理 Ⅰ ・ 演 習 �

○情 報 処 理 Ⅰ ・ 演 習 1.5

○デ ー タ 処 理 論 実 習 �

○環 境 計 測 学 �

○環 境 計 測 実 習 �

○構 造 の 力 学 Ａ ・ 演 習 1.5

○流 れ 学 Ａ ・ 演 習 1.5

○基 礎 土 質 工 学 Ａ ・ 演 習 1.5

職 業 指 導

○職 業 指 導 �
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17−�．工学部 建築学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（数学）

高等学校 一種免許状（数学・工業）

教職課程履修規程（抜粋）

別表第 17 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

工学部 建築学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

・

高

一

種

数

学

代 数 学

○代 数 学 序 論 �

○代 数 学 Ⅰ �

○代 数 学 Ⅱ �

幾 何 学

○幾 何 学 序 論 �

○幾 何 学 Ⅰ �

解 析 学

○解 析 学 序 論 �

○解 析 学 Ⅰ �

○解 析 学 Ⅱ �

確率論、統計学

○確 率 統 計 �

○数 理 統 計 学 �

コンピュータ

○情 報 処 理 �

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

工

業

工業の関係科目

○建 築 材 料 実 験 �

○建 築 生 産 �

○構 造 力 学 基 礎 Ⅰ ・ 演 習 �

○構 造 力 学 基 礎 Ⅱ ・ 演 習 �

○設 備 概 論 �

○建 築 計 画 Ⅰ �

○建 築 計 画 Ⅱ �

○空 間 デ ザ イ ン 演 習 Ⅰ �

○建 築 製 図 演 習 �

○建 築 一 般 構 造 �

○建 築 法 規 �

職 業 指 導

○職 業 指 導 �
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（2013年度以降入学生に適用）建築



18−�．工学部 電子情報工学科

教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 一種免許状（数学）

高等学校 一種免許状（数学・情報）

教職課程履修規程（抜粋）

別表第 18 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

工学部 電子情報工学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

中

一

種

・

高

一

種

数

学

代 数 学

○代 数 学 序 論 �

○代 数 学 Ⅰ �

○代 数 学 Ⅱ �

幾 何 学

○幾 何 学 序 論 �

○幾 何 学 Ⅰ �

○幾 何 学 Ⅱ �

解 析 学

○解 析 学 序 論 �

○解 析 学 Ⅰ �

○解 析 学 Ⅱ �

確率論、統計学

○確 率 統 計 �

○数 理 統 計 学 �

コンピュータ

○自 然 言 語 処 理 �
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電子（2018年度以降入学生に適用）



教職課程履修規程（抜粋）

別表第 18 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

工学部 電子情報工学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�条

及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許

教 科

授 業 科 目

○ 印 は 必 修 科 目
単位数 備 考 欄

高

一

種

情

報

情報社会・情報倫理

○情 報 と 社 会 �

コンピュータ・情報処理（実習を含む。）

○計 算 機 ア ー キ テ ク チ ャ �

○数 値 解 析 Ⅰ �

○電 子 計 測 �

○電 子 情 報 工 学 実 験 Ⅰ �

○電 子 情 報 工 学 実 験 Ⅱ �

○計 算 機 実 習 Ⅰ �

情報システム（実習を含む。）

○オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム �

情報通信ネットワーク（実習を含む。）

○情 報 通 信 シ ス テ ム �

○計 算 機 実 習 Ⅱ �

マルチメディア表現・技術（実習を含む。）

○画 像 工 学 �

○音 響 工 学 �

情 報 と 職 業

○情 報 と 職 業 �
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19−�．工学部 生命工学科

教育職員免許状の種類と教科

中学校一種免許状（理科）

高等学校一種免許状（理科）

高等学校一種免許状（情報）

教職課程履修規定（抜粋）

別表第 19 教科に関する専門的事項

工学部 生命工学科

⑤ 教科に関する専門的事項について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許
教 科

授 業 科 目
○ 印 は 必 修 科 目

単位数 備 考 欄

中

一

種

理

科

＊印の科目から，�単位以上必修
物 理 学
○物 理 学 Ⅰ �
○物 理 学 Ⅱ �
物理学実験（コンピュータ活用を含む。）
○物 理 学 実 験 �
化 学
○化 学 概 論 �
＊有 機 化 学 �
化学実験（コンピュータ活用を含む。）
○化 学 実 験 �
生 物 学
○生 物 学 概 論 �
＊分 子 生 物 学 Ⅰ �
＊分 子 生 物 学 Ⅱ �
生物学実験（コンピュータ活用を含む。）
○生 物 学 実 験 �
地 学
○地 球 科 学 Ⅰ �
○地 球 科 学 Ⅱ �
＊宇 宙 科 学 Ⅰ �
＊宇 宙 科 学 Ⅱ �
地学実験（コンピュータ活用を含む。）
○地 学 実 験 �

⑤ 教科に関する専門的事項について，20 単位以上を修得すること。

免 許
教 科

授 業 科 目
○ 印 は 必 修 科 目

単位数 備 考 欄

高

一

種

理

科

＊印の科目から実験科目�単位以上を含
め	単位以上必修

物 理 学
○物 理 学 Ⅰ �
○物 理 学 Ⅱ �
化 学
○化 学 概 論 �
＊有 機 化 学 �
生 物 学
○生 物 学 概 論 �
＊分 子 生 物 学 Ⅰ �
＊分 子 生 物 学 Ⅱ �
地 学
○地 球 科 学 Ⅰ �
○地 球 科 学 Ⅱ �
＊宇 宙 科 学 Ⅰ �
＊宇 宙 科 学 Ⅱ �
物理学実験（コンピュータ活用を含む。）、
化 学 実 験（コンピュータ活用を含む。）、
生物学実験（コンピュータ活用を含む。）、
地 学 実 験（コンピュータ活用を含む。）
＊物 理 学 実 験 �
＊化 学 実 験 �
＊生 物 学 実 験 �
＊地 学 実 験 �
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⑤ 教科に関する専門的事項について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許
教 科

授 業 科 目
○ 印 は 必 修 科 目

単位数 備 考 欄

高

一

種

情

報

情報社会・情報倫理

○情 報 と 社 会 �

コンピュータ・情報処理（実習を含む。）

○情 報 処 理 論 �

○プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 Ⅰ �

情報システム（実習を含む。）

○デ ー タ マ イ ニ ン グ �

○ア ル ゴ リ ズ ム と デ ー タ 構 造 �

○ア ル ゴ リ ズ ム と デ ー タ 構 造 演 習 �

情報通信ネットワーク（実習を含む。）

○情 報 理 論 �

○W e b エ ン ジ ニ ア リ ン グ 演 習 �

マルチメディア表現・マルチメディア技術（実習を含む。)

○ プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 Ⅱ �

○ヒューマンコンピュータインタラクション �

情 報 と 職 業

○情 報 と 職 業 �
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19−�．工学部 生命工学科

教育職員免許状の種類と教科

中学校一種免許状（理科）

高等学校一種免許状（理科）

教職課程履修規定（抜粋）

別表第 19 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）

工学部 生命工学科

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

（教育職員免許法第�条別表第�第�欄による最低修得単位数である。教育職員免許法施行規則第�

条及び第�条の別表第�欄による科目である。）

免 許
教 科

授 業 科 目
○ 印 は 必 修 科 目

単位数 備 考 欄

中

一

種

理

科

＊印の科目から，�単位以上必修
物 理 学
○物 理 学 Ⅰ �
○物 理 学 Ⅱ �
物理学実験（コンピュータ活用を含む。）
○物 理 学 実 験 �
化 学
○化 学 概 論 �
＊有 機 化 学 �
化学実験（コンピュータ活用を含む。）
○化 学 実 験 �
生 物 学
○生 物 学 概 論 �
＊分 子 生 物 学 Ⅰ �
＊分 子 生 物 学 Ⅱ �
生物学実験（コンピュータ活用を含む。）
○生 物 学 実 験 �
地 学
○地 球 科 学 Ⅰ �
○地 球 科 学 Ⅱ �
＊宇 宙 科 学 Ⅰ �
＊宇 宙 科 学 Ⅱ �
地学実験（コンピュータ活用を含む。）
○地 学 実 験 �

⑤ 教科に関する専門的事項（教科に関する科目）について，20 単位以上を修得すること。

免 許
教 科

授 業 科 目
○ 印 は 必 修 科 目

単位数 備 考 欄

高

一

種

理

科

＊印の科目から実験科目�単位以上を含
め	単位以上必修

物 理 学
○物 理 学 Ⅰ �
○物 理 学 Ⅱ �
化 学
○化 学 概 論 �
＊有 機 化 学 �
生 物 学
○生 物 学 概 論 �
＊分 子 生 物 学 Ⅰ �
＊分 子 生 物 学 Ⅱ �
地 学
○地 球 科 学 Ⅰ �
○地 球 科 学 Ⅱ �
＊宇 宙 科 学 Ⅰ �
＊宇 宙 科 学 Ⅱ �
物理学実験（コンピュータ活用を含む。）、
化 学 実 験（コンピュータ活用を含む。）、
生物学実験（コンピュータ活用を含む。）、
地 学 実 験（コンピュータ活用を含む。）
＊物 理 学 実 験 �
＊化 学 実 験 �
＊生 物 学 実 験 �
＊地 学 実 験 �
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教育職員免許状授与の所要資格を取得するには，教育職員免許法及び教育職員免許法施行規則で定める要件
を満たすことが必要である。
このことについて，各研究科・専攻に課程認定されている教育職員免許状の種類及び教科について次の順で
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別表第24 文学研究科 日 本 文 化 専 攻Ｐ 123
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別表第26 工学研究科 建 設 工 学 専 攻Ｐ 129

※ 2016年⚔月設置の電子情報生命工学専攻には適用しない。
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⚑．大学院 経済学研究科 経済政策専攻
⑴ 取得できる教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 専修免許状（社 会)
高等学校 専修免許状（地理歴史)
高等学校 専修免許状（公 民)
高等学校 専修免許状（商 業)

⑵ 専修免許状授与の基礎免許状となる一種教育職員免許状の校種と教科
中 学 校 一種免許状（社 会)
高等学校 一種免許状（地理歴史)
高等学校 一種免許状（公 民)
高等学校 一種免許状（商 業)

⑶ 専修免許状取得の所要資格
① 修士の学位を有すること。
② 基礎となる同じ教科の一種教育職員免許状取得の所要資格を有していること。
③ 以下の科目表の中から 24 単位以上を修得のこと。
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大学が独自に設定する科目表（2019 年度以降入学生に適用)
中 学 校 専修免許状（社 会)
高等学校 専修免許状（地理歴史)

経 済 政 策 史 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔) 地 域 経 済 論 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
経済政策史特殊講義Ⅰ演習⚑ (⚔) 地域経済論特殊講義Ⅰ演習⚑ (⚔)
経済政策史特殊講義Ⅰ演習⚒ (⚔) 地域経済論特殊講義Ⅰ演習⚒ (⚔)
経 済 政 策 史 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔) 地 域 経 済 論 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
経済政策史特殊講義Ⅱ演習⚑ (⚔) 地域経済論特殊講義Ⅱ演習⚑ (⚔)
経済政策史特殊講義Ⅱ演習⚒ (⚔) 地域経済論特殊講義Ⅱ演習⚒ (⚔)
経 済 学 史 特 殊 講 義 (⚔)
経 済 学 史 特 殊 講 義 演 習⚑ (⚔)
経 済 学 史 特 殊 講 義 演 習⚒ (⚔)
発 展 途 上 国 論 特 殊 講 義 (⚔)
発展途上国論特殊講義演習⚑ (⚔)
発展途上国論特殊講義演習⚒ (⚔)

大学が独自に設定する科目表（2019 年度以降入学生に適用)
中 学 校 専修免許状（社 会)
高等学校 専修免許状（公 民)

経 済 政 策 総 論 特 殊 講 義 (⚔)
経済政策総論特殊講義演習⚑ (⚔)
経済政策総論特殊講義演習⚒ (⚔)
開 発 政 策 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
開発政策特殊講義Ⅰ演習⚑ (⚔)
開発政策特殊講義Ⅰ演習⚒ (⚔)
社 会 政 策 特 殊 講 義 (⚔)
社 会 政 策 特 殊 講 義 演 習⚑ (⚔)
社 会 政 策 特 殊 講 義 演 習⚒ (⚔)
理 論 経 済 学 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
理論経済学特殊講義Ⅱ演習⚑ (⚔)
理論経済学特殊講義Ⅱ演習⚒ (⚔)
理 論 経 済 学 特 殊 講 義 Ⅲ (⚔)
理論経済学特殊講義Ⅲ演習⚑ (⚔)
理論経済学特殊講義Ⅲ演習⚒ (⚔)
国 際 経 済 論 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
国際経済論特殊講義Ⅰ演習⚑ (⚔)
国際経済論特殊講義Ⅰ演習⚒ (⚔)
国 際 経 済 論 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
国際経済論特殊講義Ⅱ演習⚑ (⚔)
国際経済論特殊講義Ⅱ演習⚒ (⚔)

経 済 統 計 学 特 殊 講 義 (⚔)
経済統計学特殊講義演習⚑ (⚔)
経済統計学特殊講義演習⚒ (⚔)
社 会 調 査 論 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
社会調査論特殊講義Ⅰ演習⚑ (⚔)
社会調査論特殊講義Ⅰ演習⚒ (⚔)
社 会 調 査 論 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
社会調査論特殊講義Ⅱ演習⚑ (⚔)
社会調査論特殊講義Ⅱ演習⚒ (⚔)
教 育 社 会 経 済 論 特 殊 講義 (⚔)
教育社会経済論特殊講義演習⚑ (⚔)
教育社会経済論特殊講義演習⚒ (⚔)

大学が独自に設定する科目表（2019 年度以降入学生に適用)
高等学校 専修免許状（商 業)

農 業 政 策 特 殊 講 義 (⚔)
農 業 政 策 特 殊 講 義 演 習⚑ (⚔)
農 業 政 策 特 殊 講 義 演 習⚒ (⚔)
金 融 政 策 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
金融政策特殊講義Ⅰ演習⚑ (⚔)
金融政策特殊講義Ⅰ演習⚒ (⚔)
労 働 経 済 論 特 殊 講 義 (⚔)
労働経済論特殊講義演習⚑ (⚔)
労働経済論特殊講義演習⚒ (⚔)
財 政 学 特 殊 講 義 (⚔)
財 政 学 特 殊 講 義 演 習 ⚑ (⚔)
財 政 学 特 殊 講 義 演 習 ⚒ (⚔)

地 方 財 政 論 特 殊 講 義 (⚔)
地方財政論特殊講義演習⚑ (⚔)
地方財政論特殊講義演習⚒ (⚔)
協 同 組 合 組 織 論 特 殊 講義 (⚔)
協同組合組織論特殊講義演習⚑ (⚔)
協同組合組織論特殊講義演習⚒ (⚔)
中 小 企 業 政 策 特 殊 講 義 (⚔)
中小企業政策特殊講義演習⚑ (⚔)
中小企業政策特殊講義演習⚒ (⚔)
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教科に関する科目表（2018 年度入学生に適用)
中 学 校 専修免許状（社 会)
高等学校 専修免許状（地理歴史)

経 済 政 策 史 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔) 国 際 関 係 論 特 殊 講 義 (⚔)
経済政策史特殊講義Ⅰ演習⚑ (⚔) 国際関係論特殊講義演習⚑ (⚔)
経済政策史特殊講義Ⅰ演習⚒ (⚔) 国際関係論特殊講義演習⚒ (⚔)
経 済 政 策 史 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔) 地 域 経 済 論 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
経済政策史特殊講義Ⅱ演習⚑ (⚔) 地域経済論特殊講義Ⅰ演習⚑ (⚔)
経済政策史特殊講義Ⅱ演習⚒ (⚔) 地域経済論特殊講義Ⅰ演習⚒ (⚔)
経 済 学 史 特 殊 講 義 (⚔) 地 域 経 済 論 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
経 済 学 史 特 殊 講 義 演 習⚑ (⚔) 地域経済論特殊講義Ⅱ演習⚑ (⚔)
経 済 学 史 特 殊 講 義 演 習⚒ (⚔) 地域経済論特殊講義Ⅱ演習⚒ (⚔)
発 展 途 上 国 論 特 殊 講 義 (⚔)
発展途上国論特殊講義演習⚑ (⚔)
発展途上国論特殊講義演習⚒ (⚔)

教科に関する科目表（2018 年度入学生に適用)
中 学 校 専修免許状（社 会)
高等学校 専修免許状（公 民)

経 済 政 策 総 論 特 殊 講 義 (⚔)
経済政策総論特殊講義演習⚑ (⚔)
経済政策総論特殊講義演習⚒ (⚔)
開 発 政 策 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
開発政策特殊講義Ⅰ演習⚑ (⚔)
開発政策特殊講義Ⅰ演習⚒ (⚔)
社 会 政 策 特 殊 講 義 (⚔)
社 会 政 策 特 殊 講 義 演 習⚑ (⚔)
社 会 政 策 特 殊 講 義 演 習⚒ (⚔)
理 論 経 済 学 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
理論経済学特殊講義Ⅱ演習⚑ (⚔)
理論経済学特殊講義Ⅱ演習⚒ (⚔)
理 論 経 済 学 特 殊 講 義 Ⅲ (⚔)
理論経済学特殊講義Ⅲ演習⚑ (⚔)
理論経済学特殊講義Ⅲ演習⚒ (⚔)
国 際 経 済 論 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
国際経済論特殊講義Ⅰ演習⚑ (⚔)
国際経済論特殊講義Ⅰ演習⚒ (⚔)
国 際 経 済 論 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
国際経済論特殊講義Ⅱ演習⚑ (⚔)
国際経済論特殊講義Ⅱ演習⚒ (⚔)

経 済 統 計 学 特 殊 講 義 (⚔)
経済統計学特殊講義演習⚑ (⚔)
経済統計学特殊講義演習⚒ (⚔)
社 会 調 査 論 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
社会調査論特殊講義Ⅰ演習⚑ (⚔)
社会調査論特殊講義Ⅰ演習⚒ (⚔)
社 会 調 査 論 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
社会調査論特殊講義Ⅱ演習⚑ (⚔)
社会調査論特殊講義Ⅱ演習⚒ (⚔)
教 育 社 会 経 済 論 特 殊 講義 (⚔)
教育社会経済論特殊講義演習⚑ (⚔)
教育社会経済論特殊講義演習⚒ (⚔)

教科に関する科目表（2018 年度入学生に適用)
高等学校 専修免許状（商 業)

農 業 政 策 特 殊 講 義 (⚔)
農 業 政 策 特 殊 講 義 演 習⚑ (⚔)
農 業 政 策 特 殊 講 義 演 習⚒ (⚔)
金 融 政 策 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
金融政策特殊講義Ⅰ演習⚑ (⚔)
金融政策特殊講義Ⅰ演習⚒ (⚔)
労 働 経 済 論 特 殊 講 義 (⚔)
労働経済論特殊講義演習⚑ (⚔)
労働経済論特殊講義演習⚒ (⚔)
財 政 学 特 殊 講 義 (⚔)
財 政 学 特 殊 講 義 演 習 ⚑ (⚔)
財 政 学 特 殊 講 義 演 習 ⚒ (⚔)

地 方 財 政 論 特 殊 講 義 (⚔)
地方財政論特殊講義演習⚑ (⚔)
地方財政論特殊講義演習⚒ (⚔)
協 同 組 合 組 織 論 特 殊 講義 (⚔)
協同組合組織論特殊講義演習⚑ (⚔)
協同組合組織論特殊講義演習⚒ (⚔)
中 小 企 業 政 策 特 殊 講 義 (⚔)
中小企業政策特殊講義演習⚑ (⚔)
中小企業政策特殊講義演習⚒ (⚔)
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⚒．大学院 経営学研究科 経営学専攻
⑴ 取得できる教育職員免許状の種類と教科

高等学校 専修免許状（商 業)
⑵ 専修免許状授与の基礎免許状となる一種教育職員免許状の校種と教科

高等学校 一種免許状（商 業)
⑶ 専修免許状取得の所要資格
① 修士の学位を有すること。
② 基礎となる同じ教科の一種教育職員免許状取得の所要資格を有していること。
③ 以下の科目表の中から 24 単位以上を修得のこと。
大学が独自に設定する科目表（2023 年度以降入学生に適用)

高等学校 専修免許状（商 業)

経 営 学 原 理 特 殊 講 義 (⚒)
経営学原理特殊講義演習Ⅰ (⚔)
経営学原理特殊講義演習Ⅱ (⚔)
経 営 管 理 論 特 殊 講 義 (⚒)
経営管理論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
経営管理論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
経 営 組 織 論 特 殊 講 義 (⚒)
経営組織論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
経営組織論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
経 営 戦 略 論 特 殊 講 義 (⚒)
経営戦略論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
経営戦略論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
人 的 資 源 管 理 論 特 殊 講義 (⚒)
人的資源管理論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
人的資源管理論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
国 際 経 営 論 特 殊 講 義 (⚒)
国際経営論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
国際経営論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
経 営 史 特 殊 講 義 (⚒)
経 営 史 特 殊 講 義 演 習 Ⅰ (⚔)
経 営 史 特 殊 講 義 演 習 Ⅱ (⚔)
企 業 行 動 論 特 殊 講 義 (⚒)
企業行動論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
企業行動論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
現 代 企 業 論 特 殊 講 義 (⚒)
現代企業論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
現代企業論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
企 業 と 社 会 特 殊 講 義 (⚒)
企業と社会特殊講義演習Ⅰ (⚔)
企業と社会特殊講義演習Ⅱ (⚔)
マーケティング・マネジメント特殊講義 (⚒)
マーケティング・マネジメント特殊講義演習Ⅰ (⚔)
マーケティング・マネジメント特殊講義演習Ⅱ (⚔)
マーケティング・コミュニケーション特殊講義 (⚒)
マーケティング・コミュニケーション特殊講義演習Ⅰ (⚔)
マーケティング・コミュニケーション特殊講義演習Ⅱ (⚔)
流 通 シ ス テ ム 論 特 殊 講義 (⚒)
流通システム論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
流通システム論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
フ ァ イ ナ ン ス 論 特 殊 講義 (⚒)
ファイナンス論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
ファイナンス論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
非 営 利 事 業 論 特 殊 講 義 (⚒)
非営利事業論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
非営利事業論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
会 計 学 特 殊 講 義 (⚒)

会 計 学 特 殊 講 義 演 習 Ⅰ (⚔)
会 計 学 特 殊 講 義 演 習 Ⅱ (⚔)
財 務 会 計 論 特 殊 講 義 (⚒)
財務会計論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
財務会計論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
管 理 会 計 論 特 殊 講 義 (⚒)
管理会計論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
管理会計論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
原 価 計 算 特 殊 講 義 (⚒)
経 営 情 報 論 特 殊 講 義 (⚒)
経営情報論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
経営情報論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
情 報 シ ス テ ム 論 特 殊 講義 (⚒)
情報システム論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
情報システム論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
情報コミュニケーション論特殊講義 (⚒)
情報コミュニケーション論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
情報コミュニケーション論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
情 報 処 理 論 特 殊 講 義 (⚒)
情報処理論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
情報処理論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
組 織 心 理 学 特 殊 講 義 (⚒)
組織心理学特殊講義演習Ⅰ (⚔)
組織心理学特殊講義演習Ⅱ (⚔)
社 会 心 理 学 特 殊 講 義 (⚒)
社会心理学特殊講義演習Ⅰ (⚔)
社会心理学特殊講義演習Ⅱ (⚔)
行 動 意 思 決 定 論 特 殊 講義 (⚒)
行動意思決定論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
行動意思決定論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
学 習 心 理 学 特 殊 講 義 (⚒)
学習心理学特殊講義演習Ⅰ (⚔)
学習心理学特殊講義演習Ⅱ (⚔)
発 達 心 理 学 特 殊 講 義 (⚒)
発達心理学特殊講義演習Ⅰ (⚔)
発達心理学特殊講義演習Ⅱ (⚔)
認 知 心 理 学 特 殊 講 義 (⚒)
認知心理学特殊講義演習Ⅰ (⚔)
認知心理学特殊講義演習Ⅱ (⚔)
心理障害マネジメント特殊講義 (⚒)
心理障害マネジメント特殊講義Ⅰ (⚔)
心理障害マネジメント特殊講義Ⅱ (⚔)
臨 床 心 理 学 特 殊 講 義 (⚒)
臨床心理学特殊講義演習Ⅰ (⚔)
臨床心理学特殊講義演習Ⅱ (⚔)
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大学が独自に設定する科目表（2022 年度入学生に適用)
高等学校 専修免許状（商 業)

経 営 学 原 理 特 殊 講 義 (⚒)
経営学原理特殊講義演習Ⅰ (⚔)
経営学原理特殊講義演習Ⅱ (⚔)
経 営 管 理 論 特 殊 講 義 (⚒)
経営管理論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
経営管理論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
経 営 組 織 論 特 殊 講 義 (⚒)
経営組織論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
経営組織論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
経 営 戦 略 論 特 殊 講 義 (⚒)
経営戦略論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
経営戦略論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
人 的 資 源 管 理 論 特 殊 講義 (⚒)
人的資源管理論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
人的資源管理論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
国 際 経 営 論 特 殊 講 義 (⚒)
国際経営論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
国際経営論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
経 営 史 特 殊 講 義 (⚒)
経 営 史 特 殊 講 義 演 習 Ⅰ (⚔)
経 営 史 特 殊 講 義 演 習 Ⅱ (⚔)
現 代 企 業 論 特 殊 講 義 (⚒)
現代企業論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
現代企業論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
企 業 と 社 会 特 殊 講 義 (⚒)
企業と社会特殊講義演習Ⅰ (⚔)
企業と社会特殊講義演習Ⅱ (⚔)
マーケティング・マネジメント特殊講義 (⚒)
マーケティング・マネジメント特殊講義演習Ⅰ (⚔)
マーケティング・マネジメント特殊講義演習Ⅱ (⚔)
マーケティング・コミュニケーション特殊講義 (⚒)
マーケティング・コミュニケーション特殊講義演習Ⅰ (⚔)
マーケティング・コミュニケーション特殊講義演習Ⅱ (⚔)
流 通 シ ス テ ム 論 特 殊 講義 (⚒)
流通システム論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
流通システム論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
フ ァ イ ナ ン ス 論 特 殊 講義 (⚒)
ファイナンス論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
ファイナンス論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
非 営 利 事 業 論 特 殊 講 義 (⚒)
非営利事業論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
非営利事業論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
会 計 学 特 殊 講 義 (⚒)

会 計 学 特 殊 講 義 演 習 Ⅰ (⚔)
会 計 学 特 殊 講 義 演 習 Ⅱ (⚔)
財 務 会 計 論 特 殊 講 義 (⚒)
財務会計論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
財務会計論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
管 理 会 計 論 特 殊 講 義 (⚒)
管理会計論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
管理会計論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
原 価 計 算 特 殊 講 義 (⚒)
経 営 情 報 論 特 殊 講 義 (⚒)
経営情報論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
経営情報論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
情 報 シ ス テ ム 論 特 殊 講義 (⚒)
情報システム論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
情報システム論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
情報コミュニケーション論特殊講義 (⚒)
情報コミュニケーション論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
情報コミュニケーション論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
情 報 処 理 論 特 殊 講 義 (⚒)
情報処理論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
情報処理論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
組 織 心 理 学 特 殊 講 義 (⚒)
組織心理学特殊講義演習Ⅰ (⚔)
組織心理学特殊講義演習Ⅱ (⚔)
社 会 心 理 学 特 殊 講 義 (⚒)
社会心理学特殊講義演習Ⅰ (⚔)
社会心理学特殊講義演習Ⅱ (⚔)
行 動 意 思 決 定 論 特 殊 講義 (⚒)
行動意思決定論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
行動意思決定論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
学 習 心 理 学 特 殊 講 義 (⚒)
学習心理学特殊講義演習Ⅰ (⚔)
学習心理学特殊講義演習Ⅱ (⚔)
認 知 心 理 学 特 殊 講 義 (⚒)
認知心理学特殊講義演習Ⅰ (⚔)
認知心理学特殊講義演習Ⅱ (⚔)
心理障害マネジメント特殊講義 (⚒)
心理障害マネジメント特殊講義Ⅰ (⚔)
心理障害マネジメント特殊講義Ⅱ (⚔)
臨 床 心 理 学 特 殊 講 義 (⚒)
臨床心理学特殊講義演習Ⅰ (⚔)
臨床心理学特殊講義演習Ⅱ (⚔)
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大学が独自に設定する科目表（2019～2021 年度入学生に適用)
高等学校 専修免許状（商 業)

経 営 学 原 理 特 殊 講 義 (⚒)
経営学原理特殊講義演習Ⅰ (⚔)
経営学原理特殊講義演習Ⅱ (⚔)
経 営 管 理 論 特 殊 講 義 (⚒)
経営管理論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
経営管理論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
経 営 組 織 論 特 殊 講 義 (⚒)
経営組織論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
経営組織論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
経 営 戦 略 論 特 殊 講 義 (⚒)
経営戦略論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
経営戦略論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
人 的 資 源 管 理 論 特 殊 講義 (⚒)
人的資源管理論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
人的資源管理論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
国 際 経 営 論 特 殊 講 義 (⚒)
国際経営論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
国際経営論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
経 営 史 特 殊 講 義 (⚒)
経 営 史 特 殊 講 義 演 習 Ⅰ (⚔)
経 営 史 特 殊 講 義 演 習 Ⅱ (⚔)
現 代 企 業 論 特 殊 講 義 (⚒)
現代企業論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
現代企業論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
企 業 と 社 会 特 殊 講 義 (⚒)
企業と社会特殊講義演習Ⅰ (⚔)
企業と社会特殊講義演習Ⅱ (⚔)
マーケティング・マネジメント特殊講義 (⚒)
マーケティング・マネジメント特殊講義演習Ⅰ (⚔)
マーケティング・マネジメント特殊講義演習Ⅱ (⚔)
マーケティング・コミュニケーション特殊講義 (⚒)
マーケティング・コミュニケーション特殊講義演習Ⅰ (⚔)
マーケティング・コミュニケーション特殊講義演習Ⅱ (⚔)
流 通 シ ス テ ム 論 特 殊 講義 (⚒)
流通システム論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
流通システム論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
フ ァ イ ナ ン ス 論 特 殊 講義 (⚒)
ファイナンス論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
ファイナンス論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
非 営 利 事 業 論 特 殊 講 義 (⚒)
非営利事業論特殊講義演習Ⅰ (⚔)

非営利事業論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
会 計 学 特 殊 講 義 (⚒)
会 計 学 特 殊 講 義 演 習 Ⅰ (⚔)
会 計 学 特 殊 講 義 演 習 Ⅱ (⚔)
財 務 会 計 論 特 殊 講 義 (⚒)
財務会計論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
財務会計論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
原 価 計 算 特 殊 講 義 (⚒)
経 営 情 報 論 特 殊 講 義 (⚒)
経営情報論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
経営情報論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
情 報 シ ス テ ム 論 特 殊 講義 (⚒)
情報システム論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
情報システム論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
情報コミュニケーション論特殊講義 (⚒)
情報コミュニケーション論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
情報コミュニケーション論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
情 報 処 理 論 特 殊 講 義 (⚒)
情報処理論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
情報処理論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
組 織 心 理 学 特 殊 講 義 (⚒)
組織心理学特殊講義演習Ⅰ (⚔)
組織心理学特殊講義演習Ⅱ (⚔)
社 会 心 理 学 特 殊 講 義 (⚒)
社会心理学特殊講義演習Ⅰ (⚔)
社会心理学特殊講義演習Ⅱ (⚔)
行 動 意 思 決 定 論 特 殊 講義 (⚒)
行動意思決定論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
行動意思決定論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
学 習 心 理 学 特 殊 講 義 (⚒)
学習心理学特殊講義演習Ⅰ (⚔)
学習心理学特殊講義演習Ⅱ (⚔)
認 知 心 理 学 特 殊 講 義 (⚒)
認知心理学特殊講義演習Ⅰ (⚔)
認知心理学特殊講義演習Ⅱ (⚔)
心理障害マネジメント特殊講義 (⚒)
心理障害マネジメント特殊講義Ⅰ (⚔)
心理障害マネジメント特殊講義Ⅱ (⚔)
臨 床 心 理 学 特 殊 講 義 (⚒)
臨床心理学特殊講義演習Ⅰ (⚔)
臨床心理学特殊講義演習Ⅱ (⚔)
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教科に関する科目表（2018 年度入学生に適用)
高等学校 専修免許状（商 業)

経 営 学 原 理 特 殊 講 義 (⚒)
経営学原理特殊講義演習Ⅰ (⚔)
経営学原理特殊講義演習Ⅱ (⚔)
経 営 管 理 論 特 殊 講 義 (⚒)
経営管理論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
経営管理論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
経 営 組 織 論 特 殊 講 義 (⚒)
経営組織論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
経営組織論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
経 営 戦 略 論 特 殊 講 義 (⚒)
経営戦略論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
経営戦略論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
人 的 資 源 管 理 論 特 殊 講義 (⚒)
人的資源管理論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
人的資源管理論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
国 際 経 営 論 特 殊 講 義 (⚒)
国際経営論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
国際経営論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
経 営 史 特 殊 講 義 (⚒)
経 営 史 特 殊 講 義 演 習 Ⅰ (⚔)
経 営 史 特 殊 講 義 演 習 Ⅱ (⚔)
現 代 企 業 論 特 殊 講 義 (⚒)
現代企業論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
現代企業論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
企 業 と 社 会 特 殊 講 義 (⚒)
企業と社会特殊講義演習Ⅰ (⚔)
企業と社会特殊講義演習Ⅱ (⚔)
マーケティング・マネジメント特殊講義 (⚒)
マーケティング・マネジメント特殊講義演習Ⅰ (⚔)
マーケティング・マネジメント特殊講義演習Ⅱ (⚔)
マーケティング・コミュニケーション特殊講義 (⚒)
マーケティング・コミュニケーション特殊講義演習Ⅰ (⚔)
マーケティング・コミュニケーション特殊講義演習Ⅱ (⚔)
流 通 シ ス テ ム 論 特 殊 講義 (⚒)
流通システム論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
流通システム論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
フ ァ イ ナ ン ス 論 特 殊 講義 (⚒)
ファイナンス論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
ファイナンス論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
非 営 利 事 業 論 特 殊 講 義 (⚒)
非営利事業論特殊講義演習Ⅰ (⚔)

非営利事業論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
会 計 学 特 殊 講 義 (⚒)
会 計 学 特 殊 講 義 演 習 Ⅰ (⚔)
会 計 学 特 殊 講 義 演 習 Ⅱ (⚔)
財 務 会 計 論 特 殊 講 義 (⚒)
財務会計論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
財務会計論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
原 価 計 算 特 殊 講 義 (⚒)
経 営 情 報 論 特 殊 講 義 (⚒)
経営情報論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
経営情報論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
情 報 シ ス テ ム 論 特 殊 講義 (⚒)
情報システム論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
情報システム論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
情報コミュニケーション論特殊講義 (⚒)
情報コミュニケーション論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
情報コミュニケーション論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
情 報 処 理 論 特 殊 講 義 (⚒)
情報処理論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
情報処理論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
組 織 心 理 学 特 殊 講 義 (⚒)
組織心理学特殊講義演習Ⅰ (⚔)
組織心理学特殊講義演習Ⅱ (⚔)
社 会 心 理 学 特 殊 講 義 (⚒)
社会心理学特殊講義演習Ⅰ (⚔)
社会心理学特殊講義演習Ⅱ (⚔)
行 動 意 思 決 定 論 特 殊 講義 (⚒)
行動意思決定論特殊講義演習Ⅰ (⚔)
行動意思決定論特殊講義演習Ⅱ (⚔)
学 習 心 理 学 特 殊 講 義 (⚒)
学習心理学特殊講義演習Ⅰ (⚔)
学習心理学特殊講義演習Ⅱ (⚔)
認 知 心 理 学 特 殊 講 義 (⚒)
認知心理学特殊講義演習Ⅰ (⚔)
認知心理学特殊講義演習Ⅱ (⚔)
心理障害マネジメント特殊講義 (⚒)
心理障害マネジメント特殊講義Ⅰ (⚔)
心理障害マネジメント特殊講義Ⅱ (⚔)
臨 床 心 理 学 特 殊 講 義 (⚒)
臨床心理学特殊講義演習Ⅰ (⚔)
臨床心理学特殊講義演習Ⅱ (⚔)

─116─

院営



⚓．大学院 法学研究科 法律学専攻
⑴ 取得できる教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 専修免許状（社 会）
高等学校 専修免許状（公 民）

⑵ 専修免許状授与の基礎免許状となる一種教育職員免許状の校種と教科
中 学 校 一種免許状（社 会）
高等学校 一種免許状（公 民）

⑶ 専修免許状取得の所要資格
① 修士の学位を有すること。
② 基礎となる同じ教科の一種教育職員免許状取得の所要資格を有していること。
③ 以下の科目表の中から 24 単位以上を修得のこと。
大学が独自に設定する科目表（2022 年度以降入学生に適用）

中 学 校 専修免許状（社 会)
高等学校 専修免許状（公 民)

憲 法 特 論 Ａ Ⅰ (⚒)
憲 法 特 論 Ａ Ⅱ (⚒)
憲 法 特 論 演 習 Ａ Ⅰ (⚔)
憲 法 特 論 演 習 Ａ Ⅱ (⚔)
憲 法 特 論 Ｂ Ⅰ (⚒)
憲 法 特 論 Ｂ Ⅱ (⚒)
憲 法 特 論 演 習 Ｂ Ⅰ (⚔)
憲 法 特 論 演 習 Ｂ Ⅱ (⚔)
行 政 法 原 理 特 論 Ⅰ (⚒)
行 政 法 原 理 特 論 Ⅱ (⚒)
行政法原理特論演習Ⅰ (⚔)
行政法原理特論演習Ⅱ (⚔)
個 別 行 政 法 特 論 Ⅰ (⚒)
個 別 行 政 法 特 論 Ⅱ (⚒)
個別行政法特論演習Ⅰ (⚔)
個別行政法特論演習Ⅱ (⚔)
民 法 原 理 特 論 Ⅰ (⚒)
民 法 原 理 特 論 Ⅱ (⚒)
民 法 原 理 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
民 法 原 理 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
民 法 債 権 特 論 Ⅰ (⚒)
民 法 債 権 特 論 Ⅱ (⚒)
民 法 債 権 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
民 法 債 権 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
民 法 物 権 特 論 Ⅰ (⚒)
民 法 物 権 特 論 Ⅱ (⚒)
民 法 物 権 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
民 法 物 権 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
比 較 民 法 特 論 Ⅰ (⚒)

比 較 民 法 特 論 Ⅱ (⚒)
比 較 民 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
比 較 民 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
損 害 賠 償 法 特 論 Ⅰ (⚒)
損 害 賠 償 法 特 論 Ⅱ (⚒)
損害賠償法特論演習Ⅰ (⚔)
損害賠償法特論演習Ⅱ (⚔)
企 業 法 特 論 A Ⅰ (⚒)
企 業 法 特 論 A Ⅱ (⚒)
企 業 法 特 論 演 習 A Ⅰ (⚔)
企 業 法 特 論 演 習 A Ⅱ (⚔)
企 業 法 特 論 B Ⅰ (⚒)
企 業 法 特 論 B Ⅱ (⚒)
企 業 法 特 論 演 習 B Ⅰ (⚔)
企 業 法 特 論 演 習 B Ⅱ (⚔)
刑 法 原 理 特 論 Ⅰ (⚒)
刑 法 原 理 特 論 Ⅱ (⚒)
刑 法 原 理 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
刑 法 原 理 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
個 別 刑 法 特 論 Ⅰ (⚒)
個 別 刑 法 特 論 Ⅱ (⚒)
個 別 刑 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
個 別 刑 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
民事訴訟法原理特論Ⅰ (⚒)
民事訴訟法原理特論Ⅱ (⚒)
民事訴訟法原理特論演習Ⅰ (⚔)
民事訴訟法原理特論演習Ⅱ (⚔)
個別民事訴訟法特論Ⅰ (⚒)
個別民事訴訟法特論Ⅱ (⚒)

個別民事訴訟法特論演習Ⅰ (⚔)
個別民事訴訟法特論演習Ⅱ (⚔)
刑 事 訴 訟 法 特 論 Ⅰ (⚒)
刑 事 訴 訟 法 特 論 Ⅱ (⚒)
刑事訴訟法特論演習Ⅰ (⚔)
刑事訴訟法特論演習Ⅱ (⚔)
個別的労働関係法特論Ⅰ (⚒)
個別的労働関係法特論Ⅱ (⚒)
個別的労働関係法特論演習Ⅰ (⚔)
個別的労働関係法特論演習Ⅱ (⚔)
個 別 経 済 法 特 論 Ⅰ (⚒)
個 別 経 済 法 特 論 Ⅱ (⚒)
個別経済法特論演習Ⅰ (⚔)
個別経済法特論演習Ⅱ (⚔)
国 際 法 特 論 Ⅰ (⚒)
国 際 法 特 論 Ⅱ (⚒)
国 際 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
国 際 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
国 際 私 法 特 論 Ⅰ (⚒)
国 際 私 法 特 論 Ⅱ (⚒)
国 際 私 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
国 際 私 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
法 哲 学 特 論 Ⅰ (⚒)
法 哲 学 特 論 Ⅱ (⚒)
法 哲 学 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
法 哲 学 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
法 律 学 特 殊 講 義 (⚒)
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大学が独自に設定する科目表（2020～2021 年度入学生に適用）
中 学 校 専修免許状（社 会)
高等学校 専修免許状（公 民)

憲 法 特 論 Ａ Ⅰ (⚒)
憲 法 特 論 Ａ Ⅱ (⚒)
憲 法 特 論 演 習 Ａ Ⅰ (⚔)
憲 法 特 論 演 習 Ａ Ⅱ (⚔)
憲 法 特 論 Ｂ Ⅰ (⚒)
憲 法 特 論 Ｂ Ⅱ (⚒)
憲 法 特 論 演 習 Ｂ Ⅰ (⚔)
憲 法 特 論 演 習 Ｂ Ⅱ (⚔)
行 政 法 原 理 特 論 Ⅰ (⚒)
行 政 法 原 理 特 論 Ⅱ (⚒)
行政法原理特論演習Ⅰ (⚔)
行政法原理特論演習Ⅱ (⚔)
個 別 行 政 法 特 論 Ⅰ (⚒)
個 別 行 政 法 特 論 Ⅱ (⚒)
個別行政法特論演習Ⅰ (⚔)
個別行政法特論演習Ⅱ (⚔)
民 法 原 理 特 論 Ⅰ (⚒)
民 法 原 理 特 論 Ⅱ (⚒)
民 法 原 理 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
民 法 原 理 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
民 法 債 権 特 論 Ⅰ (⚒)
民 法 債 権 特 論 Ⅱ (⚒)
民 法 債 権 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
民 法 債 権 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
民 法 物 権 特 論 Ⅰ (⚒)
民 法 物 権 特 論 Ⅱ (⚒)
民 法 物 権 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
民 法 物 権 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)

比 較 民 法 特 論 Ⅰ (⚒)
比 較 民 法 特 論 Ⅱ (⚒)
比 較 民 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
比 較 民 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
損 害 賠 償 法 特 論 Ⅰ (⚒)
損 害 賠 償 法 特 論 Ⅱ (⚒)
損害賠償法特論演習Ⅰ (⚔)
損害賠償法特論演習Ⅱ (⚔)
企 業 法 特 論 Ⅰ (⚒)
企 業 法 特 論 Ⅱ (⚒)
企 業 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
企 業 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
刑 法 原 理 特 論 Ⅰ (⚒)
刑 法 原 理 特 論 Ⅱ (⚒)
刑 法 原 理 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
刑 法 原 理 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
個 別 刑 法 特 論 Ⅰ (⚒)
個 別 刑 法 特 論 Ⅱ (⚒)
個 別 刑 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
個 別 刑 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
民事訴訟法原理特論Ⅰ (⚒)
民事訴訟法原理特論Ⅱ (⚒)
民事訴訟法原理特論演習Ⅰ (⚔)
民事訴訟法原理特論演習Ⅱ (⚔)
個別民事訴訟法特論Ⅰ (⚒)
個別民事訴訟法特論Ⅱ (⚒)
個別民事訴訟法特論演習Ⅰ (⚔)
個別民事訴訟法特論演習Ⅱ (⚔)

刑 事 訴 訟 法 特 論 Ⅰ (⚒)
刑 事 訴 訟 法 特 論 Ⅱ (⚒)
刑事訴訟法特論演習Ⅰ (⚔)
刑事訴訟法特論演習Ⅱ (⚔)
個別的労働関係法特論Ⅰ (⚒)
個別的労働関係法特論Ⅱ (⚒)
個別的労働関係法特論演習Ⅰ (⚔)
個別的労働関係法特論演習Ⅱ (⚔)
個 別 経 済 法 特 論 Ⅰ (⚒)
個 別 経 済 法 特 論 Ⅱ (⚒)
個別経済法特論演習Ⅰ (⚔)
個別経済法特論演習Ⅱ (⚔)
国 際 法 特 論 Ⅰ (⚒)
国 際 法 特 論 Ⅱ (⚒)
国 際 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
国 際 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
国 際 私 法 特 論 Ⅰ (⚒)
国 際 私 法 特 論 Ⅱ (⚒)
国 際 私 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
国 際 私 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
法 哲 学 特 論 Ⅰ (⚒)
法 哲 学 特 論 Ⅱ (⚒)
法 哲 学 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
法 哲 学 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
法 律 学 特 殊 講 義 (⚒)
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大学が独自に設定する科目表（2019 年度入学生に適用）
中 学 校 専修免許状（社 会)
高等学校 専修免許状（公 民)

憲 法 特 論 Ａ Ⅰ (⚒)
憲 法 特 論 Ａ Ⅱ (⚒)
憲 法 特 論 演 習 Ａ Ⅰ (⚔)
憲 法 特 論 演 習 Ａ Ⅱ (⚔)
憲 法 特 論 Ｂ Ⅰ (⚒)
憲 法 特 論 Ｂ Ⅱ (⚒)
憲 法 特 論 演 習 Ｂ Ⅰ (⚔)
憲 法 特 論 演 習 Ｂ Ⅱ (⚔)
行 政 法 原 理 特 論 Ⅰ (⚒)
行 政 法 原 理 特 論 Ⅱ (⚒)
行政法原理特論演習Ⅰ (⚔)
行政法原理特論演習Ⅱ (⚔)
個 別 行 政 法 特 論 Ⅰ (⚒)
個 別 行 政 法 特 論 Ⅱ (⚒)
個別行政法特論演習Ⅰ (⚔)
個別行政法特論演習Ⅱ (⚔)
民 法 原 理 特 論 Ⅰ (⚒)
民 法 原 理 特 論 Ⅱ (⚒)
民 法 原 理 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
民 法 原 理 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
民 法 債 権 特 論 Ⅰ (⚒)
民 法 債 権 特 論 Ⅱ (⚒)
民 法 債 権 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
民 法 債 権 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
民 法 物 権 特 論 Ⅰ (⚒)
民 法 物 権 特 論 Ⅱ (⚒)

民 法 物 権 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
民 法 物 権 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
比 較 民 法 特 論 Ⅰ (⚒)
比 較 民 法 特 論 Ⅱ (⚒)
比 較 民 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
比 較 民 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
企 業 法 特 論 Ⅰ (⚒)
企 業 法 特 論 Ⅱ (⚒)
企 業 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
企 業 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
個 別 刑 法 特 論 Ⅰ (⚒)
個 別 刑 法 特 論 Ⅱ (⚒)
個 別 刑 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
個 別 刑 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
民事訴訟法原理特論Ⅰ (⚒)
民事訴訟法原理特論Ⅱ (⚒)
民事訴訟法原理特論演習Ⅰ (⚔)
民事訴訟法原理特論演習Ⅱ (⚔)
個別民事訴訟法特論Ⅰ (⚒)
個別民事訴訟法特論Ⅱ (⚒)
個別民事訴訟法特論演習Ⅰ (⚔)
個別民事訴訟法特論演習Ⅱ (⚔)
刑 事 訴 訟 法 特 論 Ⅰ (⚒)
刑 事 訴 訟 法 特 論 Ⅱ (⚒)
刑事訴訟法特論演習Ⅰ (⚔)
刑事訴訟法特論演習Ⅱ (⚔)

個別的労働関係法特論Ⅰ (⚒)
個別的労働関係法特論Ⅱ (⚒)
個別的労働関係法特論演習Ⅰ (⚔)
個別的労働関係法特論演習Ⅱ (⚔)
個 別 経 済 法 特 論 Ⅰ (⚒)
個 別 経 済 法 特 論 Ⅱ (⚒)
個別経済法特論演習Ⅰ (⚔)
個別経済法特論演習Ⅱ (⚔)
国 際 法 特 論 Ⅰ (⚒)
国 際 法 特 論 Ⅱ (⚒)
国 際 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
国 際 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
国 際 私 法 特 論 Ⅰ (⚒)
国 際 私 法 特 論 Ⅱ (⚒)
国 際 私 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
国 際 私 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
法 哲 学 特 論 Ⅰ (⚒)
法 哲 学 特 論 Ⅱ (⚒)
法 哲 学 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
法 哲 学 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
法 律 学 特 殊 講 義 (⚒)

教科に関する科目表（2018 年度入学生に適用)
中 学 校 専修免許状（社 会)
高等学校 専修免許状（公 民)

憲 法 特 論 Ａ Ⅰ (⚒)
憲 法 特 論 Ａ Ⅱ (⚒)
憲 法 特 論 演 習 Ａ Ⅰ (⚔)
憲 法 特 論 演 習 Ａ Ⅱ (⚔)
憲 法 特 論 Ｂ Ⅰ (⚒)
憲 法 特 論 Ｂ Ⅱ (⚒)
憲 法 特 論 演 習 Ｂ Ⅰ (⚔)
憲 法 特 論 演 習 Ｂ Ⅱ (⚔)
行 政 法 原 理 特 論 Ⅰ (⚒)
行 政 法 原 理 特 論 Ⅱ (⚒)
行政法原理特論演習Ⅰ (⚔)
行政法原理特論演習Ⅱ (⚔)
個 別 行 政 法 特 論 Ⅰ (⚒)
個 別 行 政 法 特 論 Ⅱ (⚒)
個別行政法特論演習Ⅰ (⚔)
個別行政法特論演習Ⅱ (⚔)
民 法 原 理 特 論 Ⅰ (⚒)
民 法 原 理 特 論 Ⅱ (⚒)
民 法 原 理 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
民 法 原 理 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
民 法 債 権 特 論 Ⅰ (⚒)
民 法 債 権 特 論 Ⅱ (⚒)
民 法 債 権 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
民 法 債 権 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
民 法 物 権 特 論 Ⅰ (⚒)
民 法 物 権 特 論 Ⅱ (⚒)

民 法 物 権 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
民 法 物 権 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
比 較 民 法 特 論 Ⅰ (⚒)
比 較 民 法 特 論 Ⅱ (⚒)
比 較 民 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
比 較 民 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
企 業 法 特 論 Ⅰ (⚒)
企 業 法 特 論 Ⅱ (⚒)
企 業 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
企 業 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
個 別 刑 法 特 論 Ⅰ (⚒)
個 別 刑 法 特 論 Ⅱ (⚒)
個 別 刑 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
個 別 刑 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
民事訴訟法原理特論Ⅰ (⚒)
民事訴訟法原理特論Ⅱ (⚒)
民事訴訟法原理特論演習Ⅰ (⚔)
民事訴訟法原理特論演習Ⅱ (⚔)
個別民事訴訟法特論Ⅰ (⚒)
個別民事訴訟法特論Ⅱ (⚒)
個別民事訴訟法特論演習Ⅰ (⚔)
個別民事訴訟法特論演習Ⅱ (⚔)
刑 事 訴 訟 法 特 論 Ⅰ (⚒)
刑 事 訴 訟 法 特 論 Ⅱ (⚒)
刑事訴訟法特論演習Ⅰ (⚔)
刑事訴訟法特論演習Ⅱ (⚔)

個別的労働関係法特論Ⅰ (⚒)
個別的労働関係法特論Ⅱ (⚒)
個別的労働関係法特論演習Ⅰ (⚔)
個別的労働関係法特論演習Ⅱ (⚔)
個 別 経 済 法 特 論 Ⅰ (⚒)
個 別 経 済 法 特 論 Ⅱ (⚒)
個別経済法特論演習Ⅰ (⚔)
個別経済法特論演習Ⅱ (⚔)
国 際 法 特 論 Ⅰ (⚒)
国 際 法 特 論 Ⅱ (⚒)
国 際 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
国 際 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
国 際 私 法 特 論 Ⅰ (⚒)
国 際 私 法 特 論 Ⅱ (⚒)
国 際 私 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
国 際 私 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
法 哲 学 特 論 Ⅰ (⚒)
法 哲 学 特 論 Ⅱ (⚒)
法 哲 学 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
法 哲 学 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
法 律 学 特 殊 講 義 (⚒)
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⚔．大学院 法学研究科 政治学専攻
⑴ 取得できる教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 専修免許状（社 会）
高等学校 専修免許状（公 民）

⑵ 専修免許状授与の基礎免許状となる一種教育職員免許状の校種と教科
中 学 校 一種免許状（社 会）
高等学校 一種免許状（公 民）

⑶ 専修免許状取得の所要資格
① 修士の学位を有すること。
② 基礎となる同じ教科の一種教育職員免許状取得の所要資格を有していること。
③ 以下の科目表の中から 24 単位以上を修得のこと。
大学が独自に設定する科目表（2022 年度以降入学生に適用）

中 学 校 専修免許状（社 会)
高等学校 専修免許状（公 民)

政 治 学 特 論 Ⅰ (⚒)
政 治 学 特 論 Ⅱ (⚒)
政 治 学 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
政 治 学 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
政 治 史 特 論 Ａ Ⅰ (⚒)
政 治 史 特 論 Ａ Ⅱ (⚒)
政 治 史 特 論 演 習 Ａ Ⅰ (⚔)
政 治 史 特 論 演 習 Ａ Ⅱ (⚔)
政 治 史 特 論 Ｂ Ⅰ (⚒)
政 治 史 特 論 Ｂ Ⅱ (⚒)
政 治 史 特 論 演 習 Ｂ Ⅰ (⚔)
政 治 史 特 論 演 習 Ｂ Ⅱ (⚔)
政 治 思 想 史 特 論 Ⅰ (⚒)
政 治 思 想 史 特 論 Ⅱ (⚒)
政治思想史特論演習Ⅰ (⚔)
政治思想史特論演習Ⅱ (⚔)
公 共 政 策 論 特 論 Ⅰ (⚒)
公 共 政 策 論 特 論 Ⅱ (⚒)
公共政策論特論演習Ⅰ (⚔)

公共政策論特論演習Ⅱ (⚔)
国 際 政 治 学 特 論 Ⅰ (⚒)
国 際 政 治 学 特 論 Ⅱ (⚒)
国際政治学特論演習Ⅰ (⚔)
国際政治学特論演習Ⅱ (⚔)
政 治 過 程 論 特 論 Ⅰ (⚒)
政 治 過 程 論 特 論 Ⅱ (⚒)
政治過程論特論演習Ⅰ (⚔)
政治過程論特論演習Ⅱ (⚔)
行 政 学 特 論 Ⅰ (⚒)
行 政 学 特 論 Ⅱ (⚒)
行 政 学 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
行 政 学 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
地 方 政 治 論 特 論 Ⅰ (⚒)
地 方 政 治 論 特 論 Ⅱ (⚒)
地方政治論特論演習Ⅰ (⚔)
地方政治論特論演習Ⅱ (⚔)
地 方 財 政 論 特 論 Ⅰ (⚒)
地 方 財 政 論 特 論 Ⅱ (⚒)

地方財政論特論演習Ⅰ (⚔)
地方財政論特論演習Ⅱ (⚔)
自 治 体 法 特 論 Ⅰ (⚒)
自 治 体 法 特 論 Ⅱ (⚒)
自 治 体 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
自 治 体 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
比 較 政 治 学 特 論 Ⅰ (⚒)
比 較 政 治 学 特 論 Ⅱ (⚒)
比較政治学特論演習Ⅰ (⚔)
比較政治学特論演習Ⅱ (⚔)
ジャーナリズム論特論Ⅰ (⚒)
ジャーナリズム論特論Ⅱ (⚒)
ジャーナリズム論特論演習Ⅰ (⚔)
ジャーナリズム論特論演習Ⅱ (⚔)
比較政治経済学特論Ⅰ (⚒)
比較政治経済学特論Ⅱ (⚒)
比較政治経済学特論演習Ⅰ (⚔)
比較政治経済学特論演習Ⅱ (⚔)
政 治 学 特 殊 講 義 (⚒)
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大学が独自に設定する科目表（2020～2021 年度入学生に適用）
中 学 校 専修免許状（社 会)
高等学校 専修免許状（公 民)

政 治 学 特 論 Ⅰ (⚒)
政 治 学 特 論 Ⅱ (⚒)
政 治 学 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
政 治 学 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
政 治 史 特 論 Ｂ Ⅰ (⚒)
政 治 史 特 論 Ｂ Ⅱ (⚒)
政 治 史 特 論 演 習 Ｂ Ⅰ (⚔)
政 治 史 特 論 演 習 Ｂ Ⅱ (⚔)
政 治 思 想 史 特 論 Ⅰ (⚒)
政 治 思 想 史 特 論 Ⅱ (⚒)
政治思想史特論演習Ⅰ (⚔)
政治思想史特論演習Ⅱ (⚔)
公 共 政 策 論 特 論 Ⅰ (⚒)
公 共 政 策 論 特 論 Ⅱ (⚒)
公共政策論特論演習Ⅰ (⚔)
公共政策論特論演習Ⅱ (⚔)
国 際 政 治 学 特 論 Ⅰ (⚒)
国 際 政 治 学 特 論 Ⅱ (⚒)

国際政治学特論演習Ⅰ (⚔)
国際政治学特論演習Ⅱ (⚔)
政 治 過 程 論 特 論 Ⅰ (⚒)
政 治 過 程 論 特 論 Ⅱ (⚒)
政治過程論特論演習Ⅰ (⚔)
政治過程論特論演習Ⅱ (⚔)
行 政 学 特 論 Ⅰ (⚒)
行 政 学 特 論 Ⅱ (⚒)
行 政 学 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
行 政 学 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
地 方 政 治 論 特 論 Ⅰ (⚒)
地 方 政 治 論 特 論 Ⅱ (⚒)
地方政治論特論演習Ⅰ (⚔)
地方政治論特論演習Ⅱ (⚔)
地 方 財 政 論 特 論 Ⅰ (⚒)
地 方 財 政 論 特 論 Ⅱ (⚒)
地方財政論特論演習Ⅰ (⚔)
地方財政論特論演習Ⅱ (⚔)

自 治 体 法 特 論 Ⅰ (⚒)
自 治 体 法 特 論 Ⅱ (⚒)
自 治 体 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
自 治 体 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
比 較 政 治 学 特 論 Ⅰ (⚒)
比 較 政 治 学 特 論 Ⅱ (⚒)
比較政治学特論演習Ⅰ (⚔)
比較政治学特論演習Ⅱ (⚔)
ジャーナリズム論特論Ⅰ (⚒)
ジャーナリズム論特論Ⅱ (⚒)
ジャーナリズム論特論演習Ⅰ (⚔)
ジャーナリズム論特論演習Ⅱ (⚔)
比較政治経済学特論Ⅰ (⚒)
比較政治経済学特論Ⅱ (⚒)
比較政治経済学特論演習Ⅰ (⚔)
比較政治経済学特論演習Ⅱ (⚔)
政 治 学 特 殊 講 義 (⚒)

大学が独自に設定する科目表（2019 年度入学生に適用）
中 学 校 専修免許状（社 会)
高等学校 専修免許状（公 民)

政 治 学 特 論 Ⅰ (⚒)
政 治 学 特 論 Ⅱ (⚒)
政 治 学 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
政 治 学 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
政 治 史 特 論 Ｂ Ⅰ (⚒)
政 治 史 特 論 Ｂ Ⅱ (⚒)
政 治 史 特 論 演 習 Ｂ Ⅰ (⚔)
政 治 史 特 論 演 習 Ｂ Ⅱ (⚔)
政 治 思 想 史 特 論 Ⅰ (⚒)
政 治 思 想 史 特 論 Ⅱ (⚒)
政治思想史特論演習Ⅰ (⚔)
政治思想史特論演習Ⅱ (⚔)
公 共 政 策 論 特 論 Ⅰ (⚒)
公 共 政 策 論 特 論 Ⅱ (⚒)
公共政策論特論演習Ⅰ (⚔)
公共政策論特論演習Ⅱ (⚔)

国 際 政 治 学 特 論 Ⅰ (⚒)
国 際 政 治 学 特 論 Ⅱ (⚒)
国際政治学特論演習Ⅰ (⚔)
国際政治学特論演習Ⅱ (⚔)
政 治 過 程 論 特 論 Ⅰ (⚒)
政 治 過 程 論 特 論 Ⅱ (⚒)
政治過程論特論演習Ⅰ (⚔)
政治過程論特論演習Ⅱ (⚔)
行 政 学 特 論 Ⅰ (⚒)
行 政 学 特 論 Ⅱ (⚒)
行 政 学 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
行 政 学 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
地 方 政 治 論 特 論 Ⅰ (⚒)
地 方 政 治 論 特 論 Ⅱ (⚒)
地方政治論特論演習Ⅰ (⚔)
地方政治論特論演習Ⅱ (⚔)

地 方 財 政 論 特 論 Ⅰ (⚒)
地 方 財 政 論 特 論 Ⅱ (⚒)
地方財政論特論演習Ⅰ (⚔)
地方財政論特論演習Ⅱ (⚔)
自 治 体 法 特 論 Ⅰ (⚒)
自 治 体 法 特 論 Ⅱ (⚒)
自 治 体 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
自 治 体 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
ジャーナリズム論特論Ⅰ (⚒)
ジャーナリズム論特論Ⅱ (⚒)
ジャーナリズム論特論演習Ⅰ (⚔)
ジャーナリズム論特論演習Ⅱ (⚔)
政 治 学 特 殊 講 義 (⚒)
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教科に関する科目表（2018 年度入学生に適用)
中 学 校 専修免許状（社 会)
高等学校 専修免許状（公 民)

政 治 学 特 論 Ⅰ (⚒)
政 治 学 特 論 Ⅱ (⚒)
政 治 学 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
政 治 学 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
政 治 史 特 論 Ｂ Ⅰ (⚒)
政 治 史 特 論 Ｂ Ⅱ (⚒)
政 治 史 特 論 演 習 Ｂ Ⅰ (⚔)
政 治 史 特 論 演 習 Ｂ Ⅱ (⚔)
政 治 思 想 史 特 論 Ⅰ (⚒)
政 治 思 想 史 特 論 Ⅱ (⚒)
政治思想史特論演習Ⅰ (⚔)
政治思想史特論演習Ⅱ (⚔)
公 共 政 策 論 特 論 Ⅰ (⚒)
公 共 政 策 論 特 論 Ⅱ (⚒)
公共政策論特論演習Ⅰ (⚔)
公共政策論特論演習Ⅱ (⚔)

国 際 政 治 学 特 論 Ⅰ (⚒)
国 際 政 治 学 特 論 Ⅱ (⚒)
国際政治学特論演習Ⅰ (⚔)
国際政治学特論演習Ⅱ (⚔)
政 治 過 程 論 特 論 Ⅰ (⚒)
政 治 過 程 論 特 論 Ⅱ (⚒)
政治過程論特論演習Ⅰ (⚔)
政治過程論特論演習Ⅱ (⚔)
行 政 学 特 論 Ⅰ (⚒)
行 政 学 特 論 Ⅱ (⚒)
行 政 学 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
行 政 学 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
地 方 政 治 論 特 論 Ⅰ (⚒)
地 方 政 治 論 特 論 Ⅱ (⚒)
地方政治論特論演習Ⅰ (⚔)
地方政治論特論演習Ⅱ (⚔)

地 方 財 政 論 特 論 Ⅰ (⚒)
地 方 財 政 論 特 論 Ⅱ (⚒)
地方財政論特論演習Ⅰ (⚔)
地方財政論特論演習Ⅱ (⚔)
自 治 体 法 特 論 Ⅰ (⚒)
自 治 体 法 特 論 Ⅱ (⚒)
自 治 体 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
自 治 体 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
ジャーナリズム論特論Ⅰ (⚒)
ジャーナリズム論特論Ⅱ (⚒)
ジャーナリズム論特論演習Ⅰ (⚔)
ジャーナリズム論特論演習Ⅱ (⚔)
政 治 学 特 殊 講 義 (⚒)

教科に関する科目表（2010～2017 年度入学生に適用）
中 学 校 専修免許状（社 会)
高等学校 専修免許状（公 民)

政 治 学 特 論 Ⅰ (⚒) 政 治 過 程 論 特 論 Ⅰ (⚒) 自 治 体 法 特 論 Ⅰ (⚒)
政 治 学 特 論 Ⅱ (⚒) 政 治 過 程 論 特 論 Ⅱ (⚒) 自 治 体 法 特 論 Ⅱ (⚒)
政 治 学 特 論 演 習 Ⅰ (⚔) 政治過程論特論演習Ⅰ (⚔) 自 治 体 法 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
政 治 学 特 論 演 習 Ⅱ (⚔) 政治過程論特論演習Ⅱ (⚔) 自 治 体 法 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
政 治 史 特 論 Ａ Ⅰ (⚒) 行 政 学 特 論 Ⅰ (⚒) 社 会 調 査 特 論 Ⅰ (⚒)
政 治 史 特 論 Ａ Ⅱ (⚒) 行 政 学 特 論 Ⅱ (⚒) 社 会 調 査 特 論 Ⅱ (⚒)
政 治 史 特 論 演 習 Ａ Ⅰ (⚔) 行 政 学 特 論 演 習 Ⅰ (⚔) 社 会 調 査 特 論 演 習 Ⅰ (⚔)
政 治 史 特 論 演 習 Ａ Ⅱ (⚔) 行 政 学 特 論 演 習 Ⅱ (⚔) 社 会 調 査 特 論 演 習 Ⅱ (⚔)
政 治 史 特 論 Ｂ Ⅰ (⚒) 地 方 政 治 論 特 論 Ⅰ (⚒) 比 較 政 治 学 特 論 Ⅰ (⚒)
政 治 史 特 論 Ｂ Ⅱ (⚒) 地 方 政 治 論 特 論 Ⅱ (⚒) 比 較 政 治 学 特 論 Ⅱ (⚒)
政 治 史 特 論 演 習 Ｂ Ⅰ (⚔) 地方政治論特論演習Ⅰ (⚔) 比較政治学特論演習Ⅰ (⚔)
政 治 史 特 論 演 習 Ｂ Ⅱ (⚔) 地方政治論特論演習Ⅱ (⚔) 比較政治学特論演習Ⅱ (⚔)
政 治 思 想 史 特 論 Ⅰ (⚒) 地 方 自 治 論 特 論 Ⅰ (⚒) ジャーナリズム論特論Ⅰ (⚒)
政 治 思 想 史 特 論 Ⅱ (⚒) 地 方 自 治 論 特 論 Ⅱ (⚒) ジャーナリズム論特論Ⅱ (⚒)
政治思想史特論演習Ⅰ (⚔) 地方自治論特論演習Ⅰ (⚔) ジャーナリズム論特論演習Ⅰ (⚔)
政治思想史特論演習Ⅱ (⚔) 地方自治論特論演習Ⅱ (⚔) ジャーナリズム論特論演習Ⅱ (⚔)
公 共 政 策 論 特 論 Ⅰ (⚒) 自 治 体 政 策 論 特 論 Ⅰ (⚒) 政 治 学 特 殊 講 義 (⚒)
公 共 政 策 論 特 論 Ⅱ (⚒) 自 治 体 政 策 論 特 論 Ⅱ (⚒)
公共政策論特論演習Ⅰ (⚔) 自治体政策論特論演習Ⅰ (⚔)
公共政策論特論演習Ⅱ (⚔) 自治体政策論特論演習Ⅱ (⚔)
国 際 政 治 学 特 論 Ⅰ (⚒) 地 方 財 政 論 特 論 Ⅰ (⚒)
国 際 政 治 学 特 論 Ⅱ (⚒) 地 方 財 政 論 特 論 Ⅱ (⚒)
国際政治学特論演習Ⅰ (⚔) 地方財政論特論演習Ⅰ (⚔)
国際政治学特論演習Ⅱ (⚔) 地方財政論特論演習Ⅱ (⚔)
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⚕．大学院 文学研究科 日本文化専攻
⑴ 取得できる教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 専修免許状（国 語）
高等学校 専修免許状（国 語）
高等学校 専修免許状（地理歴史）

⑵ 専修免許状授与の基礎免許状となる一種教育職員免許状の校種と教科
中 学 校 一種免許状（国 語）
高等学校 一種免許状（国 語）
高等学校 一種免許状（地理歴史）

⑶ 専修免許状取得の所要資格
① 修士の学位を有すること。
② 基礎となる同じ教科の一種教育職員免許状取得の所要資格を有していること。
③ 以下の科目表の中から 24 単位以上を修得のこと。
大学が独自に設定する科目表（2021 年度以降入学生に適用）

中学校・高等学校 専修免許状（国語)

日 本 文 学 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
日本文学特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
日本文学特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
日 本 文 学 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
日本文学特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
日本文学特殊講義演習ⅡＢ (⚔)
日 本 文 学 特 殊 講 義 Ⅲ (⚔)
比 較 文 学 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
比較文学特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
比較文学特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
比 較 文 学 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
比較文学特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
比較文学特殊講義演習ⅡＢ (⚔)
日 本 思 想 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)

日本思想特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
日本思想特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
日 本 思 想 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
日本思想特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
日本思想特殊講義演習ⅡＢ (⚔)
日 本 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
日 本 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅡＢ (⚔)
日 本 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅲ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅢＡ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅢＢ (⚔)

大学が独自に設定する科目表（2021 年度以降入学生に適用）
高等学校 専修免許状（地理歴史)

日 本 史 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
日 本 史 特 殊 講 義 演 習 ⅠＡ (⚔)
日 本 史 特 殊 講 義 演 習 ⅠＢ (⚔)
日 本 史 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
日 本 史 特 殊 講 義 演 習 ⅡＡ (⚔)
日 本 史 特 殊 講 義 演 習 ⅡＢ (⚔)
日 本 史 特 殊 講 義 Ⅲ (⚔)

環 境 文 化 特 殊 講 義 ｊ Ⅰ (⚔)
環境文化特殊講義演習ｊⅠＡ (⚔)
環境文化特殊講義演習ｊⅠＢ (⚔)
環 境 文 化 特 殊 講 義 ｊ Ⅱ (⚔)
環境文化特殊講義演習ｊⅡＡ (⚔)
環境文化特殊講義演習ｊⅡＢ (⚔)
環 境 文 化 特 殊 講 義 ｊ Ⅲ (⚔)
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大学が独自に設定する科目表（2019～2020 年度入学生に適用）
中学校・高等学校 専修免許状（国語)

日 本 文 学 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
日本文学特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
日本文学特殊講義演習ⅡＢ (⚔)
日 本 文 学 特 殊 講 義 Ⅲ (⚔)
比 較 文 学 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
比較文学特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
比較文学特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
比 較 文 学 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
比較文学特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
比較文学特殊講義演習ⅡＢ (⚔)
日 本 思 想 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
日本思想特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
日本思想特殊講義演習ⅠＢ (⚔)

日 本 思 想 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
日本思想特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
日本思想特殊講義演習ⅡＢ (⚔)
日 本 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
日 本 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅡＢ (⚔)
日 本 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅲ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅢＡ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅢＢ (⚔)

大学が独自に設定する科目表（2019～2020 年度入学生に適用）
高等学校 専修免許状（地理歴史)

日 本 史 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
日 本 史 特 殊 講 義 演 習 ⅠＡ (⚔)
日 本 史 特 殊 講 義 演 習 ⅠＢ (⚔)
日 本 史 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
日 本 史 特 殊 講 義 演 習 ⅡＡ (⚔)
日 本 史 特 殊 講 義 演 習 ⅡＢ (⚔)
環 境 文 化 特 殊 講 義 ｊ Ⅰ (⚔)

環境文化特殊講義演習ｊⅠＡ (⚔)
環境文化特殊講義演習ｊⅠＢ (⚔)
環 境 文 化 特 殊 講 義 ｊ Ⅱ (⚔)
環境文化特殊講義演習ｊⅡＡ (⚔)
環境文化特殊講義演習ｊⅡＢ (⚔)
環 境 文 化 特 殊 講 義 ｊ Ⅲ (⚔)
環 境 文 化 特 殊 講 義 ｊ Ⅳ (⚔)

教科に関する科目表（2018 年度入学生に適用)
中学校・高等学校 専修免許状（国語)

日 本 文 学 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
日本文学特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
日本文学特殊講義演習ⅡＢ (⚔)
日 本 文 学 特 殊 講 義 Ⅲ (⚔)
比 較 文 学 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
比較文学特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
比較文学特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
比 較 文 学 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
比較文学特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
比較文学特殊講義演習ⅡＢ (⚔)
日 本 思 想 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
日本思想特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
日本思想特殊講義演習ⅠＢ (⚔)

日 本 思 想 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
日本思想特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
日本思想特殊講義演習ⅡＢ (⚔)
日 本 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
日 本 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅡＢ (⚔)
日 本 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅲ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅢＡ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅢＢ (⚔)
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教科に関する科目表（2015～2017 年度入学生に適用）
中学校・高等学校 専修免許状（国語)

日 本 文 学 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
日本文学特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
日本文学特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
日 本 文 学 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
日本文学特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
日本文学特殊講義演習ⅡＢ (⚔)
日 本 文 学 特 殊 講 義 Ⅲ (⚔)
比 較 文 学 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
比較文学特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
比較文学特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
比 較 文 学 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
比較文学特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
比較文学特殊講義演習ⅡＢ (⚔)
日 本 思 想 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
日本思想特殊講義演習ⅠＡ (⚔)

日本思想特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
日 本 思 想 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
日本思想特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
日本思想特殊講義演習ⅡＢ (⚔)
日 本 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
日 本 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅡＢ (⚔)
日 本 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅲ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅢＡ (⚔)
日本語研究特殊講義演習ⅢＢ (⚔)
日 本 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅳ (⚔)

教科に関する科目表（2015～2018 年度以降入学生に適用）
高等学校 専修免許状（地理歴史)

日 本 史 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
日 本 史 特 殊 講 義 演 習 ⅠＡ (⚔)
日 本 史 特 殊 講 義 演 習 ⅠＢ (⚔)
日 本 史 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
日 本 史 特 殊 講 義 演 習 ⅡＡ (⚔)
日 本 史 特 殊 講 義 演 習 ⅡＢ (⚔)
環 境 文 化 特 殊 講 義 ｊ Ⅰ (⚔)

環境文化特殊講義演習ｊⅠＡ (⚔)
環境文化特殊講義演習ｊⅠＢ (⚔)
環 境 文 化 特 殊 講 義 ｊ Ⅱ (⚔)
環境文化特殊講義演習ｊⅡＡ (⚔)
環境文化特殊講義演習ｊⅡＢ (⚔)
環 境 文 化 特 殊 講 義 ｊ Ⅲ (⚔)
環 境 文 化 特 殊 講 義 ｊ Ⅳ (⚔)
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⚖．大学院 文学研究科 英米文化専攻
⑴ 取得できる教育職員免許状の種類と教科

中 学 校 専修免許状（英 語）
高等学校 専修免許状（英 語）
高等学校 専修免許状（地理歴史）

⑵ 専修免許状授与の基礎免許状となる一種教育職員免許状の校種と教科
中 学 校 一種免許状（英 語）
高等学校 一種免許状（英 語）
高等学校 一種免許状（地理歴史）

⑶ 専修免許状取得の所要資格
① 修士の学位を有すること。
② 基礎となる同じ教科の一種教育職員免許状取得の所要資格を有していること。
③ 以下の科目表の中から 24 単位以上を修得のこと。
大学が独自に設定する科目表（2021 年度以降入学生に適用）

中学校・高等学校 専修免許状（英 語)

英 米 文 学 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
英米文学特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
英米文学特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
英 米 文 学 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
英米文学特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
英米文学特殊講義演習ⅡＢ (⚔)
英 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
英 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅡＢ (⚔)
英 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅲ (⚔)

英語研究特殊講義演習ⅢＡ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅢＢ (⚔)
英 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅳ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅣＡ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅣＢ (⚔)
欧 米 思 想 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
欧米思想特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
欧米思想特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
欧 米 思 想 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
欧米思想特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
欧米思想特殊講義演習ⅡＢ (⚔)
欧 米 思 想 特 殊 講 義 Ⅲ (⚔)

大学が独自に設定する科目表（2021 年度以降入学生に適用)
高等学校 専修免許状（地理歴史)

欧 米 史 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔) 欧 米 史 特 殊 講 義 演 習 ⅢＢ (⚔)
欧 米 史 特 殊 講 義 演 習 ⅠＡ (⚔) 欧 米 史 特 殊 講 義 Ⅳ (⚔)
欧 米 史 特 殊 講 義 演 習 ⅠＢ (⚔) 環 境 文 化 特 殊 講 義 ｅ Ⅰ (⚔)
欧 米 史 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔) 環境文化特殊講義演習ｅⅠＡ (⚔)
欧 米 史 特 殊 講 義 演 習 ⅡＡ (⚔) 環境文化特殊講義演習ｅⅠＢ (⚔)
欧 米 史 特 殊 講 義 演 習 ⅡＢ (⚔) 環 境 文 化 特 殊 講 義 ｅ Ⅱ (⚔)
欧 米 史 特 殊 講 義 Ⅲ (⚔) 環境文化特殊講義演習ｅⅡＡ (⚔)
欧 米 史 特 殊 講 義 演 習 ⅢＡ (⚔) 環境文化特殊講義演習ｅⅡＢ (⚔)
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大学が独自に設定する科目表（2020 年度入学生に適用）
中学校・高等学校 専修免許状（英 語)

英 米 文 学 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
英米文学特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
英米文学特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
英 米 文 学 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
英米文学特殊講義演習Ⅱ A (⚔)
英米文学特殊講義演習Ⅱ B (⚔)
英 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
英 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅡＢ (⚔)

英 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅲ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅢＡ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅢＢ (⚔)
英 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅳ (⚔)
英語研究特殊講義演習Ⅳ A (⚔)
英語研究特殊講義演習Ⅳ B (⚔)
欧 米 思 想 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
欧米思想特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
欧米思想特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
欧 米 思 想 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
欧米思想特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
欧米思想特殊講義演習ⅡＢ (⚔)

大学が独自に設定する科目表（2019 年度入学生に適用）
中学校・高等学校 専修免許状（英 語)

英 米 文 学 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
英米文学特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
英米文学特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
英 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
英 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅡＢ (⚔)

英 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅲ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅢＡ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅢＢ (⚔)
欧 米 思 想 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
欧米思想特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
欧米思想特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
欧 米 思 想 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
欧米思想特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
欧米思想特殊講義演習ⅡＢ (⚔)

大学が独自に設定する科目表（2019～2020 年度入学生に適用)
高等学校 専修免許状（地理歴史)

欧 米 史 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔) 欧 米 史 特 殊 講 義 Ⅳ (⚔)
欧 米 史 特 殊 講 義 演 習 ⅠＡ (⚔) 環 境 文 化 特 殊 講 義 ｅ Ⅰ (⚔)
欧 米 史 特 殊 講 義 演 習 ⅠＢ (⚔) 環境文化特殊講義演習ｅⅠＡ (⚔)
欧 米 史 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔) 環境文化特殊講義演習ｅⅠＢ (⚔)
欧 米 史 特 殊 講 義 演 習 ⅡＡ (⚔) 環 境 文 化 特 殊 講 義 ｅ Ⅱ (⚔)
欧 米 史 特 殊 講 義 演 習 ⅡＢ (⚔) 環境文化特殊講義演習ｅⅡＡ (⚔)
欧 米 史 特 殊 講 義 Ⅲ (⚔) 環境文化特殊講義演習ｅⅡＢ (⚔)
欧 米 史 特 殊 講 義 演 習 ⅢＡ (⚔) 環 境 文 化 特 殊 講 義 ｅ Ⅲ (⚔)
欧 米 史 特 殊 講 義 演 習 ⅢＢ (⚔)
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教科に関する科目表（2018 年度入学生に適用)
中学校・高等学校 専修免許状（英 語)

英 米 文 学 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
英米文学特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
英米文学特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
英 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
英 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅡＢ (⚔)

英 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅲ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅢＡ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅢＢ (⚔)
欧 米 思 想 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
欧米思想特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
欧米思想特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
欧 米 思 想 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
欧米思想特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
欧米思想特殊講義演習ⅡＢ (⚔)

教科に関する科目表（2015～2017 年度入学生に適用）
中学校・高等学校 専修免許状（英 語)

英 米 文 学 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔) 英語研究特殊講義演習ⅡＢ (⚔)
英米文学特殊講義演習ⅠＡ (⚔) 英 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅲ (⚔)
英米文学特殊講義演習ⅠＢ (⚔) 英語研究特殊講義演習ⅢＡ (⚔)
英 米 文 学 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔) 英語研究特殊講義演習ⅢＢ (⚔)
英米文学特殊講義演習ⅡＡ (⚔) 欧 米 思 想 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔)
英米文学特殊講義演習ⅡＢ (⚔) 欧米思想特殊講義演習ⅠＡ (⚔)
英 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔) 欧米思想特殊講義演習ⅠＢ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅠＡ (⚔) 欧 米 思 想 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅠＢ (⚔) 欧米思想特殊講義演習ⅡＡ (⚔)
英 語 研 究 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔) 欧米思想特殊講義演習ⅡＢ (⚔)
英語研究特殊講義演習ⅡＡ (⚔)

教科に関する科目表（2015～2018 年度以降入学生に適用)
高等学校 専修免許状（地理歴史)

欧 米 史 特 殊 講 義 Ⅰ (⚔) 欧 米 史 特 殊 講 義 Ⅳ (⚔)
欧 米 史 特 殊 講 義 演 習 ⅠＡ (⚔) 環 境 文 化 特 殊 講 義 ｅ Ⅰ (⚔)
欧 米 史 特 殊 講 義 演 習 ⅠＢ (⚔) 環境文化特殊講義演習ｅⅠＡ (⚔)
欧 米 史 特 殊 講 義 Ⅱ (⚔) 環境文化特殊講義演習ｅⅠＢ (⚔)
欧 米 史 特 殊 講 義 演 習 ⅡＡ (⚔) 環 境 文 化 特 殊 講 義 ｅ Ⅱ (⚔)
欧 米 史 特 殊 講 義 演 習 ⅡＢ (⚔) 環境文化特殊講義演習ｅⅡＡ (⚔)
欧 米 史 特 殊 講 義 Ⅲ (⚔) 環境文化特殊講義演習ｅⅡＢ (⚔)
欧 米 史 特 殊 講 義 演 習 ⅢＡ (⚔) 環 境 文 化 特 殊 講 義 ｅ Ⅲ (⚔)
欧 米 史 特 殊 講 義 演 習 ⅢＢ (⚔)
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⚗．大学院 工学研究科 建設工学専攻
⑴ 取得できる教育職員免許状の種類と教科

高等学校 専修免許状（工 業)
⑵ 専修免許状授与の基礎免許状となる一種教育職員免許状の校種と教科

高等学校 一種免許状（工 業)
⑶ 専修免許状取得の所要資格
① 修士の学位を有すること。
② 高等学校一種免許状（工業）の所要資格を有していること。
③ 以下の科目表の中から 24 単位以上を修得のこと。
大学が独自に設定する科目表（2023 年度以降入学生に適用)

高等学校 専修免許状（工 業)

応 用 数 学 特 論 (⚒)
応 用 物 理 特 論 (⚒)
計 画 シ ス テ ム 分 析 特 論 (⚒)
社 会 環 境 政 策 特 論 (⚒)
建 築 構 造 解 析 特 論 Ⅰ (⚒)
構 造 解 析 特 論 (⚒)
建 築 構 造 信 頼 性 特 論 (⚒)
建 築 構 造 力 学 特 論 (⚒)
構 造 設 計 特 論 (⚒)
建 築 構 造 設 計 特 論 Ⅰ (⚒)
建 築 構 造 設 計 特 論 Ⅱ (⚒)
建 築 構 法 特 論 Ⅰ (⚒)
建 築 構 法 特 論 Ⅱ (⚒)
建築鉄筋コンクリート構造特論 (⚒)
コンクリート構造設計特論 (⚒)
建 築 構 造 解 析 特 論 Ⅱ (⚒)
構 造 動 力 学 特 論 (⚒)
非 線 形 構 造 解 析 特 論 (⚒)
建 築 材 料 工 学 特 論 (⚒)
建設コンクリート工学特論 (⚒)
土 質 力 学 特 論 (⚒)
地 盤 工 学 特 論 (⚒)
温 熱 環 境 計 画 特 論 (⚒)
環境・エネルギー計画特論 (⚒)

設 備 計 画 特 論 (⚒)
流 域 水 工 学 特 論 (⚒)
建 築 環 境 計 画 特 論 Ⅰ (⚒)
建 築 環 境 計 画 特 論 Ⅱ (⚒)
建 築 史・建 築 論 特 論 Ⅰ (⚒)
建 築 史・建 築 論 特 論 Ⅱ (⚒)
水 環 境 工 学 特 論 (⚒)
建 築 設 計 特 論 (⚒)
建 築 設 計 特 論 演 習 (⚒)
河 川 学 特 論 (⚒)
都 市 計 画 特 論 (⚒)
都 市 計 画 特 論 演 習 (⚒)
環 境 情 報 工 学 特 論 (⚒)
都 市 シ ス テ ム 計 画 学 特論 (⚒)
建 築 計 画 特 論 Ⅰ (⚒)
建 築 計 画 特 論 Ⅱ (⚒)
交 通 計 画 学 特 論 (⚒)
鉄 道 工 学 特 論 (⚒)
建 築 生 産 工 学 特 論 (⚒)
寒 地 建 築 工 学 特 論 (⚒)
道 路 工 学 特 論 (⚒)
材 料 強 度 学 特 論 (⚒)
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大学が独自に設定する科目表（2019～2022 年度入学生に適用)
高等学校 専修免許状（工 業)

応 用 数 学 特 論 (⚒)
応 用 物 理 特 論 (⚒)
計 画 シ ス テ ム 分 析 特 論 (⚒)
社 会 環 境 政 策 特 論 (⚒)
建 築 構 造 解 析 特 論 Ⅰ (⚒)
構 造 解 析 特 論 (⚒)
建 築 構 造 信 頼 性 特 論 (⚒)
建 築 構 造 力 学 特 論 (⚒)
構 造 設 計 特 論 (⚒)
建 築 構 造 設 計 特 論 Ⅰ (⚒)
建 築 構 造 設 計 特 論 Ⅱ (⚒)
建 築 構 法 特 論 Ⅰ (⚒)
建 築 構 法 特 論 Ⅱ (⚒)
建築鉄筋コンクリート構造特論 (⚒)
コンクリート構造設計特論 (⚒)
建 築 構 造 解 析 特 論 Ⅱ (⚒)
構 造 動 力 学 特 論 (⚒)
非 線 形 構 造 解 析 特 論 (⚒)
建 築 材 料 工 学 特 論 (⚒)
建設コンクリート工学特論 (⚒)
土 質 力 学 特 論 (⚒)
地 盤 工 学 特 論 (⚒)
温 熱 環 境 計 画 特 論 (⚒)
環境・エネルギー計画特論 (⚒)

設 備 計 画 特 論 (⚒)
水 循 環 工 学 特 論 (⚒)
都 市 環 境 評 価 特 論 (⚒)
建 築 史・建 築 論 特 論 Ⅰ (⚒)
建 築 史・建 築 論 特 論 Ⅱ (⚒)
建 築 音 響 設 計 特 論 (⚒)
水 環 境 工 学 特 論 (⚒)
建 築 設 計 特 論 (⚒)
建 築 設 計 特 論 演 習 (⚒)
河 川 学 特 論 (⚒)
都 市 計 画 特 論 (⚒)
都 市 計 画 特 論 演 習 (⚒)
環 境 情 報 工 学 特 論 (⚒)
都 市 シ ス テ ム 計 画 学 特論 (⚒)
建 築 計 画 特 論 Ⅰ (⚒)
建 築 計 画 特 論 Ⅱ (⚒)
交 通 計 画 学 特 論 (⚒)
鉄 道 工 学 特 論 (⚒)
建 築 生 産 工 学 特 論 (⚒)
寒 地 建 築 工 学 特 論 (⚒)
道 路 工 学 特 論 (⚒)
材 料 強 度 学 特 論 (⚒)

教科に関する科目表（2018 年度入学生に適用)
高等学校 専修免許状（工 業)

応 用 数 学 特 論 (⚒)
応 用 物 理 特 論 (⚒)
計 画 シ ス テ ム 分 析 特 論 (⚒)
社 会 環 境 政 策 特 論 (⚒)
建 築 構 造 解 析 特 論 Ⅰ (⚒)
構 造 解 析 特 論 (⚒)
建 築 構 造 信 頼 性 特 論 (⚒)
建 築 構 造 力 学 特 論 (⚒)
構 造 設 計 特 論 (⚒)
建 築 構 造 設 計 特 論 Ⅰ (⚒)
建 築 構 造 設 計 特 論 Ⅱ (⚒)
建 築 構 法 特 論 Ⅰ (⚒)
建 築 構 法 特 論 Ⅱ (⚒)
建築鉄筋コンクリート構造特論 (⚒)
コンクリート構造設計特論 (⚒)
建 築 構 造 解 析 特 論 Ⅱ (⚒)
構 造 動 力 学 特 論 (⚒)
非 線 形 構 造 解 析 特 論 (⚒)
寒 地 舗 装 工 学 特 論 (⚒)
建 築 材 料 工 学 特 論 (⚒)
建設コンクリート工学特論 (⚒)
土 質 力 学 特 論 (⚒)
地 盤 工 学 特 論 (⚒)
温 熱 環 境 計 画 特 論 (⚒)
環境・エネルギー計画特論 (⚒)

設 備 計 画 特 論 (⚒)
水 循 環 工 学 特 論 (⚒)
都 市 環 境 評 価 特 論 (⚒)
建 築 史・建 築 論 特 論 Ⅰ (⚒)
建 築 史・建 築 論 特 論 Ⅱ (⚒)
建 築 音 響 設 計 特 論 (⚒)
水 環 境 工 学 特 論 (⚒)
建 築 設 計 特 論 (⚒)
建 築 設 計 特 論 演 習 (⚒)
河 川 学 特 論 (⚒)
都 市 計 画 特 論 (⚒)
都 市 計 画 特 論 演 習 (⚒)
環 境 情 報 工 学 特 論 (⚒)
都 市 シ ス テ ム 計 画 学 特論 (⚒)
建 築 計 画 特 論 Ⅰ (⚒)
建 築 計 画 特 論 Ⅱ (⚒)
交 通 計 画 学 特 論 (⚒)
鉄 道 工 学 特 論 (⚒)
建 築 生 産 工 学 特 論 (⚒)
寒 地 建 築 工 学 特 論 (⚒)
道 路 工 学 特 論 (⚒)
材 料 強 度 学 特 論 (⚒)
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⚖－⚑．各都道府県教員採用試験問合先

─133─



⚖－⚒．私立学校教員の採用について，問合先一覧表

私立学校では，それぞれ独自の方法により，その学校の校風や特色にあった募集・採用を実施しているため
一概には述べられないが，その採用方法は概ね次の⚕つに分けられる。

⚑．求人票・新聞広告・各学校開設のHP掲載などによる公募。
⚒．大学の教授などの推薦・紹介。
⚓．各学校出身者から志望者を募り，選考。
⚔．各都道府県の私学協会の名簿に登載。

登載の手順；①私学適性検査 ②登録制度
⚕．各都道府県の私学協会に履歴書を委託。

⚑）各校の個性にあった教員を独自の採用方法で，独自に採用しているので，各民間企業がそれぞれ独自の選
考方法を実施しているのと同じであると考えてよい。

⚒）現実の問題として，採用数の少ない私立学校で⚑．のような公募は非常に狭き門である。⚒．⚓は，その
学校に有力な推薦者や紹介者がいないと難しいが，学校によっては縁故採用をしないところもあるので，挑
戦してみる価値はある。

⚓）推薦者・縁故者のない場合は，⚔．⚕．の方法がある。各都道府県の私学団体が地域内の志望者に⽛教員
適性検査⽜（筆記試験）を実施し，成績順に名簿に登載したり，履歴書を預かったりして，候補者をあげ，面
接などを行って採用を決定する。
北海道では履歴書を預かり，資料として各学校に送付している程度である。その後は学校と本人とが直接

連絡をとるようにしている。採用決定権は学校法人にあることに注意すること。広域の志願者に教員適性検
査や筆記試験を実施しているのは，東京をはじめ私学の数が多いところであり，それ以外の私学協会では⽛各
私立学校に各自直接問い合わせること⽜としている。私学協会側はまったくタッチはしていないようである。
なお，推薦・縁故の有無にかかわらず，求人票の掲示に注意したり，教職指導室やキャリア支援センター

に相談するなど，私学の求人を確かめたうえで，積極的に挑戦することが必要である。
この頁の作成には⽛月刊・教職課程⽜（共同出版社）を参照，また，北海道私立学校協会に確認した内容を

掲載した。
なお，次頁に私学協会の連絡先を記した。地域によって採用方法は異なるので問い合わせるように。
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私立学校教員採用試験の問合先

私 学 協 会 一 覧
団 体 名 所 在 地 電 話 番 号

北海道私立中学高等学校協会 〒060-0001 札幌市中央区北⚑条西⚖丁目 札幌ガーデンパレス⚕F ☎011(241)6651
青森県私立中学高等学校長協会 〒030-0861 青森市長島⚒-10-⚔ ヤマウビル⚘階 ☎017(735)3524
岩手県私学協会 〒020-0024 盛岡市菜園⚑-⚓-⚖ 農林会館⚖F ☎019(626)7627
宮城県私立中学高等学校連合会 〒983-0852 仙台市宮城野区榴岡⚔-⚑-⚕ 仙台ガーデンパレス⚓F ☎022(299)7117
秋田県私立中学高等学校協会 〒010-0875 秋田市千秋明徳町⚓-31 国学館高等学校内 ☎018(833)6361
山形県私立中学高等学校協会 〒990-0023 山形市松波⚔-⚖-11 山形県私学会館内 ☎023(641)2323
福島県私立中学高等学校協会 〒960-8103 福島市舟場町⚒-⚑ 福島県庁舟場町分館⚒階 ☎024(522)3252
茨城県私学協会 〒310-0911 水戸市見和⚑丁目356-⚒ 茨城県水戸生涯学習センター分館内 ☎029(226)1224
栃木県私立中学高等学校連合会 〒320-8525 宇都宮市一の沢⚑-⚑-41 作新学院高等学校内 ☎028(648)1811
群馬県私立小・中・高等学校協会 〒371-0854 前橋市大渡町⚑-10-⚗ 群馬県公社総合ビル⚖階 私学センター内 ☎027(255)6871
埼玉県私立中学高等学校協会 〒330-0063 さいたま市浦和区高砂⚔-13-20 埼玉県私学教育研修会館内 ☎048(863)2110
千葉県私立中学高等学校協会 〒260-0028 千葉市中央区新町18-10 千葉第一生命ビル⚘階 ☎043(241)7382
東京私立中学高等学校協会 〒102-0073 千代田区九段北⚔-⚒-25 私学会館別館⚔F ☎03(3263)0541
神奈川県私立中学高等学校協会 〒221-0833 横浜市神奈川区高島台⚗-⚕ 神奈川県私学会館内 ☎045(321)1901
新潟県私立中学高等学校協会 〒950-0965 新潟県市中央区新光町10-⚓ 技術士センタービルⅡ-803 ☎025(250)6377
富山県私立中学高等学校協会 〒930-0096 富山市舟橋北町⚔-19 富山県森林水産会館内 ☎076(433)0027
石川県私立中学高等学校協会 〒920-0918 金沢市尾山町⚖-40 私学事業団⽛兼六荘⽜内 ☎076(222)9920
福井県私立中学高等学校協会 〒910-0003 福井市松本⚓-16-10 福井合同庁舎⚕F ☎0776(27)3080
山梨県私立中学高等学校連合会 〒400-0031 甲府市丸の内⚒-14-13 ダイタビル⚖階 ☎055(232)4422
長野県私立中学高等学校協会 〒380-8570 長野市大字南長野字幅下692-⚒ 長野県庁東庁舎⚒階 ☎026(235)3353
岐阜県私立中学高等学校協会 〒500-8384 岐阜市藪田南⚕-14-53 県民ふれあい会館内 ☎058(277)1141
静岡県私学協会 〒420-0853 静岡市葵区追手町⚙-26 静岡県私学会館⚑階 ☎054(254)8208
愛知県私学協会 〒460-0003 名古屋市中区錦⚓-11-13 名古屋ガーデンパレス⚔階 ☎052(957)1390
三重県私学協会 〒514-0008 津市上浜町⚑-293-⚔ 三重県私学青年会館内 ☎059(225)5171
滋賀県私立中学高等学校連合会 〒520-0043 大津市中央⚓-⚑-⚘ 大津第一生命ビルディング⚒階 ☎077(527)5366
京都府私立中学高等学校連合会 〒600-8424 京都市下京区室町通高辻上ル山王町561 京都私学会館内 ☎075(344)0385
大阪私立中学高等学校連合会 〒534-0026 大阪市都島区網島町⚖-20 大阪私学会館⚑F ☎06(6352)4761
兵庫県私立中学高等学校連合会 〒650-0004 神戸市中央区中山手通⚖-⚑-⚑ ☎078(335)7697
奈良県私立中学高等学校連合会 〒630-8253 奈良市内侍原町⚖ 奈良県林業会館内 ☎0742(26)6309
和歌山県私立中学高等学校協会 〒640-0332 和歌山市冬野2066-⚑ 智辯学園和歌山中学校高等学校内 ☎073(479)2811
鳥取県私立学校協会 〒680-0055 鳥取市戎町505-⚑ 鳥取県私学会館内 ☎0857(29)4266
島根県私立中学高等学校連盟 〒690-0001 松江市東朝日町112 ☎0852(23)5548
岡山県私学協会 〒700-0818 岡山市北区蕃山町⚑-20 岡山県開発公社ビル⚕階 ☎086(224)7481
広島県私立中学高等学校協会 〒730-0051 広島市中区大手町⚔-⚕-⚗ 広島県私学会館内 ☎082(241)2805
山口県私立中学高等学校協会 〒753-0088 山口市中河原町⚒-14 山口県私学会館内 ☎083(922)5256
徳島県私立中学高等学校連合会 〒770-8560 徳島市寺島本町東⚑-⚘ 学校法人村崎学園内 ☎088(622)0097
香川県私立中学高等学校連合会 〒760-0006 高松市亀岡町⚑-10 学校法人香川県名善学園内 ☎087(834)7967
愛媛県私立中学高等学校連合会 〒790-8545 松山市祝谷町⚑-⚕-33 エスポワール愛媛文教会館内 ☎089(913)0650
高知県私立中学高等学校連合会 〒780-0861 高知市升形⚙-50 フタバハイフラット⚑階 ☎088(825)3363
福岡県私学協会 〒810-0001 福岡市中央区天神⚔-⚘-15 福岡ガーデンパレス内 ☎092(713)7281
佐賀県私立中学高等学校協会 〒840-0054 佐賀市水ヶ江⚓-⚑-25 龍谷中学校高等学校内 ☎0952(37)9181
長崎県私立中学高等学校協会 〒850-0033 長崎市万才町⚖-35 大樹生命長崎ビル⚓階 ☎095(821)0211
熊本県私立中学高等学校協会 〒862-0976 熊本市中央区九品寺⚒-⚒-51 大山ビル ☎096(372)5221
大分県私立中学高等学校協会 〒870-0022 大分市大手町⚑-⚑-13 ☎097(536)3709
宮崎県私立中学高等学校協会 〒880-0867 宮崎市瀬頭⚒-⚕-⚒ スカイライト301 ☎0985(29)5288
鹿児島県私立中学高等学校協会 〒890-0062 鹿児島市与次郎⚒-⚖-⚖-201号 アプローズ県庁前壱番館 ☎099(812)8778
沖縄県私立中学高等学校協会 〒902-0061 那覇市古島⚑-⚗-⚑ 興南中学高等学校内 ☎098(884)3293
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⚖－⚓．臨時的任用教員について

正規の教員として教職に就くためには，教員免許状を取得し，私立学校を除き各地方自治体の教育委員会が
実施する教員採用検査に合格しなければならないが，合格しなかった場合でも，下記のように，臨時的な教員
として，限られた期間だけ教壇に立つことが可能である。

⚑．臨時的任用教員（以下，臨時教員）とは
臨時教員とは，正規の教員の産休・育児休暇，病気・事故，長期研修その他の理由による欠員の補充の

ために，臨時的に一定期間採用される教員のことをいう。
臨時教員にはおおまかに⚒種類あって，それぞれにより待遇や仕事の内容が異なる。

⑴ 常勤講師（期限付教諭）
勤務形態は正規の教員と同じであり，教科の授業，校務分掌，クラス担任等，実質的に正規の教員と

同等の職務を果たすことになる。賃金は正規の教員に準じ，原則として賞与等も支給される。
⑵ 非常勤講師（時間講師）

欠員の生じている教科の一定時間数を受け持つことになる。したがって，特定の専門教科に応じて採
用が行われる。勤務は担当する授業時間のみで，賃金は，時間単位で算出され，原則として賞与等は支
給されない。

一時的にせよ実践の場に立ち，教員としての職責を果たしたその体験は，その後の自らの教職に対する
認識に大きな影響を与え，採用検査の面接や教科等指導法検査に活かすことができるとともに，正規の教
員になった時には，貴重な経験として生徒の指導に生かされるものである。

⚒．雇用形態
臨時教員の雇用形態は状況に応じて様々である。⚑年を最長として⚑～⚓カ月間の契約もある。なお，

需要があれば契約の更新も可能で，複数年度勤務する場合もある。

⚓．採用に際して
一般的には，教員の欠員が生じた場合，学校長が状況を教育委員会に報告し，補充申請をする。申請を

受けた教育委員会が，臨時採用候補者名簿等に基づいて斡旋を行う。他に，補充承認を受けた学校長が決
定する場合がある。採用名簿の作成方法は各教育委員会によって様々で，公募による場合もあれば，採用
試験の不合格者から希望を募る場合もある。いずれにせよ，本人が教員免許状を既に取得していることが
最低の条件である。
北海道及び札幌市の場合には，採用検査願書中に⽛教員採用候補者として登録されなかった場合の臨時

的任用教員の希望の有無⽜欄があるので，希望する場合は記入を忘れないようにすること。
また，北海道教育委員会は平成 24 年⚖月から⽛北海道教育庁代替教職員等応募・任用システム⽜を運用

開始しており，臨時的任用教職員等希望者はHPを通して申し込むようになった。札幌市教育委員会につ
いてはHPを参照のうえ，従来通り履歴書を郵送し，書類選考，面接の流れで登録する。
また，本学に私立学校等から直接採用依頼もあるので，当該学校の正規教員・臨時教員希望者は教職指

導室に情報があるので，その旨希望を伝え相談しておくとよい。
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⚖－⚔．小学校教員資格認定試験の概要（令和⚕年⚔月現在）

小学校教員の免許取得課程を有する大学に入学しなくても，資格認定試験に合格することにより，小学校教
員の免許状を得る方法がある。

◇小学校教員資格認定試験制度の趣旨
広く一般社会人から学校教育へ招致するにふさわしい人材を求めるため，職業生活や自己研修などにより

教員として必要な資質，能力を身に付け，教員資格認定試験に合格した者には，教諭の資格が与えられる道
が開かれております。
小学校教員資格認定試験は，受験者の学力等が大学又は短期大学などにおける小学校教員養成のコースを

卒業して小学校教諭の二種免許状を取得した者と同等の水準に達しているかどうかを判定するものであり，
この認定試験に合格した者は，都道府県教育委員会に申請すると，小学校教諭の二種免許状が授与されます。
◇取得できる教育職員免許状の種類

小学校教諭二種免許状

試験を受けようと考えている学生は，下記の独立行政法人教職員支援機構のホームページにアクセスして最
新の情報を得ること。特に，受験資格として年齢に関わる条件があるので，必ず確認すること。
アドレス：http://www.nits.go.jp/shiken/（教員資格認定試験）
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⚗－⚑．教育職員免許状授与申請手続きについて

教育職員免許状は，大学で基礎資格（学士又は修士の学位）と修得科目の単位認定をおこなって，北海道教
育委員会に⽛教育職員免許状授与申請書⽜で願い出ることで，免許状が授与される。
その手続きについては，毎年 11 月中旬のガイダンスで説明を行っている。申請の方法には，次の二通りがあ

る。

（1） 一括申請……大学で書類を一括し申請する。（卒業式当日に授与する）
（2） 個人申請……卒業後に個人で申請する。

道内の銀行等

北海学園大学

北海道教育委員会審査

申請者に授与

北海道教育委員会提出・審査

申請者に郵送

北海道収入証紙を購入する。

学力に関する証明書の発行を申し込む。（個人申請者は受け取る）
（自動証明書発行機から申請書を購入。）

北海道教育庁教職員局 教職員課人事制度・免許係
〒060-8544 札幌市中央区北⚓条西⚗丁目
☎(011)204-5718
北海道庁 別館⚗階

（一括申請） （個人申請）

［教育職員免許状授与申請スケジュール（一括申請用）］
10 月末～11 月上旬 第⚑回教育職員免許状授与申請ガイダンス（申請全般にかかわる説明）
（年内早目に購入）⽛北海道収入証紙⽜を購入

（額面 3,000 円と額面 300 円）×（申請件数）
12 月下旬 第⚒回教育職員免許状授与申請ガイダンス

⽛教育職員免許状授与申請書⽜の受取り
学力に関する証明書(200 円×申請件数)を申し込む……自動証明書発行機から申

請書を購入
⚑月上旬⽛教育職員免許状授与申請書⽜，⽛教育職員免許状授与申請書⽜の記入・北海道収入

証紙の貼付
⚓月卒業式当日に免許状をうけとり
※一括申請を行うためには，本学で定める要件を満たしている必要があるが，満たしていない場合でも，特
定の要件を満たせば，一括申請を行うことができる。
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⚗－⚒．卒業時までに教育職員免許状取得要件を満たせなかった方へ

卒業時までに教育職員免許状取得要件を満たせなかった場合，科目等履修生として免許状取得に必要な科目
を履修することができます。
詳細につきましては本学HP（https://www.hgu.jp/research/course-auditing.html）をご参照ください。
また，他大学等で必要な科目を履修することも可能ですが，履修方法等につきましては，履修を希望する大

学に個別にお問い合わせください。

⚗－⚓．小学校・特別支援学校の教育職員免許状取得について

本学教職課程では，星槎大学との連携により，小学校・特別支援学校の教員免許の取得を目指す学生のため
に，在学中から星槎大学の科目等履修生として通信教育課程（一部スクーリング有）を受講できるプログラム
を用意しています。
上記プログラムに参加するためには，別途受講料がかかりますが，通常の科目等履修生として受講するより

も安価に設定されています。
詳細につきましては別途説明会を行いますので，興味のある学生は，そちらにご参加ください。
※2023 年⚗～⚘月，2024 年⚑～⚒月の期間中に説明会を開催予定です。

⚗－⚔．通信教育を実施している大学について

文部科学省のHPで，通信教育を含む教員免許状を取得可能な大学等を確認することが出来ます。詳細につ
いては，直接各大学に問い合せてください。

アドレス http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoin/daigaku
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⚘－⚑．2022 年度 教職課程受講者数一覧表

⚑部（在学生） （ ）は新規受講者数
学部

学科

学年

経済 経営 法 人文 工
計

経済 地経 経営 経情 法律 政治 日文 英米 社環 建築 電子 生命

⚑年 16(16) 5(4) 3(3) 17(17) 16(16) 22(22) 6(5) 6(6) 9(8) 12(11) 112(108)

⚒年 8 8 2 3 7 3 22 11 10 3 7 14 98 (0)

⚓年 3 2 2 3 8 7 27 13 11 8 8 11 103 (0)

⚔年 8 3 1 2 7 2 27 22 9 8 13 13 115 (0)

計 35(16) 13(0) 10(4) 11(3) 39(17) 12(0) 92(16) 68(22) 36(5) 25(6) 37(8) 50(11) 428(108)

⚒部（在学生）
学部

学科

学年

経済 経営 法 人文
計

経済 地経 経営 法律 政治 日文 英米

⚑年 10 (9) 2(2) 14(14) 9 (9) 0 (0) 35 (34)

⚒年 7 6 5 7 4 6 6 41 (0)

⚓年 7 1 0 7 8 14 3 40 (0)

⚔年 10 5 5 11 5 16 8 60 (0)

計 34 (9) 12(0) 12(2) 39(14) 17(0) 45 (9) 17 (0) 176 (34)

合計 69(25) 25(0) 22(6) 11(3) 78(31) 29(0) 137(25) 85(22) 36(5) 25(6) 37(8) (50)(11) 604(142)

大学院
研究科

専攻

学年

経済学 経営学 法学 文学 工学
計

経済政策 経営学 法律学 政治学 日本文化英米文化 建設工学 電子情報工学

⚑年 0(0)

⚒年 0(0)

⚓年 0(0)

計 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0)
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⚘－⚒．2022 年度 新規受講登録者数一覧表 （教科別延べ人数）

学

年

⚑・⚒部 ⚑ 部 ⚒ 部
教科

学科
社会 地歴 公民 商業 国語 英語 数学 工業 情報 理科 社会 地歴 公民 商業 国語 英語 情報

⚑

年

経 済 学 部 7 10 9 5 8 3
経 営 学 科 3 3 2
経営情報学科 3 2
法 学 部 16 11 12 7 12 12
日本文化学科 2 14 1 8
英米文化学科 2 22 5
社会環境工学科 5 1
建 築 学 科 6 1
電子情報工学科 7 3
生 命 工 学 科 1 11

⚒

年

経 済 学 科
地域経済学科
経 営 学 科
経営情報学科
法 律 学 科
政 治 学 科
日本文化学科
英米文化学科
社会環境工学科
建 築 学 科
電子情報工学科
生 命 工 学 科

⚓

年

経 済 学 科
地域経済学科
経 営 学 科
経営情報学科
法 律 学 科
政 治 学 科
日本文化学科
英米文化学科
社会環境工学科
建 築 学 科
電子情報工学科
生 命 工 学 科

⚔

年

経 済 学 科
地域経済学科
経 営 学 科
経営情報学科
法 律 学 科
政 治 学 科
日本文化学科
英米文化学科
社会環境工学科
建 築 学 科
電子情報工学科
生 命 工 学 科
計 26 25 24 3 14 22 18 2 6 11 14 21 15 0 8 5 0
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⚘－⚓．年度別 教職課程受講者数一覧表

学科

1･2部 年度
経済学科 経営学科(経済学部)

地域経済
学 科

経営学科
(経営学部)

経営情報
学 科 法律学科 政治学科

日本文化
学 科

英米文化
学 科

社会環境
工 学 科
(土木工学科)

建築学科 電子情報工 学 科
生 命
工 学 科 合 計

⚑部 平成22年度 29 37 21 23 31 13 98 66 36 21 44 419

⚒部 平成22年度 32 16 12 21 12 35 37 165

⚑・⚒部合計 61 53 33 23 52 25 133 103 36 21 44 584

⚑部 平成23年度 27 30 18 18 33 11 91 75 33 21 41 398

⚒部 平成23年度 30 15 14 32 10 43 42 186

⚑・⚒部合計 57 45 32 18 65 21 134 117 33 21 41 584

⚑部 平成24年度 35(16) 21(0) 12( 3) 16(1) 19( 7) 21(0) 116(45) 87(27) 38(14) 24( 6) 46(12) 10(10) 445(141)

⚒部 平成24年度 40(15) 11(0) 15( 5) 31( 9) 8(1) 56(22) 33( 7) 194( 59)

⚑・⚒部合計 75(31) 32(0) 27( 8) 16(1) 50(16) 29(1) 172(67) 120(34) 38(14) 24( 6) 46(12) 10(10) 639(200)

⚑部 平成25年度 34(15) 22(0) 16( 7) 23(1) 28(15) 22(0) 118(32) 94(25) 38(11) 22( 4) 41(10) 22(13) 480(133)

⚒部 平成25年度 38(14) 10(0) 13(10) 24(12) 17(1) 53( 9) 41(12) 196( 58)

⚑・⚒部合計 72(29) 32(0) 29(17) 23(1) 52(27) 39(1) 171(41) 135(37) 38(11) 22( 4) 41(10) 22(13) 676(191)

⚑部 平成26年度 29(10) 24(1) 18( 7) 8(2) 29(13) 25(0) 115(23) 92(18) 37( 7) 23( 5) 38( 7) 30( 8) 468(101)

⚒部 平成26年度 29( 5) 12(0) 24( 7) 21(13) 22(2) 49( 8) 39( 8) 196( 43)

⚑・⚒部合計 58(15) 36(1) 42(14) 8(2) 50(26) 47(2) 164(31) 131(26) 37( 7) 23( 5) 38( 7) 30( 8) 664(144)

⚑部 平成27年度 38(21) 21(0) 23( 7) 10(4) 28(10) 17(0) 119(25) 81(14) 35( 7) 20( 6) 36( 8) 38( 8) 466(110)

⚒部 平成27年度 25( 5) 10(0) 20( 3) 24( 9) 21(0) 55(21) 35( 6) 190( 44)

⚑・⚒部合計 63(26) 31(0) 43(10) 10(4) 52(19) 38(0) 174(46) 116(20) 35( 7) 20( 6) 36( 8) 38( 8) 656(154)

⚑部 平成28年度 41(14) 21(2) 25( 5) 8(1) 34(13) 16(0) 118(38) 73(16) 33( 9) 23( 9) 31( 3) 40(14) 463(124)

⚒部 平成28年度 25(10) 6(0) 22( 3) 21( 8) 25(0) 48(10) 39(10) 186( 41)

⚑・⚒部合計 66(24) 27(2) 47( 8) 8(1) 55(21) 41(0) 166(48) 112(26) 33( 9) 23( 9) 31( 3) 40(14) 649(165)

⚑部 平成29年度 48(16) 14(1) 24( 6) 11(4) 26(10) 15(0) 108(22) 70(22) 32( 9) 24( 4) 31(10) 44(14) 447(118)

⚒部 平成29年度 24( 7) 7(0) 18( 3) 23(11) 17(1) 54(17) 36(14) 179( 53)

⚑・⚒部合計 72(23) 21(1) 42( 9) 11(4) 49(21) 32(1) 162(39) 106(36) 32( 9) 24( 4) 31(10) 44(14) 626(171)

⚑部 平成30年度 47(17) 20(0) 21( 3) 7(1) 32(18) 16 108(29) 71(18) 30( 6) 22( 4) 31(10) 50(14) 455(120)

⚒部 平成30年度 21( 7) 11(0) 16( 5) 22(12) 18 52(12) 35( 6) 175( 42)

⚑・⚒部合計 68(24) 31(0) 37( 8) 7(1) 54(30) 34(0) 160(41) 106(24) 30( 6) 22( 4) 31(10) 50(14) 630(162)

⚑部 令和元年度 37( 8) 22(0) 16( 1) 7(3) 28( 8) 21 103(16) 72(14) 32( 8) 23( 7) 32(11) 52(11) 445( 87)

⚒部 令和元年度 25(11) 11(0) 17( 6) 25( 7) 10(1) 52(16) 38( 9) 178( 50)

⚑・⚒部合計 62(19) 33(0) 33( 7) 7(3) 53(15) 31(1) 155(32) 110(23) 32( 8) 23( 7) 32(11) 52(11) 623(137)

⚑部 令和⚒年度 27( 6) 22(0) 12( 2) 10(3) 37(12) 15(0) 98(30) 69(14) 36(15) 25( 9) 37( 9) 52(12) 440(112)

⚒部 令和⚒年度 27( 8) 14(1) 13( 0) 35(18) 12(0) 53(13) 33( 3) 187( 43)

⚑・⚒部合計 54(14) 36(1) 25( 2) 10(3) 72(30) 27(0) 151(43) 102(17) 36(15) 25( 9) 37( 9) 52(12) 627(155)

⚑部 令和⚓年度 36(16) 13(0) 10( 3) 10(3) 36(10) 16(0) 102(20) 62(11) 34( 7) 23( 3) 34( 6) 51(14) 427( 93)

⚒部 令和⚓年度 36(13) 9(0) 15( 4) 33(11) 16(0) 53( 6) 24( 5) 186( 39)

⚑・⚒部合計 72(29) 22(0) 25( 7) 10(3) 69(21) 32(0) 155(26) 86(16) 34( 7) 23( 3) 34( 6) 51(14) 613(132)

⚑部 令和⚔年度 35(16) 13(0) 10( 4) 11(3) 39(17) 12(0) 92(16) 68(22) 36( 5) 25( 6) 37( 8) 50(11) 428(108)

⚒部 令和⚔年度 34( 9) 12(0) 12( 2) 39(14) 17(0) 45( 9) 17( 0) 176( 34)

⚑・⚒部合計 69(25) 25(0) 22( 6) 11(3) 78(31) 29(0) 137(25) 85(22) 36( 5) 25( 6) 37( 8) 50(11) 604(142)
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⚘－⚔．年度別 教育実習生数一覧表

⚑部（在学生）
学部名

学科名
年度

経済 経営 法 人文 工
科目等履修生 計

経済 経営 地経 経営 経情 法律 政治 日文 英米 社環 建築 電子 生命

平成18年度 6 8 4 6 7 4 13 13 5 4 6 5 81
平成19年度 14 10 5 9 5 8 18 10 4 3 2 7 95
平成20年度 8 3 2 4 7 7 23 12 7 4 3 3 83
平成21年度 5 5 1 2 3 0 16 17 4 0 5 3 61
平成22年度 4 6 2 2 5 3 18 7 8 3 4 1 63
平成23年度 3 4 4 2 5 2 13 7 6 3 2 4 55
平成24年度 2 7 0 2 1 1 12 4 1 1 9 4 44
平成25年度 3 2 1 2 1 2 17 16 3 1 4 2 54
平成26年度 6 3 1 2 6 11 15 3 4 3 2 56
平成27年度 4 3 1 1 2 1 29 13 5 2 3 8 2 74
平成28年度 0 5 3 0 1 4 9 9 5 0 3 5 3 47
平成29年度 5 2 3 0 2 1 13 12 5 4 4 5 1 57
平成30年度 3 2 2 1 1 1 16 9 4 5 6 2 1 53
令和元年度 5 1 2 0 1 5 19 12 6 2 2 8 1 64
令和⚒年度 3 3 4 2 3 3 15 7 8 2 5 6 1 62
令和⚓年度 4 5 1 1 7 4 17 9 3 1 1 9 0 62
令和⚔年度 4 1 1 1 2 1 12 8 2 5 7 9 2 55

⚒部（在学生）
学部名

学科名
年度

経済 経営 法 人文
科目等履修生 計

経済 経営 地経 経営 法律 政治 日文 英米

平成18年度 7 1 2 2 0 1 3 6 22
平成19年度 2 6 0 2 1 5 3 6 25
平成20年度 3 3 4 1 1 6 7 2 27
平成21年度 2 1 1 1 1 11 2 2 21
平成22年度 6 0 0 1 1 5 4 2 19
平成23年度 0 1 0 2 6 5 4 1 19
平成24年度 2 1 1 4 1 3 2 1 15
平成25年度 4 1 0 2 0 5 6 2 20
平成26年度 0 3 1 1 3 9 5 0 22
平成27年度 4 2 1 1 2 12 4 1 27
平成28年度 2 1 0 0 4 6 7 0 20
平成29年度 2 1 3 3 3 5 4 1 22
平成30年度 3 1 0 0 5 7 4 0 20
令和元年度 2 1 2 0 4 4 4 0 17
令和⚒年度 0 4 1 1 1 8 5 0 20
令和⚓年度 3 1 3 3 1 6 2 0 19
令和⚔年度 3 2 2 2 2 5 2 0 18
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大学院

大学院 合計

0 103
1 121
1 111
0 82
0 82
1 75
2 61
0 74
0 78
0 101
0 67
0 79
0 73
1 82
0 82
0 81
0 73



⚘－⚕．年度別 教育実習校数一覧表

年 度
実習校
種 別

札幌市内校 北海道内校 北海道外校 合 計

学生数 学校数 学生数 学校数 学生数 学校数 学生数 学校数 校 数

平成17年度
全日制 19 26 0 45
定時制 48 0 56 0 0 0 104 0 67
中学校 5 17 0 22

平成18年度
全日制 22 30 1 53
定時制 43 0 58 0 2 0 103 0 79
中学校 5 20 1 26

平成19年度
全日制 24 38 3 65
定時制 53 0 65 0 3 0 121 0 82
中学校 3 14 0 17

平成20年度
全日制 24 29 2 55
定時制 51 0 57 0 3 0 111 0 83
中学校 6 21 1 28

平成21年度
全日制 22 29 0 51
定時制 33 0 49 0 0 0 82 0 63
中学校 1 11 0 12

平成22年度
全日制 23 26 2 51
定時制 37 0 42 0 2 0 81 0 65
中学校 1 13 0 14

平成23年度
全日制 22 17 1 40
定時制 41 0 33 0 1 0 75 0 59
中学校 6 13 0 19

平成24年度
全日制 14 19 0 33
定時制 31 1 30 0 0 0 61 1 53
中学校 8 11 0 19

平成25年度
全日制 16 14 0 30
定時制 38 0 38 0 0 0 76 0 60
中学校 13 17 0 30

平成26年度
全日制 19 19 0 38
定時制 43 0 35 0 0 0 78 0 68
中学校 16 14 0 30

平成27年度
全日制 16 31 1 48
定時制 40 0 60 0 1 0 101 0 83
中学校 11 24 0 35

平成28年度
全日制 16 20 0 36
定時制 29 0 38 0 0 0 67 0 67
中学校 13 18 0 31

平成29年度
全日制 17 26 0 43
定時制 34 0 44 0 1 0 79 0 72
中学校 10 18 1 29

平成30年度
全日制 18 15 0 33
定時制 38 0 34 0 1 0 73 0 60
中学校 13 13 1 27

令和元年度
全日制 30 21 1 52
定時制 36 0 44 0 2 0 82 0 76
中学校 8 15 1 24

令和⚒年度
全日制 19 19 0 38
定時制 36 0 46 0 0 0 82 0 68
中学校 7 23 0 30

令和⚓年度
全日制 14 27 1 42
定時制 36 0 43 0 2 0 81 0 66
中学校 10 13 1 24

令和⚔年度
全日制 12 25 1 38
定時制 30 1 42 0 1 0 73 1 64
中学校 10 16 0 26
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⚘－⚖．⑴年度別 教職一種免許状授与件数学科別一覧表 （一括申請延べ人数）

⚑部
学 科 経 済 経 営 地 域 経 営 営情 法 律 政 治 日文 英米 社環 建築 電子 生命 科目等履修生
授与年月 種 別 社会地歴公民商業社会地歴公民商業社会地歴公民社会公民商業商業情報社会地歴公民社会地歴公民国語地歴英語地歴数学工業数学工業数学情報理科社会地歴公民商業国語英語数学工業情報
平成23年

⚓月
高校一種 3 3 3 3 2 2 1 3 2 1 1 11 4 6 3 3 2 1 2 1 1 1
中学一種 3 3 2 1 10 5 2 2 1 1

平成24年
⚓月

高校一種 2 1 3 2 1 1 2 2 2 2 2 11 2 7 1 1 2 1 1 2
中学一種 2 3 1 2 1 10 7 1 1 2

平成25年
⚓月

高校一種 2 1 2 4 2 2 2 1 1 1 1 11 3 4 1 1 1 1 2
中学一種 2 3 1 1 9 4 1 1 2 1 2

平成26年
⚓月

高校一種 2 1 1 2 1 1 1 1 13 3 14 1 2 3 1 1 2
中学一種 2 1 1 9 12 2 1 1 2

平成27年
⚓月

高校一種 6 5 1 2 1 1 1 1 1 4 3 9 3 15 1 3 3 2 1 1 1
中学一種 6 2 1 4 3 13 3 1 1

平成28年
⚓月

高校一種 3 4 2 2 1 2 1 1 1 22 9 10 1 1 2 1 1 6 1 1 1
中学一種 3 2 1 2 1 17 9 1 2 1 5 2 1

平成29年
⚓月

高校一種 4 4 1 1 1 1 4 3 9 3 9 1 5 2 1 1 5 1 3 1 1
中学一種 4 1 1 4 6 7 5 1 3 2 1

平成30年
⚓月

高校一種 3 2 2 2 1 1 1 1 1 12 2 11 1 4 2 2 2 4 2 5 1
中学一種 4 2 2 1 1 9 9 3 2 4 3 1

平成31年
⚓月

高校一種 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14 5 10 2 1 4 3 4 1 1 1
中学一種 2 2 1 1 12 9 2 4 3 1

令和⚒年
⚓月

高校一種 5 1 1 1 5 3 18 3 12 4 3 1 2 2 1 8
中学一種 3 5 16 12 2 1 2 8

令和⚓年
⚓月

高校一種 3 3 3 2 2 2 2 3 1 2 2 11 6 7 8 6 2 2 1 5
中学一種 3 2 1 2 11 7 8 2 1 5

令和⚔年
⚓月

高校一種 4 2 3 1 1 1 3 3 4 2 15 4 9 1 1 1 8
中学一種 3 3 1 2 2 14 8 1 7

令和⚕年
⚓月

高校一種 3 4 1 1 1 1 1 1 2 1 1 10 2 5 3 4 1 5 5 6 1
中学一種 3 1 2 1 7 5 3 4 4 6

⚒部
学 科 経 済 経 営 地 域 経 営 法 律 政 治 日文 英米 科目等履修生
授与年月 種 別 社会 地歴 公民 商業 社会 地歴 公民 商業 社会 地歴 公民 社会 商業 情報 社会 地歴 公民 社会 地歴 公民 国語 地歴 英語 地歴 社会 地歴 公民 商業 国語 英語 数学 工業 情報
平成23年

⚓月
高校一種 3 3 1 1 1 2 2 2 1 1 1
中学一種 3 1 2 2 1

平成24年
⚓月

高校一種 1 1 1 1 5 3 2 4 1
中学一種 1 1 5 1 4 1

平成25年
⚓月

高校一種 2 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 3 2 1 1
中学一種 3 1 2 3 1 1

平成26年
⚓月

高校一種 3 3 2 1 2 1 6 2 5 1 1
中学一種 3 1 2 5 5

平成27年
⚓月

高校一種 3 3 9 5 1
中学一種 1 1 2 9 5

平成28年
⚓月

高校一種 3 2 2 1 1 2 2 10 2 4 1 1
中学一種 1 2 2 10 4

平成29年
⚓月

高校一種 1 1 1 1 1 2 7 3 7 1 1
中学一種 1 1 3 7 7

平成30年
⚓月

高校一種 1 1 1 1 1 1 2 2 2 3 5 3 4 1 1
中学一種 1 2 2 5 3 1

平成31年
⚓月

高校一種 2 1 1 2 2 5 2 4 1 1
中学一種 1 1 2 5 4

令和⚒年
⚓月

高校一種 1 1 3 2 4 1 2
中学一種 1 3 3 2

令和⚓年
⚓月

高校一種 4 1 1 1 1 6 5 5
中学一種 4 1 1 6 4

令和⚔年
⚓月

高校一種 3 1 1 1 3 1 1 1 2 1 1
中学一種 1 1 1

令和⚕年
⚓月

高校一種 2 2 1 1 1 1 2 5 2 2
中学一種 1 1 1 3 2
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⑵年度別 教職一種免許状授与件数教科別一覧表 （一括申請延べ件数）

授与年月 種 別 社会 地歴 公民 商業 国語 英語 数学 工業 情報 理科 小計 合計

平成23年 高校一種 22 15 5 14 8 6 4 3 77
116

3 月 中学一種 15 12 7 5 39

平成24年 高校一種 18 11 3 16 11 2 3 3 67
110

3 月 中学一種 16 14 11 2 43

平成25年 高校一種 21 10 5 16 9 2 5 68
106

3 月 中学一種 13 14 9 2 38

平成26年 高校一種 18 6 2 21 19 3 3 3 75
123

3 月 中学一種 10 18 17 3 48

平成27年 高校一種 25 11 2 19 20 4 1 4 86
138

3 月 中学一種 18 12 18 4 52

平成28年 高校一種 28 14 1 32 15 4 2 2 6 104
170

3 月 中学一種 16 27 14 4 5 66

平成29年 高校一種 21 17 2 16 17 6 2 1 5 87
141

3 月 中学一種 17 13 15 6 3 54

平成30年 高校一種 20 14 2 17 16 10 4 3 5 91
146

3 月 中学一種 16 14 13 9 3 55

平成31年 高校一種 17 9 4 19 14 10 4 2 1 80
131

3 月 中学一種 11 17 13 9 1 51

令和⚒年 高校一種 20 8 1 23 15 9 5 2 8 91
151

3 月 中学一種 12 20 14 6 8 60

令和⚓年 高校一種 27 11 3 17 12 11 8 3 5 97
155

3 月 中学一種 14 17 11 11 5 58

令和⚔年 高校一種 24 11 5 17 10 2 2 8 79
124

3 月 中学一種 12 16 9 1 7 45

令和⚕年 高校一種 14 14 1 16 7 12 1 7 6 82
122

3 月 中学一種 10 10 7 11 6 46
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⑶年度別 教職専修免許状授与件数教科別一覧表 （一括申請延べ件数）

授与年月 種 別 社会 地歴 公民 商業 国語 英語 数学 工業 情報 小計 合計

平成23年 高校専修 1 1
2

3 月 中学専修 1 1

平成24年 高校専修 1 1
2

3 月 中学専修 1 1

平成25年 高校専修 1 1 2
4

4 月 中学専修 1 1 2

平成26年 高校専修 1 1
1

3 月 中学専修 0

平成27年 高校専修 2 1 3
6

3 月 中学専修 2 1 3

平成28年 高校専修

3月 中学専修

平成29年 高校専修 1 1
1

3 月 中学専修 0

平成30年 高校専修 0
0

3 月 中学専修 0

平成31年 高校専修 1 1
2

3 月 中学専修 1 1

令和⚒年 高校専修 1 1 2
3

3 月 中学専修 1 1

令和⚓年 高校専修 0
0

3 月 中学専修 0

令和⚔年 高校専修 0
0

3 月 中学専修 0

令和⚕年 高校専修 0
0

3 月 中学専修 0
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⚘－⚗．年度別 教員採用選考検査教科別登録者数一覧表 （本学卒業生・在学生分）

教科科目

年度
小学校

中 学
社 会

高 校
日・世

高 校
地 理

高 校
倫・政

高 校
商 業

中 学
国 語

高 校
国 語

中 学
英 語

高 校
英 語

中 学
数 学

高 校
数 学

高 校
工 業

中 学
理 科

高 校
理 科

特 学 その他
※臨時
教員

合 計

平成⚘年度 13 8 2 1 4 1 3 32

平成⚙年度 2 4 1 2 1 1 1 3 1 4 20

平成10年度 3 4 2 3 2 2 3 2 7 28

平成11年度 2 3 1 2 4 1 2 2 1 18

平成12年度 1 2 1 1 3 3 11

平成13年度 2 2 1 1 2 1 2 2 1 2 16

平成14年度 1 2 1 2 1 1 3 1 1 13

平成15年度 2 2 1 2 3 6 3 2 1 2 2 1 2 2 31

平成16年度 1 2 1 4 1 2 1 3 1 1 2 1 20

平成17年度 1 2 1 1 2 2 2 2 13

平成18年度 4 1 1 1 3 2 2 1 2 2 19

平成19年度 7 1 5 1 2 1 3 1 2 23

平成20年度 1 6 3 5 3 6 1 1 2 4 1 33

平成21年度 5 1 4 3 4 1 3 2 3 26

平成22年度 3 1 5 2 1 4 4 20

平成23年度 1 1 1 1 1 5

平成24年度 1 1 3 2 1 2 10

平成25年度 5 2 1 2 3 4 4 2 1 3 4 52 83

平成26年度 1 4 1 2 46 54

平成27年度 1 1 1 1 1 2 1 2 1 3 1 2 3 57 77

平成28年度 1 3 1 1 2 2 4 2 1 3 74 94

平成29年度 2 1 1 2 5 2 3 1 3 2 82 104

平成30年度 1 2 1 1 2 10 5 5 1 1 3 3 1 1 60 97

令和元年度 3 2 1 1 2 2 2 4 1 1 2 59 80

令和⚒年度 3 3 2 3 1 74 86

令和⚓年度 1 3 5 1 4 2 4 2 74 96

令和⚔年度 2 4 2 1 1 1 4 4 4 2 2 3 1 ＊

※⼦臨時教員⽜欄は，平成 25 年度より集計。（⽛臨時教員⽜については，P 138 参照。）
＊令和⚔年度の⽛臨時教員⽜就職者数は未定。
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⚘－⚘．教育職員免許法施行規則に基づく本学開講科目一覧表

中学校・高等学校教諭の普通免許状を取得するためには，教育職員免許法施行規則第⚖条（2018 年以前）に
定められた⽛教職に関する科目⽜又は，教育職員免許法施行規則（2019 年以降）第⚔条・第⚕条に定められた
⽛教科及び教職に関する科目⽜の所定単位数を修得しなければならない。教育職員免許法施行規則に定める科
目区分と，それに基づいて開講されている本学の教職科目は以下のとおりである。

⿟ 中学校教諭一種免許状の場合（2022 年度以降入学生に適用）

教育職員免許法施行規則に定める科目区分等
本学開講科目名

法定科目名 各科目に含める必要事項
最低修得
単位数

教育の基礎的理解
に関する科目

・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

10

教育学概論

学校と教育の歴史

・教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営へ
の対応を含む。）

○教職入門

・教育に関する社会的，制度的又は経営的事項（学校と地域
との連携及び学校安全への対応を含む。）

教育社会学

教育行政学

・幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

教育心理学Ⅰ

教育心理学Ⅱ

学校教育心理学

・特別の支援を必要とする幼児，児童及び生徒に対する理解 ○特別支援教育概論

・教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメ
ントを含む。）

○教育課程論

道徳，総合的な学
習の時間等の指導
法及び生徒指導，
教育相談等に関す
る科目

・道徳の理論及び指導法

10

○道徳教育指導論

・総合的な学習の時間の指導法 ○総合的な学習の時間の指導

・特別活動の指導法 ○特別活動の指導

・教育の方法及び技術 ○教育方法論

・情報通信技術を活用した教育の理論及び方法 ○教育と ICT活用

・生徒指導の理論及び方法
・進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

○生徒・進路指導論

・教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）
の理論及び方法

○教育相談

教育実践に関する
科目

・教育実習 5
○中学校教育実習

○中・高校教育実習
（事前事後指導含む）

・教職実践演習 2 ○教職実践演習(中･高)

○印は必修科目
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⿟ 中学校教諭一種免許状の場合（2019～2021 年度入学生に適用）

教育職員免許法施行規則に定める科目区分等
本学開講科目名

法定科目名 各科目に含める必要事項
最低修得
単位数

教育の基礎的理解
に関する科目

・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

10

教育学概論

学校と教育の歴史

・教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営へ
の対応を含む。）

○教職入門

・教育に関する社会的，制度的又は経営的事項（学校と地域
との連携及び学校安全への対応を含む。）

教育社会学

教育行政学

・幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

教育心理学Ⅰ

教育心理学Ⅱ

学校教育心理学

・特別の支援を必要とする幼児，児童及び生徒に対する理解 ○特別支援教育概論

・教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメ
ントを含む。）

○教育課程論

道徳，総合的な学
習の時間等の指導
法及び生徒指導，
教育相談等に関す
る科目

・道徳の理論及び指導法

10

○道徳教育指導論

・総合的な学習の時間の指導法 ○総合的な学習の時間の指導

・特別活動の指導法 ○特別活動の指導

・教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。） ○教育方法論

・生徒指導の理論及び方法
・進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

○生徒・進路指導論

・教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）
の理論及び方法

○教育相談

教育実践に関する
科目

・教育実習 5
○中学校教育実習

○中・高校教育実習
（事前事後指導含む）

・教職実践演習 2 ○教職実践演習(中･高)

○印は必修科目
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⿟ 中学校教諭一種免許状・社会の場合（2012～2018 年度入学生に適用）

教育職員免許法施行規則に定める科目区分等
本学開講科目名

教

職

に

関

す

る

科

目

法定科目名 各科目に含める必要事項
最低修得
単位数

教職の意義等に関
する科目

・教職の意義及び教員の役割
・教員の職務内容（研修，服務及び身分保障等を含む。）
・進路選択に資する各種機会の提供等

2 ○教職入門

教育の基礎理論に
関する科目

・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

6

教育学概論

学校と教育の歴史

・幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程（障
害のある幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の
過程を含む。）

教育心理学Ⅰ

教育心理学Ⅱ

学校教育心理学

・教育に関する社会的，制度的又は経営的事項
教育社会学

教育行政学

教育課程及び指導
法に関する科目

・各教科の指導法

12

○社会科教育法Ⅰ

○社会科教育法Ⅱ

・道徳の指導法 ○道徳教育指導論

・教育課程の意義及び編成の方法 ○教育課程論

・特別活動の指導法 ○特別活動の指導

・教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含
む。）

○教育方法論

生徒指導，教育相
談及び進路指導等
に関する科目

・生徒指導の理論及び方法
・進路指導の理論及び方法

4

○生徒指導

・教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含
む。）の理論及び方法

○教育相談

教育実習 5

○教育実習実践指導Ⅰ

○教育実習実践指導Ⅱ

○中学校教育実習

○中・高校教育実習

教職実践演習 2 ○教職実践演習(中･高)

○印は必修科目
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⿟ 高等学校教諭一種免許状の場合（2022 年度入学生に適用）

教育職員免許法施行規則に定める科目区分等
本学開講科目名

法定科目名 各科目に含める必要事項
最低修得
単位数

教育の基礎的理解
に関する科目

・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

10

教育学概論

学校と教育の歴史

・教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営へ
の対応を含む。）

○教職入門

・教育に関する社会的，制度的又は経営的事項（学校と地域
との連携及び学校安全への対応を含む。）

教育社会学

教育行政学

・幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

教育心理学Ⅰ

教育心理学Ⅱ

学校教育心理学

・特別の支援を必要とする幼児，児童及び生徒に対する理解 ○特別支援教育概論

・教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメ
ントを含む。）

○教育課程論

道徳，総合的な学
習の時間等の指導
法及び生徒指導，
教育相談等に関す
る科目

・総合的な探究の時間の指導法

8

○総合的な学習の時間の指導

・特別活動の指導法 ○特別活動の指導

・教育の方法及び技術 ○教育方法論

・情報通信技術を活用した教育の理論及び方法 ○教育と ICT活用

・生徒指導の理論及び方法
・進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

○生徒・進路指導論

・教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）
の理論及び方法

○教育相談

教育実践に関する
科目

・教育実習 3

○教育実習実践指導Ⅰ

○教育実習実践指導Ⅱ

中学校教育実習

○中・高校教育実習
（事前事後指導含む）

・教職実践演習 2 ○教職実践演習(中･高)

○印は必修科目
⽛教育実習実践指導Ⅰ・Ⅱ⽜必修は，高等学校免許（商業・地理歴史・公民・工業・情報）のみ取得の場合に適用される。
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⿟ 高等学校教諭一種免許状の場合（2019～2021 年度入学生に適用）

教育職員免許法施行規則に定める科目区分等
本学開講科目名

法定科目名 各科目に含める必要事項
最低修得
単位数

教育の基礎的理解
に関する科目

・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

10

教育学概論

学校と教育の歴史

・教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営へ
の対応を含む。）

○教職入門

・教育に関する社会的，制度的又は経営的事項（学校と地域
との連携及び学校安全への対応を含む。）

教育社会学

教育行政学

・幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

教育心理学Ⅰ

教育心理学Ⅱ

学校教育心理学

・特別の支援を必要とする幼児，児童及び生徒に対する理解 ○特別支援教育概論

・教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメ
ントを含む。）

○教育課程論

道徳，総合的な学
習の時間等の指導
法及び生徒指導，
教育相談等に関す
る科目

・総合的な探究の時間の指導法

8

○総合的な学習の時間の指導

・特別活動の指導法 ○特別活動の指導

・教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。） ○教育方法論

・生徒指導の理論及び方法
・進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

○生徒・進路指導論

・教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）
の理論及び方法

○教育相談

教育実践に関する
科目

・教育実習 3

○教育実習実践指導Ⅰ

○教育実習実践指導Ⅱ

中学校教育実習

○中・高校教育実習
（事前事後指導含む）

・教職実践演習 2 ○教職実践演習(中･高)

○印は必修科目
⽛教育実習実践指導Ⅰ・Ⅱ⽜必修は，高等学校免許（商業・地理歴史・公民・工業・情報）のみ取得の場合に適用される。
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⿟ 高等学校教諭一種免許状・国語の場合（2012～2018 年度入学生に適用）

教育職員免許法施行規則に定める科目区分等
本学開講科目名

教

職

に

関

す

る

科

目

法定科目名 各科目に含める必要事項
最低修得
単位数

教職の意義等に関
する科目

・教職の意義及び教員の役割
・教員の職務内容（研修，服務及び身分保障等を含む。）
・進路選択に資する各種機会の提供等

2 ○教職入門

教育の基礎理論に
関する科目

・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

6

教育学概論

学校と教育の歴史

・幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程（障
害のある幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の
過程を含む。）

教育心理学Ⅰ

教育心理学Ⅱ

学校教育心理学

・教育に関する社会的，制度的又は経営的事項
教育社会学

教育行政学

教育課程及び指導
法に関する科目

・各教科の指導法

6

○国語科教育法Ⅰ

○国語科教育法Ⅱ

・教育課程の意義及び編成の方法 ○教育課程論

・特別活動の指導法 ○特別活動の指導

・教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含
む。）

○教育方法論

生徒指導，教育相
談及び進路指導等
に関する科目

・生徒指導の理論及び方法
・進路指導の理論及び方法

4

○生徒指導

・教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含
む。）の理論及び方法

○教育相談

教育実習 3

○教育実習実践指導Ⅰ

○教育実習実践指導Ⅱ

中学校教育実習

○中・高校教育実習

教職実践演習 2 ○教職実践演習 (中・高)

○印は必修科目
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⚘－⚙．学研災付帯賠償責任保険の加入について

⚑．次の各項の一つに該当する者は⽛学研災付帯賠償責任保険⽜に加入する必要があります。
⚑）教職課程受講生（Bコース；210 円）
① 介護体験実習，教育実習の履修者
② インターンシップ，学生ボランティアの参加者

⚒）図書館課程受講生（Aコース；340 円）
・図書館実習の履修者

⚓）社会教育主事課程受講生（Aコース；340 円）
・社会教育実習Ⅰ～Ⅲ，社会教育演習の履修者

⚔）学芸員課程受講生（Aコース；340 円）
・博物館実習Ⅰ～Ⅱの履修者

注）Aコース（340 円）に加入した場合，Bコース（210 円）に別途加入する必要はありません。

記入例（教職課程受講生の場合）

⚒．科目等履修生および大学院生の⽛学生教育研究災害傷害保険⽜加入について
⽛学研災付帯賠償責任保険⽜はその名のとおり，⽛学研災（学生教育研究災害傷害保険）⽜の付帯保険です。
学部学生は在学と同時に⽛学研災⽜に加入しますが，科目等履修生および大学院生は加入していません。
従って⽛学研災⽜の加入手続を同時に行う必要があります。（保険料：⚑部所属生～1,000 円・⚒部所属生
～450 円）
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⚑．2023 年度 ⚑部 教職課程科目・担当者一覧表（2022 年度以降入学生用）

群 履修コード 授 業 科 目 名 担 当 者
開講学年(単位数)

備 考
⚑ ⚒ ⚓ ⚔

A

－ 商業科教育法Ⅰ － 2 2022 年度閉講
－ 商業科教育法Ⅱ － 2 2022 年度閉講
26043 ①社会科教育法Ⅰ 山口 晴敬 2
26044 ②社会科教育法Ⅱ 岩間 洋之 2
26101 ①社会科教育法Ⅲ 岩間 洋之 2
26102 ②社会科教育法Ⅳ 山口 晴敬 2
26045 ①地理歴史科教育法Ⅰ 石黒 清裕 2
26046 ②地理歴史科教育法Ⅱ 石黒 清裕 2
26047 ①公民科教育法Ⅰ 元紺谷尊広 2
26048 ②公民科教育法Ⅱ 元紺谷尊広 2
26049 ①国語科教育法Ⅰ 上野 直幸 2
26050 ②国語科教育法Ⅱ 上野 直幸 2
26103 ①国語科教育法Ⅲ 上野 直幸 2
26104 ②国語科教育法Ⅳ 髙松 洋司 2
26051 ①英語科教育法Ⅰ 板東 眞一 2
26052 ②英語科教育法Ⅱ 板東 眞一 2
26105 ①英語科教育法Ⅲ 田中 洋也 2
26106 ②英語科教育法Ⅳ 板東 眞一 2
26053 ①数学科教育法Ⅰ 小形 秀雄 2 山鼻
26054 ②数学科教育法Ⅱ 小形 秀雄 2 山鼻
26107 ①数学科教育法Ⅲ 小形 秀雄 2 山鼻
26108 ②数学科教育法Ⅳ 小形 秀雄 2 山鼻
26055 ①工業科教育法Ⅰ 柿原 幸一 2 山鼻
26056 ②工業科教育法Ⅱ 柿原 幸一 2 山鼻
26057 ①情報科教育法Ⅰ 吉本 満 2 山鼻
26058 ②情報科教育法Ⅱ 吉本 満 2 山鼻
－ 情報科教育法Ⅰ － 2 2022 年度閉講
－ 情報科教育法Ⅱ － 2 2022 年度閉講
26061 ①理科教育法Ⅰ 小形 秀雄 2 山鼻
26062 ②理科教育法Ⅱ 小形 秀雄 2 山鼻
26109 ①理科教育法Ⅲ 宮嶋 衛次 2 山鼻
26110 ②理科教育法Ⅳ 宮嶋 衛次 2 山鼻

B

26011 ①教育学概論 荻原 克男 2
26012 ②学校と教育の歴史 近藤健一郎 2
26001 ①教職入門 五十嵐素子 2
26031 ②教育社会学 五十嵐素子 2
26033 ②教育行政学 荻原 克男 2
26021 ①教育心理学Ⅰ 浅村 亮彦 2
26022 ②教育心理学Ⅱ 浅村 亮彦 2
26023 ②学校教育心理学 後藤 聡 2
26076 ①前 特別支援教育概論 石塚 誠之 1
26072 ②教育課程論 岡部 善平 2

C

26071 ①道徳教育指導論 鈴木 康裕 2
26077 ②前 総合的な学習の時間の指導 鈴木 康裕 1
26073 ①特別活動の指導 宮下 裕加 2
26078 ②教育と ICT活用 丸山 宏昌 1 集中
26074 ①教育方法論 後藤 聡 2
26082 ①生徒・進路指導論 本間 敦志 2
26091 ①教育相談 川俣 智路 2
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群 履修コード 授 業 科 目 名 担 当 者
開講学年(単位数)

備 考
⚑ ⚒ ⚓ ⚔

D

－ 教育実習実践指導Ⅰ(地理) － ⚑ 2022 年度閉講
－ 教育実習実践指導Ⅱ(地理) － ⚑ 2022 年度閉講
26203 ①教育実習実践指導Ⅰ(日本史) 石黒 清裕 ⚑
26204 ②教育実習実践指導Ⅱ(日本史) 石黒 清裕 ⚑
26207 ①教育実習実践指導Ⅰ(政治経済) 元紺谷尊広 ⚑
26208 ②教育実習実践指導Ⅱ(政治経済) 元紺谷尊広 ⚑
26209 ①教育実習実践指導Ⅰ(商業・情報) 髙橋 秀幸 ⚑
26210 ②教育実習実践指導Ⅱ(商業・情報) 髙橋 秀幸 ⚑
26219 ①教育実習実践指導Ⅰ(工業・情報) 柿原 幸一 ⚑ 山鼻
26220 ②教育実習実践指導Ⅱ(工業・情報) 柿原 幸一 ⚑ 山鼻
26251 中学校教育実習 複数の教員 2 集中
26253 中・高校教育実習(事前事後指導含む) 複数の教員 3 集中
26301 ②教職実践演習(中・高) 荻原 克男 2
26302 ②教職実践演習(中・高) 後藤 聡 2
26303 ②教職実践演習(中・高) 浅村 亮彦 2
26304 ②教職実践演習(中・高) 五十嵐素子 2
26305 ②教職実践演習(中・高) 板東 眞一 2
26306 ②教職実践演習(中・高) 元紺谷尊広 2
26307 ②教職実践演習(中・高) 上野 直幸 2
26308 ②教職実践演習(中・高) 小形 秀雄 2 山鼻

E

01191 ②生涯学習論 木村 雅一 ⚒
26411 ①教職総合演習 荻原 克男 ⚒
26412 ①教職総合演習 後藤 聡 ⚒
26413 ①教職総合演習 浅村 亮彦 ⚒
26414 ①教職総合演習 五十嵐素子 ⚒
26415 ①教職総合演習 板東 眞一 ⚒
26416 ①教職総合演習 元紺谷尊広 ⚒
26417 ①教職総合演習 上野 直幸 ⚒
26418 ①教職総合演習 小形 秀雄 ⚒ 山鼻
26451 介護体験実習 複数の教員 ⚑ 集中

－

26504 ①人文地理学 菊地 達夫 2
26505 ①自然地理学 菊地 達夫 2
26511 ①職業指導(商業) 吉本 満 ⚒
26512 ①職業指導(工業) 柿原 幸一 ⚒
－ 情報と職業 － ⚒ 2022 年度閉講
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⚒．2023 年度 ⚒部 教職課程科目・担当者一覧表（2022 年度以降入学生用）

群 履修コード 授 業 科 目 名 担 当 者
開講学年(単位数)

備 考
⚑ ⚒ ⚓ ⚔

A

27041 ①商業科教育法Ⅰ 髙橋 秀幸 2
27042 ②商業科教育法Ⅱ 髙橋 秀幸 2
27043 ①社会科教育法Ⅰ 山口 晴敬 2
27044 ②社会科教育法Ⅱ 岩間 洋之 2
27101 ①社会科教育法Ⅲ 岩間 洋之 2
27102 ②社会科教育法Ⅳ 山口 晴敬 2
27045 ①地理歴史科教育法Ⅰ 石黒 清裕 2
27046 ②地理歴史科教育法Ⅱ 石黒 清裕 2
27047 ①公民科教育法Ⅰ 元紺谷尊広 2
27048 ②公民科教育法Ⅱ 元紺谷尊広 2
27049 ①国語科教育法Ⅰ 上野 直幸 2
27050 ②国語科教育法Ⅱ 上野 直幸 2
27103 ①国語科教育法Ⅲ 上野 直幸 2
27104 ②国語科教育法Ⅳ 髙松 洋司 2
27051 ①英語科教育法Ⅰ 板東 眞一 2
27052 ②英語科教育法Ⅱ 板東 眞一 2
27105 ①英語科教育法Ⅲ 田中 洋也 2
27106 ②英語科教育法Ⅳ 板東 眞一 2
27059 ①情報科教育法Ⅰ 吉本 満 2
27060 ②情報科教育法Ⅱ 吉本 満 2

B

27011 ①教育学概論 荻原 克男 2
27012 ②学校と教育の歴史 近藤健一郎 2
27001 ①教職入門 五十嵐素子 2
27031 ②教育社会学 五十嵐素子 2
27033 ②教育行政学 荻原 克男 2
27021 ①教育心理学Ⅰ 浅村 亮彦 2
27022 ②教育心理学Ⅱ 浅村 亮彦 2
27023 ②学校教育心理学 後藤 聡 2
27076 ①前 特別支援教育概論 石塚 誠之 1
27072 ②教育課程論 岡部 善平 2

C

27071 ①道徳教育指導論 鈴木 康裕 2
27077 ②前 総合的な学習の時間の指導 鈴木 康裕 1
27073 ①特別活動の指導 宮下 裕加 2
27078 ②教育と ICT活用 奥村 稔 1
27074 ①教育方法論 後藤 聡 2
27082 ①生徒・進路指導論 本間 敦志 2
27091 ①教育相談 川俣 智路 2

D

27201 ①教育実習実践指導Ⅰ(地理) 菊地 達夫 ⚑
27202 ②教育実習実践指導Ⅱ(地理) 菊地 達夫 ⚑
27203 ①教育実習実践指導Ⅰ(日本史) 石黒 清裕 ⚑
27204 ②教育実習実践指導Ⅱ(日本史) 石黒 清裕 ⚑
27207 ①教育実習実践指導Ⅰ(政治経済) 川瀬 雅之 ⚑
27208 ②教育実習実践指導Ⅱ(政治経済) 川瀬 雅之 ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅰ(商業・情報) － ⚑ 2022 年度閉講
－ 教育実習実践指導Ⅱ(商業・情報) － ⚑ 2022 年度閉講
－ 中学校教育実習 － 2 集中
－ 中・高校教育実習(事前事後指導含む) － 3 集中
27301 ②教職実践演習(中・高) 荻原 克男 2
27302 ②教職実践演習(中・高) 後藤 聡 2
27303 ②教職実践演習(中・高) 浅村 亮彦 2
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群 履修コード 授 業 科 目 名 担 当 者
開講学年(単位数)

備 考
⚑ ⚒ ⚓ ⚔

E

02150 ②生涯学習論 木村 雅一 ⚒
27411 ①教職総合演習 荻原 克男 ⚒
27412 ①教職総合演習 後藤 聡 ⚒
27413 ①教職総合演習 浅村 亮彦 ⚒
27414 ①教職総合演習 五十嵐素子 ⚒
－ 介護体験実習 － ⚑ 集中

－

27504 ①人文地理学 菊地 達夫 ⚒
27505 ①自然地理学 菊地 達夫 ⚒
－ 職業指導(商業) － ⚒ 2022 年度閉講
27522 ②情報と職業 柿原 幸一 ⚒
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⚓．2023 年度 ⚑部 教職課程科目・担当者一覧表（2019～2021 年度入学生用）

群 履修コード 授 業 科 目 名 担 当 者
開講学年(単位数)

備 考
⚑ ⚒ ⚓ ⚔

A

－ 商業科教育法Ⅰ － 2 2022 年度閉講
－ 商業科教育法Ⅱ － 2 2022 年度閉講
26043 ①社会科教育法Ⅰ 山口 晴敬 2
26044 ②社会科教育法Ⅱ 岩間 洋之 2
26101 ①社会科教育法Ⅲ 岩間 洋之 2
26102 ②社会科教育法Ⅳ 山口 晴敬 2
26045 ①地理歴史科教育法Ⅰ 石黒 清裕 2
26046 ②地理歴史科教育法Ⅱ 石黒 清裕 2
26047 ①公民科教育法Ⅰ 元紺谷尊広 2
26048 ②公民科教育法Ⅱ 元紺谷尊広 2
26049 ①国語科教育法Ⅰ 上野 直幸 2
26050 ②国語科教育法Ⅱ 上野 直幸 2
26103 ①国語科教育法Ⅲ 上野 直幸 2
26104 ②国語科教育法Ⅳ 髙松 洋司 2
26051 ①英語科教育法Ⅰ 板東 眞一 2
26052 ②英語科教育法Ⅱ 板東 眞一 2
26105 ①英語科教育法Ⅲ 田中 洋也 2
26106 ②英語科教育法Ⅳ 板東 眞一 2
26053 ①数学科教育法Ⅰ 小形 秀雄 2 山鼻
26054 ②数学科教育法Ⅱ 小形 秀雄 2 山鼻
26107 ①数学科教育法Ⅲ 小形 秀雄 2 山鼻
26108 ②数学科教育法Ⅳ 小形 秀雄 2 山鼻
26055 ①工業科教育法Ⅰ 柿原 幸一 2 山鼻
26056 ②工業科教育法Ⅱ 柿原 幸一 2 山鼻
26057 ①情報科教育法Ⅰ 吉本 満 2 山鼻
26058 ②情報科教育法Ⅱ 吉本 満 2 山鼻
－ 情報科教育法Ⅰ － 2 2022 年度閉講
－ 情報科教育法Ⅱ － 2 2022 年度閉講
26061 ①理科教育法Ⅰ 小形 秀雄 2 山鼻
26062 ②理科教育法Ⅱ 小形 秀雄 2 山鼻
26109 ①理科教育法Ⅲ 宮嶋 衛次 2 山鼻
26110 ②理科教育法Ⅳ 宮嶋 衛次 2 山鼻

B

26011 ①教育学概論 荻原 克男 2
26012 ②学校と教育の歴史 近藤健一郎 2
26001 ①教職入門 五十嵐素子 2
26031 ②教育社会学 五十嵐素子 2
26033 ②教育行政学 荻原 克男 2
26021 ①教育心理学Ⅰ 浅村 亮彦 2
26022 ②教育心理学Ⅱ 浅村 亮彦 2
26023 ②学校教育心理学 後藤 聡 2
26076 ①前 特別支援教育概論 石塚 誠之 1
26072 ②教育課程論 岡部 善平 2

C

26071 ①道徳教育指導論 鈴木 康裕 2
26077 ②前 総合的な学習の時間の指導 鈴木 康裕 1
26073 ①特別活動の指導 宮下 裕加 2
26074 ①教育方法論 後藤 聡 2
26082 ①生徒・進路指導論 本間 敦志 2
26091 ①教育相談 川俣 智路 2
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群 履修コード 授 業 科 目 名 担 当 者
開講学年(単位数)

備 考
⚑ ⚒ ⚓ ⚔

D

－ 教育実習実践指導Ⅰ(地理) － ⚑ 2022 年度閉講
－ 教育実習実践指導Ⅱ(地理) － ⚑ 2022 年度閉講
26203 ①教育実習実践指導Ⅰ(日本史) 石黒 清裕 ⚑
26204 ②教育実習実践指導Ⅱ(日本史) 石黒 清裕 ⚑
26207 ①教育実習実践指導Ⅰ(政治経済) 元紺谷尊広 ⚑
26208 ②教育実習実践指導Ⅱ(政治経済) 元紺谷尊広 ⚑
26209 ①教育実習実践指導Ⅰ(商業・情報) 髙橋 秀幸 ⚑
26210 ②教育実習実践指導Ⅱ(商業・情報) 髙橋 秀幸 ⚑
26219 ①教育実習実践指導Ⅰ(工業・情報) 柿原 幸一 ⚑ 山鼻
26220 ②教育実習実践指導Ⅱ(工業・情報) 柿原 幸一 ⚑ 山鼻
26251 中学校教育実習 複数の教員 2 集中
26253 中・高校教育実習(事前事後指導含む) 複数の教員 3 集中
26301 ②教職実践演習(中・高) 荻原 克男 2
26302 ②教職実践演習(中・高) 後藤 聡 2
26303 ②教職実践演習(中・高) 浅村 亮彦 2
26304 ②教職実践演習(中・高) 五十嵐素子 2
26305 ②教職実践演習(中・高) 板東 眞一 2
26306 ②教職実践演習(中・高) 元紺谷尊広 2
26307 ②教職実践演習(中・高) 上野 直幸 2
26308 ②教職実践演習(中・高) 小形 秀雄 2 山鼻

E

01191 ②生涯学習論 木村 雅一 ⚒
26411 ①教職総合演習 荻原 克男 ⚒
26412 ①教職総合演習 後藤 聡 ⚒
26413 ①教職総合演習 浅村 亮彦 ⚒
26414 ①教職総合演習 五十嵐素子 ⚒
26415 ①教職総合演習 板東 眞一 ⚒
26416 ①教職総合演習 元紺谷尊広 ⚒
26417 ①教職総合演習 上野 直幸 ⚒
26418 ①教職総合演習 小形 秀雄 ⚒ 山鼻
26451 介護体験実習 複数の教員 ⚑ 集中

－

26504 ①人文地理学 菊地 達夫 ⚒
26505 ①自然地理学 菊地 達夫 ⚒
26511 ①職業指導(商業) 吉本 満 ⚒
26512 ①職業指導(工業) 柿原 幸一 ⚒
－ 情報と職業 － ⚒ 2022 年度閉講
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⚔．2023 年度 ⚒部 教職課程科目・担当者一覧表（2019～2021 年度入学生用）

群 履修コード 授 業 科 目 名 担 当 者
開講学年(単位数)

備 考
⚑ ⚒ ⚓ ⚔

A

27041 ①商業科教育法Ⅰ 髙橋 秀幸 2
27042 ②商業科教育法Ⅱ 髙橋 秀幸 2
27043 ①社会科教育法Ⅰ 山口 晴敬 2
27044 ②社会科教育法Ⅱ 岩間 洋之 2
27101 ①社会科教育法Ⅲ 岩間 洋之 2
27102 ②社会科教育法Ⅳ 山口 晴敬 2
27045 ①地理歴史科教育法Ⅰ 石黒 清裕 2
27046 ②地理歴史科教育法Ⅱ 石黒 清裕 2
27047 ①公民科教育法Ⅰ 元紺谷尊広 2
27048 ②公民科教育法Ⅱ 元紺谷尊広 2
27049 ①国語科教育法Ⅰ 上野 直幸 2
27050 ②国語科教育法Ⅱ 上野 直幸 2
27103 ①国語科教育法Ⅲ 上野 直幸 2
27104 ②国語科教育法Ⅳ 髙松 洋司 2
27051 ①英語科教育法Ⅰ 板東 眞一 2
27052 ②英語科教育法Ⅱ 板東 眞一 2
27105 ①英語科教育法Ⅲ 田中 洋也 2
27106 ②英語科教育法Ⅳ 板東 眞一 2
27059 ①情報科教育法Ⅰ 吉本 満 2
27060 ②情報科教育法Ⅱ 吉本 満 2

B

27011 ①教育学概論 荻原 克男 2
27012 ②学校と教育の歴史 近藤健一郎 2
27001 ①教職入門 五十嵐素子 2
27031 ②教育社会学 五十嵐素子 2
27033 ②教育行政学 荻原 克男 2
27021 ①教育心理学Ⅰ 浅村 亮彦 2
27022 ②教育心理学Ⅱ 浅村 亮彦 2
27023 ②学校教育心理学 後藤 聡 2
27076 ①前 特別支援教育概論 石塚 誠之 1
27072 ②教育課程論 岡部 善平 2

C

27071 ①道徳教育指導論 鈴木 康裕 2
27077 ②前 総合的な学習の時間の指導 鈴木 康裕 1
27073 ①特別活動の指導 宮下 裕加 2
27074 ①教育方法論 後藤 聡 2
27082 ①生徒・進路指導論 本間 敦志 2
27091 ①教育相談 川俣 智路 2

D

27201 ①教育実習実践指導Ⅰ(地理) 菊地 達夫 ⚑
27202 ②教育実習実践指導Ⅱ(地理) 菊地 達夫 ⚑
27203 ①教育実習実践指導Ⅰ(日本史) 石黒 清裕 ⚑
27204 ②教育実習実践指導Ⅱ(日本史) 石黒 清裕 ⚑
27207 ①教育実習実践指導Ⅰ(政治経済) 川瀬 雅之 ⚑
27208 ②教育実習実践指導Ⅱ(政治経済) 川瀬 雅之 ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅰ(商業・情報) － ⚑ 2022 年度閉講
－ 教育実習実践指導Ⅱ(商業・情報) － ⚑ 2022 年度閉講
－ 中学校教育実習 － 2 集中
－ 中・高校教育実習(事前事後指導含む) － 3 集中
27301 ②教職実践演習(中・高) 荻原 克男 2
27302 ②教職実践演習(中・高) 後藤 聡 2
27303 ②教職実践演習(中・高) 浅村 亮彦 2
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群 履修コード 授 業 科 目 名 担 当 者
開講学年(単位数)

備 考
⚑ ⚒ ⚓ ⚔

E

02150 ②生涯学習論 木村 雅一 ⚒
27411 ①教職総合演習 荻原 克男 ⚒
27412 ①教職総合演習 後藤 聡 ⚒
27413 ①教職総合演習 浅村 亮彦 ⚒
27414 ①教職総合演習 五十嵐素子 ⚒
－ 介護体験実習 － ⚑ 集中

－

27504 ①人文地理学 菊地 達夫 2
27505 ①自然地理学 菊地 達夫 2
－ 職業指導(商業) － ⚒ 2022 年度閉講
27522 ②情報と職業 柿原 幸一 ⚒
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⚕．2023 年度 ⚑部 教職課程科目・担当者一覧表（2011～2018 年度入学生用）

群 履修コード 授 業 科 目 名 担 当 者
開講学年(単位数)

備 考
⚑ ⚒ ⚓ ⚔

A 26001 ①教職入門 五十嵐素子 ⚒

B

26011 ①教育学概論 荻原 克男 ⚒
26012 ②学校と教育の歴史 近藤健一郎 ⚒
26021 ①教育心理学Ⅰ 浅村 亮彦 ⚒
26022 ②教育心理学Ⅱ 浅村 亮彦 ⚒
26023 ②学校教育心理学 後藤 聡 ⚒
26031 ②教育社会学 五十嵐素子 ⚒
26033 ②教育行政学 荻原 克男 ⚒

C

－ 商業科教育法Ⅰ － ⚒ 2022 年度閉講
－ 商業科教育法Ⅱ － ⚒ 2022 年度閉講
26043 ①社会科教育法Ⅰ 山口 晴敬 ⚒
26044 ②社会科教育法Ⅱ 岩間 洋之 ⚒
26045 ①地理歴史科教育法Ⅰ 石黒 清裕 ⚒
26046 ②地理歴史科教育法Ⅱ 石黒 清裕 ⚒
26047 ①公民科教育法Ⅰ 元紺谷尊広 ⚒
26048 ②公民科教育法Ⅱ 元紺谷尊広 ⚒
26049 ①国語科教育法Ⅰ 上野 直幸 ⚒
26050 ②国語科教育法Ⅱ 上野 直幸 ⚒
26051 ①英語科教育法Ⅰ 板東 眞一 ⚒
26052 ②英語科教育法Ⅱ 板東 眞一 ⚒
26053 ①数学科教育法Ⅰ 小形 秀雄 ⚒ 山鼻
26054 ②数学科教育法Ⅱ 小形 秀雄 ⚒ 山鼻
26055 ①工業科教育法Ⅰ 柿原 幸一 ⚒ 山鼻
26056 ②工業科教育法Ⅱ 柿原 幸一 ⚒ 山鼻
26057 ①情報科教育法Ⅰ 吉本 満 ⚒ 山鼻
26058 ②情報科教育法Ⅱ 吉本 満 ⚒ 山鼻
－ 情報科教育法Ⅰ － ⚒ 2022 年度閉講
－ 情報科教育法Ⅱ － ⚒ 2022 年度閉講
26061 ①理科教育法Ⅰ 小形 秀雄 ⚒ 山鼻
26062 ②理科教育法Ⅱ 小形 秀雄 ⚒ 山鼻

D
26071 ①道徳教育指導論 鈴木 康裕 ⚒
26072 ②教育課程論 岡部 善平 ⚒
26073 ①特別活動の指導 宮下 裕加 ⚒
26074 ①教育方法論 後藤 聡 ⚒

E 26082 ①生徒・進路指導論 本間 敦志 ⚒
26091 ①教育相談 川俣 智路 ⚒

F

－ 教育実習実践指導Ⅰ(地理) － ⚑ 2022 年度閉講
－ 教育実習実践指導Ⅱ(地理) － ⚑ 2022 年度閉講
26203 ①教育実習実践指導Ⅰ(日本史) 石黒 清裕 ⚑
26204 ②教育実習実践指導Ⅱ(日本史) 石黒 清裕 ⚑
26207 ①教育実習実践指導Ⅰ(政治経済) 元紺谷尊広 ⚑
26208 ②教育実習実践指導Ⅱ(政治経済) 元紺谷尊広 ⚑
26209 ①教育実習実践指導Ⅰ(商業・情報) 髙橋 秀幸 ⚑
26210 ②教育実習実践指導Ⅱ(商業・情報) 髙橋 秀幸 ⚑
26211 ①教育実習実践指導Ⅰ(国語) 上野 直幸 ⚑
26212 ②教育実習実践指導Ⅱ(国語) 髙松 洋司 ⚑
26213 ①教育実習実践指導Ⅰ(英語) 田中 洋也 ⚑
26214 ②教育実習実践指導Ⅱ(英語) 板東 眞一 ⚑
26215 ①教育実習実践指導Ⅰ(数学) 小形 秀雄 ⚑ 山鼻
26216 ②教育実習実践指導Ⅱ(数学) 小形 秀雄 ⚑ 山鼻
26217 ①教育実習実践指導Ⅰ(理科) 宮嶋 衛次 ⚑ 山鼻
26218 ②教育実習実践指導Ⅱ(理科) 宮嶋 衛次 ⚑ 山鼻
26219 ①教育実習実践指導Ⅰ(工業・情報) 柿原 幸一 ⚑ 山鼻
26220 ②教育実習実践指導Ⅱ(工業・情報) 柿原 幸一 ⚑ 山鼻
26251 中学校教育実習 複数の教員 ⚒ 集中
26252 中・高校教育実習 複数の教員 ⚒ 集中
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群 履修コード 授 業 科 目 名 担 当 者
開講学年(単位数)

備 考
⚑ ⚒ ⚓ ⚔

G

26301 ②教職実践演習(中・高) 荻原 克男 ⚒
26302 ②教職実践演習(中・高) 後藤 聡 ⚒
26303 ②教職実践演習(中・高) 浅村 亮彦 ⚒
26304 ②教職実践演習(中・高) 五十嵐素子 ⚒
26305 ②教職実践演習(中・高) 板東 眞一 ⚒
26306 ②教職実践演習(中・高) 元紺谷尊広 ⚒
26307 ②教職実践演習(中・高) 上野 直幸 ⚒
26308 ②教職実践演習(中・高) 小形 秀雄 ⚒ 山鼻

H

01191 ②生涯学習論 木村 雅一 ⚒
26411 ①教職総合演習 荻原 克男 ⚒
26412 ①教職総合演習 後藤 聡 ⚒
26413 ①教職総合演習 浅村 亮彦 ⚒
26414 ①教職総合演習 五十嵐素子 ⚒
26415 ①教職総合演習 板東 眞一 ⚒
26416 ①教職総合演習 元紺谷尊広 ⚒
26417 ①教職総合演習 上野 直幸 ⚒
26418 ①教職総合演習 小形 秀雄 ⚒ 山鼻
26451 介護体験実習 複数の教員 ⚑ 集中

－

26504 ①人文地理学 菊地 達夫 ⚒
26505 ①自然地理学 菊地 達夫 ⚒
26511 ①職業指導(商業) 吉本 満 ⚒
26512 ①職業指導(工業) 柿原 幸一 ⚒
－ 情報と職業 － ⚒ 2022 年度閉講
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⚖．2023 年度 ⚒部 教職課程科目・担当者一覧表（2011～2018 年度入学生用）

群 履修コード 授 業 科 目 名 担 当 者
開講学年(単位数)

備 考
⚑ ⚒ ⚓ ⚔

A 27001 ①教職入門 五十嵐素子 ⚒

B

27011 ①教育学概論 荻原 克男 ⚒
27012 ②学校と教育の歴史 近藤健一郎 ⚒
27021 ①教育心理学Ⅰ 浅村 亮彦 ⚒
27022 ②教育心理学Ⅱ 浅村 亮彦 ⚒
27023 ②学校教育心理学 後藤 聡 ⚒
27031 ②教育社会学 五十嵐素子 ⚒
27033 ②教育行政学 荻原 克男 ⚒

C

27041 ①商業科教育法Ⅰ 髙橋 秀幸 ⚒
27042 ②商業科教育法Ⅱ 髙橋 秀幸 ⚒
27043 ①社会科教育法Ⅰ 山口 晴敬 ⚒
27044 ②社会科教育法Ⅱ 岩間 洋之 ⚒
27045 ①地理歴史科教育法Ⅰ 石黒 清裕 ⚒
27046 ②地理歴史科教育法Ⅱ 石黒 清裕 ⚒
27047 ①公民科教育法Ⅰ 元紺谷尊広 ⚒
27048 ②公民科教育法Ⅱ 元紺谷尊広 ⚒
27049 ①国語科教育法Ⅰ 上野 直幸 ⚒
27050 ②国語科教育法Ⅱ 上野 直幸 ⚒
27051 ①英語科教育法Ⅰ 板東 眞一 ⚒
27052 ②英語科教育法Ⅱ 板東 眞一 ⚒
27059 ①情報科教育法Ⅰ 吉本 満 ⚒
27060 ②情報科教育法Ⅱ 吉本 満 ⚒

D
27071 ①道徳教育指導論 鈴木 康裕 ⚒
27072 ②教育課程論 岡部 善平 ⚒
27073 ①特別活動の指導 宮下 裕加 ⚒
27074 ①教育方法論 後藤 聡 ⚒

E 27082 ①生徒指導 本間 敦志 ⚒
27091 ①教育相談 川俣 智路 ⚒

F

27201 ①教育実習実践指導Ⅰ(地理) 菊地 達夫 ⚑
27202 ②教育実習実践指導Ⅱ(地理) 菊地 達夫 ⚑
27203 ①教育実習実践指導Ⅰ(日本史) 石黒 清裕 ⚑
27204 ②教育実習実践指導Ⅱ(日本史) 石黒 清裕 ⚑
27207 ①教育実習実践指導Ⅰ(政治経済) 川瀬 雅之 ⚑
27208 ②教育実習実践指導Ⅱ(政治経済) 川瀬 雅之 ⚑
27211 ①教育実習実践指導Ⅰ(国語) 上野 直幸 ⚑
27212 ②教育実習実践指導Ⅱ(国語) 髙松 洋司 ⚑
27213 ①教育実習実践指導Ⅰ(英語) 田中 洋也 ⚑
27214 ②教育実習実践指導Ⅱ(英語) 板東 眞一 ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅰ(商業・情報) － ⚑ 2022 年度閉講
－ 教育実習実践指導Ⅱ(商業・情報) － ⚑ 2022 年度閉講
－ 中学校教育実習 － ⚒ 集中
－ 中・高校教育実習 － ⚒ 集中

G
27301 ②教職実践演習(中・高) 荻原 克男 ⚒
27302 ②教職実践演習(中・高) 後藤 聡 ⚒
27303 ②教職実践演習(中・高) 浅村 亮彦 ⚒

H

02150 ②生涯学習論 木村 雅一 ⚒
27411 ①教職総合演習 荻原 克男 ⚒
27412 ①教職総合演習 後藤 聡 ⚒
27413 ①教職総合演習 浅村 亮彦 ⚒
27414 ①教職総合演習 五十嵐素子 ⚒
－ 介護体験実習 － ⚑ 集中

－
27504 ①人文地理学 菊地 達夫 ⚒
27505 ①自然地理学 菊地 達夫 ⚒
－ 職業指導(商業) － ⚒ 2022 年度閉講
27522 ②情報と職業 柿原 幸一 ⚒
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2023 年度 教職課程授業科目講義概要

対象学科略称
経 済 済
地 域 経 済 地
経 営 営
経 営 情 報 情
法 律 律
政 治 政
日 本 日
英 米 英
社 会 環 境 工 社
建 築 建
電 子 情 報 工 電
生 命 工 生
図 書 館 学 課 程 図 書
社会教育主事課程 社 教
学 芸 員 課 程 学 芸
認定心理士関連科目 認 定





科 目 名 商業科教育法Ⅰ

担 当 者 髙橋 秀幸

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
高等学校学習指導要領における教科⽛商業⽜の教育目標と内容

を理解し，教員として必要な知識・技能を身につけていく。また，
ビジネス社会に興味・関心を持ち，これからの商業（ビジネス）
教育を推進する教員としての資質・能力を身につける。
（学習目標）
１．教科⽛商業⽜について学習指導要領から目標，４つの分野，

科目構成（20科目）について理解する。
２．商業科目の内容と各種検定試験や実践的学習の指導につい

て理解する。
３．商業（ビジネス）教育を進める上で必要な学びとは何かを

探究する。

●授業計画
第１回 オリエンテーション，自己紹介，北海道の高校教育・

商業高校の現状
第２回 高等学校学習指導要領について，よりよい授業につい

て考える
第３回 教科⽛商業⽜の目標と分野・科目構成，商業高校での

検定指導
第４回 商業科目の具体的内容⑴ 基礎的科目⽛ビジネス基礎⽜

の目標と内容，指導事例
第５回 商業科目の具体的内容⑵ 基礎的科目⽛ビジネス基礎⽜

の指導事例（ビジネス計算）と検定指導
第６回 商業科目の具体的内容⑶ マーケティング分野の３科

目⽛マーケティング⽜⽛商品開発と流通⽜⽛観光ビジネ
ス⽜の目標と内容，指導事例

第７回 商業科目の具体的内容⑷ マネジメント分野の３科目
⽛ビジネス・マネジメント⽜⽛グローバル経済⽜⽛ビジネ
ス法規⽜の目標と内容，指導事例，商業経済検定問題
演習

第８回 商業科目の具体的内容⑸ 会計分野の科目⽛簿記⽜の
目標と内容，指導事例，簿記検定問題演習１

第９回 商業科目の具体的内容⑹ 会計分野の４科目⽛財務会
計Ⅰ⽜⽛財務会計Ⅱ⽜⽛原価計算⽜⽛管理会計⽜の目標と
内容，簿記検定問題演習２

第10回 商業科目の具体的内容⑺ ビジネス情報分野の科目
⽛情報処理⽜の目標と内容，情報機器の効果的な活用方
法，情報処理検定問題演習１

第11回 商業科目の具体的内容⑻ ビジネス情報分野の４科目
⽛ソフトウェア活用⽜⽛プログラミング⽜⽛ネットワーク
活用⽜⽛ネットワーク管理⽜の目標と内容，情報処理検
定問題演習２

第12回 商業科目の具体的内容⑼ 総合的科目の３科目⽛課題
研究⽜⽛総合実践⽜⽛ビジネス・コミュニケーション⽜
の目標と内容，指導事例，秘書検定問題演習

第13回 授業を考える ⽛ビジネス基礎⽜をどのように教える
のか指導方法を検討する

第14回 授業をしてみる ⽛ビジネス基礎⽜のミニ授業を行う，
意見交換を行う

第15回 ミニ授業のふりかえり，到達度チェック

●準備学習（予習・復習等）の内容
事前に学習指導要領解説や指定された資料等を読んでくるこ

と。また，商業科教員を目指していくうえで日本商工会議所主催
簿記検定１級や基本情報技術者試験（FE）などに積極的に挑戦す
ることが望ましい。これらの検定取得者は北海道教員採用試験の
１次専門試験が免除となる。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
質問にはメールにて対応する。課題へのフィードバックは履修

者に直接渡す。

●評価方法・基準
課題レポートおよび発表（50％），到達度チェック（50％）

●履修上の留意点
日商簿記検定３級以上を取得していること（未取得者は履修中

に取得すること）。講義は休まないように心がけ，欠席・遅刻時は
必ず事前に連絡すること。無断での欠席及び５回以上の欠席者は
単位を認定しない。また，講義内で各自のパソコンやスマート
フォンを使用する場面があるので準備しておくこと。

●教科書
文部科学省 ⽝高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説商業

編⽞ 2019年 818円

●参考書
高等学校で使用されている商業科目の教科書（教育実習で担当

する予定のもの）を準備する必要がある。
永井克昇他 ⽝商業科教育論 21世紀の商業教育を創造する⽞

実教出版 2019年 2,640円
西村修一監修 ⽝商業科教育法 理論と実践⽞東京法令出版

2021年 2,640円
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科 目 名 商業科教育法Ⅱ

担 当 者 髙橋 秀幸

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
教科⽛商業⽜の科目について学習指導案を作成し，教材研究を

行い，情報機器を活用して授業を行う実践力を身につける。また，
模擬授業や他者の授業参観をとおして，自らの学習指導法を構築
していく。
（学習目標）
１．基本科目の学習指導案を作成し，教材研究を行い，授業を

実践する力を身につける。
２．効果的な授業方法について，模擬授業や授業参観から学ぶ。
３．商業（ビジネス）教育の意義と必要性は何かを探究する。

●授業計画
第１回 オリエンテーション，夏休みの報告，よりよい授業を

考える
第２回 教科商業における様々な学習指導 アクティブラーニ

ングや情報機器を活用した授業づくり
第３回 学習指導案の作成と情報機器を活用した教材研究⑴

学習指導案の書き方と基本事項の確認
第４回 学習指導案の作成と情報機器を活用した教材研究⑵

学習指導案作成演習
第５回 学習指導案の作成と情報機器を活用した教材研究⑶

教材作成演習
第６回 模擬授業実践と授業改善に向けての検討⑴
第７回 模擬授業実践と授業改善に向けての検討⑵
第８回 模擬授業実践と授業改善に向けての検討⑶
第９回 北海道の採用試験に向けて １次試験の問題演習
第10回 評価方法について 指導と評価の一体化
第11回 模擬授業実践と授業改善に向けての検討⑷
第12回 模擬授業実践と授業改善に向けての検討⑸
第13回 模擬授業実践と授業改善に向けての検討⑹
第14回 模擬授業のふりかえり 模擬授業をふりかえり，より

よい授業に向けて議論する
第15回 レポート提出，到達度チェック
※模擬授業の進め方は，受講者と調整の上，決定する。

●準備学習（予習・復習等）の内容
事前に学習指導要領解説や指定された資料等を読んでくるこ

と。また，模擬授業実践に向けて事前に学習指導案作成や教材作
成が必要となる。さらに，新聞に目を通し実際のビジネス活動に
興味関心をもち，商業科目とどのようにつながっているのかを確
認すること。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
質問についてはメールにて対応する。
模擬授業のフィードバックは，評価票を授業者へ渡す。

●評価方法・基準
課題提出，レポート（20％），模擬授業（学習指導案・教材作成

も含む）（30％），到達度チェック（50％）

●履修上の留意点
商業科教育法Ⅰを履修済であること。また日商簿記検定３級以

上を取得していること。簿記検定や基本情報処理技術者試験など
科目を指導するうえで必要な検定試験を積極的に受験すること。
講義は休まないように心がけ，欠席・遅刻時は必ず事前に連絡す
ること。無断での欠席及び５回以上の欠席者は単位認定しない。
講義内で各自のパソコンやスマートフォンを使用する場面があ
る。

●教科書
文部科学省 ⽝高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説商業

編⽞ 2019年 818円
模擬授業を行う科目の教科書（各自で購入すること）

●参考書
永井克昇他 ⽝商業科教育論 21世紀の商業教育を創造する⽞

実教出版 2019年 2,640円
西村修一慣監修 ⽝商業科教育法 理論と実践⽞東京法令出版

2021年 2,640円
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科 目 名 社会科教育法Ⅰ

担 当 者 山口 晴敬

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
中学校社会科⽛公民的分野⽜における，ICTを効果的に活用し
た実践的な指導力を身につけるため，社会科⽛公民的分野⽜にお
ける目標・指導内容・指導計画・指導法及び教材研究の手法につ
いて学ぶ。また，各回で授業の指導案について作成方法を検討す
る。
（学習目標）
学習指導要領に基づき，中学校社会科⽛公民的分野⽜の目標・
指導内容・評価について理解する。
学習指導要領に基づき，中学校社会科⽛公民的分野⽜の実践的
指導内容と指導法について理解を深める。
社会科教員として，どのような社会認識が求められるかを考察
しながら，公民的分野の指導において留意すべき点を理解するこ
とができるとともに，現代社会に生きる市民としての教養も身に
つけることができる。

●授業計画
第１回 オリエンテーション

Ⅰ．社会科⽛公民的分野⽜の教育的意義①
社会科教育の成立と教育的意義

第２回 Ⅰ．社会科⽛公民的分野⽜の教育的意義②
社会科教育の変遷と公民教育

第３回 Ⅱ．中学校社会科⽛公民的分野⽜の目標と指導内容①
学習指導要領について

第４回 Ⅱ．中学校社会科⽛公民的分野⽜の目標と指導内容②
評価について

第５回 Ⅱ．中学校社会科⽛公民的分野⽜の目標と指導内容③
小学校及び高等学校公民科との接続について

第６回 Ⅲ．指導法・授業研究① ⽛日本国憲法⽜
第７回 Ⅲ．指導法・授業研究② ⽛基本的人権⽜
第８回 Ⅲ．指導法・授業研究③ ⽛平和主義⽜
第９回 Ⅲ．指導法・授業研究④ ⽛地域課題⽜
第10回 Ⅳ．授業実践演習① 学習指導案の検討・発表
第11回 Ⅳ．授業実践演習② 学習指導案の検討・発表
第12回 Ⅳ．授業実践演習③ 学習指導案の検討・発表
第13回 Ⅳ．授業実践演習④ 学習指導案の検討・発表
第14回 Ⅳ．授業実践演習⑤ 学習指導案の検討・発表
第15回 Ⅴ．社会科教育法Ⅰの振り返り

●準備学習（予習・復習等）の内容
（予習）次回のテキストの通読と用語の確認をする（２時間程
度）。（復習）講義の理解ができた箇所，理解が不十分である箇所
を明確にしておき，不十分である箇所は次の講義で質問できるよ
う準備をする（２時間程度）。

●事後指導・フィードバック
レポートや発表の結果について，授業内でコメントする。

●評価方法・基準
授業時に提出するレポート（50％）と授業における発表（50％）
で評価する。

●履修上の留意点
⽛教師になる⽜ことを前提としての講義です。その前提を常に
意識してください。

●教科書
中学校検定済み教科書⽛新しい社会 公民⽜東京書籍 資料集

⽛最新公民資料⽜浜島書店
中学校学習指導要領（社会 公民的分野）中学校学習指導要領
解説（社会 公民的分野）

●参考書
⽛一歩先への憲法入門⽜有斐閣 世界の教科書シリーズ⽛フィン
ランド中学校現代社会教科書15歳市民社会へのたびだち⽜⽛21世
紀の教育に求められる⽝社会的な見方・考え方⽞⽜帝国書院

科 目 名 社会科教育法Ⅱ

担 当 者 岩間 洋之

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
社会科教員として，どのような歴史認識・地理的認識が求めら

れるかを考察しながら，歴史的分野，地理的分野の指導において
留意すべき点を理解する。
（学習目標）
１．社会科教育の歴史を理解する。
２．学習指導要領の目的，その変遷，科目編成，および社会科
（歴史分野・地理分野）の内容を理解する。

３．社会科（歴史分野・地理分野）の⽛年間指導計画⽜と⽛学
習指導案⽜を作成する。

●授業計画
第１回 ガイダンス 授業の内容と進め方の確認について
第２回 教育改革の動向と学習指導要領について
第３回 評価規準と観点別評価について⑴
第４回 評価規準と観点別評価について⑵
第５回 社会科の目標・内容・内容の取り扱いについて
第６回 社会的な見方・考え方について⑴
第７回 社会的な見方・考え方について⑵
第８回 年間指導計画（シラバス）と作成について
第９回 授業における教材の収集・活用について
第10回 授業における情報機器（ICT）の活用について
第11回 学習指導案の発表とミニ授業実践⑴
第12回 学習指導案の発表とミニ授業実践⑵
第13回 学習指導案の発表とミニ授業実践⑶
第14回 学習指導案の発表とミニ授業実践⑷
第15回 学習指導案の発表とミニ授業実践⑸・まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
学習指導要領や教育関係図書に積極的に目を通す。また中学や

高校の社会科の教科書などを通して，自分が学習してきたことを
復習する（２時間程度）。毎授業後には，２時間程度，復習するこ
とが望ましい。

●事後指導・フィードバック
毎時提出する⽛記録・感想カード⽜に対して評価と講評をする。

●評価方法・基準
受講態度（グループワーク，ペアワークなど），記録・感想カー

ド，シラバス，学習指導案等の課題（60％），振り返りシート（40％）
により評価する。

●履修上の留意点
教職を志望するものとして，強い意欲と自覚を持ち，積極的な

姿勢で受講すること。

●教科書
中学校学習指導要領
中学生の歴史（帝国書院）
中学生の地理（帝国書院）

●参考書
必要に応じて紹介する。
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科 目 名 社会科教育法Ⅲ

担 当 者 岩間 洋之

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
社会科科教育法Ⅱの学習に基づいて学習指導案を作成し，受講

者が模擬授業を実施する。また，その授業内容を受講者全員でさ
まざまな角度から検討する。
（学習目標）
１．授業実践の前提となる教材研究・教材づくりの力量を高め

ることをめざす。
２．社会科（歴史分野・地理分野）の⽛学習指導案⽜を作成し，

受講生それぞれが模擬授業を実施することを通して，受講
者各自の授業像を形成する。

●授業計画
第１回 ガイダンス 授業の内容と進め方の確認について
第２回 社会的な見方・考え方について
第３回 教材研究と効果的な資料活用について
第４回 授業における情報機器（ICT）および教材の収集・活

用について
第５回 学習指導案の作成と模擬授業について
第６回 模擬授業⑴学習指導案に基づく授業実践発表と講評
第７回 模擬授業⑵学習指導案に基づく授業実践発表と講評
第８回 模擬授業⑶学習指導案に基づく授業実践発表と講評
第９回 模擬授業⑷学習指導案に基づく授業実践発表と講評
第10回 模擬授業⑸学習指導案に基づく授業実践発表と講評
第11回 模擬授業⑹学習指導案に基づく授業実践発表と講評
第12回 模擬授業⑺学習指導案に基づく授業実践発表と講評
第13回 模擬授業⑻学習指導案に基づく授業実践発表と講評
第14回 模擬授業⑼学習指導案に基づく授業実践発表と講評
第15回 模擬授業⑽学習指導案に基づく授業実践発表と講評・

まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
学習指導要領や教育関係図書に積極的に目を通す。また中学や

高校の社会科の教科書などを通して，自分が学習してきたことを
復習する（２時間程度）。毎授業後には，２時間程度，復習するこ
とが望ましい。

●事後指導・フィードバック
毎時提出する⽛記録・感想カード⽜に対して評価と講評をする。

●評価方法・基準
受講態度（グループワーク，ペアワークなど），記録・感想カー

ド，学習指導案の作成と模擬授業（60％），振り返りシート（40％）
により評価する。

●履修上の留意点
教職を志望するものとして，強い意欲と自覚を持ち，積極的な

姿勢で受講すること。

●教科書
中学校学習指導要領
中学生の歴史（帝国書院）
中学生の地理（帝国書院）

●参考書
必要に応じて紹介する。

科 目 名 社会科教育法Ⅳ

担 当 者 山口 晴敬

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
中学校社会科⽛公民的分野⽜における，ICTを効果的に活用し

た実践的な指導力の定着をめざし，公民的分野の教科内容に焦点
を当て，指導法及び教材研究の手法の整理を行うとともに，模擬
授業を実践する。各回の授業実践を踏まえ，受講者間で授業評価
を行う。
（学習目標）
社会科⽛公民的分野⽜における教材分析や授業計画に基づき，

学習指導案の立案・作成や実践的指導力を身につける。
社会科教育法Ⅰで学んだ知識を他者に説明できるとともに，模

擬授業の実践および相互評価をとおし，自身の力量向上と生徒へ
の専門性の提示ができる。

●授業計画
第１回 Ⅰ．社会科教育法Ⅰの振り返り①
第２回 Ⅰ．社会科教育法Ⅰの振り返り②
第３回 Ⅱ．授業実践演習① 人権と日本国憲法
第４回 Ⅱ．授業実践演習② 人権と共生社会
第５回 Ⅱ．授業実践演習③ これからの人権保障
第６回 Ⅱ．授業実践演習④ 現代の民主政治
第７回 Ⅱ．授業実践演習⑤ 平和主義
第８回 Ⅱ．授業実践演習⑥ 政府の役割と国民の福祉
第９回 Ⅱ．授業実践演習⑦ 公害の防止と環境の保全
第10回 Ⅱ．授業実践演習⑧ 国際社会の仕組み
第11回 Ⅱ．授業実践演習⑨ 地球環境問題
第12回 Ⅱ．授業実践演習⑩ 貧困問題
第13回 Ⅱ．授業実践演習⑪ 文化の多様性の尊重
第14回 Ⅱ．授業実践演習⑫ 北海道（地域）の課題
第15回 Ⅲ．社会科教育法Ⅳの振り返り

●準備学習（予習・復習等）の内容
（予習）模擬授業の指導案を作成する（２時間程度）。（復習）相
互評価をふまえ，授業の指導案のブラッシュアップを図る（２時
間程度）。

●事後指導・フィードバック
模擬授業や受講者間の相互評価について，授業内でコメントす

る。

●評価方法・基準
模擬授業の指導案・模擬授業（70％）と授業における発表（30％）

で評価する。

●履修上の留意点
⽛現場に立つ⽜ことを意識して受講して下さい。

●教科書
中学校検定済み教科書⽛新しい社会 公民⽜東京書籍 資料集

⽛最新公民資料⽜浜島書店
中学校学習指導要領（社会 公民的分野）中学校学習指導要領

解説（社会 公民的分野）

●参考書
世界の教科書シリーズ⽛フィンランド中学校現代社会教科書15

歳市民社会へのたびだち⽜
⽛一歩先への憲法入門⽜有斐閣
⽛21世紀の教育に求められる⽝社会的な見方・考え方⽞⽜帝国書
院
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科 目 名 地理歴史科教育法Ⅰ

担 当 者 石黒 清裕

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
地理歴史科教育の歴史を概観し，学習指導要領に基づく地理歴

史科の教科内容と授業方法の基礎・基本について学習する。
（学習目標）
１．地理歴史科教育の歴史を理解する。
２．学習指導要領の目的，その変遷，科目編成，および地理歴

史科各科目の内容を理解する。
３．地理歴史科各科目の⽛年間指導計画⽜と⽛学習指導案⽜を

作成する。

●授業計画
第１回 ガイダンス 授業の内容と進め方の確認
第２回 教育改革の動向と学習指導要領について
第３回 社会科（地理歴史科・公民科）の構造と教育課程の変

遷について
第４回 地理歴史科教育の意義，目標，科目編成について
第５回 地理歴史科各科目の内容・構成・評価について，アク

ティブラーニングの実践例
第６回 情報機器の活用及び教材の収集・活用について，学習

評価について，年間指導計画（シラバス）について
第７回 年間指導計画（シラバス）の作成について
第８回 授業の方法と学習指導案の作成について（学習指導案

の本質と意義）
第９回 学習指導案の作成と検討・評価 Ⅰ 地理総合 ①（地

図や地理情報システム（GIS）で捉える現代世界）
第10回 学習指導案の作成と検討・評価 Ⅱ 地理総合 ②（国

際理解と国際協力）
第11回 学習指導案の作成と検討・評価 Ⅲ 地理総合 ③（持

続可能な地域づくりと私たち）
第12回 学習指導案の作成と検討・評価 Ⅳ 歴史総合 ①（近

代化と私たち）
第13回 学習指導案の作成と検討・評価 Ⅴ 歴史総合 ②（国

際秩序の変化や大衆化と私たち）
第14回 学習指導案の作成と検討・評価 Ⅵ 歴史総合 ③（グ

ローバル化と私たち）
第15回 授業のまとめ
※学習指導案は，地理総合・歴史総合それぞれで受講者が単元
を選択し作成する。

●準備学習（予習・復習等）の内容
学習指導要領や教育関係図書に積極的に目を通す。また，教育

関係の報道に関心を持ち，最新の動向や課題に注意を払うこと。
（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
課題は個々に評価して返却する。定期試験の結果とその講評は

地理歴史科教育法Ⅱの授業内でコメントする。

●評価方法・基準
年間指導計画（シラバス）・学習指導案等の課題（60％），定期

試験（40％），により評価する。

●履修上の留意点
教職を志望するものとして，強い意欲と自覚を持ち，積極的な

姿勢で受講すること。

●教科書
・地理総合⽝地理総合 世界に学び地域へつなぐ⽞（二宮書店

地総704）
・歴史総合⽝現代の歴史総合 みる・読みとく・考える⽞（山川
出版 歴総708）

・⽝高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説⽛地理歴史編⽜⽞
文部科学省。

・⽝⽛指導と評価の一体化⽜のための学習評価に関する参考資料⽞
国立教育政策研究所教育課程研究センター。

上記書籍の購入については開講後連絡する。
・講義用レジュメは，そのつど配布する。

●参考書
講義時に適宜紹介する。
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科 目 名 地理歴史科教育法Ⅱ

担 当 者 石黒 清裕

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
地理歴史科教育法Ⅰの学習に基づいて学習指導案を作成し，受

講生が各１回模擬授業を実施する。また，その授業内容を受講生
全員でさまざまな角度から検討する。
（学習目標）
１．授業実践の前提となる教材研究・教材づくりの力量を高め

ることをめざす。
２．受講生それぞれが模擬授業を実施することを通して，受講

生各自の授業像を形成する。

●授業計画
第１回 ガイダンス 授業の進め方の確認
第２回 授業設計の実際について
第３回 情報機器および教材の収集・活用と授業づくり（含む，

アクティブラーニング）について
第４回 模擬授業と授業評価について
第５回 模擬授業と評価 Ⅰ 地理総合 ①（地図や地理情報

システム（GIS）で捉える現代世界）
第６回 模擬授業と評価 Ⅱ 地理総合 ②（国際理解と国際

協力）
第７回 模擬授業と評価 Ⅲ 地理総合 ③（持続可能な地域

づくりと私たち）
第８回 模擬授業と評価 Ⅳ 歴史総合 ①（近代化と私たち）
第９回 模擬授業と評価 Ⅴ 歴史総合 ②（国際秩序の変化

や大衆化と私たち）
第10回 模擬授業と評価 Ⅵ 歴史総合 ③（グローバル化と

私たち）
第11回 模擬授業と評価 Ⅶ 世界史探究 ①（近代・現代）
第12回 模擬授業と評価 Ⅷ 日本史探究 ①（近世・近代・

現代）
第13回 模擬授業と評価 Ⅸ 地理探究 ①（系統地理＜自然

環境・資源と産業＞，地誌＜現代世界の諸地域＞）
第14回 模擬授業と評価 Ⅹ 地理総合 ④（持続可能な地域

づくりと私たち）・歴史総合 ④（歴史の扉）
第15回 授業のまとめ
※模擬授業は，受講者が地理総合・歴史総合・世界史探究・日
本史探究・地理探究から１科目を選択して実施する。１回で
の実施人数と授業時間は，開講後履修人数により調整して決
定する。

●準備学習（予習・復習等）の内容
学習指導要領や教育関係図書に積極的に目を通す。また，教育

関係の報道に関心を持ち，最新の動向や課題に注意を払うこと。
（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
模擬授業実施後，受講生による合評会の実施と⽛模擬授業評価

シート⽜⽛模擬授業実施後自己評価シート⽜の提出。

●評価方法・基準
模擬授業の実施と⽛模擬授業評価シート⽜⽛模擬授業実施後自己

評価シート⽜（60％），定期試験（40％）により評価する。
模擬授業と評価シートは授業内でコメントする。定期試験は講

評を本学学習支援システムの講義連絡で連絡する。

●履修上の留意点
教職を志望するものとして，強い意欲と自覚を持ち，積極的な

姿勢で受講すること。

●教科書
・地理総合・歴史総合は地理歴史科教育法Ⅰと同じ。世界史探
究・日本史探究・地理探究はいずれか一冊を各自の希望によ
り準備すること。出版社は問わない。

・⽝高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説⽛地理歴史編⽜⽞
文部科学省。

・⽝⽛指導と評価の一体化⽜のための学習評価に関する参考資料⽞
国立教育政策研究所教育課程研究センター。

上記書籍の購入については開講後連絡する。
・講義用レジュメは，そのつど配布する。

●参考書
講義時に適宜紹介する。
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科 目 名 公民科教育法Ⅰ

担 当 者 元紺谷尊広

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
我が国の社会科・公民科教育の成立と展開，学習指導要領の変

遷，社会科・公民科の学習内容と構造などの検討を通して，その
意義・目的と課題を明らかにするとともに，公民科における教材
研究や教材づくり，学習指導案作成の演習を通して公民科の授業
づくりの基礎を体得する。（第２期の公民科教育法Ⅱを受講する
ための前提となる科目として位置付けられている。）
（学習目標）
１．民主主義の本質と現代の政治・経済・国際関係等について

客観的に理解させる教科指導力を身に付ける。
２．政治・経済・国際関係等に関する諸課題を主体的に考察す

る教材研究，授業設計力を身に付ける。
３．課題解決のための思考力，判断力，表現力を養い，良識あ

る公民として必要な資質・能力と態度を育てる力を身に付
ける。

●授業計画
第１回 ガイダンス・カウンセリング （受講の心得，講義での

グループワーク・プレゼンの方法等，受講生の授業観
の交流）

第２回 社会科教育の変遷と公民科教育について，社会科の成
立と意義，公民科の創設

第３回 公民科教師にとっての自己表現，自己理解，他者理解
等のプレゼンテーション

第４回 社会科・公民科の自身が目指す教師像についてのプレ
ゼンテーション

第５回 文部科学省⽝学習指導要領解説⽞中学社会科編・高等
学校公民編を学ぶ

第６回 社会科・公民科における ICTを効果的に活用した授
業実践と個別最適な学びと協働的学びの実際

第７回 社会系教科における⽛実践的指導力⽜の検討（ディス
カッション・グループワーク）

第８回 公民科の目標，公民科各科目の内容と取り扱い，指導
計画の作成と指導上の配慮事項

第９回 教材研究の実践（中学社会科の授業づくり）
第10回 教材研究の実践（高校公民科の授業づくり）
第11回 公民科授業の構成要素教師の役割と実践内容，到達度

チェック，⽛授業設計⽜について
第12回 公民科の教育目標と教材研究・教材開発（実践事例の

例示）
第13回 学習指導案の作成・成果発表⑴
第14回 学習指導案の作成・成果発表⑵
第15回 持続可能な開発のための教育（ESD）と振り返り

●準備学習（予習・復習等）の内容
新聞，ニュース，書籍等で公民分野について必ず情報収集する

こと。プレゼンのための知識・情報収集と ICTの活用に関する
学習を進めておくこと。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
学習指導案，振り返りノート（レポート），プレゼン，ポート

フォーリオに基づき，自己研鑽に資する。

●評価方法・基準
学習指導案（25％），プレゼン（25％），ポートフォリオ（25％），

振り返りノート（レポート）（25％）で評価する。

●履修上の留意点
１ 教職を目指す学生としての講義規律と積極的な授業参加を

求める。２ 本講義の主旨を理解すること。３ 教員に不可欠な
コミュニケーションスキル（挨拶・対話等）を身に付けること。

●教科書
○文部科学省⽝中学校学習指導要領解説 社会編⽞，同⽝高等学

校学習指導要領解説 公民編⽞
文部科学省検定済教科書 ○第一学習社 高等学校公民科用

183第一公共710⽛高等学校公共⽜

●参考書
授業中に紹介，適宜資料を配付する。
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科 目 名 公民科教育法Ⅱ

担 当 者 元紺谷尊広

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
社会科・公民科教育の優れた教育実践に学び，⽛主体的，対話的

な深い学び⽜の実現に向けた授業改善の視点に立った社会科・公
民科の授業づくりのポイントについての理解を深める。また，社
会科・公民科における ICTを効果的に活用した授業実践や個別
最適な学びと協働的学びの実践に学び，学習指導案の作成や模擬
授業，授業検討，評価問題の作成を通して公民科教育における実
践的な指導力を養う。
（学習目標）
１．民主主義の本質と現代の政治・経済・国際関係等について

客観的に理解させる教科指導力を身に付ける。
２．政治・経済・国際関係等に関する諸課題を主体的に考察す

る教材研究，授業設計力を身に付ける。
３．課題解決のための思考力，判断力，表現力を養い，良識あ

る公民として必要な資質・能力と態度を育てる力を身に付
ける。

●授業計画
第１回 ガイダンス・カウンセリング，公民科教育への期待
第２回 公民科の指導法について，指導計画の作成と授業展開

の具体例
第３回 模擬授業について，ICTの活用，ALの実践事例
第４回 模擬授業⑴中学社会科公民分野（政治）
第５回 模擬授業⑵中学社会科公民分野（経済）
第６回 模擬授業⑶高等学校公民科⽛公共⽜Ａ公共の扉
第７回 模擬授業⑷高等学校公民科⽛公共⽜Ｂ自立した主体と

してよりよい社会に参画する私たち
第８回 模擬授業⑸高等学校公民科⽛公共⽜Ｃ持続可能な社会

づくりの主体となる私たち
第９回 模擬授業⑹高等学校公民科⽛倫理⽜Ａ現代に生きる自

己の課題と人間としての在り方生き方
第10回 模擬授業⑺高等学校公民科⽛倫理⽜Ｂ現代の諸課題と

倫理
第11回 模擬授業⑻高等学校公民科⽛政治・経済⽜Ａ現代日本

における政治・経済の諸課題
第12回 模擬授業⑼高等学校公民科⽛政治・経済⽜Ｂグローバ

ル化する国際社会の諸課題
第13回 主権者教育，シティズンシップ教育の動向，政治的中

立性について
第14回 公民科の授業づくりの要点の検討
第15回 まとめと講義全体の振り返り

●準備学習（予習・復習等）の内容
新聞，ニュース，書籍等で公民分野について必ず情報収集する

こと。プレゼンのための知識・情報収集と ICTの活用に関する
学習を進めておくこと。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
学習指導案，振り返りノート（レポート），プレゼン，ポート

フォーリオに基づき，自己研鑽に資する。

●評価方法・基準
学習指導案（25％），プレゼン（25％），ポートフォリオ（25％），

振り返りノート（レポート）（25％）で評価する。

●履修上の留意点
１ 教職を目指す学生としての講義規律と積極的な授業参加を

求める。２ 本講義の主旨を理解すること。３ 教員に不可欠な

コミュニケーションスキル（挨拶・対話等）を身に付けること。

●教科書
○文部科学省⽝中学校学習指導要領解説 社会編⽞，同⽝高等学

校学習指導要領解説 公民編⽞
文部科学省検定済教科書 ○第一学習社 高等学校公民科用

183第一公共710⽛高等学校公共⽜

●参考書
授業中に紹介，適宜資料を配付する。
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科 目 名 国語科教育法Ⅰ

担 当 者 上野 直幸

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
国語科教育法について，学習指導要領の目指す学力や指導方法

の在り方を踏まえ，様々な科目やそのジャンルにおける効果的な
指導法の基礎的実践研究を行い，模擬授業など実践的な活動を通
して，ICTの活用等，基本的な指導力の向上を図る。
（学習目標）
１ 学習指導要領に示されている目指す学力や指導方法，各科

目の目標や内容を理解する。
２ ⽛主体的・対話的で深い学び⽜を目指した授業方法を学び，

模擬授業等で実践的な指導力を身に付ける。
３ ICTの活用・学習指導案の書き方・評価方法や基本的な指

導方法などを学び，教科指導力を向上させる。

●授業計画
第１回 講義ガイダンス及び学習指導要領（中学校国語）の解

説
第２回 学習指導要領（中学校国語）の解説及び国語を教える

ための基礎知識と授業において身につけさせるべき学
力についての解説

第３回 ⽛主体的・対話的で深い学び⽜のための指導方法（アク
ティブ・ラーニング，ICTの活用等）の解説

第４回 国語の評価の観点と様々な評価方法及びその活用方法
の解説

第５回 学習指導案の書き方と ICTを活用した授業の進め方
（模擬授業実践のための基礎知識）の解説

第６回 入門期の教科指導の実際Ⅰ（小説教材①における模擬
授業）※ ICTの活用

第７回 入門期の教科指導の実際Ⅰ（小説教材②における模擬
授業）※ ICTの活用

第８回 入門期の教科指導の実際Ⅰ（評論教材①における模擬
授業）※ ICTの活用

第９回 入門期の教科指導の実際Ⅰ（評論教材②における模擬
授業）※ ICTの活用

第10回 入門期の教科指導の実際Ⅰ（古文教材①における模擬
授業）※ ICTの活用

第11回 入門期の教科指導の実際Ⅰ（古文教材②における模擬
授業）※ ICTの活用

第12回 入門期の教科指導の実際Ⅰ（漢文教材①における模擬
授業）※ ICTの活用

第13回 入門期の教科指導の実際Ⅰ（漢文教材②における模擬
授業）※ ICTの活用

第14回 入門期の教科指導の実際Ⅰ（アクティブラーニングを
中心とした模擬授業）

第15回 国語科教育法Ⅰのまとめ（講義の振り返りと理解度
チェック）

●準備学習（予習・復習等）の内容
文部科学省 中学校学習指導要領解説国語編，文部科学省 高

等学校学習指導要領解説国語編について一読しておくこと。ま
た，配布教材はファイリングし，事前渡しプリントはしっかり読
み，講義に臨むこと。（予習・復習は毎回各２時間程度）

●事後指導・フィードバック
模擬授業後の講評やアドバイスを随時行う。
学習指導案の添削については必要に応じて，また希望に応じて

行う。

●評価方法・基準
講義において指示した課題レポートの内容評価及び模擬授業な

どへの取組状況（50％），講義のまとめにおける理解度評価（50％）
で評価する。

●履修上の留意点
教職課程を目指す強い気概と課題意識・学ぶ姿勢をもって受講

して欲しい。

●教科書
文部科学省 中学校学習指導要領解説国語編
その他必要に応じてプリントを配布

●参考書
参考書・参考資料等
特になし 必要に応じて紹介する。
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科 目 名 国語科教育法Ⅱ

担 当 者 上野 直幸

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
国語科教育法について，学習指導要領の目指す目標や内容を踏

まえ，様々なジャンルにおける効果的な指導法の発展的実践研究
を行い，ICTの活用・アクティブ・ラーニングを取り入れた⽛主
体的・対話的で深い学び⽜を目指した授業実践に取り組み，より
高度な教科指導力を身に付ける。
（学習目標）
１ 国語教育の現状を踏まえ，これからの教科指導法について

理解した上で，ICTを活用した発展的な授業方法を学び，
実践し，生徒を主体的な学びに導く教科指導力を身につけ
る。

２ ⽛主体的・対話的で深い学び⽜を目指し，アクティブ・ラー
ニングを中心とした授業実践（模擬授業）から，生徒の思
考力・判断力・表現力を伸ばす授業の在り方を学ぶ。

●授業計画
第１回 講義ガイダンス及び国語教育の現状と課題についての

解説
第２回 学習指導要領（高等学校国語）による教科指導法の在

り方についての解説
第３回 ⽛主体的・対話的で深い学び⽜のための指導方法（アク

ティブ・ラーニング，I C Tの活用等）についての解説
第４回 教科指導の実際Ⅱ（評論教材を題材としたアクティブ

ラーニングについての講義及びグループ討議）※ ICT
の活用

第５回 教科指導の実際Ⅱ（評論教材を題材とした模擬授業①
及びグループ討議）※ ICTの活用

第６回 教科指導の実際Ⅱ（評論教材を題材とした模擬授業②
及びグループ討議）※ ICTの活用

第７回 教科指導の実際Ⅱ（小説教材を題材としたアクティブ
ラーニングについての講義及びグループ討議）※ ICT
の活用

第８回 教科指導の実際Ⅱ（小説教材を題材とした模擬授業①
及びグループ討議）※ ICTの活用

第９回 教科指導の実際Ⅱ（小説教材を題材とした模擬授業②
及びグループ討議）※ ICTの活用

第10回 教科指導の実際Ⅱ（古文教材を題材としたアクティブ
ラーニングについての講義及びグループ討議）※ ICT
の活用

第11回 教科指導の実際Ⅱ（古文教材を題材とした模擬授業及
びグループ討議）※ ICTの活用

第12回 教科指導の実際Ⅱ（漢文教材を題材としたアクティブ
ラーニングについての講義及びグループ討議）※ ICT
の活用

第13回 教科指導の実際Ⅱ（漢文教材を題材とした模擬授業及
びグループ討議）※ ICTの活用

第14回 ⽛主体的・対話的で深い学び⽜を目指す授業のための，
学習指導案の作成と効果的な評価方法の在り方

第15回 国語科教育法Ⅱのまとめ（講義の振り返りと理解度
チェック）

●準備学習（予習・復習等）の内容
配布教材をファイリングし，事前渡しプリントを熟読し講義に

臨むこと。（予習・復習は毎回各２時間程度）

●事後指導・フィードバック
模擬授業についての講評，アドバイスは随時行う。
学習指導案についての添削指導は必要に応じて，また希望に応

じて行う。

●評価方法・基準
講義において指示した課題レポート及び講義への参加姿勢の内

容評価（50％），講義のまとめにおける理解度評価（50％）で評価
する。

●履修上の留意点
教職課程を目指す強い気概と向上心をもって受講して欲しい。

●教科書
文部科学省 高等学校学習指導要領解説国語
必要に応じてプリントを配布する。

●参考書
特になし 必要に応じて紹介する。
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科 目 名 国語科教育法Ⅲ

担 当 者 上野 直幸

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
国語科教育法について，発展的な学習指導理論を学び，ICTの

活用及びグループワーク等，効果的な指導方法を模擬授業の中で
実践し，教育実習で生きる授業技術及び心構えを学ぶ。更に，教
育実習における，実習生としての基本的な考え方や心構え，実践
内容について学ぶ。
（学習目標）
１ 学習指導要領の目指す目標や内容を踏まえ，様々なジャン

ルにおける発展的な授業指導の研究を行い，模擬授業によ
り，実践的な教科指導力を更に高める。

２ 教育実習における心構え，実践内容について熟知し，ICT
の活用力や授業技術を高め，実際の教育現場で生かすこと
のできる指導力を身に付ける。

●授業計画
第１回 講義ガイダンス及び学習指導要領全体と教育現場の概

要についての解説
第２回 教育実習の内容・目的と成果及び実習生としての心構

えについての解説
第３回 教育実習の計画と具体的実践事項についての解説
第４回 模擬授業のガイダンス及び教科指導法の解説
第５回 模擬授業のテーマ設定及び計画
第６回 模擬授業⑴⽛現代の随想⽜※ ICTの活用
第７回 模擬授業⑵⽛近代の随想⽜※ ICTの活用
第８回 模擬授業⑶⽛現代の評論⽜※ ICTの活用
第９回 模擬授業⑷⽛近代の評論⽜※ ICTの活用
第10回 模擬授業⑸⽛現代の小説⽜※ ICTの活用
第11回 模擬授業⑹⽛近代の小説⽜※ ICTの活用
第12回 模擬授業⑺⽛韻文・詩⽜※ ICTの活用
第13回 模擬授業⑻⽛韻文・俳句，短歌⽜※ ICTの活用
第14回 模擬授業⑼⽛表現学習⽜※ ICTの活用
第15回 講義のまとめ（振り返りと理解度チェック）

●準備学習（予習・復習等）の内容
配布資料をファイリングし，事前渡しプリントを熟読し講義に

臨むこと。（予習・復習は毎回各２時間程度）

●事後指導・フィードバック
模擬授業についての講評及びアドバイスについては随時行う。
学習指導案の添削や指導については必要に応じて，希望に応じ

て行う。

●評価方法・基準
講義における取組，模擬授業等への参加内容評価（50％），講義

のまとめにおける理解度評価（50％）で評価する。

●履修上の留意点
教育実習に臨むための強い気概を持って，模擬授業及び講義に

臨むこと。

●教科書
文部科学省 中学校学習指導要領解説国語編，文部科学省 高

等学校学習指導要領解説国語編，教育実習の手引
その他必要に応じてプリントを配布する。

●参考書
特になし。必要に応じて紹介する。

科 目 名 国語科教育法Ⅳ

担 当 者 髙松 洋司

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
発展的な学習指導理論を学び，具体的授業場面設定の中で，模

擬授業を行い，授業技術及び心構えを学ぶ。更に，教育実習や教
員採用試験における，基本的な考え方や取り組み方について踏ま
え，応用できるようにする。
（学習目標）
国語科教育法について，新学習指導要領の目指す目標や内容を

踏まえ，様々なジャンルにおける発展的な実践指導の研究を行い，
模擬授業により，より高度な教科指導力を身に付ける。

●授業計画
第１回 授業ガイダンス及び大学入試における国語教育の在り

方
第２回 年間学習指導計画及び学習指導案の具体的な書き方，

評価の在り方
第３回 模擬授業のガイダンス及び新学習指導要領を踏まえた

教科指導法の解説
第４回 模擬授業のテーマ設定及び計画
第５回 ・小説教材及び古文教材の選定と教材研究について

・教材選定に関わるプレゼンテーション
第６回 ・小説教材及び古文教材の選定と教材研究について

・教材選定に関わるプレゼンテーション
第７回 ・小説教材及び古文教材の選定と教材研究について

・教材選定に関わるプレゼンテーション
第８回 ・小説教材及び古文教材の選定と教材研究について

・教材選定に関わるプレゼンテーション
第９回 ・小説教材及び古文教材の選定と教材研究について

・教材選定に関わるプレゼンテーション
第10回 ・韻文教材及び漢文教材の選定と教材研究について

・教材研究に関わるプレゼンテーション
※プレゼンは ICT活用に重点をおく

第11回 ・韻文教材及び漢文教材の選定と教材研究について
・教材研究に関わるプレゼンテーション
※プレゼンは ICT活用に重点をおく

第12回 ・韻文教材及び漢文教材の選定と教材研究について
・教材研究に関わるプレゼンテーション
※プレゼンは ICT活用に重点をおく

第13回 ・韻文教材及び漢文教材の選定と教材研究について
・教材研究に関わるプレゼンテーション
※プレゼンは ICT活用に重点をおく

第14回 大学入学共通テスト及び高校生のための学びの基礎診
断テストの概要

第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
第２回以降，事前に指示する範囲の学習指導要領解説を熟読し，

各自疑問点などを整理しておく。
講義後のノートを整理し，各自疑問点や課題を書き出し，各自

で考察した内容を書き足していく。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
講義内での活動やレポート内容により，適宜補足していく。

●評価方法・基準
講義において指示した課題レポートの内容評価（40％），講義の

まとめにおける理解度評価（60％）で評価する。
なお，理解度評価には講義に関するノートの内容を加味する。
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●履修上の留意点
講義内で，グループワークやそれに準じる活動，あるいは質疑

応答による活動評価をする場面がある。

●教科書
特になし。
必要に応じてプリントを配布する。

●参考書
文部科学省 中学校学習指導要領解説国語編
文部科学省 高等学校学習指導要領解説国語編

科 目 名 英語科教育法Ⅰ

担 当 者 板東 眞一

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
英語科教員を目指すものとして身につけておくべき基礎的・基
本的な専門知識及び指導方法等について理解するとともに，演習
をとおして理論と実践の融合を図る。
（学習目標）
⑴第二言語習得理論とその活用について理解し，授業指導に生
かすことができる。

⑵各言語技能領域（聞くこと・読むこと・話すこと［やり取り・
発表］・書くこと），および複数の領域を統合した言語活動の
指導について理解し，授業指導に生かすことができる。

⑶言語知識（音声・文字・語彙，表現・文法）の指導について
理解し，授業指導に生かすことができる。

⑷指導技術（教材，ICT活用・インタラクション・ティーム
ティーチング）について理解し，授業指導に生かすことがで
きる。

⑸学習到達目標に基づく指導計画，評価の在り方について理解
し，授業指導に生かすことができる。

●授業計画
第１回 ガイダンス・外国語教育の目的と意義
第２回 学習指導要領１（変遷と英語教育）
第３回 学習指導要領２（中学校外国語編）
第４回 学習指導要領３（高等学校外国語編・英語編）
第５回 学習指導要領４（小学校外国語活動編・外国語編，校

種間連携）
第６回 第二言語習得と教授法１（SLA研究の知見から）
第７回 第二言語習得と教授法２（教授法）
第８回 学習者と英語教師
第９回 聞くことの指導
第10回 読むことの指導
第11回 話すこと（やり取り・発表）の指導
第12回 書くことの指導
第13回 領域統合型の指導
第14回 文法指導
第15回 学習のまとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
各回において課題の指示がある。原則として毎回，課題レポー
トを作成し，授業前にウェブシステム上に提出する。受講者は全
ての課題を指定された期日までに終了すること。（予習・復習各
２時間）

●事後指導・フィードバック
評価結果等については，授業中にコメントする。

●評価方法・基準
授業参加・貢献（25％），課題（25％），言語活動演習（25％），
学習のまとめ（25％）で評価する。ただし，評価の前提として全
ての課題を完了していること。

●履修上の留意点
教職を目指すものとして必要な知識・技能を身につけようとす
る真摯で積極的な姿勢が求められる。

●教科書
JACET教育問題研究会編⽝行動志向の英語科教育の基礎と実
践⽞三修社
文部科学省⽝中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 外国
語編⽞
文部科学省⽝高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 外
国語編・英語編⽞

●参考書
文部科学省⽝小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 外国
語活動編・外国語編⽞
その他は，授業中に適宜紹介する。
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科 目 名 英語科教育法Ⅱ

担 当 者 板東 眞一

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
英語科教育法Ⅰにおける学びを活かして，英語科教員を目指す
ものとして身につけておくべき基礎的・基本的な専門知識及び指
導方法等について理解するとともに，模擬授業をとおして理論と
実践の融合を図る。
（学習目標）
⑴第二言語習得理論とその活用について理解し，授業指導に生
かすことができる。

⑵各言語技能領域（聞くこと・読むこと・話すこと［やり取り・
発表］・書くこと），および複数の領域を統合した言語活動の
指導について理解し，授業指導に生かすことができる。

⑶言語知識（音声・文字・語彙，表現・文法）の指導について
理解し，授業指導に生かすことができる。

⑷指導技術（教材，ICT活用・インタラクション・ティーム
ティーチング）について理解し，授業指導に生かすことがで
きる。

⑸学習到達目標に基づく指導計画，評価の在り方について理解
し，授業指導に生かすことができる。

●授業計画
第１回 ガイダンス・授業計画に必要な知識
第２回 授業の準備と計画
第３回 学習評価
第４回 学習指導案の構成
第５回 学習指導案の作成
第６回 学習指導案の検討
第７回 授業観察
第８回 聞くことの指導
第９回 読むことの指導
第10回 話すこと（やり取り）の指導
第11回 話すこと（発表）の指導
第12回 書くことの指導
第13回 領域統合型の指導
第14回 文法に関する指導
第15回 学習のまとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
各回において課題の指示がある。原則として毎回，模擬授業の
ための学習指導案・教材を作成し，授業前にウェブシステム上に
提出する。受講者は全ての課題を指定された期日までに終了する
こと。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
評価結果等については，授業中にコメントする。

●評価方法・基準
授業参加・貢献（25％），課題（25％），模擬授業（25％），学習
のまとめ（25％）で評価する。ただし，評価の前提として全ての
課題を完了していること。

●履修上の留意点
教職を目指すものとして必要な知識・技能を身につけようとす
る真摯で積極的な姿勢が求められる。

●教科書
英語科教育法Ⅰで使用した教科書を用いる。

●参考書
国立教育政策研究所⽝⽛指導と評価の一体化⽜のための学習評価
に関する参考資料⽞中学校 外国語 令和２年３月
国立教育政策研究所⽝⽛指導と評価の一体化⽜のための学習評価
に関する参考資料⽞高等学校 外国語 令和３年８月
その他は授業中に適宜紹介する。

科 目 名 英語科教育法Ⅲ

担 当 者 田中 洋也

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
英語科教育法Ⅰ，Ⅱにおける学びを活かして第二言語習得理論
とその活用に基づく生徒の資質・能力を高める指導技術を身につ
ける。
（学習目標）
⑴第二言語習得理論とその活用について理解し，授業指導に生
かすことができる。

⑵各言語技能領域（聞くこと・読むこと・話すこと［やり取り・
発表］・書くこと），および複数の領域を統合した言語活動の
指導について理解し，授業指導に生かすことができる。

⑶言語知識（音声・文字・語彙，表現・文法）の指導について
理解し，授業指導に生かすことができる。

⑷指導技術（教材，ICT活用・インタラクション・ティーム
ティーチング）について理解し，授業指導に生かすことがで
きる。

●授業計画
第１回 ガイダンス 第二言語習得と教室における外国語指

導・学習
第２回 各言語技能領域，および複数の領域を統合した指導と

第二言語習得研究
第３回 言語知識（音声・文字・語彙，表現・文法）の指導と

第二言語習得研究
第４回 指導技術（教材，ICT活用・インタラクション・ティー

ムティーチング）と第二言語習得研究
第５回 学習到達目標に基づく指導計画，評価，言語知識測定

と第二言語習得研究
第６回 フォーカス・オン・フォームに基づく言語学習・指導

（模擬授業１）
第７回 フォーカス・オン・フォームに基づく言語学習・指導

（模擬授業２）
第８回 タスクに基づく言語学習・指導（模擬授業１）
第９回 タスクに基づく言語学習・指導（模擬授業２）
第10回 明示的言語学習・指導とコミュニケーション活動（模

擬授業１）
第11回 明示的言語学習・指導とコミュニケーション活動（模

擬授業２）
第12回 内容言語統合型言語学習・指導（模擬授業１）
第13回 内容言語統合型言語学習・指導（模擬授業２）
第14回 教室内における訂正フィードバック（模擬授業）
第15回 学習のまとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
各授業で案内する課題（ふりかえり，指導案・教材作成）に取
り組み，授業管理システム （Glexa) に登録する。（予習・復習各
２時間）

●事後指導・フィードバック
提出課題について，授業内で全体，個別に提示する。

●評価方法・基準
課題（40％），模擬授業演習（20％），授業参加・貢献（20％） ，
学習のまとめ（20％）

●履修上の留意点
初回授業に必ず出席，毎回の課題は必ず期限を守って取り組ん
でください。

●教科書
New Horizon English Course 1/２/３ （東京書籍）

●参考書
泉 伸一（2016) フォーカス・オン・フォームと CLILの英語
授業 ―生徒の主体性を伸ばす授業の提案― （アルク）
加藤 由崇 他（2020）コミュニケーション・タスクのアイデ
アとマテリアル 教室と世界をつなぐ英語授業のために（三修社）
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科 目 名 英語科教育法Ⅳ

担 当 者 板東 眞一

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
英語科教育法Ⅰ，Ⅱ，Ⅲにおける学びを活かして，教育実習に
臨むにふさわしい知識・技能の仕上げを行う。受講者は，模擬授
業をとおして学習指導案作成と授業運営を練習し，相互評価に
よって授業観察の要点を学習するとともに，適切な評価方法につ
いての理解を深める。
（学習目標）
⑴第二言語習得理論とその活用について理解し，授業指導に生
かすことができる。

⑵各言語技能領域（聞くこと・読むこと・話すこと［やり取り・
発表］・書くこと），および複数の領域を統合した言語活動の
指導について理解し，授業指導に生かすことができる。

⑶言語知識（音声・文字・語彙，表現・文法）の指導について
理解し，授業指導に生かすことができる。

⑷指導技術（教材，ICT活用・インタラクション・ティーム
ティーチング）について理解し，授業指導に生かすことがで
きる。

⑸学習到達目標に基づく指導計画，評価の在り方について理解
し，授業指導に生かすことができる。

●授業計画
第１回 教育実習１（意義と内容，準備と心得）
第２回 教育実習２（教育実習日誌，授業観察，留意事項）
第３回 授業観察１（先導的中学校授業研究）
第４回 授業観察２（先導的高等学校授業研究）
第５回 学習指導案１（細案作成）
第６回 学習指導案２（発表，検討）
第７回 模擬授業１（中学校１年生の学習内容）
第８回 模擬授業２（中学校２年生の学習内容）
第９回 模擬授業３（中学校３年生の学習内容）
第10回 模擬授業４（英語コミュニケーションⅠの学習内容）
第11回 模擬授業５（英語コミュニケーションⅡの学習内容）
第12回 模擬授業６（コミュニケーション英語Ⅲの学習内容）
第13回 模擬授業７（論理・表現Ⅰの学習内容）
第14回 模擬授業８（論理・表現Ⅱの学習内容）
第15回 学習のまとめと振り返り

●準備学習（予習・復習等）の内容
各回において課題の指示がある。原則として毎回，模擬授業の
ための学習指導案・教材を作成し，授業前にウェブシステム上に
提出する。受講者は全ての課題を指定された期日までに終了する
こと。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
評価結果等については，授業内でコメントする。

●評価方法・基準
授業参加・貢献（25％），課題（25％），模擬授業（25％），学習
のまとめ（25％）で評価する。ただし，評価の前提として全ての
課題を完了していること。

●履修上の留意点
１．模擬授業において取り扱う科目は，受講者の教育実習予定
に従い変更の可能性があること。

２．模擬授業の時間，回数は受講者数により変更の可能性があ
ること。

３．教職を目指すものとして必要な知識・技能を身につけよう
とする真摯で積極的な姿勢が求められる。

●教科書
中学校・高等学校の英語教科書を用いる。

●参考書
学術図書出版⽝教育実習の手引き⽞第７版
英語科教育法Ⅰ，Ⅱ，Ⅲで使用した教科書・参考書を用いる。

科 目 名 数学科教育法Ⅰ

担 当 者 小形 秀雄

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
学習指導要領の趣旨や全体構造を理解するとともに，中学校・

高等学校数学における教育目標，育成を目指す資質・能力を理解
し教科のカリキュラム構成，授業の分析や授業開発方法の研究な
どを通して，授業づくりや学習指導についての実践的力を育成す
る。
（学習目標）
１．学習指導要領における数学の目標及び主な内容並びに全体

構造を理解できるようになる。
２．個別の学習内容について指導上の留意点を理解できるよう

になる。
３．学習内容に適し，実践につながる指導方法を修得できるよ

うになる。

●授業計画
第１回 オリエンテ－ション・学校教育法と数学の教育課程
第２回 中学校数学科教育の目標と内容
第３回 高等学校数学科教育の目標と内容
第４回 数学における学力調査と生徒の学力の実態
第５回 数学的な見方・考え方と評価
第６回 中学校における数学的活動に基づく学習指導の設計

（ICTの活用含む）
第７回 高等学校における数学的活動に基づく学習指導の設計

（ICTの活用含む）
第８回 数学的モデル化
第９回 代数分野の指導上の留意点１（数概念，文字式）
第10回 代数分野の指導上の留意点２（方程式，関数）
第11回 代数分野の指導上の留意点３（グラフ，論証）
第12回 幾何分野の指導上の留意点１（初等幾何）
第13回 幾何分野の指導上の留意点２（中学校図形の証明）
第14回 幾何分野の指導上の留意点３（高等学校の幾何）
第15回 到達度チェック

●準備学習（予習・復習等）の内容
予習として事前配布資料を熟読し，疑問点を調べて確認してお

くこと（２時間程度）。復習として授業で理解が不十分である箇
所を明確にして次の授業で質問できるよう準備すること（２時間
程度）。

●事後指導・フィードバック
課題に対するレポ－ト結果については授業内でコメントする。

●評価方法・基準
期末評価試験（60％），課題（20％），受講態度（20％）で評価

する。

●履修上の留意点
教職を目指す者として強い意欲を持ち，積極的な態度で受講す

ること。

●教科書
１．文部科学省 中学校学習指導要領（平成29年告示）解説数

学編
２．文部科学省 高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説

数学編 理数編
３．毎回講義資料を配布する

●参考書
１．中学校，高等学校の数学教科書
２．岩崎秀樹・溝口達也 ⽝新しい数学教育の理論と実践⽞ ミ

ネルヴァ書房 2019年 2800円
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科 目 名 数学科教育法Ⅱ

担 当 者 小形 秀雄

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
学習指導案の作成などを通して，授業づくりや学習指導につい

ての実践的力を育成する。学習指導案に基づいた模擬授業を行
い，互いに評価し合う。模擬授業の実践とその振り返りを通して，
授業改善の視点を身に付ける。
（学習目標）
１．学習指導案の構成を理解し，具体的な授業を想定した授業

設計と学習指導案を作成できるようになる。
２．数学の特性に応じた ICT及び教材の効果的な活用法を理

解し，実践的教科指導力を修得できるようになる。
３．模擬授業の実施とその振り返りを通して，授業改善の視点

を身に付けることができるようになる。

●授業計画
第１回 微分積分の指導上の留意点１（関数の極限概念）
第２回 微分積分の指導上の留意点２（微分）
第３回 微分積分の指導上の留意点３（積分）
第４回 確率統計の指導上の留意点１（統計の教育課程）
第５回 確率統計の指導上の留意点２（中学統計 ICT活用）
第６回 確率統計の指導上の留意点３（高校統計 ICT活用）
第７回 学習指導案の作成１ －評価規準，指導計画－
第８回 学習指導案の作成２ －本時の展開－
第９回 学習指導案の作成３ －作成の完成－
第10回 各自作成した学習指導案のプレゼンテ－ション
第11回 作成した学習指導案に基づいた模擬授業１
第12回 作成した学習指導案に基づいた模擬授業２
第13回 作成した学習指導案に基づいた模擬授業３
第14回 作成した学習指導案に基づいた模擬授業４
第15回 到達度チェック

●準備学習（予習・復習等）の内容
予習として事前配布資料や学習指導案を熟読し，疑問点を調べ

て確認しておくこと（２時間程度）。復習として授業で理解が不
十分である箇所を明確にして次の授業で質問できるよう準備する
こと（２時間程度）。

●事後指導・フィードバック
課題に対するレポ－ト結果や学習指導案については授業内でコ

メントする。

●評価方法・基準
期末評価試験（60％），課題・模擬授業（20％），受講態度（20％）

で評価する。

●履修上の留意点
教職を目指す者として強い意欲を持ち，積極的な態度で受講す

ること。

●教科書
１．文部科学省 中学校学習指導要領（平成29年告示）解説数

学編
２．文部科学省 高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説

数学編 理数編
３．毎回講義資料を配布する

●参考書
１．中学校，高等学校の数学教科書
２．岩崎秀樹・溝口達也 ⽝新しい数学教育の理論と実践⽞ ミ

ネルヴァ書房 2019年 2800円

科 目 名 数学科教育法Ⅲ

担 当 者 小形 秀雄

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
数教法Ⅰ，Ⅱで学んだことを踏まえ，学習指導案の作成，模擬

授業の実施，指導例研究等に重点を置くことによって，生徒の数
学的活動を支えた指導方法を学び，教師としての基本的な指導力
を身につける。また，Wordの数式エディタ－および数学教育に
利用されているソフトウェア Grapesや GeoGebraを用いて教育
実践に不可欠な数学文書作成・教材開発の実習も行う。
（学習目標）
１．数学的活動を含めた学習指導案を作成できるようになる。
２．具体的な授業における ICT及び教材の効果的な活用につ

いて工夫できるようになる。
３．模擬授業の実施とその振り返りを通して，実践的授業力を

修得できるようになる。

●授業計画
第１回 オリエンテ－ション・数学文書作成
第２回 数学教育用ソフトウェアの活用方法
第３回 数学的活動を組み入れた学習指導案の作成１ －指導

計画，評価規準－
第４回 数学的活動を組み入れた学習指導案の作成２ －本時

の展開－
第５回 各自作成した学習指導案のブレゼンテ－ション
第６回 模擬授業の実施と検討１（中学校 数と式）
第７回 模擬授業の実施と検討２（中学校 図形）
第８回 模擬授業の実施と検討３（中学校 関数）
第９回 模擬授業の実施と検討４（中学校 デ－タの活用）
第10回 模擬授業の実施と検討５（高等学校 数と式）
第11回 模擬授業の実施と検討６（高等学校 関数）
第12回 模擬授業の実施と検討７（高等学校 図形）
第13回 模擬授業の実施と検討８（高等学校 微積分）
第14回 模擬授業の実施と検討９（高校 デ－タの分析）
第15回 到達度チェック

●準備学習（予習・復習等）の内容
予習として事前配布資料や学習指導案を熟読し，板書計画を作

成するなどして模擬授業の準備をしておくこと（２時間程度）。
復習として模擬授業を振り返り，不十分である箇所を明確にして
学習指導案や板書計画を改善すること（２時間程度）。

●事後指導・フィードバック
課題に対するレポ－ト結果，学習指導案，板書計画については

授業内でコメントする。

●評価方法・基準
期末評価試験（60％），課題・模擬授業（20％），受講態度（20％）

で評価する。

●履修上の留意点
教職を目指す者として強い意欲を持ち，積極的な態度で受講す

ること。

●教科書
１．文部科学省 中学校学習指導要領（平成29年告示）解説数

学編
２．文部科学省 高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説

数学編 理数編
３．必要に応じて講義資料を配布する

●参考書
１．中学校，高等学校の数学教科書
２．岩崎秀樹・溝口達也 ⽝新しい数学教育の理論と実践⽞ ミ

ネルヴァ書房 2019年 2800円
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科 目 名 数学科教育法Ⅳ

担 当 者 小形 秀雄

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
数教法Ⅰ，Ⅱ，Ⅲで学んだことを踏まえ，発展的な内容や課題

学習に対応した教材や数学教育に利用されているソフトウェア
Grapesや GeoGebraを活用した教材の作成方法を身に付ける。
また，作成した教材に基づいた学習指導案を作成し模擬授業を行
う。
（学習目標）
１．発展的内容の教材を作成できるようになる。
２．課題学習に対応した教材を作成できるようになる。
３．数学教育に利用されているソフトウェアを活用した教材を

作成できるようになる。

●授業計画
第１回 オリエンテ－ション・数学教育用ソフトウェアの利用
第２回 教材開発１ －方程式－
第３回 教材開発２ －関数－
第４回 教材開発３ －図形－
第５回 模擬授業の実施と検討１（中学校 一次方程式）
第６回 模擬授業の実施と検討２（中学校 二次方程式）
第７回 模擬授業の実施と検討３（中学校 図形の合同）
第８回 模擬授業の実施と検討４（中学校 図形の相似）
第９回 模擬授業の実施と検討５（中学校 関数）
第10回 模擬授業の実施と検討６（中学校 デ－タの活用）
第11回 模擬授業の実施と検討７（高等学校 図形）
第12回 模擬授業の実施と検討８（高等学校 関数）
第13回 模擬授業の実施と検討９（高等学校 微積分）
第14回 模擬授業の実施と検討10（高等学校 デ－タの分析）
第15回 到達度チェック

●準備学習（予習・復習等）の内容
予習として事前配布資料や学習指導案を熟読し，板書計画を作

成するなどして模擬授業の準備をしておくこと（２時間程度）。
復習として模擬授業を振り返り，不十分である箇所を明確にして
学習指導案や板書計画を改善すること（２時間程度）。

●事後指導・フィードバック
課題に対するレポ－ト結果，学習指導案，板書計画については

授業内でコメントする。

●評価方法・基準
期末評価試験（60％），課題・模擬授業（20％），受講態度（20％）

で評価する。

●履修上の留意点
教職を目指す者として強い意欲を持ち，積極的な態度で受講す

ること。

●教科書
１．文部科学省 中学校学習指導要領（平成29年告示）解説数

学編
２．文部科学省 高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説

数学編 理数編
３．必要に応じて講義資料を配布する

●参考書
１．中学校，高等学校の数学教科書
２．岩崎秀樹・溝口達也 ⽝新しい数学教育の理論と実践⽞ ミ

ネルヴァ書房 2019年 2800円

科 目 名 工業科教育法Ⅰ

担 当 者 柿原 幸一

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
我が国が，さらに発展するためには工業技術力は不可欠であり，

工業教育の果たす役割は大きい。
本講義では，工業教育の基盤となる高等学校教育の現状を把握

し，実践につながる工業教育の実際について考えていきます。
（学習目標）
１ 高等学校における工業教育の歴史を理解し，現状の工業教

育の実際について考えることができる。
２ 高等学校学習指導要領に示された工業科の目標や内容につ

いて理解する。

●授業計画
第１回 オリエンテーション・講義概要
第２回 学校教育における工業技術教育の役割と課題
第３回 学校の組織と管理運営
第４回 学校職員の服務
第５回 我が国の工業技術教育のあゆみ
第６回 北海道の工業高等学校の工業技術教育変遷史
第７回 諸外国の工業技術教育の現状
第８回 工業高等学校の教育課程編成
第９回 高等学校の学習指導要領の変遷史
第10回 学習指導要領の要約
第11回 各科目の構成と内容
第12回 学習と授業理論
第13回 教育評価
第14回 教材と教具・情報機器の活用
第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
（予習） 次回の授業用レジュメを通読と確認をすること。（２
時間程度）
（復習） 講義の理解・不十分の箇所を明確にし，次の講義の準
備をしておくこと。（２時間程度）

●事後指導・フィードバック
期末評価試験結果とその講評を掲示板にて公表する。

●評価方法・基準
期末評価試験（80％），レポート（20％）で評価する。

●履修上の留意点
教職を目指すものとして，強い意欲を持ち，積極的な態度で受

講する。

●教科書
特になし。

●参考書
文部科学省⽛高等学校学習指導要領解説 工業編⽜
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科 目 名 工業科教育法Ⅱ

担 当 者 柿原 幸一

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
工業教育を取り巻く環境を踏まえ高等学校工業教育の方向性に

ついて理解することが大切です。
本講義では，高等学校工業科の教員として必要な知識・理解及

び指導方法を習得し， 具体的な学習指導理論の理解を図るとと
もに，授業場面を想定した授業設計について考えていきます。
（学習目標）
１ 教科指導法の基本を学び，学習指導要領に示された工業科

の目標や内容について理解する。
２ 工業教育の基本的事項及び高等学校における現状や課題を

理解し，教員として教育現場でどのように取り組んでいけ
ばよいか考えることができる。

●授業計画
第１回 工業高等学校の課題と展望
第２回 教育改革の動向Ⅰ 教育改革の流れ
第３回 教育改革の動向Ⅱ 教育改革を巡る各種答申
第４回 教育関連法令Ⅰ 教育に関する法令
第５回 教育関連法令Ⅱ 工業教育に関する法令
第６回 工業高等学校の実際Ⅰ 工業高等学校について
第７回 工業高等学校の実際Ⅱ 工業高等学校教育の実際
第８回 工業高等学校進路指導Ⅰ キャリア教育
第９回 工業高等学校進路指導Ⅱ 工業高等学校の進路指導
第10回 工業高等学校と学習指導Ⅰ 模擬授業の実施と評価１
第11回 工業高等学校と学習指導Ⅱ 模擬授業の実施と評価２
第12回 工業科教師と生徒指導 生徒指導提要
第13回 工業科教師と ICT教育
第14回 工業科教師と適正
第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
（予習） 次回の授業用レジュメを通読と確認をすること。（２
時間程度）
（復習） 講義の理解・不十分の箇所を明確にし，次の講義の準
備をしておくこと。（２時間程度）

●事後指導・フィードバック
期末評価試験結果とその講評を掲示板にて公表する。

●評価方法・基準
期末評価試験（80％），レポート（20％）で評価する。

●履修上の留意点
教職を目指すものとして，強い意欲を持ち，積極的な態度で受

講すること。

●教科書
特になし。

●参考書
文部科学省⽛高等学校学習指導要領解説 工業編⽜
文部科学省⽛生徒指導提要⽜

科 目 名 情報科教育法Ⅰ

担 当 者 吉本 満

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
高等学校共通教科⽛情報⽜を担当するために，必要な知識や教

授スキル等を習得することを目的とする。
具体的には，学習指導要領に基づく教科⽛情報⽜の教育目標を

明確にして，指導の内容について考察する。さらに，指導内容を
最も効果的に教授するにはどうしたら良いか，授業環境や授業計
画，学習指導について検討する。そして，これらの知識を身につ
けた上で，第２学期の⽛情報科教育法Ⅱ⽜では，一人一人が模擬
授業を行って教科⽛情報⽜の授業設計を体現する。
（学習目標）
１．教科⽛情報⽜の目標と各科目の主な内容並びに全体構造を

理解し，説明することができる。
２．単元ごとのねらいを理解し，指導上のポイント・留意点な

どを説明することができる。
３．自らもコミュニケーション能力を養い，情報社会に積極的

に参画する態度を身につける。

●授業計画
第１回 ガイダンス，高等学校における情報教育の現状
第２回 学習指導要領の解説，教科⽛情報⽜の取扱い内容と科

目構成等
第３回 ⽛情報社会の問題解決⽜に関する指導の要点⑴

問題を発見・解決する方法について
第４回 ⽛情報社会の問題解決⽜に関する指導の要点⑵

情報社会における個人の果たす役割等について
第５回 ⽛情報社会の問題解決⽜に関する指導の要点⑶

情報技術が果たす役割と望ましい情報社会の構築につ
いて

第６回 ⽛コミュニケーションと情報デザイン⽜に関する指導
の要点⑴
メディアの特性とコミュニケーション手段について

第７回 ⽛コミュニケーションと情報デザイン⽜に関する指導
の要点⑵
情報デザインについて

第８回 ⽛コミュニケーションと情報デザイン⽜に関する指導
の要点⑶
効果的なコミュニケーションについて

第９回 ⽛コンピュータとプログラミング⽜に関する指導の要
点⑴
コンピュータの仕組みについて

第10回 ⽛コンピュータとプログラミング⽜に関する指導の要
点⑵
アルゴリズムとプログラミングについて

第11回 ⽛コンピュータとプログラミング⽜に関する指導の要
点⑶
モデル化とシミュレーションについて

第12回 ⽛情報通信ネットワークとデータの活用⽜に関する指
導の要点⑴
情報通信ネットワークの仕組みと役割について

第13回 ⽛情報通信ネットワークとデータの活用⽜に関する指
導の要点⑵
情報システムとデータの管理について

第14回 ⽛情報通信ネットワークとデータの活用⽜に関する指
導の要点⑶
データの収集・整理・分析について

第15回 教員の ICT活用能力，課題レポート提出と要旨発表，
まとめ（ディスカッション）
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●準備学習（予習・復習等）の内容
毎回ミニレポート・小テストを課す。情報分野は常に変化して

おり，新たな知識や技能を吸収するよう課題意識を持って学習に
取り組むこと。（予習・復習 ２時間程度）

●事後指導・フィードバック
ミニレポート・小テスト結果は次回授業時，課題レポートは最

終授業の要旨発表内でコメントする。

●評価方法・基準
課題レポート（30％），各種演習・ミニレポート・小テスト（50％），

講義・討議参加状況（20％）等により，総合的に評価する。
出席率が70％を下回った場合は，単位認定しない。

●履修上の留意点
教師という職業を目指すに値する態度で受講すること。

●教科書
特になし。（毎回，講義資料を配付）

●参考書
新高等学校学習指導要領解説・情報編（文部科学省）
高等学校情報科用教科書⽛情報Ⅰ⽜（実教出版）
高等学校情報科⽛情報Ⅰ⽜教員研修用教材（文部科学省）

科 目 名 情報科教育法Ⅱ

担 当 者 吉本 満

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
⽛情報科教育法Ⅰ⽜に引き続いて，教科⽛情報⽜を担当するため
に必要な知識や教授スキルの習得を目的とする。
実際の教科指導において行われる，一連の教授法・学習評価・

教材研究など演習や実践を通して，具体的な授業場面を想定した
授業設計を体系的に学ぶ。
（学習目標）
１．指導計画・評価方法・教授法等を理解し，学習指導案の作

成や授業設計を行う方法を身に付ける。
２．教科の指導内容について，豊富な教材研究と自主研修等に

より，専門性と指導力の基礎を高めることができる。
３．授業評価等に基づいて，授業をより良く改善していく意識

を持つことができる。

●授業計画
第１回 ガイダンス，教育課程編成の手順について
第２回 学習指導について（心構え・求められる授業・教材研

究・研修）
第３回 学習指導の計画（年間指導計画，単元指導計画，学習

指導案）
第４回 学習指導の実践（学習形態・指導の工夫・基本的な指

導技術）
第５回 学習指導の評価（観点別評価・授業評価を活かした授

業改善）
第６回 年間指導計画の作成（情報Ⅰ）〈演習〉
第７回 学習指導案の作成 ①（目標と指導内容）〈演習〉
第８回 学習指導案の作成 ②（観点別評価）〈演習〉
第９回 教材研究の実際〈演習〉
第10回 模擬授業①⽛情報社会の問題解決，コミュニケーショ

ンと情報デザイン⽜授業研究〈実践〉
第11回 模擬授業②⽛コンピュータとプログラミング⽜授業研

究〈実践〉
第12回 模擬授業③⽛情報通信ネットワークとデータの活用⽜

授業研究〈実践〉
第13回 授業の振り返りと改善〈合評〉
第14回 情報モラル教育について
第15回 情報科教育の課題と展望，まとめ（ディスカッション），

演習課題の提出

●準備学習（予習・復習等）の内容
情報分野は常に変化している。新たな知識や技能を吸収するよ

うに，常に課題意識を持って学習に取り組むこと。（予習・復習
２時間程度）

●事後指導・フィードバック
演習・模擬授業評価は合評会でコメントする。

●評価方法・基準
レポート（20％），各種演習・模擬授業（70％），講義・討議参

加状況（10％）等により，総合的に評価する。
出席率が70％を下回った場合は，単位認定しない。

●履修上の留意点
⽛情報科教育法Ⅰ⽜を履修していること。

●教科書
特になし。（毎回，講義資料を配付）

●参考書
新高等学校学習指導要領解説・情報編（文部科学省）
高等学校情報科用教科書⽛情報Ⅰ⽜（実教出版）
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科 目 名 理科教育法Ⅰ

担 当 者 小形 秀雄

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
学習指導要領の趣旨や全体構造を理解するとともに，中学校・
高等学校理科における教育目標，育成を目指す資質・能力を理解
し教科のカリキュラム構成，授業の分析や授業開発方法の研究な
どを通して，授業づくりや学習指導についての実践的力を育成す
る。
（学習目標）
１．学習指導要領における理科の目標及び主な内容並びに全体
構造を理解できるようになる。

２．個別の学習内容について指導上の留意点を理解できるよう
になる。

３．学習内容に適し，実践につながる指導方法を修得できるよ
うになる。

●授業計画
第１回 オリエンテ－ション・学校教育法と理科の教育課程
第２回 海外の理科教育と理科教育の目標
第３回 理科教育の現状と課題
第４回 学習指導要領の改善の方向性
第５回 中学校の学習指導要領理科の特徴
第６回 中学校の学習指導要領理科の目標と内容 －第１分

野－
第７回 中学校の学習指導要領理科の目標と内容 －第２分

野－
第８回 高等学校の学習指導要領理科の特徴
第９回 高等学校の学習指導要領理科の目標と内容 －物理・

化学－
第10回 高等学校の学習指導要領理科の目標と内容 －生物・

地学－
第11回 指導計画作成の手順
第12回 理科の授業と指導技術
第13回 理科の授業と評価
第14回 探究活動と探究的な学習
第15回 到達度チェック

●準備学習（予習・復習等）の内容
予習として事前配布資料を熟読し，疑問点を調べて確認してお
くこと（２時間程度）。復習として授業で理解が不十分である箇
所を明確にして次の授業で質問できるよう準備すること（２時間
程度）。

●事後指導・フィードバック
課題に対するレポ－ト結果については授業内でコメントする。

●評価方法・基準
期末評価試験（60％），課題（20％），受講態度（20％）で評価
する。

●履修上の留意点
教職を目指す者として強い意欲を持ち，積極的な態度で受講す
ること。

●教科書
１．文部科学省 中学校学習指導要領（平成29年告示）解説理
科編

２．文部科学省 高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説
理科編 理数編

３．毎回講義資料を配布する

●参考書
１．中学校，高等学校の理科教科書
２．畑中忠雄 ⽝四訂 若い先生のための理科教育概論⽞ 東洋
館出版社 2018年 2530円

３．左巻健男・吉田安規良 ⽝新訂 授業に活かす理科教育法⽞
東京書籍 2019年 2530円

科 目 名 理科教育法Ⅱ

担 当 者 小形 秀雄

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
学習指導案の作成などを通して，授業づくりや学習指導につい

ての実践的力を育成する。学習指導案に基づいた模擬授業を行
い，互いに評価し合う。模擬授業の実践とその振り返りを通して，
授業改善の視点を身に付ける。
（学習目標）
１．学習指導案の構成を理解し，具体的な授業を想定した授業

設計と学習指導案を作成できるようになる。
２．理科の特性に応じた ICT及び教材の効果的な活用法を理

解し，実践的教科指導力を修得できるようになる。
３．模擬授業の実施とその振り返りを通して，授業改善の視点

を身に付けることができるようになる。

●授業計画
第１回 理科における ICTの活用
第２回 理科における安全指導と野外学習
第３回 理科の授業と環境・防災教育
第４回 理科における観察・実験の意義と教材研究
第５回 理科の現代的課題
第６回 学習指導案の作成１ －評価規準，指導計画－
第７回 学習指導案の作成２ －本時の展開－
第８回 学習指導案の作成３ －作成の完成－
第９回 各自作成した学習指導案のブレゼンテ－ション
第10回 作成した学習指導案に基づいた模擬授業１
第11回 作成した学習指導案に基づいた模擬授業２
第12回 作成した学習指導案に基づいた模擬授業３
第13回 作成した学習指導案に基づいた模擬授業４
第14回 作成した学習指導案に基づいた模擬授業５
第15回 到達度チェック

●準備学習（予習・復習等）の内容
予習として事前配布資料や学習指導案を熟読し，疑問点を調べ

て確認しておくこと（２時間程度）。復習として授業で理解が不
十分である箇所を明確にして次の授業で質問できるよう準備する
こと（２時間程度）。

●事後指導・フィードバック
課題に対するレポ－ト結果や学習指導案については授業内でコ

メントする。

●評価方法・基準
定期試験（60％），課題・模擬授業（20％），受講態度（20％）

で評価する。

●履修上の留意点
教職を目指す者として強い意欲を持ち，積極的な態度で受講す

ること。

●教科書
１．文部科学省 中学校学習指導要領（平成29年告示）解説理

科編
２．文部科学省 高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説

理科編 理数編
３．毎回講義資料を配布する

●参考書
１．中学校，高等学校の理科教科書
２．畑中忠雄 ⽝四訂 若い先生のための理科教育概論⽞ 東洋

館出版社 2018年 2530円
３．左巻健男・吉田安規良 ⽝新訂 授業に活かす理科教育法⽞

東京書籍 2019年 2530円
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科 目 名 理科教育法Ⅲ

担 当 者 宮嶋 衛次

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
中学校・高等学校理科の教材研究に取り組み，観察・実験・実

習を取り入れた授業をデザインし，実践する力を身に付ける。ま
た，ICTを活用して地域素材の教材開発に取り組むとともに，探
究活動の指導法を身に付ける。
（学習目標）
生徒の確かな学力を育む理科授業を実践するため，以下の教科

指導力を身に付ける。
１ 学習指導要領の内容を把握し，学習目標を明確にする力
２ 学習目標を確実に実現するための授業をデザインする力
（学習指導案の作成）

３ 生徒の興味関心を高め，主体性を育てる授業の実践力
４ 生徒の知識・技能を高め，思考力・判断力・表現力を育て

る授業の実践力
５ 観察・実験・実習のねらいを明確にし，安全に行うことが

できる実践力
６ ICTを用いて地域素材を教材化する力
７ 探究活動を指導する実践力

●授業計画
第１回 授業オリエンテーション 理想の理科授業についての

協議
第２回 （物質量と化学反応式）興味・関心を高める物質量の指

導法についての協議
第３回 （物質の構成） 物質の構成粒子を題材とした学習のね

らいの明確化と学習指導案の作成
第４回 （科学と人間生活） 物質の分離・精製を題材とした実

験等を安全に行う指導法の研究
第５回 （ヒトの体の調節） 興味・関心を高める免疫の指導上

についての協議
第６回 （生物の特徴）生物とエネルギーを題材とした学習の

ねらいの明確化と学習指導案の作成
第７回 （生物の多様性と生態系） ICT を活用して地域の生

態系を学ぶ指導法の研究
第８回 探究活動の指導法 教科書に掲載されている探究活動

の指導方法についての協議
第９回 科学系部活動の指導法 中学高校科学部の活動・研究

の調査・分析と指導法についての協議
第10回 模擬授業の実施と批評及び検討１ー化学生物分野（物

質量と化学反応式）
第11回 模擬授業の実施と批評及び検討２ー化学生物分野（物

質の構成）
第12回 模擬授業の実施と批評及び検討３ー化学生物分野（ヒ

トの体の調整）
第13回 模擬授業の実施と批評及び検討４ー化学生物分野（生

物の特徴）
第14回 模擬授業の実施と批評及び検討５ー化学生物分野（自

然と人間）
第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
（予習）各回の授業項目と中学校・高校で履修した関連領域を復
習し，把握しておくこと
課題について，模擬授業・プレゼンの準備をすること
（復習）前回の課題について授業中に協議した結果をまとめ，レ
ポートを提出すること
（予習・復習 各２時間）

●事後指導・フィードバック
模擬授業，プレゼン及びレポートについては授業内でコメント

し，フィードバックする。

●評価方法・基準
模擬授業・プレゼン（50％），協議等参加状況・貢献（30％），

レポート（20％）

●履修上の留意点
⽛信頼される理科教員⽜になるという断固たる決意を持って授
業に参加すること

●教科書
中学校理科教科書および高校教科書⽛化学基礎⽜⽛生物基礎⽜
中学校学習指導要領（平成29年告示）解説理科編（文部科学省）
高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説理科編理数編（文

部科学省）

●参考書
高校教科書⽛化学⽜⽛生物⽜ 授業中に適宜資料を配付する
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科 目 名 理科教育法Ⅳ

担 当 者 宮嶋 衛次

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
中学校・高等学校理科の教材研究に取り組み，観察・実験・実

習を取り入れた授業をデザインし，実践する力を身に付ける。ま
た，ICTを活用した教材開発に取り組むとともに，課題研究の指
導法を身に付ける。
（学習目標）
生徒の確かな学力を育む理科授業を実践するため，以下の教科

指導力を身に付ける。
１ 学習指導要領の内容を把握し，学習目標を明確にする力
２ 学習目標を確実に実現するための授業をデザインする力
（学習指導案の作成）

３ 生徒の興味関心を高め，主体性を育てる授業の実践力
４ 生徒の知識・技能を高め，思考力・判断力・表現力を育て

る授業の実践力
５ 観察・実験・実習のねらいを明確にし，安全に行うことが

できる実践力
６ ICTを活用したわかる授業の実践力
７ 課題探究を指導する実践力

●授業計画
第１回 授業オリエンテーション 分かる授業についての協議

ICT活用と分かる授業
第２回 （物体の運動とエネルギー）興味・関心を高める力のつ

り合いの指導法についての協議
第３回 （様々な物理現象） 音と振動を題材とした学習のねら

いの明確化と学習指導案の作成
第４回 （エネルギーの利用） エネルギーとその利用を題材と

した ICTを活用した授業の指導法の研究
第５回 （地球のすがた） 興味・関心を高める岩石・鉱物の指

導法についての協議
第６回 （地球の大気と海洋） 地域素材を活用して大気の運動

を学ぶ指導法の研究
第７回 外国と日本の理科教育の指導法調査
第８回 探究活動の指導法 教科書に掲載されている探究活動

の指導方法についての協議
第９回 課題研究の指導法 SSH校での課題研究の指導法に

ついての協議
第10回 楽しい科学の企画 子どもたちに科学の楽しさを教え

る企画の立案
第11回 模擬授業の実施と批評及び検討１ー物理地学分野（物

体の運動とエネルギー）
第12回 模擬授業の実施と批評及び検討２ー物理地学分野

（様々な物理現象）
第13回 模擬授業の実施と批評及び検討３ー物理地学分野（地

球のすがた）
第14回 模擬授業の実施と批評及び検討４ー物理地学分野（変

動する地球）
第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
（予習）各回の授業項目と中学校・高校で履修した関連領域を復
習し，把握しておくこと
課題について，模擬授業・プレゼンの準備をすること
（復習）前回の課題について授業中に協議した結果をまとめ，レ
ポートを提出すること
（予習・復習 各２時間）

●事後指導・フィードバック
模擬授業，プレゼン及びレポートについては授業内でコメント

し，フィードバックする。

●評価方法・基準
模擬授業・プレゼン（50％），協議等参加状況・貢献（30％），

レポート（20％）

●履修上の留意点
⽛信頼される理科教員⽜になるという断固たる決意を持って授
業に参加すること

●教科書
中学校理科教科書および高校教科書⽛物理基礎⽜⽛地学基礎⽜
中学校学習指導要領（平成29年告示）解説理科編（文部科学省）
高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説理科編理数編（文

部科学省）

●参考書
高校教科書⽛物理⽜⽛地学⽜ 授業中に適宜資料を配付する
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科 目 名 教育学概論

担 当 者 荻原 克男

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 １年 教職
１部１年 社教

●授業のねらい
（授業のテーマ）
社会環境の変化にともない，日本の教育はこれまで数々の課題
に直面してきた。受験競争，不登校，いじめ，学力低下，格差・
貧困，等々。これらの課題にこたえるため，そのたびに教育改革
が提唱され様々な手直しが行われてきた。そこでは，繰り返し公
教育の思想・制度・実践に反省が加えられ，その批判的な再構成
が試みられてきた。それゆえ，現代教育の課題を的確に捉えるた
めには，近代が生み出した公教育とはいかなるものかについて基
本的な理解を得ることが欠かせない。本授業では，戦後日本の教
育に題材を求めながら，具体的かつ理論的な検討を行う。
（＊この科目は⽛教育の基礎的理解⽜に関する科目のうち，教育
の理念・歴史・思想にかかわる区分に位置づけられるものである。）
（学習目標）
１．近代が生み出した教育をめぐる思想・制度・実践の基本的
特徴について多角的な視点から述べることできる。

２．近代公教育の史的継承・発展としての現代教育の特質と課
題について的確に述べることができる。

３．上記1,2を踏まえて，今日的な教育課題をどう捉えればよ
いか，自分なりの視点・考え方を述べることができる。

●授業計画
第１回 オリエンテーション
第２回 教育の理念：教育とは何であり，何でないか
第３回 教育の人間科学的基盤
第４回 歴史のなかの＜子ども＞と教育思想
第５回 近代＜教育＞の思想
第６回 模倣・学習・教育：徒弟制から学校へ
第７回 学級の歴史とその変容
第８回 進級・進学と試験
第９回 近代学校制度の成立と展開
第10回 戦後日本公教育の歩み⑴敗戦から高度成長期へ
第11回 戦後日本公教育の歩み⑵産業社会の終焉と教育改革の

時代
第12回 教師という職業～その歴史と変容～
第13回 学校から社会への移行
第14回 教育と持続可能性
第15回 公教育の近未来像～人間形成と社会形成～

●準備学習（予習・復習等）の内容
次回の課題について予習し，その結果を書き出しておく（１時
間程度）。配付プリントをもとに学習した内容を再確認しておく
（１時間程度）とともに，参考文献によって自分の関心のあるテー
マについて理解を深める（１時間程度）。

●事後指導・フィードバック
事前課題について受講者の解答例を授業内で共有し意見交換と
解説を行う。各回のテーマに関連した探求課題についてグループ
討議を行う（コロナ感染状況を注視しながら実施の可否を判断）。

●評価方法・基準
筆記試験により評価する。

●履修上の留意点
初回のオリエンテーションには必ず出席すること（本授業の評
定の仕方や受講条件などについて詳しく説明する。やむを得ず欠
席した場合でも必ず当日の配付資料を熟読すること。）

●教科書
特に指定しない。各回，プリント資料を配付する。欠席した回
のプリントは翌週の授業時に申し出者に手渡す。（２回以上の欠
席分については個別にメールを通じて申し出ること）

●参考書
オリエンテーション時に文献紹介を行うほか，各回のテーマに
応じて適宜紹介。

科 目 名 学校と教育の歴史

担 当 者 近藤健一郎

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
テーマ⽛教育・学校を歴史的・思想的な視点から考えてみよう⽜
皆さんのこれまでの学校体験について，現代日本における学校

の⽛日常⽜的な経験として，歴史的・思想的な視点からとらえな
おすことを試みる。
なお，この科目は，教員免許状（学校種・教科を問わない）を

取得しようとする学生にとって，⽛教育の理念並びに教育に関す
る歴史及び思想⽜の選択必修科目である。
（学習目標）
現代日本の学校・教育をとらえ返すために，教育の歴史・思想

に注目して学び，そのことを通じて教育の理念の変遷，学校・教
育に関する基本的な概念を修得する。
1,自らの教育・学校の体験を歴史的・思想的な視点からとらえ
なおすことができる。

2,学校・教育の特徴を歴史的・思想的な視点から理解できるよ
うになる。

3,教育の理念，学校・教育に関する基本的な概念を理解できる
ようになる。

●授業計画
第１回 ガイダンスー⽛教育・学校を歴史的な視点から考える⽜

ことの意味と課題・方法
第２回 学校の日常を歴史的・思想的にとらえなおす⑴ー学習

の集団：学級
第３回 学校の日常を歴史的・思想的にとらえなおす⑵ー学習

の道具：ノートと鉛筆，そして GIGAスクール構想
第４回 学校の日常を歴史的・思想的にとらえなおす⑶ー教科

外の諸活動：学校での儀式
第５回 西洋教育の思想に学ぶ⑴ー子どもへの注目と⽛子ども⽜

の発見：ルネサンス，宗教改革期，Ｊ・Ｊ・ルソー
第６回 西洋教育の思想に学ぶ⑵ー子どもの働く・学ぶ：産業

革命期
第７回 西洋教育の思想に学ぶ⑶ー子どもの権利：コルチャッ

クと⽛子どもの権利条約⽜
第８回 現代日本の学校のしくみを歴史的に把握する⑴ー日本

教育史概観
第９回 現代日本の学校のしくみを歴史的に把握する⑵ー教育

理念①：学制布告書と学制～近代日本における⽛学校⽜
の新設

第10回 現代日本の学校のしくみを歴史的に把握する⑶ー学校
制度：⽛分岐型⽜から⽛単線型⽜へ

第11回 現代日本の学校のしくみを歴史的に把握する⑷ー教育
理念②：大日本帝国憲法・教育勅語

第12回 現代日本の学校のしくみを歴史的に把握する⑸ー教育
理念③：日本国憲法・教育基本法

第13回 現代日本の学校のしくみを歴史的に把握する⑹ー教科
書：国定教科書から検定教科書へ

第14回 現代日本の学校のしくみを歴史的に把握する⑺ー教員
養成：⽛教員養成の開放制⽜の歴史的意味

第15回 授業のまとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
（予習）次回のテキスト範囲を通読し，わからない箇所を自覚し
て，授業に臨む（２時間程度）。
（復習）わからなかった箇所を中心に授業内容を確認するとと
もに，理解の不十分な箇所を明確にし，必要に応じて質問する（２
時間程度）。
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●事後指導・フィードバック
毎回の授業後に提出される質問に対して，次回の授業において

補足説明を行なう。毎回の復習をふまえて，授業に臨むこと。

●評価方法・基準
⑴毎回の授業において，わかったこと，もう少し説明してほし
いこと（≒わからなかったこと），授業を通じて考えたことを
記入して提出する。（平常点）【40％】

⑵試験（オンライン授業となった場合はレポート）により，学
習目標の達成を測る。（試験点）【60％】

●履修上の留意点
特になし。

●教科書
山崎準二編著⽝教育原論⽞学文社，2018年。

●参考書
佐藤秀夫⽝教育の文化史 ２ 学校の文化⽞阿吽社，2005年（購

入の必要はない）。
そのほか，随時紹介・配布する。

科 目 名 教職入門

担 当 者 五十嵐素子

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
近代以降の学校教育は，家族や地域社会が持っていた教育力を
取り込んできた。しかし今日さまざまな教育問題に関わって，学
校の役割・機能，教員の職務，教員の資質・能力の育成等が問い
直され，教育改革の論点になっている。
こうした背景を踏まえ本授業では現在の学校教育における教職
の意義及び役割，教員の資質能力・職務内容等を講義する。特に
教職と他の職業との違いを多面的に明らかにし，適時，管理職経
験を持つゲストスピーカーを交えながら，教職への意欲や適性を
考えさせ，教師を目指す動機づけになるよう指導する。
（学習目標）
本授業の到達目標は，現代社会における教職の重要性の高まり
を背景に，教職の意義，教員の役割・資質能力・職務内容等に関
する知識を身に付け，教職への意欲を高め，さらに自分の適性を
判断し，進路選択に資する教職の在り方を理解することである。

●授業計画
第１回 公教育の目的と教職の意義
第２回 今日の教員に求められる役割
第３回 子どもを支える学校内外の人々：チームとしての学校
第４回 子どもを支える学校内外の制度：専門機関との連携
第５回 教師の職業的特徴
第６回 教師の職務の全体像
第７回 進路選択としての教職
第８回 教師の職務と求められる基礎的な資質能力
第９回 教師の勤務：教員の服務と身分上の義務及び身分保障
第10回 学び続ける教師であるために⑴：実践の省察の必要性

とその方法
第11回 学び続ける教師であるために⑵：研修制度とその意義
第12回 現代の教育課題と求められる資質能力⑴：教員の働き

方改革
第13回 現代の教育課題と求められる資質能力⑵：環境・防災・

情報・国際理解教育等
第14回 教職課程の４年間をどう過ごすか
第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
予習として該当する部分のテキストを読み，関連する現在の事
柄について情報収集すること（２時間）。復習として，配布資料や
参考書を読み分からなかった部分を理解できるようにすること
（２時間）。

●事後指導・フィードバック
小テストやレポートの結果については授業内でコメントする。

●評価方法・基準
試験（60％）と課題や小テスト等（40％）によって総合的に評
価する。

●履修上の留意点
講義には積極的に参加すること。

●教科書
・⽛生徒指導提要⽜（令和年４月12月文部科学省）
適時，参考書を参照するよう指示し，毎回資料を配付する。

●参考書
・⽛中学校学習指導要領⽜（平成29年告示 文部科学省）
・⽛高等学校学習指導要領⽜（平成30年告示 文部科学省）
・⽛全国の学校における働き方改革事例集⽜（令和３年，文部科
学省）
・⽛北海道教育推進計画（2023年～2027年度）⽜（令和５年３月
北海道教育委員会）
・坂田仰ほか（著）⽛図解・表解教育法規 新版第４版⽜教育開
発研究所，令和３年
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科 目 名 教育社会学

担 当 者 五十嵐素子

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 １年 教職
１部１年 社教

●授業のねらい
（授業のテーマ）
教育社会学の視点について学び，その視点から家族，地域社会，

仲間集団，学校，職場等との関わりにおいて現れている教育課題
とその対応について具体的に検討していく。
（学習目標）
本授業の到達目標は，幅の広い教育観を形成するために教育社

会学の考え方を身につけ，社会の状況を理解し，その変化が学校
教育にもたらす影響とそこから生じる課題，並びにそれに対応す
るための教育政策の動向を理解することである。

●授業計画
第１回 教育社会学の考え方
第２回 社会化という視点
第３回 現代の家族と子どもの教育
第４回 仲間集団と人間形成
第５回 学校の社会的機能
第６回 かくれたカリキュラム
第７回 中等教育の社会的役割と機能
第８回 教育とジェンダー
第９回 教育問題への社会学的視点１：暴力行為，いじめ
第10回 教育問題への社会学的視点２：不登校，中退，学級崩

壊
第11回 教育問題への社会学的視点３：教育問題の説明
第12回 諸外国の教育事情や教育改革の動向１：学校と職業社

会の接続
第13回 諸外国の教育事情や教育改革の動向２：学校と地域の

連携
第14回 諸外国の教育事情や教育改革の動向３：学校安全への

対応
第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
予習として該当する部分のテキストを読み，関連する現在の問

題について情報収集すること（２時間）。復習として配布資料や
参考書を読み，分からなかった部分を理解できるようにすること
（２時間）。

●事後指導・フィードバック
課題の結果については講義内でコメントする。

●評価方法・基準
試験（60％）と課題や小テスト等（40％）によって総合的に評

価する。

●履修上の留意点
講義には積極的に参加すること。

●教科書
・岩永雅也・稲垣恭子（編）⽝新版 教育社会学⽞放送大学教育
振興会，2007年，2730円

ほか適時，参考書を参照し，資料を配付する。

●参考書
・⽛生徒指導提要⽜（令和４年12月，文部科学省）
・⽛学校安全資料⽝生きる力⽞をはぐくむ学校での安全教育⽜（平
成31年３月，文部科学省）

・久冨善之・山崎鎮親・長谷川裕（編）⽝図説 教育の論点⽞ 旬
報社，平成22年

科 目 名 教育行政学

担 当 者 荻原 克男

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
公教育制度の存在理由と機能について理解を深める。
公教育は制度というフィルター通して機能している。教室では

教師の熱意と生徒のやる気がすべてと思われがちだが，そうした
活気ある教室が成り立つかどうかに関しても，制度はきわめて重
要な役割をはたしている。学校をどこに，どれだけ配置すべきか。
学校の管理・運営はどのように行われるべきか。教育にかかる費
用を誰がどれだけ負担するのか。教育の質を向上させるには，教
員の勤務条件や生徒の学習環境をどのように整えればよいのか，
等々。これらについて一定の考え方と仕組みを備えたものが公教
育制度である。本授業では，このような公教育制度が果たしてい
る機能と，大きな社会変容のなかで直面している課題について学
ぶ。
（＊この科目は⽛教育の基礎的理解⽜に関する科目のうち，⽛教
育に関する社会的，制度的又は経営的事項⽜の区分に位置づけら
れるものである。）
（学習目標）
１．日本の公教育制度の基本的仕組みを理解する（関連する教

育法令の知識を含め）。
２．制度の仕組みや法令を丸暗記するのではなく，それを成り

立たせている原理や考え方と関連づけて捉えることができ
る。

３．現代の教育について，制度という視点から，自分なりの現
状評価と改善方向について意見を形作れるようになる。

●授業計画
第１回 オリエンテーション
第２回 ⽛制度⽜としての教育を考える
第３回 公教育制度とは何か
第４回 教職員に関わる行政制度
第５回 公教育と学校設置法制
第６回 学校体系における初等中等教育の位置
第７回 特別支援教育と学校外教育
第８回 教育課程行政～学習指導要領を⽛使いこなす⽜～
第９回 教育委員会と学校～公立学校の管理・運営～
第10回 学校と外部環境～学校と地域の連携～
第11回 学校統廃合～縮小社会のなかの教育環境整備～
第12回 学校安全～安全教育と危機管理～
第13回 教育財政に関わる制度
第14回 教育制度の法原理と現代的課題～教育の機会均理念・

再考～
第15回 まとめと到達度の確認

●準備学習（予習・復習等）の内容
テキストの次回分をあらかじめ読んでおき，疑問点や質問事項

を整理しておく（１時間程度）。学習した内容をテキスト及び配
付資料によって復習する（１時間程度）。小テストのための準備
学習を行う（１時間程度）。

●事後指導・フィードバック
各回の学習内容に関わる事前課題の提示および学習直後に小テ

ストを実施し，答え合わせと解説を行う。

●評価方法・基準
筆記試験（ただし，コロナ感染状況によって試験実施が困難と

想定される場合は，小テストの結果を評価対象とする。具体的に
どうするかは LMSを通じて連絡するので，随時 LMSを参照・確
認すること。）
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●履修上の留意点
初回のオリエンテーションで評価方法や受講条件などについて

説明するので，必ず出席すること。

●教科書
青木栄一編著⽝教育制度を支える教育行政⽞ミネルヴァ書房
（※教科書は各自で購入，準備しておくこと。学園生協書籍に
も一定数を配置する）

●参考書
教科書の各章末に掲げられている文献のほか，必要に応じて適

宜紹介する。

科 目 名 教育心理学Ⅰ

担 当 者 浅村 亮彦

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 １年 教職
１部１年 社教

●授業のねらい
（授業のテーマ）
人間は誕生後，心身ともに変化していく。その変化が発達であ

るが，発達過程の全体像を理解するためには，見た目の変化だけ
でなく，直接見ることのできない心の変化をも理解し，さらには，
これらの発達的変化を生じさせる成熟や学習の相互作用も理解す
る必要がある。そこで本講義は，行動と心の発達的変化を中心と
して，それに関わる身体的発達や学習過程の相互作用，発達障害・
学習障害などを含めた，人間の発達過程及び学習過程を解説する。
（学習目標）
１．人の発達過程・学習過程について理解する。
２．発達に影響を及ぼす要因について理解する。
３．生徒指導に応用できる基礎的知識を習得する。

●授業計画
第１回 発達に関わる要因と学習過程
第２回 発達における遺伝と環境の影響
第３回 身体の発達
第４回 記憶と知識の発達
第５回 言語の発達
第６回 知能・創造性の発達
第７回 人格の発達
第８回 社会性の発達
第９回 学習の基礎理論と学習形態
第10回 学習の動機づけ
第11回 学習活動の実際⑴：発見学習，受容学習
第12回 学習活動の実際⑵：グループ学習，個別学習，アクティ

ブ・ラーニング
第13回 学習活動の実際⑶：学習評価と学習活動
第14回 発達障害・学習障害とその支援⑴：発達障害の分類と

特徴
第15回 発達障害・学習障害とその支援⑵：発達障害における

発達及び学習過程上の問題と支援の実際

●準備学習（予習・復習等）の内容
講義で扱われるテーマについて，事前に参考文献等を読み，基

本的概念や用語について確認しておくことが望ましい。（予習・
復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
講義内容に関する質問，補足，発展的内容については必要に応

じて指示，解説する。

●評価方法・基準
試験の成績によって評価する。

●履修上の留意点
単に講義を聞くだけではなく，ノートをまとめて復習する，理

解できなかった点は質問する，あるいは参考文献によって確認す
るなど，積極的に取り組む姿勢が必要である。

●教科書
テキストは指定しない。資料を配付する。

●参考書
鎌原雅彦・竹綱誠一郎（著）⽛やさしい教育心理学⽜ 有斐閣
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科 目 名 教育心理学Ⅱ

担 当 者 浅村 亮彦

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
学校教育の中心的活動である授業の教育効果を向上させるに

は，“学ぶ側”の理解・学習が促進されるよう，“教える側”が効果
的な授業展開を構築する必要がある。そのために重要なことは，
“教える側”が“学ぶ側”の理解・学習過程を十分に理解することで
ある。そこで本講義では，授業の基礎的過程としての人の理解・
学習過程を，発達過程との関係を踏まえながら解説する。さらに
は，近年増加傾向にある発達障害，学習障害についても解説する。
（学習目標）
１．人の発達過程・学習過程について理解する。
２．理解と学習に影響を及ぼす要因について理解する。
３．学習指導に応用できる基礎的知識を習得する。

●授業計画
第１回 発達過程と学習過程の特徴と関係
第２回 学習の定義と分類⑴：古典的条件づけ・観察学習
第３回 学習の定義と分類⑵：オペラント条件づけ・自己強化

学習
第４回 学習の動機づけに関わる要因⑴：統制感・原因帰属
第５回 学習の動機づけに関わる要因⑵：自己効力・内発的動

機づけ
第６回 学習の動機づけに関わる要因⑶：学習目標・難易度
第７回 記憶・知識の構造
第８回 発達過程，学習過程における記憶・知識の働き
第９回 思考・問題解決の特性
第10回 発達過程，学習過程における思考・問題解決の働き
第11回 学習指導・教育評価に関する基礎理論
第12回 学習指導・教育評価の学習への効果
第13回 発達障害とその支援
第14回 学習障害とその支援⑴：学習障害の分類と特徴
第15回 学習障害とその支援⑵：学習障害における発達及び学

習過程上の問題と支援の実際

●準備学習（予習・復習等）の内容
講義で扱われるテーマについて，事前に参考文献等を読み，基

本的概念や用語について確認しておくことが望ましい。（予習・
復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
講義内容に関する質問，補足，発展的内容については，必要に

応じて指示，解説する。

●評価方法・基準
試験の成績によって評価する。

●履修上の留意点
単に講義を聞くだけではなく，ノートをまとめて復習する，理

解できなかった点は質問する，あるいは参考文献によって確認す
るなど，積極的に取り組む姿勢が必要である。

●教科書
テキストは指定しない。資料を配付する。

●参考書
鎌原雅彦・竹綱誠一郎（著）⽛やさしい教育心理学⽜ 有斐閣

科 目 名 学校教育心理学

担 当 者 後藤 聡

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
乳幼児，児童及び生徒の心身の発達過程と青年期の特徴，学習

の過程，及び発達段階に配慮した学習活動の指導や教師としての
関わり方がテーマである。
発達の概念と規定要因，乳幼児期から青年期の各時期における

身体，運動，記憶，思考，社会性，道徳性と慣習の発達過程と青
年期の特徴について，代表的な理論を含めて解説するとともに，
それらの教育的意義について考察する。また，学習の概念，形態，
その過程を説明する行動主義と認知主義による学習理論の教育的
意義，アクティブな学習活動とその評価の技法，学習に影響を与
える要因について，学習活動への適用を含めて解説し，教師とし
ての資質向上を図る。
各回の授業では，一方的な講義で知識の伝達に終始することな

く，既存の研究結果などを考察することにより思考力を高めさせ，
双方向の学習，協働学習などのアクティビティを活用した受講者
の学びが実現できるように展開する。
（学習目標）
１．発達に関する理論を踏まえ，乳幼児，児童及び生徒の心身

の発達に対する外的及び内的要因，発達の概念と代表的理
論，及び教育における発達理解の意義を考えることができ
る。

２．各発達期における認知，社会性，道徳性と慣習，身体の発
達過程を理解し，青年期の特徴についての教育的意義を理
解した活動ができる。

３．様々な学習の形態や概念及びその過程を説明する代表的理
論，学習に影響を与える要因を理解して教育に活用できる。

●授業計画
第１回 ガイダンス
第２回 発達・学習の概念と教育的意義
第３回 発達の基礎理論と規定要因：成熟理論，行動主義理論，

環境閾値説
第４回 知覚の仕組みと発達
第５回 記憶の仕組みと発達
第６回 思考の仕組み
第７回 思考の発達
第８回 道徳性と慣習の仕組みと発達
第９回 身体の発達と今日的問題
第10回 青年期の社会性における発達的特徴
第11回 学習理論⑴：連合理論とその教育的意義
第12回 学習理論⑵：認知理論とその教育的意義
第13回 アクティブな学習活動と評価
第14回 カウンセリング理論に基づく話を聴く際の基本的態度
第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
事前の準備は必要ない。事後の復習を求める。
授業中・後の課題を提出すること。期限までの提出なき場合は

成績に加点されない。（以上について４時間程度）

●事後指導・フィードバック
課題を実施して理解度を把握し，必要に応じて受講者へ還元す

る。

●評価方法・基準
筆記試験（70％），課題（30％）による。
課題出題数の半分以上を提出していないと単位を与えない。
履修上の留意点を守れない受講者を減点することがある。
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●履修上の留意点
私語，授業に関係ない物の使用，行為を厳禁とする。

●教科書
使用しない。授業時に資料を配布する。

●参考書
授業中に紹介する。

科 目 名 特別支援教育概論

担 当 者 石塚 誠之

単 位 数 １ 開 講 期 第１学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
本授業の目的は，様々な障害や教育的ニーズのある幼児・児童

及び生徒，特に発達障害のある幼児・児童及び生徒，母国語や貧
困の問題等のある幼児・児童及び生徒，ギフテッド児らを特別の
教育的ニーズの対象者とし，彼らの学習上及び生活上の困難を理
解しながら，個別の教育的ニーズに対して，学校内外と連携を取
り組織的に対応するために必要な知識と支援方法の理解を深める
ことである。
（学習目標）
⑴特別の教育的ニーズのある幼児，児童及び生徒の生活上及び
学習上の困難を理解できる。

⑵個別の教育的ニーズに対応するための知識と支援方法を理
解できる。

⑶学校内外と連携し，組織的対応の必要性と意義について理解
できる。

●授業計画
第１回：講義のガイダンス ～特別の教育的ニーズ論とは？～
第２回：特別支援学校における特別の支援を必要とする幼児，

児童及び生徒
第３回：⽛通級による指導⽜の教育課程と⽛自立活動⽜の関連
第４回：個別の教育支援計画・個別指導計画の作成
第５回：障害のある幼児，児童及び生徒らの保護者支援のあり

方と支援体制の構築
第６回：インクルーシブ教育推進と特別の教育的ニーズのある

幼児，児童及び生徒
第７回：発達障害の障害特性と心身の発達
第８回：まとめと確認

●準備学習（予習・復習等）の内容
講義内容に関連するキーワードを含む参考文献・研究論文等を

探し，事前に目を通しておくこと（予習・復習各１時間50分）

●事後指導・フィードバック
講義の後半に理解度を確認する小テストを実施し，その回答に

ついて授業内でコメントする。また理解を深める資料等を紹介す
る。

●評価方法・基準
筆記試験80％，小レポート（20％）で評価する。

●履修上の留意点
特になし

●教科書
特になし。資料は PPT等で提示する。

●参考書
１）特別支援学校学習指導要領解説自立活動編（幼稚部・小学

部・中学部・高等部） 海文堂出版（2015）
２）教育臨床心理学 小林重雄（編）， 緒方明子（著）， 前

川久男（著）コレール社（2004）
３）生徒指導提要 教育図書（2011）
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科 目 名 教育課程論

担 当 者 岡部 善平

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
生徒にいつ，なにを学ばせるかという議論は，これまでさまざ

まな観点から展開されてきた。近年，各学校が自主的に教育課程
を編成するなど，教育の多様化・特色化が進展するなかで，教育
課程はそれを学ぶ生徒の実態にまで踏み込んで検討される必要に
迫られている。本講義では，学習指導要領の変遷および教育課程
に関する諸理論を検討し，今日の教育課程をめぐる状況と問題点
について考えていく。また，ユニークな教育課程をもつ事例校の
教育実践を取り上げながら，学校における教育課程編成の方法と
課題について考える。
（学習目標）
・中等教育における教育課程の編成・実施・評価の諸原理およ
び諸課題を検討し，それによって学校での教育課程編成に関
する基本的な視点を習得する。

・学習指導要領の内容について理解することを目指す。
・カリキュラム評価およびカリキュラム・マネジメントに関す
る基本的な視点を習得する。

●授業計画
第１回 オリエンテーション ―⽛教育課程⽜とはなにか
第２回 教育課程を捉える視点 ―自らの教育課程経験を振り

返る
第３回 学習指導要領の変遷① ―これまでの学習指導要領を

比較検討する
第４回 学習指導要領の変遷② ―変遷の社会的背景（1950年

代～70年代）
第５回 学習指導要領の変遷③ ―変遷の社会的背景（1980年

代～2000年代）
第６回 ⽛教育課程⽜と⽛カリキュラム⽜の概念
第７回 中等教育における教育課程の特質と課題① ―⽛必修⽜

と⽛選択⽜
第８回 中等教育における教育課程の特質と課題② ―⽛普通

教育⽜と⽛専門教育⽜
第９回 中等教育における教育課程の特質と課題① ―⽛統合⽜

と⽛分化⽜
第10回 カリキュラム評価の視点と方法
第11回 カリキュラム・マネジメントとは
第12回 カリキュラム・マネジメントの方法
第13回 カリキュラム改革私案① ―グループによる改革案の

検討
第14回 カリキュラム改革私案② ―改革案の発表
第15回 論点の整理と到達度チェック

●準備学習（予習・復習等）の内容
次回の授業に関する事前課題の提出が，定期的に求められます。

（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
事前課題の内容については授業内でコメントします。

●評価方法・基準
定期試験（55％），課題の提出と授業中の報告（45％）によって

総合的に判断します。

●履修上の留意点
講義概要について十分理解をしたうえで履修してください。
定期的にグループワークを取り入れる予定ですので，積極的に

授業に参加することが求められます。

●教科書
・⽛中学校学習指導要領⽜（平成29年告示 文部科学省），⽛高等
学校学習指導要領⽜（平成30年告示 文部科学省），⽛中学校学
習指導要領解説総則編⽜（平成29年告示 文部科学省），⽛高等
学校学習指導要領解説総則編⽜（平成30年告示 文部科学省）

・上記のテキストのほかに以下の参考書等を事前に指示し参照
するので準備しておくこと。

●参考書
・田中耕治・水原克敏・三石初雄・西岡加名恵（著）⽝新しい時
代の教育課程（第４版）⽞有斐閣，2018年

・根津朋実，田中統治（著）⽝カリキュラムの理論と実践⽞放送
大学教育振興会，2021年
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科 目 名 道徳教育指導論

担 当 者 鈴木 康裕

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
道徳教育は，人間が本来もっているよりよく生きたいという願
いやよりよい生き方を求め，実践する人間の育成を目指し，その
基盤となる道徳性を養う教育活動である。そうした道徳の意義や
原理等を踏まえ，学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育及び
その要となる道徳科の目標や内容，指導計画等を理解し，教材研
究や学習指導案の作成，模擬授業等を通して実践的な指導力を身
に付ける。また，グループディスカッションや問題解決的な学習
等を積極的に導入しながら，教員としての資質能力の向上を目指
す。
（学習目標）
１ 道徳の意義や原理等を踏まえ，学校における道徳教育の目
標や内容を理解する。

２ 学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育及びその要とな
る道徳科における指導計画や指導方法を理解する。

●授業計画
第１回 オリエンテーション及び講義概要について
第２回 道徳教育の現状と課題及び道徳教育の理論
第３回 道徳教育の経緯と道徳教育の意義・目標
第４回 道徳科の内容の理解と実際Ⅰ（主として自分自身に関

すること）
第５回 道徳科の内容の理解と実際Ⅱ（主として人との関わり

に関すること）
第６回 道徳科の内容の理解と実際Ⅲ（主として集団や社会と

の関わりに関すること）
第７回 道徳科の内容の理解と実際Ⅳ（主として生命や自然，

崇高なものとの関わりに関すること）
第８回 道徳科の指導計画類及び学習指導案等の作成
第９回 道徳教育の現代的課題と学習指導の多様な展開
第10回 道徳科の評価とその実際
第11回 学習指導案の研究と作成Ⅰ（生徒が主体的に道徳性を

育む指導）
第12回 学習指導案の研究と作成Ⅱ（生徒の発達や個に応じた

指導の工夫）
第13回 学習指導案の研究と作成Ⅲ（生徒の内面的な自覚を促

す授業展開）
第14回 学習指導案の研究と作成Ⅳ（多様な考え方を生かす言

語活動）
第15回 道徳教育のまとめと展望

●準備学習（予習・復習等）の内容
日常から新聞報道，書籍等を通して身近な教育問題に関心をも
つとともに，課題意識をもって講義に臨む。（予習・復習各30分程
度）

●事後指導・フィードバック
講義中や講義終了後に適宜求める課題やレポートはその都度，
あるいは次回の講義に提出する。

●評価方法・基準
課題，レポート，学習態度や発表等を加算して総合的に評価す
る。

●履修上の留意点
教育への様々な課題意識をもって講義に臨む。

●教科書
中学校学習指導要領（平成29年度告示）解説 特別の教科 道
徳編

●参考書
参考資料等は，適宜配布する。

科 目 名 総合的な学習の時間の指導

担 当 者 鈴木 康裕

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
総合的な学習の時間の指導計画の作成及び具体的な指導の仕

方，並びに学習指導の評価に関する知識・技能を身に付けるとと
もにいま求められる授業観の研究を深め，教員としての資質・実
践的な指導力の向上を図る。
（学習目標）
１ 総合的な学習の時間の意義や各学校における目標及び内容

を定める際の考え方を理解する。
２ 総合的な学習の時間の指導計画作成の考え方を理解し，そ

の実現のために必要な基礎的能力を身に付ける。
３ 総合的な学習の時間の指導と評価の考え方，及び実践上の

留意点を理解する。

●授業計画
第１回 オリエンテーション及び講義概要
第２回 総合的な学習の時間の目標と内容
第３回 総合的な学習の時間の指導計画の作成Ⅰ
第４回 総合的な学習の時間の指導計画の作成Ⅱ
第５回 総合的な学習の時間の実際Ⅰ
第６回 総合的な学習の時間の実際Ⅱ
第７回 総合的な学習の時間の評価
第８回 総合的な学習の時間のまとめと展望

●準備学習（予習・復習等）の内容
日常から新聞報道，書籍等を通して身近な教育問題に関心をも

つとともに，課題意識をもって講義に臨む。（予習・復習各30分程
度）

●事後指導・フィードバック
講義中や講義終了後に適宜求める課題やレポートはその都度，

あるいは次回の講義に提出する。

●評価方法・基準
課題，レポート，学習態度や発表等を加算して総合的に評価す

る。

●履修上の留意点
教育への様々な課題意識をもって講義に臨む。

●教科書
中学校学習指導要領（平成29年度告示）解説 総合的な学習の

時間編

●参考書
参考資料等は，適宜配布する。
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科 目 名 特別活動の指導

担 当 者 宮下 裕加

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
学校教育全体における特別活動の意義を理解し，⽛人間関係形

成⽜⽛社会参画⽜⽛自己実現⽜の三つの視点や⽛チームとしての学
校⽜の視点を持つとともに，学年の違いによる活動の変化，各教
科等との往還的な関連，地域住民や他校の教職員と連携した組織
的な対応等の特別活動の特質を踏まえた指導に必要な知識や素養
を身に付ける。
（学習目標）
授業目標 ： 特別活動の意義・指導の在り方を理解する。
到達目標 ： １） 教育課程全体で取組む特別活動の指導の

在り方を理解する。２） 特別活動における取組の評価・改善活
動の重要性を理解している。 ３） 合意形成に向けた話合い活
動，意志決定につながる指導及び集団活動の意義や指導の在り方
を例示することができる。４） 特別活動における家庭・地域住
民や関係機関との連携の在り方を理解している。

●授業計画
第１回 オリエンテーション，特別活動の特質と機能
第２回 特別活動は⽛人なり⽜

教員の資質能力と生徒の人間形成，プレゼン方式の
自己紹介（反転授業）

第３回 社会の変化と特別活動の役割 １
北海道における⽛求める教員像⽜について，この時

代に生きる私たちの矛盾から学ぶ（ディスカッション）
第４回 社会の変化と特別活動の役割 ２

特別活動の⽛チカラ⽜について，東日本大震災から
学ぶ（ディスカッション）

第５回 学習指導要領における特別活動の扱い
歴史的背景と育成を目指す生徒の資質・能力（反転

授業）
第６回 特別活動の指導計画と評価

教育委員会への提出書類から学ぶ（反転授業）
第７回 課外活動の指導と評価における類意点

生徒指導要録から学ぶ（ディスカッション）
第８回 学級活動・ホームルーム活動の重点
第９回 LHRの展開と役割

中学校，高校時代のリフレクション（グループワー
ク・プレゼン）

第10回 生徒会活動の重点
第11回 生徒会活動の展開と役割

中学校，高校時代のリフレクション（グループワー
ク・プレゼン）

第12回 ボランティア活動の展開
勤労生産と社会奉仕

第13回 学校行事の重点
第14回 学校行事の展開と役割

中学校，高校時代のリフレクション（グループワー
ク・プレゼン）

第15回 到達度チェック

●準備学習（予習・復習等）の内容
（予習）次回の講義内容について，指定箇所を通読するとともに
用語の確認と課題に取組むこと（２時間程度）。
（復習）次回の授業内で，前回授業内容の確認テストを実施する
ので，復習しておくこと（２時間程度）。

●事後指導・フィードバック
課題の評価やコメントについては，LMSで表示もしくは授業

内で実施する。
小テスト・定期試験の結果については，LMSで表示する。

●評価方法・基準
授業への参加態度（10点），課題・小テスト（20点），定期試験

（70点）とし，合計100点のうち60点以上で合格とする。

●履修上の留意点
⽛特になし⽜

●教科書
⽛特になし⽜

●参考書
中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 特別活動編・高等

学校学習指導要領（平成30年告示）解説 特別活動編
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科 目 名 教育方法論

担 当 者 後藤 聡

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
これからの社会を担う子どもたちに求められる資質，能力を育

成するために必要な教育の方法，技術がテーマである。
教師として理解しておく，あるいは身につけておくべき教育方

法，学習指導理論，授業を構成する要件，教育評価，さらには学
習結果の測定方法，自分の行った授業の分析方法，学習指導案の
仕組みについて解説する。さらに，教師の職務で活用できる教育
メディアについても概説する。
授業では，一方的な講義で知識の伝達に終始することなく，既

存の研究結果などを考察することにより思考力を高めさせ，双方
向の学習，協働学習などのアクティビティを活用して，主体的で
対話的な学びが実現できるように展開する。学習指導理論につい
ては，受講者自身が模擬的にそれらの授業を実感できるような実
践も導入し，体験的に理解できるようにする。
（学習目標）
１．教育方法の基礎的理論について説明できる。
２．これからの社会を担う子どもたちに求められる資質，能力

を育成するための様々な教育方法を活用できる。
３．教育評価の基礎的な考え方を理解して教育実践に活かすこ

とができる。
４．試験問題の種類に応じた特徴を活かして問題作成に適用で

きる。
５．教師の職務に教育メディアを活用できる。
６．学習指導案の構造を理解して作成できる。

●授業計画
第１回 ガイダンス
第２回 学習指導の組織形態：一斉学習，小集団学習，個別学

習
第３回 学習活動の違いによる学習指導法：講義法，討議法，

問答法，実験法，視聴覚法
第４回 学習指導理論⑴：有意味受容学習，概念地図法，自己

調整学習
第５回 学習指導理論⑵：発見学習，仮説実験授業
第６回 学習指導理論⑶：問題解決学習，プロジェクト学習，

系統学習，水道方式
第７回 小集団学習のための学習指導理論：習熟度別学級編成，

共同学習（シンク・ペア・シェア，バズ学習，ジグソー
学習）

第８回 個別化を図る学習指導理論⑴：完全習得学習，プログ
ラム学習

第９回 個別化を図る学習指導理論⑵：適正処遇交互作用，オー
プン・エデュケーション，ティーム・ティーチング

第10回 学習結果の測定
第11回 教育評価
第12回 授業分析の方法
第13回 教育メディアの活用
第14回 学習指導案
第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
事前の準備は必要ない。事後の復習を求める。
授業中・後の課題を提出すること。期限までの提出なき場合は

成績に加点されない。（以上について４時間程度）

●事後指導・フィードバック
課題を実施して理解度を把握し，必要に応じて受講者へ還元す

る。

●評価方法・基準
筆記試験（70％），課題（30％）による。
課題出題数の半分以上を提出していないと単位を与えない。
履修上の留意点を守れない受講者を減点することがある。

●履修上の留意点
私語，授業に関係ない物の使用，行為を厳禁とする。

●教科書
使用しない。授業時に資料を配布する。

●参考書
授業中に紹介する。

― 207 ―



科 目 名 教育と ICT活用

担 当 者 丸山 宏昌

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
情報通信技術を効果的に活用した学習指導や校務の推進の在り

方及び児童及び生徒に情報活用能力及び情報モラルを育成するた
めの指導法に関する基礎的な知識・技能を身に付ける。
（学習目標）
⑴情報通信技術（以下 ICT）の活用の意義と理論を理解するこ
と

⑵ ICTを効果的に活用した学習指導や校務の推進の在り方を
理解すること

⑶児童及び生徒に情報モラルを含んだ情報活用能力を育成さ
せるための基礎的な指導法を身に付けること

●授業計画
第１回：ICT活用の意義１：個別最適な学びと協働的な学び，

主体的・対話的で深い学び，特別の支援を必要とする
生徒への指導のよりよい実現 ※２月７日１時限目に
実施予定

第２回：ICTを活用した指導法１：ICT（デジタル教科書・教材
等含む）を効果的に活用した指導事例 ※２月７日２
時限目に実施予定

第３回：ICT活用の意義２：外部の人材/機関との連携と環境
整備，ICTを用いた効果的な校務の推進 ※２月７日
３時限目に実施予定

第４回：ICT活用の意義３：情報活用能力・情報モラルの教科
横断的育成 ※２月７日４時限目に実施予定

第５回：ICTを活用した指導法２：ICTを効果的に活用した基
礎的な指導法

第６回：ICT活用の意義４：遠隔・オンライン教育の意義と用
いられるシステムの利用法

第７回：ICTを活用した指導法３：教科の特性に応じた情報活
用能力の指導法

※第５回～第７回はコンピュータ実習室を使用するため，２月
19日～21日の期間中に履修者を１日毎にグループ分けした上
で，１～３時限目で実施予定

第８回：ICTを活用した学習評価：教育データを活用した指導
と教育情報セキュリティの重要性 ※２月22日４時限
目に実施予定

●準備学習（予習・復習等）の内容
授業ごとに出される課題に対して教科書や参考文献の記述を検

討したうえで期日までに提出する。（予習・復習各１時間50分）

●事後指導・フィードバック
授業後の課題の結果については LMS 内に表示し，演習時の

課題の結果については授業内でコメントする。

●評価方法・基準
授業後の課題提出（30％），演習時の課題提出（40％），最終テ

スト（30％）

●履修上の留意点
・教職課程履修者は必ず受講すること
・後半３回の実習には必ず参加すること
・事前に実施スケジュールを授業計画で把握の上，受講するこ
と

・2024年２月に集中講義として実施するため，授業計画に記載
のスケジュールを必ず確認すること。

●教科書
必要に応じて都度プリント配布
文部科学省⽝中学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編⽞

（2017）
文部科学省⽝教育の情報化に関する手引 （追補版）⽞（2021)

https://www. mext. go. jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/
mext_00117.html から必要部分をダウンロード（授業内で指示）

●参考書
適宜紹介する
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科 目 名 教育と ICT活用

担 当 者 奥村 稔

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
社会的背景の変化や急速な技術の発展の中で，個別最適な学び

と協働的な学びの実現や，主体的・対話的で深い学びの実現に向
けた授業改善が求められており，そこに情報通信技術（以下，ICT）
を活用することの意義がある。
そのような ICTを効果的に活用した学習指導や校務の推進の

在り方，及び児童及び生徒に情報活用能力及び情報モラルを育成
するための指導法に関する基礎的な知識や技能を修得する。
（学習目標）
１．社会的背景の変化や急速な技術の発展も踏まえて，個別最

適な学びと協働的な学びの実現や，主体的・対話的で深い
学びの実現に向けた授業改善を行うことができる。

２．ICTの活用の意義と理論を理解して，ICTを効果的に活用
した学習指導や校務を推進することができる。

３．情報モラルを含めた情報活用能力を育成させるための基礎
的な指導ができる。

●授業計画
授業計画 （※を付した３回の授業は，履修者をグループに分

けて，コンピュータ実習室でそれぞれ実施する。）
第１回 ICT活用の歴史と意義

（社会の変化や技術の発展を踏まえた個別最適で協働
的な学び，主体的・対話的で深い学び）

第２回 メディアと ICTの活用
（情報通信技術やデジタル教材を効果的に活用した基
礎的な指導法）

第３回 クラウド環境を生かした学習 ⑴ （※）
（情報通信技術を活用する上での留意点と，情報活用
能力の基礎的な指導法）

第４回 クラウド環境を生かした評価と改善 ⑵ （※）
（教科の特性を活かして横断的に育成する情報活用能
力と情報モラル）

第５回 メディアの特性を生かした学習活動の設計
（教育データを活用した指導と学習評価，教育情報セ
キュリティ）

第６回 学校内の ICT環境整備
（情報通信技術を活用した教育活動の推進）

第７回 ICTを活用した学習活動のデザイン （※）
（遠隔・オンライン教育の意義とシステム，外部の人材
や機関との連携）

第８回 ICTの活用とこれからの教育
（テクノロジーの変化と社会の変化，教育のこれから）

●準備学習（予習・復習等）の内容
予習としては，次回学習する範囲のスライド資料を通読し，内

容の概略を把握するようにする。授業の中で解決できるように，
不明な点を明らかにしておく（１時間50分以上）。復習としては，
授業の概要をまとめながら，重要な内容については，キーになる
用語を整理し，ポイントや全体像を理解するための整理を行う（１
時間50分以上）。

●事後指導・フィードバック
実習やレポートの結果を踏まえ，学習の内容や成果について，

授業内で振り返り，補足のコメントをする。

●評価方法・基準
授業の内容を踏まえて，評価の観点を示した上で複数回のレ

ポート提出を求め，それらに対する内容の評価を行う。（100％）

●履修上の留意点
特になし。

●教科書
特に使用しない。（スライド教材を配布）

●参考書
⽛ICT活用の理論と実践： DX時代の教師をめざして⽜ 稲垣
忠・佐藤 和紀編著 北大路書房 2,200円
教育工学選書Ⅱ９ ⽛初等中等教育における ICT活用⽜ 日本

教育工学会監修 高橋純・寺嶋浩介編著 ミネルヴァ書房
2,970円
文部科学省⽛教育の情報化に関する手引（追補版）⽜
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科 目 名 生徒・進路指導論
生徒指導

担 当 者 本間 敦志

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
進路指導・キャリア教育・生徒指導の意義や原理等を理解する。
児童及び生徒を対象とした学級・学年・学校における進路指導・

キャリア教育及び生徒指導の在り方と進め方を理解する。
（学習目標）
児童及び生徒が抱える個別の進路指導・キャリア教育上の課題

に向き合う指導の考え方と在り方を理解する。
児童及び生徒の抱える主な生徒指導上の課題と，養護教諭等の

教職員，家庭，外部の専門家，関係機関との校内外の連携も含め
た対応の在り方を理解する。

●授業計画
第１回 教育課程における進路指導・キャリア教育の位置づけ
第２回 教育活動におけるキャリア教育の視点と指導の在り方
第３回 進路指導・キャリア教育における組織的な指導体制と

家庭や関係機関との連携
第４回 キャリア教育におけるカリキュラムマネジメントとガ

イダンス機能
第５回 キャリアカウンセリングの基礎的な考え方と実践方法
第６回 進路指導・キャリア教育に関するまとめ
第７回 生徒指導の意義と目的について⽝生徒指導提要⽞から
第８回 生徒の⽛自己実現⽜のメカニズム
第９回 学校生活の内外の生徒指導：学校組織と他機関連携
第10回 逸脱行動への対応と今日的課題
第11回 非行少年の世界
第12回 いじめとは何か
第13回 いじめ問題を問い直す
第14回 これからの生徒指導に求められるもの
第15回 教育課題について考える

●準備学習（予習・復習等）の内容
関連する書籍等に目を通して，実際に自分が教師となり，どの

ように生徒に指導すべきかをイメージしながら要点をまとめ，学
習の準備をすること。また，講義終了後には自分の指導計画の振
り返りをするとともに，新たな気付きがあればその内容を記録し
ておくこと。（予習・復習２時間程度）

●事後指導・フィードバック
定期的な確認テストの結果と講評については LMSまたは掲示

板で，レポートの全体的な講評については掲示板で行う。

●評価方法・基準
授業終了後に実施する定期的な確認テスト８回򿀭５％，まと

めのレポート２回򿀭30％

●履修上の留意点
教職という，生徒の人格の形成につながる支援をするたの専門

的な学びですので，高い意識と意欲（関心と態度）を持って，受
講してください。

●教科書
特になし（配布資料を用いる）

●参考書
⽝中学校キャリア教育の手引き⽞ 文部科学省
⽝生徒指導提要⽞ 文部科学省
他適宜授業内で紹介する

科 目 名 教育相談

担 当 者 川俣 智路

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
本講義ではいじめ問題への対応，不登校の児童・生徒とその保

護者への対応，発達に偏りがある児童・生徒とその保護者への対
応，授業，行事などの学習の場においてサポートが必要な児童・
生徒とその保護者へに対応，家庭環境が不安定な児童・生徒とそ
の保護者への対応について学ぶ。また，こうした対応のためにカ
ウンセリングの基礎的技法，児童・生徒の能力や性格を理解する
アセスメント能力，情報を共有し対応を考える事例検討能力，支
援ニーズや不安定な養育体験が背景にある児童・生徒の理解と対
応方法，教室を過ごしやすい環境に改善するための知識や技術な
どについて身に付けることを目的とする。
講義の中では自分自身で考察する，体験的に学ぶ時間が用意さ

れているので，こうしたワークを通じて理論や技法を理解するこ
とが期待される。
（学習目標）
○いじめ，自殺，不登校等，子どものたちの心の危機への対応
を理解する。

○学習参加の保障，学習支援の理論と方法について理解する。
○特別支援教育，スクール・ソーシャルワーク等，学校を超え
た視点と方法について理解する。

●授業計画
第１回 教育相談とは何か
第２回 子どもの心と発達
第３回 聴き取ること～模擬カウンセリング～
第４回 相談を受けるとは？
第５回 いじめについて考える
第６回 いじめ対応について考える
第７回 不登校について考える
第８回 特別支援教育について考える
第９回 特別支援教育の実践
第10回 児童虐待とスクール・ソーシャルワーク
第11回 スクールカウンセラーの仕事とは
第12回 担任としての教育相談
第13回 授業での学びを支援する
第14回 事例検討の方法
第15回 まとめのワーク

●準備学習（予習・復習等）の内容
毎回，事前に確認しておく資料やWebサイトを提示しますの

でしっかり確認してきてください。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
毎回授業終了時に⽛大福帳⽜を記入して，それに対してフィー

ドバックを実施します。またオンラインにて確認問題を実施しま
す。

●評価方法・基準
毎回授業終了後に確認テストをオンラインにて実施します。

（ネットに繋がるスマホ，タブレット，PCを持参してください。
ない場合は貸与します）その確認テスト15回の合計とまとめワー
クの際の確認テストの合計で成績を出します。

●履修上の留意点
毎回，LMSにアクセスして自らの出席を登録してください。
ワークを欠席した場合には，代替の課題を提出する必要があり

ます。
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新型コロナウイルス感染症の影響などで対面授業の実施が難し
い場合，または対面授業への出席が難しい場合は，授業動画を視
聴してオンラインによる確認問題を実施することにより授業に参
加することも可能です。詳しくは初回の授業時に説明します。

●教科書
毎回資料を配付しますので，特に配布しません。

●参考書
⽝児童生徒理解のための教育心理学⽞ ナカニシヤ出版 2013年
⽝ガイドライン学校教育心理学⽞ ナカニシヤ出版 2016年

科 目 名 教育実習実践指導Ⅰ（地理）

担 当 者 菊地 達夫

単 位 数 １ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
本科目は，高等学校地理歴史科地理総合における地理的な指導

や授業改善を行い実践的（学習指導案作成・模擬授業）に学修す
る。
（学習目標）
１．地理授業の単元構造について理解できる
２．地理総合の内容・特色をふまえ基本的な指導（地図 GIS，

国際理解・協力，防災）について理解できる
３．地理授業の分析や改善の視点について理解できる

●授業計画
第１回 オリエンテーション（授業の目標，展開，評価などの

理解）
第２回 地理授業の良さとは何か
第３回 地理授業の分析や改善の在り方について（模擬授業の

実施をふまえ）
第４回 高校地理総合の内容・特色について
第５回 基本となる地理的な指導技術について
第６回 模擬授業・討論１（地図や GIS 1)
第７回 模擬授業・討論２（地図や GIS 2)
第８回 模擬授業・討論３（地図や GIS 3)
第９回 模擬授業・討論４（国際理解・協力 １）
第10回 模擬授業・討論５（国際理解・協力 ２）
第11回 模擬授業・討論６（国際理解・協力 ３）
第12回 模擬授業・討論７（持続可能な地域づくり １）
第13回 模擬授業・討論８（持続可能な地域づくり ２）
第14回 模擬授業・討論９（持続可能な地域づくり ３）
第15回 まとめ（地理総合の指導の在り方）

●準備学習（予習・復習等）の内容
高等学校地理歴史科地理（地理総合）に関する学習指導要領解

説の内容について熟読しておくこと。（１時間）

●事後指導・フィードバック
提出物・課題，模擬授業の結果は，返却の際，講評・補足解説

を行う。

●評価方法・基準
提出物（学習指導案他）50％ 作業課題（自己・他者の授業分

析）30％ 参加意欲・受講態度20％

●履修上の留意点
模擬授業は，原則，輪番制（学習指導案作成）に基づく。なお，

人数の状況によっては，協同授業を求める場合もある。
※適宜，関係する公開授業の案内も行う。
・遠隔授業の場合，原則，LMSを使用します。

●教科書
平成30年告示⽝高等学校学習指導要領解説地理歴史編⽞東洋館

出版社

●参考書
北俊夫・向山行雄（2014）：⽝新社会科授業研究の進め方ハンド

ブック⽞明治図書
吉水祐也編（2018）：⽝地理が苦手な先生のための中学社会地理

的分野の実践＆授業モデル⽞明治図書
千葉県高等学校教育研究会地理部会編（2019）：⽝新しい地理の

授業 高校⽛地理⽜新時代に向けた提案⽞二宮書店
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅱ（地理）

担 当 者 菊地 達夫

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
本科目は，高等学校地理歴史科地理探究における地理的な指導

や授業改善を行い実践的（学習指導案作成・模擬授業）に学修す
る。
（学習目標）
１．地理探究の内容をふまえ地理的な指導について説明できる
２．地理授業の分析や改善の視点について説明できる

●授業計画
第１回 オリエンテーション（授業の目標，展開，評価などの

理解）
第２回 地理探究の内容・特色
第３回 模擬授業・討論１（系統地理１・PCやタブレット端末

の活用）
第４回 模擬授業・討論２（系統地理２・PCやタブレット端末

の活用）
第５回 模擬授業・討論３（系統地理３・PCやタブレット端末

の活用）
第６回 模擬授業・討論４（系統地理４・PCやタブレット端末

の活用）
第７回 模擬授業・討論５（系統地理５・PCやタブレット端末

の活用）
第８回 模擬授業・討論６（系統地理６・PCやタブレット端末

の活用）
第９回 模擬授業・討論７（世界地誌１・PCやタブレット端末

の活用）
第10回 模擬授業・討論８（世界地誌２・PCやタブレット端末

の活用）
第11回 模擬授業・討論９（世界地誌３・PCやタブレット端末

の活用）
第12回 模擬授業・討論10（世界地誌４・PCやタブレット端末

の活用）
第13回 模擬授業・討論11（世界地誌５・PCやタブレット端末

の活用）
第14回 模擬授業・討論12（世界地誌６・PCやタブレット端末

の活用）
第15回 まとめ（地理探究の指導の在り方）

●準備学習（予習・復習等）の内容
高等学校地理歴史科地理（地理探究）に関する学習指導要領解

説の内容を熟読しておくこと。（１時間）

●事後指導・フィードバック
提出物・課題，模擬授業の結果は，返却の際，講評・補足解説

を行う。

●評価方法・基準
提出物（学習指導案他）50％ 作業課題（自己・他者の授業分

析）30％ 参加意欲・受講態度20％

●履修上の留意点
模擬授業は，輪番制（学習指導案作成）に基づく。なお，人数

の状況によっては，協同授業を求める場合もある。
＊適宜，関係する公開授業の案内も行う。
・遠隔授業の場合，原則，LMSを使用します。

●教科書
平成30年告示⽝高等学校学習指導要領解説地理歴史編⽞東洋館

出版社

●参考書
北俊夫・向山行雄（2014）：⽝新社会科授業研究の進め方ハンド

ブック⽞明治図書
吉水祐也編（2018）：⽝地理が苦手な先生のための中学社会地理

的分野の実践＆授業モデル⽞明治図書
千葉県高等学校教育研究会地理部会編（2019）：⽝新しい地理の

授業 高校⽛地理⽜新時代に向けた提案⽞二宮書店
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅰ（日本史）

担 当 者 石黒 清裕

単 位 数 １ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
教育実習に臨む上での基礎・基本を学ぶとともに，実習に向け

て教科指導力（わかる授業の展開）の向上を目指す。
（学習目標）
学校現場の実際について理解するとともに，教材研究・教材づ

くりを通して，日本史教員としての専門性を高め授業の実践力，
教師としての資質向上と教科指導力を育成する。

●授業計画
第１回 ガイダンス 授業の進め方の確認
第２回 教育実習の目的と意義，内容と方法・心構えについて
第３回 学校現場の実際（教師集団と生徒理解，コミュニケー

ション力の必要性）について
第４回 日本史の授業観察の視点・方法と実践
第５回 日本史の授業づくりの方法と準備（教材の収集と ICT

活用）
第６回 模擬授業実施に向けての説明と準備
第７回 模擬授業と評価Ⅰ 古代史分野①（黎明期の日本列島

と歴史的環境）
第８回 模擬授業と評価Ⅱ 古代史分野②（歴史資料と原始・

古代の展望）
第９回 模擬授業と評価Ⅲ 中世史分野①（中世への転換と歴

史的環境）
第10回 模擬授業と評価Ⅳ 中世史分野②（歴史資料と中世の

展望）
第11回 模擬授業と評価Ⅴ 近世史分野①（近世への転換と歴

史的環境）
第12回 模擬授業と評価Ⅵ 近世史分野②（歴史資料と近世の

展望）
第13回 模擬授業と評価Ⅶ 近代・現代史分野①（歴史資料と

近代の展望）
第14回 模擬授業と評価Ⅷ 近代・現代史分野②（近現代の地

域・日本と世界の画期と構造）
第15回 模擬授業で学べたことの整理と考察・評価，反省
※第７回から第14回までをとおして探究的な学習活動に関し
て，ICTを活用した授業を設計し実践する。各回で，⽛時代
を通観する問い⽜⽛考察・構想と表現⽜の指導法についても検
討する。

●準備学習（予習・復習等）の内容
受講生は模擬授業の範囲について，高校の教科書や資料集等関

連する単元を事前に学習する。（１時間）

●事後指導・フィードバック
・模擬授業終了後，受講生による合評会の実施。
・模擬授業終了後，受講生による⽛模擬授業評価シート⽜⽛模擬
授業実施後自己評価シート⽜（項目別評価・講評）の提出。

●評価方法・基準
・模擬授業の実施（学習指導案作成）（80％）
・学習指導案の提出（模擬授業以外の学習指導案：２時間分）
（20％）

●履修上の留意点
教職を志望するものとして，強い意欲と自覚を持ち，積極的な

姿勢で受講すること。

●教科書
・山川出版社 ⽝詳説 日本史探究⽞。
・山川出版社 ⽝詳説 日本史図録 第10版（日探705準拠）⽞
（2023年３月刊行予定）。
・⽝高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説⽛地理歴史編⽜⽞
文部科学省。

・⽝⽛指導と評価の一体化⽜のための学習評価に関する参考資料⽞
国立教育政策研究所教育課程研究センター。

上記書籍の購入については開講後連絡する。
・講義用レジュメ・資料，模擬授業の学習指導案はそのつど配
布する。

●参考書
講義時に適宜紹介する。
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅱ（日本史）

担 当 者 石黒 清裕

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
―わかる授業―の展開
学習指導案（授業案）の作成と実践的模擬授業の実際。

（学習目標）
教育実習実践指導Ⅰの履修を基に，さらに教師としての資質を

向上させるとともに，日本史の教員としての専門性を高め，授業
の実践力・教科指導力を育成する。

●授業計画
第１回 ガイダンス 授業の進め方の確認
第２回 模擬授業の説明と実際
第３回 模擬授業と評価Ⅰ 原始・古代史分野①（黎明期の日

本列島と歴史的環境）
第４回 模擬授業と評価Ⅱ 原始・古代史分野②（歴史資料と

原始・古代の展望）
第５回 模擬授業と評価Ⅲ 原始・古代史分野③（古代の国家・

社会の展開と画期）
第６回 模擬授業と評価Ⅳ 中世・近世史分野①（中世の日本

と社会）
第７回 模擬授業と評価Ⅴ 中世・近世史分野②（近世への転

換と歴史的環境）
第８回 模擬授業と評価Ⅵ 中世・近世史分野③（近世の国家・

社会の展開と画期）
第９回 模擬授業と評価Ⅶ 近代・現代史分野①（近代への転

換と歴史的環境）
第10回 模擬授業と評価Ⅷ 近代・現代史分野②（近現代の地

域・日本と世界の画期と構造）
第11回 模擬授業と評価Ⅸ 近代・現代史分野③（現代の日本

の課題の探究）
第12回 模擬授業と評価Ⅹ テーマ史① 北海道史
第13回 模擬授業と評価Ⅺ テーマ史② 文化史・女性史
第14回 模擬授業と評価Ⅻ テーマ史③ 外交史
第15回 模擬授業で学べたことの整理と考察・評価ならびに今

後に向けての実践的研究
※模擬授業の進め方は，受講生と調整の上，決定するので，上
記計画の（）内は変更する場合がある。また，第３回から第
14回までをとおして探究的な学習活動に関して，ICTを活用
した授業を設計し実践する。

●準備学習（予習・復習等）の内容
受講生は模擬授業の範囲について，高校の教科書や資料集等関

連する単元を事前に学習する。（１時間）

●事後指導・フィードバック
・模擬授業終了後，受講生による合評会の実施。
・模擬授業終了後，受講生による⽛模擬授業評価シート⽜⽛模擬
授業実施後自己評価シート⽜（項目別評価・講評）の提出。

●評価方法・基準
・模擬授業の実施（学習指導案作成）（80％）
・学習指導案の提出（模擬授業以外の学習指導案：２時間分）
（20％）

●履修上の留意点
教職を志望するものとして，強い意欲と自覚を持ち，積極的な

姿勢で受講すること。

●教科書
・山川出版社 ⽝詳説 日本史探究⽞。
・山川 ⽝詳説日本史図録 第10版（日探705準拠）⽞（2023年３
月刊行予定）。

・⽝高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説⽛地理歴史編⽜⽞
文部科学省。

・⽝⽛指導と評価の一体化⽜のための学習評価に関する参考資料⽞
国立教育政策研究所教育課程研究センター。

上記書籍の購入については開講後連絡する。
・講義用レジュメ・資料，模擬授業の学習指導案はそのつど配
布する。

●参考書
講義時に適宜紹介する。
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅰ（政経）

担 当 者 元紺谷尊広

単 位 数 １ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
教員を志す者として求められる使命感についての自覚を高める

とともに，教育実習に向けた基礎的・基本的な教科指導力の向上
を図る。
（学習目標）
１ ⽛政治・経済⽜の教員として必要な知識及び指導方法を習得

する。
２ 教材研究を踏まえ，学習指導案作成及び模擬授業を通して，

基礎的・基本的な教科指導力を身に付ける。
３ 授業における ICT活用の必要性について理解するととも

に，ICTを効果的に活用する意欲と姿勢を養う。

●授業計画
第１回 今日の教育に関する状況，教育実習の現況及び意義・

目的を理解するとともに， 教育実習に向けての準備
及び心構えを知る。

第２回 教育実習における生徒理解及び生徒の実態把握の仕方
について理解する。

第３回 教育実習における授業参観の視点と留意点を把握す
る。

第４回 現行学習指導要領及び新学習指導要領における，公民
科教育並びに⽛政治・経済⽜の目標・特徴について理
解する。

第５回 学習指導案作成に向けての要領及び留意点を把握す
る。

第６回 教材研究の方法と導入の工夫の仕方について探究す
る。

第７回 授業展開の方法と ICTの効果的な活用，板書の構造
化及びワークシート作成上の留意点を理解する。

第８回 指導と評価の一体化及び評価の観点について把握す
る。

第９回 学習指導案作成に向けての教材研究を議論しながら行
う。（政治分野）

第10回 導入を工夫した学習指導案を完成させる。（政治分野）
第11回 学習指導案に基づく模擬授業の発表及び事後の検討を

行う。（政治分野）
第12回 学習指導案作成に向けての教材研究を議論しながら行

う。（経済分野）
第13回 導入を工夫した学習指導案を完成させる。（経済分野）
第14回 学習指導案に基づく模擬授業の発表及び事後の検討を

行う。（経済分野）
第15回 市民性の涵養と公民科教育の意義及び課題について理

解を深める。

●準備学習（予習・復習等）の内容
課題意識をもって講義に臨み，積極的・主体的に学習する姿勢

及び検討する単元についての事前学習を求める。（予習・復習各
30分）

●事後指導・フィードバック
単元内容をより深めるための参考資料等の提示や講義後に生じ

た疑問や質問に対する回答等を行う。

●評価方法・基準
教材研究における議論（10％），学習指導案の状況（40％）模擬

授業の状況（40％）学習姿勢等（10％）を総合的に勘案して評価
する。

●履修上の留意点
基本的に毎回出席することとし，欠席の場合は事前に連絡する

ことが望ましい。

●教科書
⽝高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説【公民編】⽞（文部
科学省）及び実際に高等学校で使用されている教科書等（講師と
相談の上決定する）

●参考書
特にないが，必要があれば講義の中で随時提示する。
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅱ（政経）

担 当 者 元紺谷尊広

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
公民科⽛政治・経済⽜の教員として求められる資質・能力を高

めるとともに，教育実習に向けて実践的な教科指導力の向上を図
る。
（学習目標）
１ 政治・経済分野における確かな理解力，効果的な指導方法

及び適切な評価方法を習得する。
２ 教材研究，学習指導案作成における検討を踏まえ，模擬授

業を通して実践的教科指導力を身に付ける。
３ 公民科における ICTの効果的な活用についてのスキルを

身に付ける。

●授業計画
第１回 各自が希望する単元及び講師指定の単元を設定し，教

材研究の進め方，ICTの効果的な活用及び学習指導案
作成上の留意点と模擬授業展開の仕方について理解す
る。

第２回 学習指導案作成に向けての教材研究及び議論を行う。
（ 例 日本国憲法と人権保障 ）

第３回 教材研究における相互検討を踏まえた学習指導案を作
成する。（ 例 日本国憲法と人権保障 ）

第４回 模擬授業の実施と事後の検討を行う。１ （ 例 日
本国憲法と人権保障 ）

第５回 学習指導案作成に向けての教材研究及び議論を行う。
（ 例 日本経済のしくみと現状分析 ）

第６回 教材研究における相互検討を踏まえた学習指導案を作
成する。（ 例 日本経済のしくみと現状分析 ）

第７回 模擬授業の実施と事後の相互検討を行う。２ （ 例
日本経済のしくみと現状分析 ）

第８回 学習指導案作成に向けての教材研究及び議論を行う。
（ 例 国際社会における日本の安全保障 ）

第９回 教材研究における相互検討を踏まえた学習指導案を作
成する。（ 例 国際社会における日本の安全保
障 ）

第10回 模擬授業の実施と事後の相互検討を行う。３ （ 例
国際社会における日本の安全保障 ）

第11回 学習指導案作成に向けての教材研究及び議論を行う。
（ 例 グローバル化の進展と国際経済における日
本 ）

第12回 教材研究における相互検討を踏まえた学習指導案を作
成する。（ 例 グローバル化の進展と国際経済にお
ける日本 ）

第13回 模擬授業の実施と事後の相互検討を行う。４ （ 例
グローバル化の進展と国際経済における日本 ）

第14回 教育現場における実際の授業風景（DVD）視聴を踏ま
え，授業の在り方や教師像について議論をする。

第15回 各自が教育についての書籍を１冊読み込み，選定理由，
概要，印象に残った点を要領よくＡ４判１枚にまとめ，
発表するとともに，それぞれのレポートに基づき，相
互検討する。

●準備学習（予習・復習等）の内容
各自が担当する単元の教材研究，学習指導案作成に当たっては，

十分下調べや準備をして講義に臨むとともに，教える立場として
の自覚を持ち，導入及び指導方法等の工夫に取り組んでほしい。
（予習・復習各30分）

●事後指導・フィードバック
単元内容をより深めるための参考資料等の提示及び疑問・質問

に対する回答等を行う。

●評価方法・基準
教材研究における議論（10％），学習指導案の作成（30％），模

擬授業の状況等（30％）レポートの提出内容（20％），学習への取
り組み姿勢等（10％）を総合的に勘案して評価する。

●履修上の留意点
基本的に毎回出席とし，欠席する場合は事前に連絡することが

望ましい。
⽛教育実習実践指導Ⅰ（政経）⽜を履修していることが望ましい。

●教科書
⽝高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説【公民編】⽞（文部
科学省）及び実際に高等学校で使用されている教科書等（講師と
相談の上決定する）

●参考書
特にないが，必要があれば講義の中で随時提示する。

― 216 ―



科 目 名 教育実習実践指導Ⅰ（政経）

担 当 者 川瀬 雅之

単 位 数 １ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
教員を志す者として求められる使命感についての自覚を高める

とともに，教育実習に向けた基礎的・基本的な教科指導力の向上
を図る。
（学習目標）
１ ⽛公共⽜の指導を踏まえ，⽛政治・経済⽜の教員として必要

な知識及び指導方法を習得する。
２ 教材研究を踏まえ，学習指導案作成及び模擬授業を通して，

基礎的・基本的な教科指導力を身に付ける。
３ 教育現場における ICT活用の具体的な実践事例をもとに

演習課題等を設定し，教材研究，授業づくり，指導と評価
の展開の各場面において求められる教師の ICT活用指導
力を育成・向上させる。

●授業計画
第１回 今日の教育に関する状況，教育実習の現況及び意義・

目的を理解するとともに， 教育実習に向けての準備
及び心構えを知る。

第２回 教育実習における生徒理解及び生徒の実態把握の仕方
について理解する。

第３回 教育実習における授業参観の視点と留意点を把握す
る。

第４回 学習指導要領における，公民科教育並びに⽛政治・経
済⽜の目標・特徴について理解する。

第５回 学習指導案作成に向けての要領及び留意点を把握す
る。

第６回 教材研究の方法と導入の工夫の仕方について探究す
る。

第７回 授業展開の方法と板書の構造化及びワークシート作成
上の留意点を理解する。

第８回 指導と評価の一体化及び評価の観点について把握す
る。

第９回 学習指導案作成に向けての教材研究を議論しながら行
う。（政治分野）

第10回 導入を工夫した学習指導案を完成させる。（政治分野）
第11回 学習指導案に基づく模擬授業の発表及び事後の検討を

行う。（政治分野）
第12回 学習指導案作成に向けての教材研究を議論しながら行

う。（経済分野）
第13回 導入を工夫した学習指導案を完成させる。（経済分野）
第14回 学習指導案に基づく模擬授業の発表及び事後の検討を

行う。（経済分野）
第15回 市民性の涵養と公民科教育の意義及び課題について理

解を深める。

●準備学習（予習・復習等）の内容
課題意識をもって講義に臨み，積極的・主体的に学習する姿勢

及び検討する単元についての事前学習を求める。（予習・復習各
30分）

●事後指導・フィードバック
単元内容をより深めるための参考資料等の提示や講義後に生じ

た疑問や質問に対する回答等を行う。

●評価方法・基準
教材研究における議論（10％），学習指導案の作成・発表（40％）

模擬授業の状況等（40％）学習ヘの取組姿勢等（10％）を総合的
に勘案して評価する。

●履修上の留意点
基本的に毎回出席することとし，欠席の場合は事前に連絡する

ことが望ましい。

●教科書
学習指導要領（公民科解説編）及び実際に高等学校で使用され

ている教科書等（講師と相談の上決定する）

●参考書
特にないが，必要があれば講義の中で随時提示する。
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅱ（政経）

担 当 者 川瀬 雅之

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
公民科⽛公共⽜の指導を踏まえ，⽛政治・経済⽜を担当する教員

として求められる資質・能力を高めるとともに，教育実習に向け
て実践的な教科指導力の向上を図る。
（学習目標）
１ 政治・経済・国際分野における確かな理解力，効果的な指

導方法及び適切な評価方法を習得する。
２ 教材研究，学習指導案作成における検討を踏まえ，模擬授

業を通して実践的教科指導力を身に付ける。
３ 教育現場における ICT活用の具体的な実践事例をもとに

演習課題等を設定し，教材研究，授業づくり，指導と評価
の展開の各場面において求められる教師の ICT活用指導
力を育成・向上させる。

●授業計画
第１回 各自が希望する単元及び講師指定の単元を設定し，教

材研究の進め方及び学習指導案作成上の留意点と模擬
授業展開の仕方について理解する。

第２回 学習指導案作成に向けての教材研究及び議論を行う。
（ 例 日本国憲法と現代政治の在り方 ）

第３回 教材研究における相互検討を踏まえた学習指導案を作
成する。（ 例 日本国憲法と現代政治の在り方 ）

第４回 模擬授業の実施と事後の相互検討を行う。１ （ 例
日本国憲法と現代政治の在り方 ）

第５回 学習指導案作成に向けての教材研究及び議論を行う。
（ 例 日本経済のしくみと現状分析 ）

第６回 教材研究における相互検討を踏まえた学習指導案を作
成する。（ 例 日本経済のしくみと現状分析 ）

第７回 模擬授業の実施と事後の相互検討を行う。２ （ 例
日本経済のしくみと現状分析 ）

第８回 学習指導案作成に向けての教材研究及び議論を行う。
（ 例 国際社会における日本の安全保障 ）

第９回 教材研究における相互検討を踏まえた学習指導案を作
成する。（ 例 国際社会における日本の安全保
障 ）

第10回 模擬授業の実施と事後の相互検討を行う。３ （ 例
国際社会における日本の安全保障 ）

第11回 学習指導案作成に向けての教材研究及び議論を行う。
（ 例 グローバル化の進展と国際経済における日
本 ）

第12回 教材研究における相互検討を踏まえた学習指導案を作
成する。（ 例 グローバル化の進展と国際経済にお
ける日本 ）

第13回 模擬授業の実施と事後の相互検討を行う。４ （ 例
グローバル化の進展と国際経済における日本 ）

第14回 教育現場における実際の授業風景（DVD）視聴を踏ま
え，授業の在り方や教師像について議論をする。

第15回 各自が教育についての書籍を１冊読み込み，選定理由，
概要，印象に残った点を要領よくＡ４版１枚にまとめ，
発表するとともに，それぞれのレポートに基づき，相
互検討する。

●準備学習（予習・復習等）の内容
各自が担当する単元の教材研究，学習指導案作成に当たっては，

十分下調べや準備をして講義に臨むとともに，教える立場として
の自覚を持ち，導入及び指導方法等の工夫に取り組んでほしい。
（予習・復習各30分）

●事後指導・フィードバック
単元内容をより深めるための参考資料等の提示及び疑問・質問

に対する回答等を行う。

●評価方法・基準
教材研究における議論（10％），学習指導案の作成（30％），模

擬授業の状況等（30％）レポートの提出内容（20％），学習への取
り組み姿勢等（10％）を総合的に勘案して評価する。

●履修上の留意点
基本的に毎回出席とし，欠席する場合は事前に連絡することが

望ましい。
⽛教育実習実践指導Ⅰ（政経）⽜を履修していることが望ましい。

●教科書
実際に高等学校で使用されている教科書等（講師と相談の上決

定する）

●参考書
特にないが，必要があれば講義の中で随時提示する。
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅰ（商業・情報）

担 当 者 髙橋 秀幸

単 位 数 １ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
学校現場と教員の仕事について理解しながら教育実習に向けて

の準備を行う。また，実習上必要となる商業科・情報科教員とし
ての基本を学び，模擬授業実践をとおして学習指導案作成や効果
的な教材作成を含めた実践的な授業力を身につける。
（学習目標）
１．高等学校の現状と教員の仕事，教育実習について理解する。
２．模擬授業を通して情報機器を活用した学習指導に関する実

践的な授業力を身につける。
３．よりよい授業とは何かを探究する。

●授業計画
第１回 オリエンテーション，わが国の高校教育，北海道の高

校教育
第２回 高等学校学習指導要領（商業編・情報編・総則）につ

いて
第３回 専門性の検討 教科商業・情報の目標と分野・科目構

成，各科目の指導計画作成
第４回 授業設計 よりよい授業に向けてのインストラクショ

ナルデザイン
第５回 年間指導計画と学習指導案 指導と評価の一体化を考

えた授業づくり
第６回 授業教材作成演習 情報機器を活用した教材作成
第７回 模擬授業実践と事後検討会⑴
第８回 模擬授業実践と事後検討会⑵
第９回 模擬授業実践と事後検討会⑶
第10回 模擬授業実践のふりかえりと分析，よりよい授業を考

える
第11回 模擬授業実践と事後検討会⑷
第12回 模擬授業実践と事後検討会⑸
第13回 模擬授業実践と事後検討会⑹
第14回 模擬授業実践のふりかえりとよりよい授業に向けての

議論
第15回 レポート提出と到達度チェック

※模擬授業の進め方は，受講者と調整の上，決定する。

●準備学習（予習・復習等）の内容
教育実習に行くという自覚を持ち，自ら授業を行う力を身につ

けるため積極的な姿勢での受講を求める。また，商業や情報に関
する検定取得に向けて積極的に挑戦すること。とくに，日本商工
会議所主催簿記検定１級や基本情報技術者試験（FE）など教員採
用試験１次専門試験の免除科目にも取り組んでほしい。（予習・
復習各１時間）

●事後指導・フィードバック
質問についてはメールにて対応する。
模擬授業や課題のフィードバックは，評価票を授業者へ直接渡

す。

●評価方法・基準
課題提出（課題・レポート等）20％，模擬授業（学習指導案・

教材作成含む）40％，到達度チェック 40％

●履修上の留意点
教科⽛商業⽜の履修者は，日商簿記検定３級以上を取得してい

ること。講義は休まないように心がけ，欠席・遅刻時は必ず事前
に連絡すること。無断での欠席及び５回以上の欠席者は単位認定
しない。また，講義内で各自のパソコンやスマートフォンを使用

する場面がある。

●教科書
文部科学省 ⽝高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 商

業編⽞実教出版 2019年 818円
文部科学省 ⽝高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 情

報編⽞開隆堂 2019年 512円
（自分の専門にあわせてどちらかを使用する）

●参考書
模擬授業を行う科目の教科書（各自で購入すること）
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅱ（商業・情報）

担 当 者 髙橋 秀幸

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
教育実習実践指導Ⅰを通して身につけた内容をもとに，実際の
商業・情報教育に触れながら高校教育について学ぶ。具体的には
模擬授業や他者の授業参観から学び合い，自らの指導力向上につ
なげ，教育実習に向けての最終確認を行う。
（学習目標）
１．効果的な指導方法について，模擬授業と授業参観をとおし
て実践的な授業力を身につける。

２．教育実習を意識し，商業科・情報科教員としての専門性を
高める（検定取得や実践的学習を含む）。

３．求められる教員像を探究し，教員採用に向けての資質・能
力を身につける。

●授業計画
第１回 オリエンテーション，夏休みの報告，到達度チェック

の確認，専門性の確認
第２回 北海道の教員採用試験に向けて⑴ ２次試験問題を

使って指導計画作成について考える
第３回 北海道の教員採用試験に向けて⑵ ２次試験問題を

使って学習指導案作成について考える
第４回 ICTを活用した授業 遠隔授業の実践に向けて
第５回 ICTを活用した模擬授業実践と事後検討会⑴
第６回 ICTを活用した模擬授業実践と事後検討会⑵
第７回 ICTを活用した模擬授業実践と事後検討会⑶
第８回 模擬授業実践と事後検討会⑷
第９回 模擬授業実践と事後検討会⑸
第10回 模擬授業実践と事後検討会⑹
第11回 模擬授業実践と事後検討会⑺
第12回 模擬授業実践と事後検討会⑻
第13回 模擬授業実践と事後検討会⑼
第14回 教育実習に向けて 模擬授業のふりかえりと教育実習

にむけた具体的な準備について
第15回 レポート提出と到達度チェック
※模擬授業の進め方は，受講者と調整の上，決定する。

●準備学習（予習・復習等）の内容
教育実習に行くという自覚を持ち，普段から新聞に目を通し実
際のビジネス活動に関する話題を収集するように心がける。ま
た，よりよい授業ができるように専門科目の講義などを通して専
門性を高めること。また，商業や情報に関する検定取得に積極的
に挑戦すること。（予習・復習各１時間）

●事後指導・フィードバック
質問にはメールで対応する。
模擬授業と課題のフィードバックは，評価票を授業者へ渡す。

●評価方法・基準
課題提出（講義課題・レポート等）20％，模擬授業（学習指導
案・教材作成含む）40％，到達度チェック 40％

●履修上の留意点
講義は休まないように心がけ，欠席・遅刻時は必ず事前に連絡
すること。無断での欠席及び５回以上の欠席者は単位認定しな
い。また，講義内で各自のパソコンやスマートフォンを使用する
場面がある。

●教科書
文部科学省 ⽝高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 商
業編⽞実教出版 2019年 818円
文部科学省 ⽝高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 情
報編⽞開隆堂 2019年 512円
（自分の専門にあわせてどちらかを使用する）
模擬授業を行う科目の教科書（各自で準備すること）

●参考書
特になし

科 目 名 教育実習実践指導Ⅰ（国語）

担 当 者 上野 直幸

単 位 数 １ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
国語科教育法について，発展的な学習指導理論を学び，ICTの

活用及びグループワーク等，効果的な指導方法を模擬授業の中で
実践し，教育実習で生きる授業技術及び心構えを学ぶ。更に，教
育実習における，実習生としての基本的な考え方や心構え，実践
内容について学ぶ。
（学習目標）
１ 学習指導要領の目指す目標や内容を踏まえ，様々なジャン

ルにおける発展的な授業指導の研究を行い，模擬授業によ
り，実践的な教科指導力を更に高める。

２ 教育実習における心構え，実践内容について熟知し，ICT
の活用力や授業技術を高め，実際の教育現場で生かすこと
のできる指導力を身に付ける。

●授業計画
第１回 講義ガイダンス及び学習指導要領全体と教育現場の概

要についての解説
第２回 教育実習の内容・目的と成果及び実習生としての心構

えについての解説
第３回 教育実習の計画と具体的実践事項についての解説
第４回 模擬授業のガイダンス及び教科指導法の解説
第５回 模擬授業のテーマ設定及び計画
第６回 模擬授業⑴⽛現代の随想⽜※ ICTの活用
第７回 模擬授業⑵⽛近代の随想⽜※ ICTの活用
第８回 模擬授業⑶⽛現代の評論⽜※ ICTの活用
第９回 模擬授業⑷⽛近代の評論⽜※ ICTの活用
第10回 模擬授業⑸⽛現代の小説⽜※ ICTの活用
第11回 模擬授業⑹⽛近代の小説⽜※ ICTの活用
第12回 模擬授業⑺⽛韻文・詩⽜※ ICTの活用
第13回 模擬授業⑻⽛韻文・俳句，短歌⽜※ ICTの活用
第14回 模擬授業⑼⽛表現学習⽜※ ICTの活用
第15回 講義のまとめ（振り返りと理解度チェック）

●準備学習（予習・復習等）の内容
配布資料をファイリングし，事前渡しプリントを熟読し講義に

臨むこと。（予習・復習は毎回各２時間程度）

●事後指導・フィードバック
模擬授業についての講評及びアドバイスについては随時行う。
学習指導案の添削や指導については必要に応じて，希望に応じ

て行う。

●評価方法・基準
講義における取組，模擬授業等への参加内容評価（50％），講義

のまとめにおける理解度評価（50％）で評価する。

●履修上の留意点
教育実習に臨むための強い気概を持って，模擬授業及び講義に

臨むこと。

●教科書
文部科学省 中学校学習指導要領解説国語編，文部科学省 高

等学校学習指導要領解説国語編，教育実習の手引
その他必要に応じてプリントを配布する。

●参考書
特になし。必要に応じて紹介する。
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅱ（国語）

担 当 者 髙松 洋司

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
発展的な学習指導理論を学び，具体的授業場面設定の中で，模

擬授業を行い，授業技術及び心構えを学ぶ。更に，教育実習や教
員採用試験における，基本的な考え方や取り組み方について踏ま
え，応用できるようにする。
（学習目標）
国語科教育法について，新学習指導要領の目指す目標や内容を

踏まえ，様々なジャンルにおける発展的な実践指導の研究を行い，
模擬授業により，より高度な教科指導力を身に付ける。

●授業計画
第１回 授業ガイダンス及び大学入試における国語教育の在り

方
第２回 年間学習指導計画及び学習指導案の具体的な書き方，

評価の在り方
第３回 模擬授業のガイダンス及び新学習指導要領を踏まえた

教科指導法の解説
第４回 模擬授業のテーマ設定及び計画
第５回 ・小説教材及び古文教材の選定と教材研究について

・教材選定に関わるプレゼンテーション
第６回 ・小説教材及び古文教材の選定と教材研究について

・教材選定に関わるプレゼンテーション
第７回 ・小説教材及び古文教材の選定と教材研究について

・教材選定に関わるプレゼンテーション
第８回 ・小説教材及び古文教材の選定と教材研究について

・教材選定に関わるプレゼンテーション
第９回 ・小説教材及び古文教材の選定と教材研究について

・教材選定に関わるプレゼンテーション
第10回 ・韻文教材及び漢文教材の選定と教材研究について

・教材研究に関わるプレゼンテーション
※プレゼンは ICT活用に重点をおく

第11回 ・韻文教材及び漢文教材の選定と教材研究について
・教材研究に関わるプレゼンテーション
※プレゼンは ICT活用に重点をおく

第12回 ・韻文教材及び漢文教材の選定と教材研究について
・教材研究に関わるプレゼンテーション
※プレゼンは ICT活用に重点をおく

第13回 ・韻文教材及び漢文教材の選定と教材研究について
・教材研究に関わるプレゼンテーション
※プレゼンは ICT活用に重点をおく

第14回 大学入学共通テスト及び高校生のための学びの基礎診
断テストの概要

第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
第２回以降，事前に指示する範囲の学習指導要領解説を熟読し，

各自疑問点などを整理しておく。
講義後のノートを整理し，各自疑問点や課題を書き出し，各自

で考察した内容を書き足していく。（予習・復習各30分）

●事後指導・フィードバック
講義内での活動やレポート内容により，適宜補足していく。

●評価方法・基準
講義において指示した課題レポートの内容評価（40％），講義の

まとめにおける理解度評価テスト（60％）で評価する。
なお，理解度評価には講義に関するノートの内容を加味する。

●履修上の留意点
講義内で，グループワークやそれに準じる活動，あるいは質疑

応答による活動評価をする場面がある。

●教科書
特になし。
必要に応じてプリントを配布する。

●参考書
文部科学省 中学校学習指導要領解説国語編
文部科学省 高等学校学習指導要領解説国語編
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅰ（英語）

担 当 者 田中 洋也

単 位 数 １ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
英語科教育法Ⅰ，Ⅱにおける学びを活かして第二言語習得理論
とその活用に基づく生徒の資質・能力を高める指導技術を身につ
ける。
（学習目標）
⑴第二言語習得理論とその活用について理解し，授業指導に生
かすことができる。

⑵各言語技能領域（聞くこと・読むこと・話すこと［やり取り・
発表］・書くこと），および複数の領域を統合した言語活動の
指導について理解し，授業指導に生かすことができる。

⑶言語知識（音声・文字・語彙，表現・文法）の指導について
理解し，授業指導に生かすことができる。

⑷指導技術（教材，ICT活用・インタラクション・ティーム
ティーチング）について理解し，授業指導に生かすことがで
きる。

●授業計画
第１回 ガイダンス 第二言語習得と教室における外国語指

導・学習
第２回 各言語技能領域，および複数の領域を統合した指導と

第二言語習得研究
第３回 言語知識（音声・文字・語彙，表現・文法）の指導と

第二言語習得研究
第４回 指導技術（教材，ICT活用・インタラクション・ティー

ムティーチング）と第二言語習得研究
第５回 学習到達目標に基づく指導計画，評価，言語知識測定

と第二言語習得研究
第６回 フォーカス・オン・フォームに基づく言語学習・指導

（模擬授業１）
第７回 フォーカス・オン・フォームに基づく言語学習・指導

（模擬授業２）
第８回 タスクに基づく言語学習・指導（模擬授業１）
第９回 タスクに基づく言語学習・指導（模擬授業２）
第10回 明示的言語学習・指導とコミュニケーション活動（模

擬授業１）
第11回 明示的言語学習・指導とコミュニケーション活動（模

擬授業２）
第12回 内容言語統合型言語学習・指導（模擬授業１）
第13回 内容言語統合型言語学習・指導（模擬授業２）
第14回 教室内における訂正フィードバック（模擬授業）
第15回 学習のまとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
各授業で案内する課題（ふりかえり，指導案・教材作成）に取
り組み，授業管理システム （Glexa) に登録する。（予習・復習各
２時間）

●事後指導・フィードバック
提出課題について，授業内で全体，個別に提示する。

●評価方法・基準
課題（40％），模擬授業演習（20％），授業参加・貢献（20％） ，
学習のまとめ（20％）

●履修上の留意点
初回授業に必ず出席，毎回の課題は必ず期限を守って取り組ん
でください。

●教科書
New Horizon English Course 1/２/３ （東京書籍）

●参考書
泉 伸一（2016) フォーカス・オン・フォームと CLILの英語
授業 ―生徒の主体性を伸ばす授業の提案― （アルク）
加藤 由崇 他（2020）コミュニケーション・タスクのアイデ
アとマテリアル 教室と世界をつなぐ英語授業のために（三修社）

科 目 名 教育実習実践指導Ⅱ（英語）

担 当 者 板東 眞一

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
英語科教育法Ⅰ，Ⅱ及び教育実習実践指導Ⅰにおける学びを活
かして，教育実習に臨むにふさわしい知識・技能の仕上げを行う。
受講者は，模擬授業をとおして学習指導案作成と授業運営を練習
し，相互評価によって授業観察の要点を学習するとともに，適切
な評価方法についての理解を深める。
（学習目標）
⑴第二言語習得理論とその活用について理解し，授業指導に生
かすことができる。

⑵各言語技能領域（聞くこと・読むこと・話すこと［やり取り・
発表］・書くこと），および複数の領域を統合した言語活動の
指導について理解し，授業指導に生かすことができる。

⑶言語知識（音声・文字・語彙，表現・文法）の指導について
理解し，授業指導に生かすことができる。

⑷指導技術（教材，ICT活用・インタラクション・ティーム
ティーチング）について理解し，授業指導に生かすことがで
きる。

⑸学習到達目標に基づく指導計画，評価の在り方について理解
し，授業指導に生かすことができる。

●授業計画
第１回 教育実習１（意義と内容，準備と心得）
第２回 教育実習２（教育実習日誌，授業観察，留意事項）
第３回 授業観察１（先導的中学校授業研究）
第４回 授業観察２（先導的高等学校授業研究）
第５回 学習指導案１（細案作成）
第６回 学習指導案２（発表，検討）
第７回 模擬授業１（中学校１年生の学習内容）
第８回 模擬授業２（中学校２年生の学習内容）
第９回 模擬授業３（中学校３年生の学習内容）
第10回 模擬授業４（英語コミュニケーションⅠの学習内容）
第11回 模擬授業５（英語コミュニケーションⅡの学習内容）
第12回 模擬授業６（コミュニケーション英語Ⅲの学習内容）
第13回 模擬授業７（論理・表現Ⅰの学習内容）
第14回 模擬授業８（論理・表現Ⅱの学習内容）
第15回 学習のまとめと振り返り

●準備学習（予習・復習等）の内容
各回において課題の指示がある。原則として毎回，模擬授業の
ための学習指導案・教材を作成し，授業前にウェブシステム上に
提出する。受講者は全ての課題を指定された期日までに終了する
こと。（１時間）

●事後指導・フィードバック
評価結果等については，授業内でコメントする。

●評価方法・基準
授業参加・貢献（25％），課題（25％），模擬授業（25％），学習
のまとめ（25％）で評価する。ただし，評価の前提として全ての
課題を完了していること。

●履修上の留意点
１．模擬授業において取り扱う科目は，受講者の教育実習予定
に従い変更の可能性があること。

２．模擬授業の時間，回数は受講者数により変更の可能性があ
ること。

３．教職を目指すものとして必要な知識・技能を身につけよう
とする真摯で積極的な姿勢が求められる。

●教科書
中学校・高等学校の英語教科書を用いる。

●参考書
学術図書出版⽝教育実習の手引き⽞第７版
英語科教育法Ⅰ，Ⅱ及び教育実習実践指導Ⅰで使用した教科
書・参考書を用いる。
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅰ（数学）

担 当 者 小形 秀雄

単 位 数 １ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
数教法Ⅰ，Ⅱで学んだことを踏まえ，学習指導案の作成，模擬

授業の実施，指導例研究等に重点を置くことによって，生徒の数
学的活動を支えた指導方法を学び，教師としての基本的な指導力
を身につける。また，Wordの数式エディタ－および数学教育に
利用されているソフトウェア Grapesや GeoGebraを用いて教育
実践に不可欠な数学文書作成・教材開発の実習も行う。
（学習目標）
１．数学的活動を含めた学習指導案を作成できるようになる。
２．具体的な授業における ICT及び教材の効果的な活用につ

いて工夫できるようになる。
３．模擬授業の実施とその振り返りを通して，実践的授業力を

修得できるようになる。

●授業計画
第１回 オリエンテ－ション・数学文書作成
第２回 数学教育用ソフトウェアの活用方法
第３回 数学的活動を組み入れた学習指導案の作成１ －指導

計画，評価規準－
第４回 数学的活動を組み入れた学習指導案の作成２ －本時

の展開－
第５回 各自作成した学習指導案のブレゼンテ－ション
第６回 模擬授業の実施と検討１（中学校 数と式）
第７回 模擬授業の実施と検討２（中学校 図形）
第８回 模擬授業の実施と検討３（中学校 関数）
第９回 模擬授業の実施と検討４（中学校 デ－タの活用）
第10回 模擬授業の実施と検討５（高等学校 数と式）
第11回 模擬授業の実施と検討６（高等学校 関数）
第12回 模擬授業の実施と検討７（高等学校 図形）
第13回 模擬授業の実施と検討８（高等学校 微積分）
第14回 模擬授業の実施と検討９（高校 デ－タの分析）
第15回 到達度チェック

●準備学習（予習・復習等）の内容
予習として事前配布資料や学習指導案を熟読し，板書計画を作

成するなどして模擬授業の準備をしておくこと（２時間程度）。
復習として模擬授業を振り返り，不十分である箇所を明確にして
学習指導案や板書計画を改善すること（２時間程度）。

●事後指導・フィードバック
課題に対するレポ－ト結果，学習指導案，板書計画については

授業内でコメントする。

●評価方法・基準
定期試験（60％），課題・模擬授業（20％），受講態度（20％）

で評価する。

●履修上の留意点
教職を目指す者として強い意欲を持ち，積極的な態度で受講す

ること。

●教科書
１．文部科学省 中学校学習指導要領（平成29年告示）解説数

学編
２．文部科学省 高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説

数学編 理数編
３．必要に応じて講義資料を配布する

●参考書
１．中学校，高等学校の数学教科書
２．岩崎秀樹・溝口達也 ⽝新しい数学教育の理論と実践⽞ ミ

ネルヴァ書房 2019年 2800円

科 目 名 教育実習実践指導Ⅱ（数学）

担 当 者 小形 秀雄

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
数教法Ⅰ，Ⅱ，教育実習実践指導Ⅰで学んだことを踏まえ，発

展的な内容や課題学習に対応した教材や数学教育に利用されてい
るソフトウェア Grapesや GeoGebraを活用した教材の作成方法
を身に付ける。また，作成した教材に基づいた学習指導案を作成
し模擬授業を行う。
（学習目標）
１．発展的内容の教材を作成できるようになる。
２．課題学習に対応した教材を作成できるようになる。
３．数学教育に利用されているソフトウェアを活用した教材を

作成できるようになる。

●授業計画
第１回 オリエンテ－ション・数学教育用ソフトウェアの利用
第２回 教材開発１ －方程式－
第３回 教材開発２ －関数－
第４回 教材開発３ －図形－
第５回 模擬授業の実施と検討１（中学校 一次方程式）
第６回 模擬授業の実施と検討２（中学校 二次方程式）
第７回 模擬授業の実施と検討３（中学校 図形の合同）
第８回 模擬授業の実施と検討４（中学校 図形の相似）
第９回 模擬授業の実施と検討５（中学校 関数）
第10回 模擬授業の実施と検討６（中学校 デ－タの活用）
第11回 模擬授業の実施と検討７（高等学校 図形）
第12回 模擬授業の実施と検討８（高等学校 関数）
第13回 模擬授業の実施と検討９（高等学校 微積分）
第14回 模擬授業の実施と検討10（高等学校 デ－タの分析）
第15回 到達度チェック

●準備学習（予習・復習等）の内容
予習として事前配布資料や学習指導案を熟読し，板書計画を作

成するなどして模擬授業の準備をしておくこと（２時間程度）。
復習として模擬授業を振り返り，不十分である箇所を明確にして
学習指導案や板書計画を改善すること（２時間程度）。

●事後指導・フィードバック
課題に対するレポ－ト結果，学習指導案，板書計画については

授業内でコメントする。

●評価方法・基準
定期試験（60％），課題・模擬授業（20％），受講態度（20％）

で評価する。

●履修上の留意点
教職を目指す者として強い意欲を持ち，積極的な態度で受講す

ること。

●教科書
１．文部科学省 中学校学習指導要領（平成29年告示）解説数

学編
２．文部科学省 高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説

数学編 理数編
３．必要に応じて講義資料を配布する

●参考書
１．中学校，高等学校の数学教科書
２．岩崎秀樹・溝口達也 ⽝新しい数学教育の理論と実践⽞ ミ

ネルヴァ書房 2019年 2800円
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅰ（理科）

担 当 者 宮嶋 衛次

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
中学校・高等学校理科の教材研究に取り組み，観察・実験・実

習を取り入れた授業をデザインし，実践する力を身に付ける。ま
た，ICTを活用して地域素材の教材開発に取り組むとともに，探
究活動の指導法を身に付ける。
（学習目標）
生徒の確かな学力を育む理科授業を実践するため，以下の教科

指導力を身に付ける。
１ 学習指導要領の内容を把握し，学習目標を明確にする力
２ 学習目標を確実に実現するための授業をデザインする力
（学習指導案の作成）

３ 生徒の興味関心を高め，主体性を育てる授業の実践力
４ 生徒の知識・技能を高め，思考力・判断力・表現力を育て

る授業の実践力
５ 観察・実験・実習のねらいを明確にし，安全に行うことが

できる実践力
６ ICTを用いて地域素材を教材化する力
７ 探究活動を指導する実践力

●授業計画
第１回 授業オリエンテーション 理想の理科授業についての

協議
第２回 （物質量と化学反応式）興味・関心を高める物質量の指

導法についての協議
第３回 （物質の構成） 物質の構成粒子を題材とした学習のね

らいの明確化と学習指導案の作成
第４回 （科学と人間生活） 物質の分離・精製を題材とした実

験等を安全に行う指導法の研究
第５回 （ヒトの体の調節） 興味・関心を高める免疫の指導上

についての協議
第６回 （生物の特徴）生物とエネルギーを題材とした学習の

ねらいの明確化と学習指導案の作成
第７回 （生物の多様性と生態系） ICT を活用して地域の生

態系を学ぶ指導法の研究
第８回 探究活動の指導法 教科書に掲載されている探究活動

の指導方法についての協議
第９回 科学系部活動の指導法 中学高校科学部の活動・研究

の調査・分析と指導法についての協議
第10回 模擬授業の実施と批評及び検討１ー化学生物分野（物

質量と化学反応式）
第11回 模擬授業の実施と批評及び検討２ー化学生物分野（物

質の構成）
第12回 模擬授業の実施と批評及び検討３ー化学生物分野（ヒ

トの体の調整）
第13回 模擬授業の実施と批評及び検討４ー化学生物分野（生

物の特徴）
第14回 模擬授業の実施と批評及び検討５ー化学生物分野（自

然と人間）
第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
（予習）各回の授業項目と中学校・高校で履修した関連領域を復
習し，把握しておくこと
課題について，模擬授業・プレゼンの準備をすること
（復習）前回の課題について授業中に協議した結果をまとめ，レ
ポートを提出すること
（予習・復習 各２時間）

●事後指導・フィードバック
模擬授業，プレゼン及びレポートについては授業内でコメント

し，フィードバックする。

●評価方法・基準
模擬授業・プレゼン（50％），協議等参加状況・貢献（30％），

レポート（20％）

●履修上の留意点
⽛信頼される理科教員⽜になるという断固たる決意を持って授
業に参加すること

●教科書
中学校理科教科書および高校教科書⽛化学基礎⽜⽛生物基礎⽜
中学校学習指導要領（平成29年告示）解説理科編（文部科学省）
高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説理科編理数編（文

部科学省）

●参考書
高校教科書⽛化学⽜⽛生物⽜ 授業中に適宜資料を配付する
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅱ（理科）

担 当 者 宮嶋 衛次

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
中学校・高等学校理科の教材研究に取り組み，観察・実験・実

習を取り入れた授業をデザインし，実践する力を身に付ける。ま
た，ICTを活用した教材開発に取り組むとともに，課題研究の指
導法を身に付ける。
（学習目標）
生徒の確かな学力を育む理科授業を実践するため，以下の教科

指導力を身に付ける。
１ 学習指導要領の内容を把握し，学習目標を明確にする力
２ 学習目標を確実に実現するための授業をデザインする力
（学習指導案の作成）

３ 生徒の興味関心を高め，主体性を育てる授業の実践力
４ 生徒の知識・技能を高め，思考力・判断力・表現力を育て

る授業の実践力
５ 観察・実験・実習のねらいを明確にし，安全に行うことが

できる実践力
６ ICTを活用したわかる授業の実践力
７ 課題探究を指導する実践力

●授業計画
第１回 授業オリエンテーション 分かる授業についての協議

ICT活用と分かる授業
第２回 （物体の運動とエネルギー）興味・関心を高める力のつ

り合いの指導法についての協議
第３回 （様々な物理現象） 音と振動を題材とした学習のねら

いの明確化と学習指導案の作成
第４回 （エネルギーの利用） エネルギーとその利用を題材と

した ICTを活用した授業の指導法の研究
第５回 （地球のすがた） 興味・関心を高める岩石・鉱物の指

導法についての協議
第６回 （地球の大気と海洋） 地域素材を活用して大気の運動

を学ぶ指導法の研究
第７回 外国と日本の理科教育の指導法調査
第８回 探究活動の指導法 教科書に掲載されている探究活動

の指導方法についての協議
第９回 課題研究の指導法 SSH校での課題研究の指導法に

ついての協議
第10回 楽しい科学の企画 子どもたちに科学の楽しさを教え

る企画の立案
第11回 模擬授業の実施と批評及び検討１ー物理地学分野（物

体の運動とエネルギー）
第12回 模擬授業の実施と批評及び検討２ー物理地学分野

（様々な物理現象）
第13回 模擬授業の実施と批評及び検討３ー物理地学分野（地

球のすがた）
第14回 模擬授業の実施と批評及び検討４ー物理地学分野（変

動する地球）
第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
（予習）各回の授業項目と中学校・高校で履修した関連領域を復
習し，把握しておくこと
課題について，模擬授業・プレゼンの準備をすること
（復習）前回の課題について授業中に協議した結果をまとめ，レ
ポートを提出すること
（予習・復習 各２時間）

●事後指導・フィードバック
模擬授業，プレゼン及びレポートについては授業内でコメント

し，フィードバックする。

●評価方法・基準
模擬授業・プレゼン（50％），協議等参加状況・貢献（30％），

レポート（20％）

●履修上の留意点
⽛信頼される理科教員⽜になるという断固たる決意を持って授
業に参加すること

●教科書
中学校理科教科書および高校教科書⽛物理基礎⽜⽛地学基礎⽜
中学校学習指導要領（平成29年告示）解説理科編（文部科学省）
高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説理科編理数編（文

部科学省）

●参考書
高校教科書⽛物理⽜⽛地学⽜ 授業中に適宜資料を配付する
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅰ（工業・情報）

担 当 者 柿原 幸一

単 位 数 １ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
１ 教育実習に向けての実践的な事前指導
２ 実際の指導技術，学習指導案の作成，授業研究等について
３ 実践を想定した模擬授業の実施

（学習目標）
１ 授業で学んだ知識・技術を基礎として，教育実習に対応で

きる力を身につける。
２ 模擬授業を通して，学習指導案の書き方，授業の進め方を

身につける。
３ 実際の学校現場を想定し，教育実習中の行動や予備知識を

身につける。

●授業計画
第１回 オリエンテーション・講義概要
第２回 教育実習の意義と内容
第３回 教育実習の準備と心得
第４回 教科外の指導の心得
第５回 教育実習日誌について
第６回 観察授業のポイント
第７回 教育実習における授業設計
第８回 学習指導の実際
第９回 教育実習における留意事項
第10回 教師論
第11回 学級経営論
第12回 実践的面接論
第13回 教員採用について
第14回 教職実践論
第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
（予習） テキスト・レジュメを熟読し，授業の準備を行うこと。

（0.5時間程度）
（復習） 講義で理解できた箇所，不十分である箇所を明確にし，
次の講義に備えること。（0.5時間程度）

●事後指導・フィードバック
レポートの結果については授業内でコメントし，結果を掲示板

にて公表する。

●評価方法・基準
受講態度（25％）学習意欲（25％）レポート（25％）模擬授業

（25％）で評価する。

●履修上の留意点
１ 教職を目指す者として強い意欲を持ち，積極的な態度で受

講する。
２ 欠席，遅刻をしない。

●教科書
⽛教育実習の手引き（第７版）⽜学術図書出版

●参考書
文部科学省 ⽛高等学校学習指導要領解説 工業編⽜
文部科学省 ⽛高等学校学習指導要領解説 工業編⽜

科 目 名 教育実習実践指導Ⅱ（工業・情報）

担 当 者 柿原 幸一

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
１ 実際の授業を視野に，学習指導案の作成と模擬授業の実施
２ 実習に臨む心構えと準備

（学習目標）
１ 教科の意義・目標を把握し，高等学校の当該教科・科目の
内容について理解する。

２ 教育実習のための実践的な指導力を習得する。

●授業計画
第１回 高等学校 工業科・情報 学習指導要領の要点

－学習指導案の考え方－
第２回 高等学校 工業科・情報 学習指導要領の概要

－授業の基本－
第３回 高等学校 工業科・情報 学習指導要領の要点１

－教育職員としての必須事項－
第４回 高等学校 工業科・情報 学習指導要領の要点２

－教員の使命と役割－
第５回 高等学校 工業科・情報における⽛総合的な学習の時

間⽜の意義
－分かりやすい話し方－

第６回 高等学校 工業科・情報１ 模擬授業の実施と評価
－分かりやすい説明の仕方－

第７回 高等学校 工業科・情報２ 模擬授業の実施と評価
－板書における留意事項－

第８回 高等学校 工業科・情報３ 模擬授業の実施と評価
－模擬授業のポイント－

第９回 高等学校 工業科・情報４ 模擬授業の実施と評価
－本気でなければ子どもは育たない－

第10回 高等学校 工業科・情報５ 模擬授業の実施と評価
校則の指導をどうするか

第11回 高等学校 工業科・情報６ 模擬授業の実施と評価
授業の視点

第12回 特別活動の模擬体験 －朝の会の指導－
教育実習の意義と心得

第13回 特別活動の模擬体験 －帰りの会の指導－
発問・板書・机間巡視

第14回 特別活動の模擬体験 －生徒指導－
授業の組み立て 教育実習における留意事項

第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
（予習） 学習指導要領を理解し，学習指導案の作成にあたる。
（0.5時間程度）
（復習） 授業評価を通し，自身の授業を自己評価する。（0.5時
間程度）

●事後指導・フィードバック
模擬授業については授業内でコメントし，結果を掲示板にて公
表する。

●評価方法・基準
受講態度（25％）学習意欲（25％）学習指導案・レポート提出

（25％）模擬授業（25％）で評価する。

●履修上の留意点
教職を目指す者として強い意欲を持ち，積極的な態度で受講す
る。

●教科書
特になし。

●参考書
文部科学省⽛高等学校学習指導要領解説 工業編⽜
文部科学省⽛高等学校学習指導要領解説 情報編⽜
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科 目 名 中学校教育実習

担 当 者 複数の教員

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ４年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
中学校免許状を取得する者のみに適用される教育実習である。

中学校免許状を取得する者は，これに加えて別途⽛中・高校教育
実習（事前事後指導を含む）⽜を履修すること。

教育実習は，専門職としての教職を志望する学生が，教職課程
のすべての履修と修得の総仕上げとして学校現場で行う教育活動
である。この教育実習を充実したものとするために，履修者は，
事前事後指導を踏まえて教育実習に参加し，大学の授業で体得し
た知識・技術を基礎として，教育実践を通して，大学の授業だけ
では得られない教師としての諸能力の基礎を身につける。
（学習目標）
事前事後の指導に積極的に参加するとともに，大学で学んだ知

識や技術を実践の場面で展開し，かつ教育現場の実態に合わせて
新しい教育実践の方法を身に付けることを目標とする。大学で学
んだ知識や技術を実践の場面で展開し，かつ教育現場の実態に合
わせて新しい教育実践の方法を身に付けることを目標とする。

●授業計画
履修者は以下の１～６の指導を必ず受ける/行うこと。やむを

得ない事情のときは，理由書を添えて，教務センター窓口へ申出
ること。なお，事前指導は２年次から開始されるが，以下では４
年次に行われる指導内容のみ示している。

《事前指導》
１．教育実習直前ガイダンス：３～４月に行われる。各種手続

き，教育実習校との連絡・調整等に関する内容のほか，教
育実習の意義・目的・教育実習上の心構えや態度（服装，
言動，髪等を含む。）に関わる注意点を指導する。また⽛教
育実習日誌⽜を配布し，日誌の書き方を含む，教育実習の
内容・方法等についても指導を行う。

２．実習前指導：大学の指導担当の教員から実習前に実習の準
備等に関する個別指導を受ける。連絡を取り合い，日時を
決めること。

《教育実習期間》
３．教育実習：高等学校免許状を取得する者については２週間

以上の実習を行う。中学校免許状を取得する者については
⽛中学校教育実習⽜と組み合わせて３週間以上の実習を行
う。実習校の教員の指導に従って実習を行うこと。

４．訪問指導：大学の指導担当の教員が実習校を訪問し，実習
生の授業を参観するなどした後に個別指導を行う。実習中
に大学の指導担当の教員と連絡を取り合い，日時を決める
こと。

《事後指導》
５．教育課題レポートの作成：教育実習期間中，自ら設定した

教育課題（評価の対象とする。未提出の場合には単位を与
えない。）について，Ａ４版2,400字以上にまとめ提出する
こと。

６．教職課程研究会：11月末～12月上旬に行われる。現職教員
の講演を通じて現場での指導法や最新の教育課題を理解
し，教員としての働き方やキャリアイメージを明確にする。

７．インターンシップ等への参加（任意）：併設校のインターン
シップや，札幌市や北海道の教育委員会が募集する学校教
育に関わるボランティアに参加するなどして，実践力の向
上に努めて欲しい。

●準備学習（予習・復習等）の内容
事前指導の内容を踏まえ，実習校の担当教員の指示にしたがっ

て，事前の教材研究等の準備をしっかりしておくこと。

●事後指導・フィードバック
教育実習期間及び事後指導における指導に加えて，⽛教職実践

演習（中・高）⽜において教育実習の振り返りを行う。

●評価方法・基準
教育実習校から提示される評価を基にして，実習日誌，教育課

題レポートを総合的に判断し，大学が最終評価（合・否で評価）
を行う。

●履修上の留意点
教育実習の履修については，⽛履修の手引⽜の中の⽛教育実習の

心得⽜の項目を熟読しておくこと。４年次の実習前には，大学で
配付される以下の⽝教育実習の手引き⽞を熟読し，教育実習の日
誌にも目を通し，十分な準備をしておくこと。

●教科書
北海道私立大学・短期大学教職課程研究連絡協議会編（2019）

⽝教育実習の手引き（第７版）⽞学術図書出版社

●参考書
特に指定しない。
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科 目 名 中・高校教育実習

担 当 者 複数の教員

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ４年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
高等学校免許状，中学校免許状を取得する者に共通の教育実習

である。
教育実習は，専門職としての教職を志望する学生が，教職課程

のすべての履修と修得の総仕上げとして学校現場で行う教育活動
である。つまり，大学の授業で体得した知識・技術を基礎として，
大学の授業だけでは得られない教師としての諸能力を身につける
ために，教育実践を通して集中的に研究するものである。
（学習目標）
大学で学んだ知識や技術を実践の場面で展開でき，かつ教育現

場で行われている新たな方式を積極的に学習することを目標とし
ている。

●授業計画
１．《教育実習事前ガイダンス》 教育実習の事前指導として，

教育実習事前ガイダンスを３～４月に実施するので必ず出
席すること。ここでは，⽛教育実習日誌⽜を配布し，日誌の
書き方，実習に関わる注意点，教育実習校との連絡・調整
等についての指導を行う。

２．《教育実習期間》 高等学校免許状を取得する者については
２週間以上の実習期間が必要である。中学校免許状を取得
する者については⽛中学校教育実習⽜と組み合わせて３週
間以上の実習期間が必要である。

３．《教育課題レポートの作成》 教育実習期間中，自ら設定し
た教育課題（評価の対象とする。未提出の場合には単位を
与えない。）について，Ａ４版2,400字以上にまとめ提出す
ること。

４．《大学担当者の訪問指導》 実習期間中に大学担当者が訪問
指導を行うので，実習開始の10日前までに担当者と面談を
すること。

※すべての教育実習ガイダンスには，万難を排して出席するこ
と。やむを得ない事情のときは，理由書を添えて，教務セン
ター窓口へ申出ること。

●準備学習（予習・復習等）の内容
実習校の担当教員の指示にしたがって事前の教材研究をしっか

りしておくこと。

●事後指導・フィードバック
教職実践演習（中・高）において教育実習の振り返りを行う。

●評価方法・基準
教育実習校から提示される評価を基にして，実習日誌，教育課

題レポートを総合的に判断し，大学が最終評価（合・否で評価）
を行う。

●履修上の留意点
教育実習の履修については，⽛履修の手引⽜の中の⽛教育実習の

心得⽜の項目を熟読しておくこと。

●教科書
北海道私立大学・短期大学教職課程研究連絡協議会編（2019）

⽝教育実習の手引き（第７版）⽞学術図書出版社

●参考書
特に指定しない。

科 目 名 中・高教育実習（事前事後指導含む）

担 当 者 複数の教員

単 位 数 ３ 開 講 期 第２学期

開講年次 ４年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
高等学校免許状，中学校免許状を取得する者に共通の教育実習

である。（中学校免許状を取得する者は⽛中学校教育実習⽜も履修
すること。）

教育実習は，専門職としての教職を志望する学生が，教職課程
のすべての履修と修得の総仕上げとして学校現場で行う教育活動
である。この教育実習を充実したものとするために，事前事後指
導を行う。履修者は，事前事後指導を踏まえて教育実習に参加し，
大学の授業で体得した知識・技術を基礎として，教育実践を通し
て，大学の授業だけでは得られない教師としての諸能力の基礎を
身につける。
（学習目標）
事前事後の指導に積極的に参加するとともに，大学で学んだ知

識や技術を実践の場面で展開し，かつ教育現場の実態に合わせて
新しい教育実践の方法を身に付けることを目標とする。

●授業計画
履修者は以下の１～６の指導を必ず受ける/行うこと。やむを

得ない事情のときは，理由書を添えて，教務センター窓口へ申出
ること。なお，事前指導は２年次から開始されるが，以下では４
年次に行われる指導内容のみ示している。

《事前指導》
１．教育実習直前ガイダンス：３～４月に行われる。各種手続

き，教育実習校との連絡・調整等に関する内容のほか，教
育実習の意義・目的・教育実習上の心構えや態度（服装，
言動，髪等を含む。）に関わる注意点を指導する。また⽛教
育実習日誌⽜を配布し，日誌の書き方を含む，教育実習の
内容・方法等についても指導を行う。

２．実習前指導：大学の指導担当の教員から実習前に実習の準
備等に関する個別指導を受ける。連絡を取り合い，日時を
決めること。

《教育実習期間》
３．教育実習：高等学校免許状を取得する者については２週間

以上の実習を行う。中学校免許状を取得する者については
⽛中学校教育実習⽜と組み合わせて３週間以上の実習を行
う。実習校の教員の指導に従って実習を行うこと。

４．訪問指導：大学の指導担当の教員が実習校を訪問し，実習
生の授業を参観するなどした後に個別指導を行う。実習中
に大学の指導担当の教員と連絡を取り合い，日時を決める
こと。

《事後指導》
５．教育課題レポートの作成：教育実習期間中，自ら設定した

教育課題（評価の対象とする。未提出の場合には単位を与
えない。）について，Ａ４版2,400字以上にまとめ提出する
こと。

６．教職課程研究会：11月末～12月上旬に行われる。現職教員
の講演を通じて現場での指導法や最新の教育課題を理解
し，教員としての働き方やキャリアイメージを明確にする。

７．インターンシップ等への参加（任意）：併設校のインターン
シップや，札幌市や北海道の教育委員会が募集する学校教
育に関わるボランティアに参加するなどして，実践力の向
上に努めて欲しい。
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●準備学習（予習・復習等）の内容
事前指導の内容を踏まえ，実習校の担当教員の指示にしたがっ

て，事前の教材研究等の準備をしっかりしておくこと。

●事後指導・フィードバック
教育実習期間及び事後指導における指導に加えて，⽛教職実践

演習（中・高）⽜において教育実習の振り返りを行う。

●評価方法・基準
教育実習校から提示される評価を基にして，実習日誌，教育課

題レポートを総合的に判断し，大学が最終評価（合・否で評価）
を行う。

●履修上の留意点
教育実習の履修については，⽛履修の手引⽜の中の⽛教育実習の

心得⽜の項目を熟読しておくこと。４年次の実習前には，大学で
配付される以下の⽝教育実習の手引き⽞を熟読し，教育実習の日
誌にも目を通し，十分な準備をしておくこと。

●教科書
北海道私立大学・短期大学教職課程研究連絡協議会編（2019）

⽝教育実習の手引き（第７版）⽞学術図書出版社

●参考書
特に指定しない。

科 目 名 教職実践演習（中・高）

担 当 者
後藤 聡／荻原 克男／浅村 亮彦
五十嵐 素子／板東 眞一／元紺谷 尊広
上野 直幸 小形 秀雄

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ４年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
本授業では，これまでの大学生活での学修成果を踏まえながら，

教職に就くに当たっての自らの課題を明確にするとともに，教員
として必要な最低限の資質能力が身についているかを総合的に確
認することを目的とする。
（学習目標）
１大学生活４年間の学修と経験を踏まえ，履修履歴を参照し，
これまで身に付けたことを教職上の資質能力の観点から自覚
的に捉え返し，自らの学習課題を明らかにする。

２教員に求められる最低限の資質能力（使命感・責任感・教育
的愛情，社会性や対人関係能，生徒理解と学級経営，教科等
の指導力）について，テーマを定めた事例研究とグループ討
論，模擬授業とグループ討議，ロールプレイング，などの実
践的な学習をとおして身に付ける（授業計画に示されている
テーマはあくまで一例であり，各自の課題に沿って設定する
こと）。

３事例研究の発表や模擬授業を行うにあたっては，積極的に
ICTを活用して，教科等の指導に生かせるようにする。

●授業計画
第１回 全体ガイダンス：⽛履修カルテ⽜による学修の振り返り

と各自の課題の明確化
第２回 個別ガイダンスと各自の履修プランの立案
第３回 事例研究とグループ討議１：教職の社会的役割と使命
第４回 事例研究とグループ討議２：教員組織における役割分

担と協働性
第５回 事例研究とグループ討議３：学校・地域・家庭の連携

関係
第６回 事例研究とグループ討議４：現代の児童・生徒と対応

の留意点
第７回 模擬授業とグループ討議１：個別最適な学び
第８回 模擬授業とグループ討議２：協働的な学び
第９回 模擬授業とグループ討議３：探求的な学び
第10回 実践場面を想定したロールプレイング１：学級活動・

学級経営場面
第11回 実践場面を想定したロールプレイング２：教科指導場

面
第12回 実践場面を想定したロールプレイング３：生徒指導場

面
第13回 実践場面を想定したロールプレイング４：保護者と地

域との連携場面
第14回 各自が目指す教師像の確立
第15回 まとめ：自己課題の達成度確認と評価

●準備学習（予習・復習等）の内容
予告された事前課題には必ず取り組んで授業に臨むこと。（予

習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
その都度コメントをフィードバックする。

●評価方法・基準
演習への参加態度・活動内容および履修カルテの作成内容等か

ら総合的に評価する。事前課題への取り組み成果については授業
内で確認・コメントする。

●履修上の留意点
10月以降に指定の日時に授業等を行う予定である。具体的な開
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講時間については LMSを通じて９月以降連絡する。

●教科書
特に指定しない。

●参考書
・⽛中学校学習指導要領⽜（平成29年告示 文部科学省）
・⽛高等学校学習指導要領⽜（平成30年告示 文部科学省）
・⽛生徒指導提要⽜（令和４年12月 文部科学省）

科 目 名 教職総合演習

担 当 者
後藤 聡／荻原 克男／浅村 亮彦
五十嵐 素子／板東 眞一／元紺谷 尊広
上野 直幸 小形 秀雄

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
学校現場では様々な教育課題が生起しており，教員には学習指

導，生徒指導の両面において確かな指導力が求められる。さらに，
社会環境が大きく変容しつつある現代において，教員みずからが
変化への適切な対応力を持つことが必要である。そこで本授業で
は，現代の教育課題および基礎理論に対する理解を深めるととも
に，情報の収集・分析・問題解決を通して，教員としての指導力
と豊かな人間性を身につけることを目標とする。具体的には，教
育などに関連する諸問題について具体的なテーマを設定し，その
問題解決のための研究を深め，成果発表・報告，相互討論を行う。
また，４年間の教職課程で教員に必要な資質能力を確実に身に

つけるために，これまでの学修の振り返りを行い，今後の学修計
画を見直すことを目標とする。
（学習目標）
１．発表・報告・討論を通じて，教育などに関連する社会の諸

問題及び教育に関する基礎理論について理解を深める。
２．発表準備に関わる資料収集・整理作業・討論を通じて，教

職に携わる者としての実践的な思考力・態度や，協働して
問題解決にあたる能力を身につける。

３．履修カルテを活用し，これまでの学修の振り返りを行い，
今後の学修計画を作成する。

●授業計画
演習では，受講生自身による，①研究テーマの設定，②テーマ

に関連する資料の収集，③研究テーマのまとめを行い，その後，
④研究発表・報告，⑤討論により演習を進める。
以下，各回に示すような項目を参考に，具体的な研究テーマを

設定して実施する。

第１回 教育の歴史
第２回 教育制度・教育行政
第３回 教育と社会
第４回 発達過程
第５回 学習過程
第６回 発達・学習障害
第７回 教育相談
第８回 生徒指導
第９回 教育方法
第10回 教育課程
第11回 少子高齢化と教育に関する問題
第12回 国際化と教育に関する問題
第13回 情報化社会と教育に関する問題
第14回 環境と教育に関する問題
第15回 これまでの学修の振り返りと今後の学修計画について

●準備学習（予習・復習等）の内容
教育上の課題となる研究テーマなどについて，各自が分担して

発表資料を作成する。その発表資料に基づいて討論を行うので，
討論を有意義なものとするため，事前に関連図書，統計資料，報
道資料などを調査することが求められる。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
発表資料，報告に対して，その都度授業内で内容を確認し，コ

メントをフィードバックする。

●評価方法・基準
設定した研究テーマヘの取組み（資料収集，レポート），発表・

報告，討論参加，履修カルテ活用状況，出席状況等から総合的に
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判断する。

●履修上の留意点
発表準備や討論に積極的な態度で取り組むこと。分かりやすい

説明のための工夫や，どうすれば討論が深まるかなど，各自で考
えて試行錯誤することが求められる。

●教科書
テキストは特に指定しない。必要に応じて随時資料を配付した

り，指示する。但し，受講生が設定するテーマについては，本人
が関係資料を用意する。

●参考書
テーマに応じて適宜紹介する。

科 目 名 介護体験実習

担 当 者 複数の教員

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
原則として，特別支援学校で２日間，社会福祉施設で５日間，

合計７日間にわたり，障がいを持つ方や高齢者をはじめとする施
設利用者に対する介護，介助等を体験する。
（学習目標）
教師を目指す者として，個人の尊厳及び社会連帯の理念に関す

る認識を深める。

●授業計画
１．介護体験実習のガイダンス・事前学習（原則２回４コマ）

への参加・履修登録（全体）
２．介護体験実習先の決定（個別に掲示される）・教務センター

にて各書類受け取り
３．学校・施設についての事前調査（個別）
４．学校・施設ごとの事前ガイダンス（個別）（ない場合もある）
５．特別支援学校・社会福祉施設における介護体験実習（個別）
６．レポートおよび介護体験実習概要報告書作成・大学へ提出
（個別），介護体験実習終了報告書を提出

７．学校・施設へのお礼状作成・送付（個別）

●準備学習（予習・復習等）の内容
特別支援学校や社会福祉施設は，児童・生徒や利用者の現状に

応じた授業・利用内容となっている。そのため，⽛１ 介護体験実
習のガイダンス⽜を受けたうえで，自分が配属される学校・施設
について，各自，以下の事前調査を行うこと。
・⽝教職課程履修の手引き⽞の該当部分を熟読する。
・昨年度までの介護体験実習の報告ファイル（教務センターに
て閲覧）を読んで参考にする。

・特別支援学校や社会福祉施設の特徴について参考書にて調べ
る。

・実習開始前に交通アクセス方法（移動時間・方法）を調査す
る。

●事後指導・フィードバック
教職実践演習（中・高）において介護体験実習の振り返りを行

う。

●評価方法・基準
レポート（100％）
ただし授業計画１～６（４がない場合もある）をすべて過不足

なく終えたことを前提とする。※合・否で評価する。

●履修上の留意点
介護体験実習のガイダンス・事前学習に出席しなかったものは，

履修登録を認めない。この体験実習は，学校・施設の協力により
行われていることに充分留意し，実習先で迷惑をかけることのな
いよう，くれぐれも注意すること。問題を起こした場合は，実習
を取りやめ，以降，履修を認めない，単位を授与しないこともあ
る。（詳しくは⽝教職課程履修の手引⽞該当部分を参照のこと）
原則として，在学中の履修は１回限りとする。

●教科書
特になし

●参考書
全国特別支援学校長会 全国特別支援教育推進連盟 編著⽝介

護等体験ガイドブック新フィリア⽞ジアース教育新社，2020
全国社会福祉協議会⽝よくわかる社会福祉施設―教員免許志願

者のためのガイドブック⽞，2015
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科 目 名 生涯学習論

担 当 者 木村 雅一

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 １部１年 済地営情律政日英社建電生
２部１年 済地営律政日英

●授業のねらい
（授業のテーマ）
生涯学習社会の推進には，学習者自身の学びの捉え直しととも

に，学習を支援する専門的な職員の存在が重要となる。生涯学習
事業に即した学習プログラムを編成するための基礎理論（生涯学
習論）を理解することが課題とされる。本科目では，学習者の多
様な生活課題や地域的・社会的課題をふまえ，学習をどのように
コーディネートしていくのか，学習の質を高めていくための基本
的な生涯学習の理論・実践についての理解を深めていく。現代的
問題を踏まえながら，講義，ディスカッション・演習形式で，求
められる生涯学習についての思考能力の獲得を目指す。この科目
は教養科目・社会科学・地域の科目です。
（学習目標）
①生涯学習の理念及び地域における具体的な動向について理解

し，その意義と課題を説明できる。②生涯学習に関わる職員に要
請されている専門性の内容がわかり，その職員と協働する市民の
役割を理解する。③多様な生涯学習実践及び生涯学習支援論か
ら，学習者の主体性な参加を促すために必要な基本的知識や実践
方法を理解する。

●授業計画
第１回 ガイダンス：本科目のねらい・講義の流れ・生涯学習

理念の理解
第２回 学校教育と社会教育の連携・共同：両者の連携・共同

とは何か
第３回 現代的課題と生涯学習：⽛持続可能な社会⽜の実現を目

指す学びとは何か
第４回 生涯学習と格差：貧困と社会的排除に抗する学びとは

何か
第５回 学びを支える施設①：公民館という社会教育施設
第６回 学びを支える施設②：文化施設やスポーツ施設の役割

を考える
第７回 子育て支援と生涯学習：なぜ現代では子育てを社会で

担うのか
第８回 青年の自立と社会参加：青年・若者はどのように社会

に関わるのか
第９回 おとなの学びと社会参加：高齢者の学習から考える人

間の可能性
第10回 ジェンダーと生涯学習：多様性のつながりから生涯学

習を考える
第11回 市民の学びとボランティア：NPOや自主活動から人々

の再生を考える
第12回 市民の学びと福祉：障がい者，介護の学びから考える

生涯学習
第13回 市民の学びと地域創造：.3.11以降のまちづくりから

考える地域主権とつながり
第14回 私たちの生活と生涯学習：学びの意義と生涯学習
第15回 まとめ：⽛市民・人間になるための学び⽜を支援する生

涯学習

●準備学習（予習・復習等）の内容
各講義でテキスト・資料を配布します。その際に基本的事項の

説明を行います。講義後，さらに興味を持った事項に関しては，
各自他の文献やインターネット等を用いて調べてください。ま
た，講義によっては各自調べ学習が課題となる場合もあります。
（例：⽛地元の公民館について調べる⽜）※４時間程度

●事後指導・フィードバック
グループ討議及びレポートやリアクションペーパーについて

は，講義の中でコメントします。

●評価方法・基準
・出席状況，授業態度：30％
・中間レポートや課題，リアクションペーパー：40％
・期末レポート：30％

●履修上の留意点
生涯学習に関して，基本となる考え方を理解し，自身の言葉で

考えることができるようになってほしいと思います。一方的な講
義ではなく，受講者と教員との双方向的なやりとり，ディスカッ
ション，グループワークなどの要素も取り入れ，受講者にも授業
中に報告を求める予定です。

●教科書
特になし。毎回必要な資料を配布します。

●参考書
各回関連する文献を紹介します。
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科 目 名 日本史

担 当 者 石黒 清裕

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
我が国の歴史の展開を通史をベースにして，政治，文化と伝統

の特色について理解を深めるが，細かな歴史事項ではなく，授業
ごとに基本的なテーマを設定し，できるだけ最新の研究成果と今
後の研究動向と展望を織り込みながら，歴史の大きな流れを理解
することをねらいとする。
この科目は２年生以上を対象とした関連科目である。

（学習目標）
日本史の基本的な考え方，各時代の重要事項や最近の研究動向

などを理解し，授業実践の前提となる教材研究・教材づくりの力
量を高めることをめざし，教師としての基礎的資質を育成する。

●授業計画
第１回 ガイダンス 授業の進め方の確認 日本史学習の基礎

Ⅰ（歴史を学ぶことの意義，時代区分等）
第２回 日本史学習の基礎 Ⅱ（紀年法・行政区分等）
第３回 日本文化の黎明と古代国家の形成
第４回 古代国家の推移と社会の変化
第５回 中世国家の形成
第６回 中世国家の展開
第７回 近世国家の形成
第８回 産業経済の発展と幕藩体制の変容
第９回 明治維新と立憲体制の成立
第10回 国際関係の推移と立憲国家の展開
第11回 近代産業の発展と近代文化
第12回 第一次世界大戦と日本の政治・経済・社会
第13回 第二次世界大戦と日本
第14回 現代の日本と社会
第15回 授業のまとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
毎回，以下の内容で２時間以上の準備学習を行うこと。
次回の授業内容について，高校日本史の教科書の関連箇所を事

前に読んでおくこと。

●事後指導・フィードバック
適宜，質問とコメントの時間を設ける。

●評価方法・基準
感想カードと小論文（60％），定期試験（40％）により評価する。
感想カード，小論文は授業内でコメントする。定期試験は講評

を本学学習支援システムの講義連絡で連絡する。また，地理歴史
科教育法Ⅱの授業内でもコメントする。

●履修上の留意点
教職を志望するものとして，強い意欲と自覚を持ち，積極的な

姿勢で受講すること。
また，当該科目は，所属学部によっては，卒業要件単位として

認められない科目であるため，所属学部の⽛履修の手引き⽜にて，
卒業単位になる・ならないを確認してから履修する・しないを決
定すること。

●教科書
山川出版社⽝詳説 日本史探究⽞（日探705），もしくは，自身の

高校で使用した日本史Ｂの教科書。講義用レジュメはそのつど配
布する。

●参考書
講義時に適宜紹介する。

科 目 名 西洋史

担 当 者 田村 理

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
西洋史を概説する。ヨーロッパ史を中心に，近代世界の形成過

程に焦点を合わせ，その内に見られる問題点を考察する。
（学習目標）
・近代世界の形成過程を大まかに理解する。
・近代世界の形成過程を鏡として，現代日本の私たちが抱える
諸問題を熟慮することができる。

・近代世界の形成過程の中に，現代日本の私たちが抱える諸問
題の淵源を探ることができる。

●授業計画
第１回 イントロダクション：歴史学とは何か，どのような意

義があるのか
第２回 ギリシアと民主政
第３回 ローマとキリスト教
第４回 民族大移動
第５回 中世立憲主義
第６回 ルネサンスと大航海時代
第７回 宗教改革
第８回 17世紀⽛世界的危機⽜
第９回 啓蒙主義
第10回 環大西洋革命
第11回 産業革命
第12回 ベルエポックと帝国主義
第13回 二つの世界大戦
第14回 冷戦と福祉国家
第15回 グローバリゼーションとネオリベラリズム

●準備学習（予習・復習等）の内容
文献リストの資料を多読，精読する（４時間）。

●事後指導・フィードバック
希望者にはレポートを添削，返却する。

●評価方法・基準
中間レポート（50％）＋最終レポート（50％）

●履修上の留意点
当該科目は，所属学部によっては，卒業要件単位として認めら

れない科目であるため，所属学部の⽛履修の手引き⽜にて，卒業
単位になる・ならないを確認してから履修する・しないを決定す
ること。

●教科書
特に指定しない。

●参考書
特に指定しない。
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科 目 名 東洋史

担 当 者 川口 琢司

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期
第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
⽛ヨコ⽜のユーラシア世界史
毎回，一つの⽛時代⽜を取り上げる。まず，その⽛時代⽜のユー

ラシア大陸と周辺海域の大まかな歴史的特徴をつかまえる。次
に，ユーラシアで興亡した諸国家を取り上げ，それらの関係性に
注目する。また，民族の移動，文化の伝播，特定の人間集団の動
向にも注意を払いたい。こうして，ユーラシア史の大きな流れを
つかむのがねらいである。なお，映像資料を用いた授業も予定し
ている。
なお，この科目は２年生以上を対象とした関連科目である。

（学習目標）
将来，教壇に立つことを前提にして⽛世界史⽜を教えるうえで

必要な知識の修得を目標とする。ユーラシア大陸とその周辺海域
を舞台とする歴史の⽛流れ⽜と文化の⽛広がり⽜を理解してもら
う。

●授業計画
第１回 ガイダンス：シラバスの確認と序論
第２回 前４世紀～前１世紀：東西文化の融合
第３回 １世紀～４世紀：東西交流の活発化
第４回 ４世紀～６世紀：第一次民族大移動
第５回 ６世紀～８世紀⑴：イスラームの成立と拡大
第６回 ６世紀～８世紀⑵：東アジア文化圏の形成
第７回 ９世紀～12世紀⑴：第二次民族大移動（東アジア）
第８回 ９世紀～12世紀⑵：第二次民族大移動（西アジア，南

アジア，ロシア）
第９回 13世紀～14世紀：モンゴルによるユーラシアの一体化
第10回 14世紀～15世紀：ペストの大流行
第11回 15世紀～16世紀：大航海時代とイスラーム圏
第12回 16世紀～17世紀：ヨーロッパ諸国の植民活動とアジア

諸帝国
第13回 17世紀～18世紀：清とロシアの台頭
第14回 18世紀～19世紀：イギリスの覇権とロシアの南下
第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
毎回，以下の内容で４時間以上の準備学習を行うこと。
高等学校の世界史教科書の関連箇所を読み，授業で扱う⽛時代⽜

のユーラシア大陸とその周辺海域の状況を把握しておくこと。

●事後指導・フィードバック
レポートについては，採点後に返却し，授業内で総評を行う。

●評価方法・基準
期末評価試験（70％），中間レポート（30％）により評価する。

なお，定期試験の受験資格は授業への出席回数が授業回数の３分
の２以上の者に与えるものとする。

●履修上の留意点
授業内容を教員採用試験レベルに合わせているため，高等学校

で⽛世界史⽜を履修していることが望ましいが，⽛世界史⽜を履修
しなかった場合も，高等学校の世界史教科書を読んだうえで履修
することが望ましい。ノートをしっかりとるなど，積極的な姿勢
で授業に臨んでほしい。なお，遅刻をくりかえしたり，出欠をとっ
たあとで理由もなく退出した者は，成績に深刻な影響をおよぼす
ので注意すること。
また，当該科目は所属学部によっては卒業要件単位として認め

られない科目であるため，所属学部の⽛履修の手引き⽜で卒業単

位になる・ならないを確認してから履修する・しないを決めるこ
と。

●教科書
特になし。

●参考書
全体を通して参考になるものを挙げておく。
・⽛世界の歴史⽜編集委員会編⽝もういちど読む山川世界史⽞（山
川出版社，2009年）

・木村靖二他編⽝詳説世界史研究⽞（山川出版社，2017年）
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科 目 名 人文地理学

担 当 者 菊地 達夫

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
本科目では，中学校社会科地理的分野と高等学校地理歴史科地

理のうち，人文地理に関する内容を取り上げる。具体的には，場
所的差異や時間的変化といった地理的な見方や考え方の理解を，
産業，生活文化，観光，都市などの地理的主題を通じて深めても
らう。なお，授業は，作業学習・発表共有（アクティブラーニン
グ）を導入して展開する。
（学習目標）
１ 中学校と高等学校の人文地理に関する内容について説明で

きる。
２ 地理的主題を通じて，地理的な見方・考え方を説明できる。

●授業計画
第１回 オリエンテーション（授業のねらい，授業計画，評価

方法等）
第２回 地理的主題の在り方・考え方の理解
第３回 農業分布を通じた地理的な見方・考え方の理解（日本）
第４回 漁場（水産業）を通じた地理的な見方・考え方の理解

（日本）
第５回 資源・エネルギーを通じた地理的な見方・考え方の理

解（北海道）
第６回 工業立地を通じた地理的な見方・考え方の理解（日本）
第７回 文化遺産の分布を通じた地理的な見方・考え方の理解

（北海道）
第８回 生活文化（住居）を通じた地理的な見方・考え方の理

解（世界）
第９回 観光を通じた地理的な見方・考え方の理解（世界）
第10回 都市を通じた地理的な見方・考え方の理解（世界）
第11回 食料問題を通じた地理的な見方・考え方の理解（世界）
第12回 地球環境問題を通じた地理的な見方・考え方の理解（世

界）
第13回 人口問題を通じた地理的な見方・考え方の理解（北海

道）
第14回 人文地理に関する地理的な見方・考え方の整理と応用
第15回 人文地理に関する地理的な見方・考え方の確認・到達

度チェック

●準備学習（予習・復習等）の内容
人文地理に関する内容は，日常生活やニュース・報道内容でよ

く取り上げられます。日常生活では，地理的事象に対して⽛なぜ，
その場所なのか⽜や⽛昔は，どうであったのか⽜など地理的な見
方・考え方を働かせること。また，ニュース・報道内容において，
地名が出てきたら，地図で位置を確認する習慣を身につけること。
学習指導要領解説をみて，授業内容が，どの部分に関連している
のか，確認すること。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
課題等の結果は，返却の際，講評・補足解説を行う。

●評価方法・基準
授業内到達度テスト（50％），作業課題（30％），授業への参加

意欲（20％） 授業への参加意欲とは，講義内容についての発表・
質問，自主的な調べ学習の提出，受講態度を指します。

●履修上の留意点
本科目は，中高地理の内容に役立つことを目指しています。そ

のため，単なる地理的知識の理解に留まらず，地理的な指導技術
を意識できるようにして下さい。適宜，関係する公開授業の案内

も行う。遠隔授業の場合，原則，LMSを使用します。

●教科書
講義内容に応じて，関係資料を配付致します。

●参考書
竹中克行編⽝人文地理学への招待⽞ミネルヴァ書房
地理教育研究会編⽝授業のための日本地理⽞古今書院
地理教育研究会編⽝授業のための世界地理⽞古今書院
山口幸夫他偏⽝地理教育のカリキュラムの創造⽞古今書院
日本地理教育学会編⽝地理教育用語技能事典⽞帝国書院
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科 目 名 自然地理学

担 当 者 菊地 達夫

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
本科目では，中学校社会科地理的分野と高等学校地理歴史科地

理のうち，自然地理に関する内容を取り上げる。具体的には，場
所的差異や時間的変化といった地理的な見方や考え方の理解を，
山地，河川，平地，湖沼，海岸などの地理的主題を通じて深めて
もらう。なお，授業は，作業学習・発表共有（アクティブラーニ
ング）を導入して行う。
（学習目標）
１ 中学校と高等学校の自然地理に関する内容について説明で

きる。
２ 地理的主題を通じて，地理的な見方・考え方を説明できる。

●授業計画
第１回 オリエンテーション（授業のねらい，授業計画，評価

方法等）
第２回 自然地理的事象の対象・内容
第３回 地図を活用した地理的な見方・考え方
第４回 景観写真を活用した地理的な見方・考え方
第５回 山地地形の特色
第６回 河川地形の特色
第７回 森林植生の特色
第８回 平地（平野）の特色
第９回 湖沼の特色
第10回 海岸地形の特色
第11回 積雪の地域構造
第12回 氷河地形の特色
第13回 自然災害（火山噴火ほか）の内容
第14回 自然地理に関する地理的な見方・考え方の整理と応用
第15回 自然地理に関する地理的な見方・考え方の確認・到達

度チェック

●準備学習（予習・復習等）の内容
自然地理に関する内容は，日常生活やニュース・報道内容でよ

く取り上げられます。日常生活では，地理的事象に対して⽛なぜ，
その場所にあるのか⽜や⽛昔は，どうであったのか⽜など地理的
な見方・考え方を働かせること。また，ニュース・報道内容にお
いて，地名が出てきたら，地図で位置を確認する習慣を身につけ
ること。学習指導要領解説をみて，授業内容が，どの部分に関連
しているのか，確認すること。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
課題等の結果は，返却の際，講評・補足解説を行う。

●評価方法・基準
授業内到達度テスト（50％），作業課題（30％），授業への参加

意欲（20％） 授業への参加意欲とは，講義内容についての発表・
質問，自主的な調べ学習の提出，受講態度を指します。

●履修上の留意点
本科目は，中高地理の内容に役立つことを目指しています。そ

のため，単なる地理的知識の理解に留まらず，地理的な指導技術
を意識できるようにして下さい。適宜，関係する公開授業の案内
も行う。遠隔授業の場合，原則，LMSを使用します。

●教科書
講義内容に応じて，関係資料を配付致します。

●参考書
杉谷隆ほか⽝風景の中の自然地理⽞古今書院
中村和郎ほか編⽝日本総論Ⅰ（自然編）⽞朝倉書店
山口幸夫他偏⽝地理教育のカリキュラムの創造⽞古今書院
日本地理教育学会編⽝地理教育用語技能事典⽞帝国書院

科 目 名 職業指導（商業）

担 当 者 吉本 満

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
学校から職業への移行プロセスに問題を抱える若者が増え，社
会問題となっている。生徒一人一人が⽛生きる力⽜を身につけ，
明確な目的意識をもって日々の学校生活に取り組み，主体的に自
己の進路を選択・決定できる能力を高めること。そして，しっか
りと勤労観・職業観を形成し，激しい社会の変化の中で将来直面
するであろう様々な課題に，適切に対応する社会人・職業人の育
成が求められている。そのためのキャリア教育の充実は喫緊の課
題であり，その指導内容や指導方法を学び，今後の教職生活で活
かすことをねらいとする。
（学習目標）
１．高等学校におけるキャリア教育全般を学び，その意義と必
要性を認識して，概要を説明することができる。

２．キャリア教育と進路指導・職業教育との関わりを理解し，
その繋がりを説明することができる。

３．高等学校における進路指導の状況を理解し，望ましい進路
指導の在り方について述べることができる。

●授業計画
第１回 ガイダンス，北海道高校教育の現状，職業指導の歴史

と変遷について
第２回 キャリア教育の必要性と意義について
第３回 キャリア教育と学習指導要領について
第４回 キャリア教育と職業教育（商業教育）について
第５回 キャリア教育と進路指導（職業指導）について
第６回 学科に応じたキャリア教育について
第７回 キャリア教育推進の校内組織と計画について
第８回 教科・特別活動等の年間指導計画について
第９回 高校におけるキャリア教育の実践について
第10回 学校・家庭・地域の連携（パートナーシップ）につい

て
第11回 効果的なインターンシップ（就業体験）について
第12回 特別活動における進路指導（特別活動全般・ホームルー

ム等）について
第13回 PDCAサイクルによるキャリア教育の評価について
第14回 生徒理解のためのカウンセリングマインドとガイダン

ス機能について
第15回 キャリア教育の課題と今後の展望，まとめ（ディスカッ

ション），課題レポート提出と要旨発表

●準備学習（予習・復習等）の内容
毎回，ミニレポート提出を課すので，事前に教科書（単元）の
内容に目を通しておくこと。（予習・復習 ２時間程度）

●事後指導・フィードバック
ミニレポート結果は次回授業時，課題レポートは最終授業の要
旨発表内でコメントする。

●評価方法・基準
課題レポート（30％），各種演習・ミニレポート（50％），講義・
討議参加状況（20％）等により，総合的に評価する。出席率が70％
を下回った場合は，単位認定しない。

●履修上の留意点
高等学校の教科⽛商業⽜教員免許取得に必修な科目であり，積
極的に受講すること。

●教科書
高等学校キャリア教育の手引き（文部科学省）教育出版

●参考書
新高等学校学習指導要領解説（商業編）（特別活動編）文部科学
省
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科 目 名 職業指導（工業）

担 当 者 柿原 幸一

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
進学や就職は，人生をを左右する一生の大事である。その際に

必要なことは，産業構造・就業構造の変化や，社会の要請を的確
に察知し，必要とされる知識・技能や勤労観・職業観をしっかり
と身に付け，将来の基盤を築き，自立して生きていくことができ
るようになることが求められている。
本講義では，日本社会の変化と職業の大きな改革，キャリア開

発の中核としての職業指導に焦点を当て，小学校から大学までの
キャリア開発・キャリア教育の実践について検討していく。
このため，職業指導を学ぶ者や，仕事と将来について考えたい

者，学校において進路指導に携わる者として必要な職業指導・進
路指導・キャリア教育のための基礎理論を学び，職業をめぐる諸
問題や教育の現状・課題・展望について具体的に考察する。
（学習目標）
１ 進路指導・キャリア教育の基本事項を理解し，現場でどの

ように取り組んでいればよいかを考えることができる。
２ 学校における職業教育の現状や課題を理解し，今後の職業

教育の在り方や展望について考えることができる。
３ 職業に関する基礎知識を理解し，職業と適正・職業と学問

との関係・職業資格・就職活動等について知ることができ
る。

●授業計画
第１回 オリオンテーション・キャリアガイダンス
第２回 職業の語義と種類 産業構造の変化と職業
第３回 組織社会の職業の特徴
第４回 キャリア開発と職業指導
第５回 職業指導の指導領域
第６回 職業適性とその分類 職業的適性に関する検査及び留

意点
第７回 学校におけるキャリア開発と支援１ 小学校・中学校
第８回 学校におけるキャリア開発と支援２ 高等学校
第９回 学校におけるキャリア開発と支援３ 専門学校
第10回 学校におけるキャリア開発と支援４ 大学
第11回 大学卒業後のキャリア開発と支援
第12回 雇用に関する権利と義務
第13回 ヨーロッパのキャリア開発と支援
第14回 アメリカのキャリア開発と支援
第15回 まとめ 到達度チェック

●準備学習（予習・復習等）の内容
（予習）次回のテキストの通読と用語の確認をする。（２時間程
度）
（復習）講義の理解できた箇所，理解が不十分箇所を明確にし，
次の講義で解決ができるよう準備する。（２時間程度）

●事後指導・フィードバック
期末評価試験結果とその講評を掲示板にて公表する。

●評価方法・基準
期末評価試験（60％），課題（20％），受講態度（10％），学習意

欲（10％）で評価する。

●履修上の留意点
関心と意欲を持ち，積極的な態度で受講すること。

●教科書
⽛新時代のキャリア教育と職業指導⽜ 法律文化社 2,200円
＋ 税

●参考書
特になし。必要に応じて紹介する。

科 目 名 情報と職業

担 当 者 柿原 幸一

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
高度情報化社会にあっては，大量の情報から的確に情報を選択

し，それをよりよく活用できる情報処理能力が強く求められてい
る。
本講義では，高等学校において，情報教育に携わる者として必

要な，情報化社会の現状や科学技術の発展等を学習するとともに，
それらに柔軟かつ的確に対応できる資質・能力の向上を目指す。
また，高等学校から社会生活へ，よりよく移行させるための職

業指導・進路指導・キャリア教育の基本や，職業に関する様々な
問題について明らかにする。
（学習目標）
１ 情報化社会や IT革命についての現状や課題を理解し，ど

のように情報教育を進めたらよいか考えることができる。
２ 学校における進路指導・キャリア教育の現状や課題を理解

し，どのように取り組んでいけば良いかを考えることがで
きる。

●授業計画
第１回 オリエンテーション，⽛情報と職業⽜の意義
第２回 高等学校における情報教育
第３回 情報化社会の発達
第４回 情報社会と情報システム
第５回 情報化社会の現状と将来展望
第６回 情報化社会における職種と職務
第７回 情報化社会と資格
第８回 情報化社会における職業観・職業意識の変遷
第９回 情報化社会における職業指導・進路指導・キャリア教

育の歴史的変遷
第10回 職業指導・進路指導・キャリア教育の理念と性格
第11回 学校におけるキャリア教育の計画と実践
第12回 産業界・労働界における職業指導とキャリア・ガイダ

ンス
第13回 情報セキュリティ・情報モラル
第14回 情報化社会において求められる人材像
第15回 まとめ 到達度チェック

●準備学習（予習・復習等）の内容
（予習） 次回の授業用レジュメを通読と確認をすること。（２
時間程度）
（復習） 講義の理解・不十分の箇所を明確にし，次の講義の準
備をしておくこと。（２時間程度）

●事後指導・フィードバック
期末評価試験結果とその講評を掲示板にて公表する。

●評価方法・基準
期末評価試験（60％）・課題（20％）・受講態度（10％）・学習意

欲（10％）で評価する。

●履修上の留意点
教職を目指す者として強い意欲を持ち，積極的な態度で受講す

ること。

●教科書
特になし。

●参考書
文部科学省⽛高等学校学習指導要領解説 情報編⽜
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北海学園大学における⽛教員の免許状授与の所要資格を得させるための課程認定⽜の経過
昭和29年10月26日 校大第 354 号 北海学園大学第⚑部と第⚒部の正規の課程並びに聴講生の課程に中学校教諭一級普通免許状

（社会）（職業），高等学校教諭二級普通免許状（社会）（商業）の認定を得る。
(認定の適用時期：昭和 29 年⚔月⚑日)

昭和29年10月30日 校大第 412 号 北海短期大学第⚒部に，中学校教諭二級普通免許状（職業）と高等学校助教諭免許状（商業）
課程の認定を得る。 (認定の適用時期：昭和 29 年⚔月⚑日)

昭和40年⚒月16日 文大教第 18 の 30 号 北海学園大学法学部⚑部法律学科，⚒部法律学科に中学校教諭一級普通免許状（社会）
と高等学校教諭二級普通免許状（社会）の正規の課程認定を得る。 (認定の適用時期：昭和 40 年⚔月⚑日)

昭和41年⚓月⚕日 文大教第 294 の 39 号 北海学園大学経済学部⚑部経営学科，⚒部経営学科に中学校教諭一級普通免許状（社
会）（職業）と高等学校教諭二級普通免許状（社会）（商業）の正規の課程認定を得る。

(認定の適用時期：昭和 41 年⚔月⚑日)

昭和45年⚒月13日 文大教第 172 号 北海学園大学大学院経済学研究科経済政策専攻修士課程に高等学校教諭一級普通免許状
（社会）の課程認定を得る。 (認定の適用時期：昭和 45 年⚔月⚑日)

昭和61年⚓月31日 文教教第 40 号 北海学園大学大学院法学研究科法律学専攻修士課程に高等学校教諭一級普通免許状（社会）
の課程認定を得る。 (認定の適用時期：昭和 61 年⚔月⚑日)

平成⚒年⚓月26日 文教教第 40 号 北海学園大学経済学部⚑部経済学科・経営学科，⚒部経済学科・経営学科に中学校教諭一種
免許状（社会）と高等学校教諭一種免許状（社会）。法学部⚑部法律学科，⚒部法律学科に中学校教諭一種免
許状（社会）の課程認定を得る。
教育職員免許法の一部改正により中学校一級，高等学校二級免許状が中学校教諭一種，高等学校教諭一種免
許状となる。 (認定の適用時期：平成⚒年⚔月⚑日)

平成⚓年⚒月27日 文教教第 40 号 北海学園大学経済学部⚑部経済学科・経営学科，⚒部経済学科・経営学科に高等学校教諭一
種免許状（地理歴史）（公民）の課程認定を得る。法学部⚑部法律学科，⚒部法律学科に高等学校教諭一種免
許状（地理歴史）（公民）の課程認定を得る。教育職員免許法改正により免許教科が（社会）から（地理歴史）
と（公民）になる。 (認定の適用時期：平成⚒年⚔月⚑日)

平成⚓年⚓月25日 文教教第 40 号 北海学園大学大学院経済学研究科経済政策専攻と法学研究科法律学専攻の修士課程に中学
校教諭専修免許状（社会）の課程認定を得る。 (認定の適用時期：平成⚒年⚔月⚑日)

平成⚖年⚓月⚙日 文教教第 40 号 北海学園大学人文学部⚑・⚒部日本文化学科に中学校教諭一種免許状（国語），高等学校教
諭一種免許状（国語），人文学部⚑・⚒部英米文化学科に中学校教諭一種免許状（英語），高等学校教諭一種
免許状（英語）。工学部土木工学科・建築学科に中学校教諭一種免許状（数学），高等学校教諭一種免許状（数
学）（工業）。工学部電子情報工学科に中学校教諭一種免許状（数学），高等学校教諭一種免許状（数学）の課
程認定を得る。 (認定の適用時期：平成⚖年⚔月⚑日)

平成⚖年⚓月⚙日 文教教第 40 号 北海学園大学大学院法学研究科法律学専攻修士課程に高等学校教諭専修免許状（公民）の課
程認定を得る。 (認定の適用時期：平成⚖年⚔月⚑日)

平成⚖年⚓月16日 文教教第 40 号 北海学園大学大学院経済学研究科経済政策専攻修士課程に中学校教諭専修免許状（社会），
高等学校教諭専修免許状（地理歴史）（公民）（商業）の課程認定を得る。
工学研究科建設工学専攻に高等学校教諭専修免許状（工業）を，電子情報工学専攻に中学校教諭専修免許状
（数学），高等学校教諭専修免許状（数学）の課程認定を得る。 (認定の適用時期：平成⚖年⚔月⚑日)

平成11年⚓月19日 文教教第 40 号 北海学園大学大学院文学研究科日本文化専攻修士課程に，中学校教諭専修免許状（国語），
高等学校教諭専修免許状（国語）の課程認定を得る。 （認定の適用時期：平成 11 年⚔月⚑日)

平成11年⚓月19日 文教教第 40 号 北海学園大学経済学部⚑部経済学科・経営学科，⚒部経済学科・経営学科に中学校教諭一種
免許状（社会），高等学校教諭一種免許状（地理歴史）（公民）（商業）。法学部⚑・⚒部法律学科・政治学科
に中学校教諭一種免許状（社会），高等学校教諭一種免許状（地理歴史）（公民）。人文学部⚑・⚒部日本文化
学科に中学校教諭一種免許状（国語），高等学校教諭一種免許状（国語）。人文学部⚑・⚒部英米文化学科に
中学校教諭一種免許状（英語），高等学校教諭一種免許状（英語）。工学部土木工学科・建築学科に中学校教
諭一種免許状（数学），高等学校教諭一種免許状（数学）（工業）。工学部電子情報工学科に中学校教諭一種免
許状（数学），高等学校教諭一種免許状（数学）の課程認定を得る。
教育職員免許法の一部改正に伴う再課程申請による課程認定を得る。

（認定の適用時期：平成 11 年⚔月⚑日)

平成12年⚒月16日 文教教第 40 号 北海学園大学大学院経営学研究科経営学専攻修士課程に，高等学校教諭専修免許状（商業）
の課程認定を得る。 (認定の適用時期：平成 12 年⚔月⚑日)

平成14年⚓月11日 13 文科初第 1015 号 北海学園大学工学部電子情報工学科に中学校教諭一種（数学），高等学校教諭一種（数
学）（情報）の課程認定を得る。 （認定の適用時期：平成 14 年⚔月⚑日)

平成15年⚓月⚕日 14 文科初第 1156 号 北海学園大学大学院法学研究科政治学専攻に中学校教諭専修免許状（社会），高等学校
教諭専修免許状（公民）。文学研究科英米文化専攻に中学校教諭専修免許状（英語），高等学校教諭専修免許
状（英語）の認可を得る。 （認定の適用時期：平成 14 年⚔月⚑日)
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平成15年⚓月⚕日 14 文科初第 1156 号 北海学園大学経済学部⚑部地域経済学科，⚒部地域経済学科に中学校教諭一種免許状
（社会），高等学校教諭一種免許状（地理歴史）（公民）。経営学部⚑部経営学科に高等学校教諭一種免許状（公
民）（商業）。経営学部⚑部経営情報学科に高等学校教諭一種免許状（商業）（情報）。経営学部⚒部経営学科
に高等学校教諭一種免許状（商業）（情報）の課程認定を得る。 （認定の適用時期：平成 15 年⚔月⚑日)

平成17年⚓月29日 16 文科初第 1266 号 北海学園大学人文学部⚑部日本文化学科，⚒部日本文化学科に中学校教諭一種免許状
（国語），高等学校教諭一種免許状（国語）（地理歴史）の課程認定を得る。

（認定の適用時期：平成 17 年⚔月⚑日)

平成18年⚓月13日 17 文科初第 1082 号 北海学園大学大学院文学研究科日本文化専攻修士課程に，中学校教諭専修免許状（国
語），高等学校教諭専修免許状（国語）（地理歴史）の課程認定を得る。

（認定の適用時期：平成 18 年⚔月⚑日)

平成19年12月25日 19 文科初第 1066 号 北海学園大学経営学部⚑部経営学科，⚒部経営学科に中学校教諭一種免許状（社会）の
課程認定を得る。 （認定の適用時期：平成 20 年⚔月⚑日)

平成20年12月24日 20 文科初第 1182 号 北海学園大学人文学部⚑部英米文化学科，⚒部英米文化学科に高等学校教諭一種免許
状（地理歴史）の課程認定を得る。 （認定の適用時期：平成 21 年⚔月⚑日)

平成22年⚑月25日 21 文科初第 553 号 北海学園大学大学院文学研究科英米文化専攻修士課程に，高等学校教諭専修免許状（地
理歴史）の課程認定を得る。 （認定の適用時期：平成 22 年⚔月⚑日)

平成24年⚒月15日 23 文科初第 1568 号 北海学園大学工学部生命工学科に中学校教諭一種免許状（理科），高等学校教諭一種免
許状（理科）の課程認定を得る。 （認定の適用時期：平成 24 年⚔月⚑日)

平成31年⚑月25日 30 文科教第 366 号 北海学園大学経済学部⚑部・⚒部経済学科に中学校教諭一種免許状（社会），高等学校教
諭一種免許状（地理歴史）（公民）（商業）。経済学部⚑部・⚒部地域経済学科に中学校教諭一種免許状（社会），
高等学校教諭一種免許状（地理歴史）（公民）。経営学部⚑部経営学科に中学校教諭一種免許状（社会），高等
学校教諭一種免許状（公民）（商業）。経営学部⚑部経営情報学科に高等学校教諭一種免許状（商業）（情報）。
経営学部⚒部経営学科に中学校教諭一種免許状（社会），高等学校教諭一種免許状（商業）（情報）。法学部⚑・
⚒部法律学科・政治学科に中学校教諭一種免許状（社会），高等学校教諭一種免許状（地理歴史）（公民）。人
文学部⚑・⚒部日本文化学科に中学校教諭一種免許状（国語），高等学校教諭一種免許状（国語）（地理歴史）。
人文学部⚑・⚒部英米文化学科に中学校教諭一種免許状（英語），高等学校教諭一種免許状（英語）（地理歴
史）。工学部社会環境工学科・建築学科に中学校教諭一種免許状（数学），高等学校教諭一種免許状（数学）
（工業）。工学部電子情報工学科に中学校教諭一種免許状（数学），高等学校教諭一種免許状（数学）（情報）。
工学部生命工学科に中学校教諭一種免許状（理科），高等学校教諭一種免許状（理科）の課程認定を得る。
教育職員免許法の一部改正に伴う再課程認定申請による課程認定を得る。

（認定の適用時期：平成 31 年⚔月⚑日)

平成31年⚑月25日 30 文科教第 366 号 北海学園大学大学院経済学研究科経済政策専攻修士課程に中学校教諭専修免許状（社
会），高等学校教諭専修免許状（地理歴史）（公民）（商業）。経営学研究科経営学専攻修士課程に高等学校教
諭専修免許状（商業）。法学研究科法律学専攻・政治学専攻修士課程に中学校教諭専修免許状（社会），高等
学校教諭専修免許状（公民）。文学研究科日本文化専攻修士課程に中学校教諭専修免許状（国語），高等学校
教諭専修免許状（国語）（地理歴史）。文学研究科英米文化専攻修士課程に中学校教諭専修免許状（英語），高
等学校教諭専修免許状（英語）（地理歴史）。工学研究科建設工学専攻修士課程に高等学校教諭専修免許状（工
業）の課程認定を得る。
教育職員免許法の一部改正に伴う再課程認定申請による課程認定を得る。

（認定の適用時期：平成 31 年⚔月⚑日)

令和⚓年11月15日 ⚓文科教第 820 号 北海学園大学工学部生命工学科に高等学校教諭一種免許状（情報）の課程認定を得る。
（認定の適用時期：令和⚔年⚔月⚑日)

─239─



2023 年度 教職課程科目担当非常勤講師 業績一覧
（五十音順）

講師氏名 取得学位 主な業績

石 黒 清 裕 文学士

・⽝週間 教育資料⽛高校現場最前線 さっぽろ発 SGH の取組 ～Think
globally Act locally を実践するグローバル人材育成～⽜教育公論社
No.1349⽞
・⽝⽛高等学校における主権者教育について～札幌市立高等学校の現状と展
望⽜全国普通科高等学校長会 全普高会誌第 64 号⽞

石 塚 誠 之
修士(教育学)，
修士(心身障害
学)

Automaticity of Number Processing in Children With Mathematical
Difficulties: Distance Effect on a Number Comparison Task (ISHIZUKA
Masayuki, OKAZAKI Shinji, MAEKAWA Hisao The Japanese Journal of
Special Education 47(6) 443-455, 2010)

岩 間 洋 之 経済学士 北海道高等学校教育研究会日本史分科会 研究発表⽛思考・判断力を身につ
ける授業実践 ～基礎基本から発展へと導く指導～⽜

岡 部 善 平 博士(教育学) ⽛職業学科における高校生の能力認識の形成─工業高校および商業高校を事
例として─⽜⽝小樽商科大学 人文研究⽞第 140 輯 2020 年

川 瀬 雅 之 文学士

・文部科学省⽝高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説 公民編⽞⽛政
治・経済⽜専門的作業等協力者
・⽛主体的・対話的で深い学びを促す⽛政治・経済⽜の授業デザイン⽜（原田
智仁編著⽝平成 30 年度版学習指導要領改訂のポイント 高等学校 地理
歴史 公民⽞（明治図書 平成 31 年））【分担執筆】

川 俣 智 路 修士(教育学)
⽛教育相談を促す技法の実際（問題解決的）⽜
（橋本創一他編著⽝キーワードで読み解く 特別支援教育・障害児保育＆教
育相談・キャリア教育⽞，福村書店 2020【分担執筆】）

柿 原 幸 一 工学士

・⽛北海道の高等学校における情報教育の変遷⽜（⽝北海学園大学教職課程年
報第 13 号⽞）
・⽛機械系学科における情報技術に関する教材の開発～CAD システムの発
展的な教材とネットワークを活用した教材⽜（平成⚙年度北海道立教育研
究所附属情報処理研究センター長期研修報告書）

菊 地 達 夫 修士(地理学)
⽛中学校社会科における地理巡検の有り方と工夫・改善─北海道遺産⽛札幌
軟石⽜の教材活用を通じて─⽜（北方圏学術情報センター年報 Vol.11
2019）

近 藤 健一郎 博士(教育学) ⽛近代沖縄における教育と国民統合⽜（北海道大学出版会）

鈴 木 康 裕 教育学士
・⽛心のノート⽜（文部科学省 改善執筆委員 共著）
・⽛札幌市中学校教育課程編成の手引⽜（平成 24 年度札幌市教育委員会分担
執筆）

髙 橋 秀 幸 博士(教育学) ⽛インターンシップと販売実習に関する比較研究─商業高校の在校生調査か
ら─⽜（日本インターンシップ学会⽝インターンシップ研究年報⽞第 16 号）

髙 松 洋 司 教育学士
⽛個別学力試験⽝国語⽞が測定する資質・能力の分析・評価手法に関する研究
～記述式問題を中心に～経過報告⽜（文部科学省⽛大学入学者選抜改革推進委
託事業⽜選定事業人文社会分野（国語科）平成 30 年度活動報告書【分担執筆】）

本 間 敦 志 経済学士 ⽛教員養成課程において進路指導及び生徒指導をいかに教えるか⽜（⽝北海学
園大学教職課程年報第 15 号⽞）

丸 山 宏 昌 修士(地域社会
マネジメント学)

アクティブラーニングを促すための教育的介入におけるコラボレーション
の効果について⽜⽝札幌大谷大学社会学部論集⽞第⚖号（分担執筆）

宮 下 裕 加 修士(スポーツ
科学)

・⽛学校と家庭の役割を明確にする大切さ⽜令和⚓年度増毛町 PTA 連合会
研究大会講演者

宮 嶋 衛 次 修士(理学) ⽛教職課程を意識した地学教育における指導法の工夫⽜
（千歳科学技術大学フォトニクス研究所紀要 2018 年 vol.8-1）

山 口 晴 敬 修士(教育学)

清水書院⽛高等学校 現代政治経済最新版⽜文部科学省検定済教科書 共同
研究及び分担執筆
⽛高等学校 現代政治経済最新版 指導と研究⽜検定済教科書準拠指導書
共同研究及び分担執筆

吉 本 満 経済学士
・⽛学校における情報教育の変遷⽜（⽝北海学園大学教職課程年報第 12 号⽞）
・⽛マルチメディア社会に対応した情報処理教育⽜（⽝北海道高等学校教育研
究会研究紀要⽞第 35 号）

※本学所属の専任教員の業績については，北海学園大学ホームページ（https://www.hgu.jp/guide/information/）を参
照してください。
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